
遺物　土師器片42点，須恵器片37点，鉄津1点が出土している。第557図1940の土師器嚢は北東部の覆土上層

から，1941の須恵器杯は覆土中から，1942の須恵器杯は東部の床面から，1943の須恵器蓋は竃内から，それぞ

れ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と推定される。
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第557図　第483号住居跡出土遺跡実測図

第483号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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遺物番号券　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第557区l襲A［23．4］底部欠損。休部は内攣して立ち上が口綾部横ナデ。口縁部外面へラ状工砂粒・雲母・長石30％　PL239

1940土　師　器B（22．0）り，休部中位に最大径をもつ。頸郡具による押し引き。体部下半へラ磨橙色

はくの字状に折れ，口緑端部はつま

み上げられている。

き。体部内面へラ当て痕。普通

1941

杯A［12．7］平底。体部は外傾して立ち上がり，ロ縁部，体部内・外面ロクロナデ。精良，砂粒・雲母30％　PL238

須　恵　器B　　4．3

C［7．1］

口緑部にいたる。 底部回転へラ削り。 青灰色

良好

1942

杯A［14．0］平底。休部は外傾して立ち上がり，口綾部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・白色粒30％　PL238

須　恵　器B　　4．2

C［8．6］

口緑部にいたる。 底部雑なヘラナデ，回転へラ切り痕。子

緑灰色，普通

1943

蓋A　　20．2天井部は高く，なだらかに口綾部に天井部回転へラ削り。つまみ貼り付砂粒・雲母・長石・80％　PL238

須　恵　器B　　4．4いたる。口縁端部はわずかにつまみけ後口クロナデ。口緑部内・外面ロ白色粒子 火裡あり。

F　　2．3

G　　l．3

だされている。つまみは擬宝珠状を

呈する。

タロナデ。 青灰色

良好

第484号住居跡（第558図）

位置　調査区城の北西端部，B3j2区。

規模と平面形　長軸2．92m，短軸2．74mの方形である。
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主軸方向　N－110－E

壁　壁高は8～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた面はみられない。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

寵　削平がひどいため，覆土も薄く，確認することができなかった。

覆土　覆土は薄いうえ，単一層のため自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片9点，須恵器片14点が出土している。第558図1944の須恵器鉢は，中央部と北部の床面から出

土した破片が接合したものである。

所見　本跡から出土した遺物は非常に少なく，時期を判断するのは困難である。図示した鉢は，休部がわずか

に丸みを帯びており，器高が低いこと，口緑端部のつくりなどから，8世紀中葉までの所産と思われ，本跡の

廃絶時期もこの時期と推定される。

」L21．4m

′一己≦＝二二二二二二プ′‾

・・こユ、

●●●
1944

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　　＿＿；　　　！

0　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿」　　」

第558図　第484号住居跡・出土遺跡実測図
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第484号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第558図 鉢 A ［4 1．5］ 体部 は丸み をもち，外傾 して立 ち上 日経部内 ・外面ロクロナデ。体部外 砂粒 ・雲母 ・長石 60％　 P L 239
1944 須　 恵　 器 B　 18．6 が る。目線部は短 く外側 に屈 曲 し， 面横位の平行叩 き，内面指頭押圧。 灰色

C　 17．5 ほぼ水平になる。目線端部 は上下 に 休部下端手持ちへラ削 り。底部磨滅 普通

つ まみ出されている。 のため調整不 明。

第堵爵5号健贋静（第5590560図）

位置　調査区域の北西端乳　B3j6区。

規模と平面形　長軸5言Om，短軸3誹Omの長方形である。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は20～42cmで，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

囁　北壁の中央部に設けられている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ128C恥袖部最大幅148cmである。

袖部は，黄褐色粘土で構築されている。煙道部は，北壁を幅101cm，奥行き44cmにわたり三角形に掘り込んで

いる。煙道は40度の傾きで立ち上がる。焚口部から火床部は，長径88cm，短径73cmの楕円形に確認面から深さ

40cmほど掘り込んでいる。火床面と内壁は5～10cmの厚さで赤変硬化しており，長期間使用されたものと思わ

れる。火床部は北壁ラインの内側に位置する。

電土層解説

1暗褐色　黄褐色粘土小ブロック少量，焼土中ブロック・焼

土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　黄褐色粘土小ブロック少量，焼土小ブロック・焼

土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　灰黄褐色　黄褐色粘土小ブロック多量，焼土粒子・炭化物・

炭化粒子微量

4　黒褐色　焼土粒子・黄褐色粘土粒子少量，焼土中ブロッ

ク・焼土小ブロック・炭化物e炭化路子微量

5　灰褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・黄褐色粘土粒子

少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック

少量，焼土太ブロック・炭化材微量

7　黒褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化材・炭化

物・炭化粒子微量

8　灰黄褐色　黄褐色粘土中ブロック中量，焼土粒子微量

9　暗赤褐色　赤変硬化した内壁

10　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘

土中ブロック微量

11暗赤褐色　赤変硬化した火床

ぽッ睦1か所。Plは南壁寄りの中央部に位置するピットで，径50cmの円形，深さ18cmの，出入口施設に伴

うピットと思われる。

ピット土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子0炭化粒子・白色粘土粒子微量

尊皇　8層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子
微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロ

ック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土小ブロック・

炭化物・黄褐色粘土中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化

材も炭化粒子e黄褐色粘土小ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化

物・炭化粒子・黄褐色粘土粒子微量

6　暗褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化材・炭化

物・炭化粒子・黄褐色粘土粒子微量

7　にぷい黄褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土粒

子微量

8　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒

子・黄褐色粘土粒子微量

遺物　土師器片229点，須恵器片125点が出土している。大部分が覆土中から出土しており，床面からのものは

ない。第559図1945の須恵器高台付杯は中央部の南寄り覆土下層から，1946の土師器婆は北東部の覆土上層か

ら，1947の須恵器杯は覆土中から，1948の須恵器杯は中央部の東寄り覆土中層から，1949の須恵器蓋は北壁際
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の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は人為堆積であること，遣物は投棄された状況であること，出土土器等から，8世紀中葉には廃絶

されていたものと推定される。

（勘 中

第559図　第485号住居跡・出土遺跡実測図
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第顔相国　第485号住居跡出土遺跡実測図

第485号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

：‾　　＿　　．　丁＿＿　二　一＿．　．

遺物番号 器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土e色訴ト焼成 備　　　 考

第559図高台付杯Å　12．9 底部と体部の境に稜をもつ。休部は磨滅のため，内・外面の調整不明瞭。粗い，砂粒・雲母・80％　PL239

1945

l

須　恵　器

】

B　　5．3

D　　8．5

E　　L3

t

わずかに内攣して立ち上がり，目線

部にいたる。高台は，わずかに外に

開く。

高台貼り付け。 長有・角轢

褐色

不良

第560図 賓 Å ［21．2］体部から目線部にかけての破片。体ロ綾部横ナデ。体部内・外商ナデ。 砂粒・雲母・長石 30％

ユ946 土　師　器 B （17．5）部は丸みがある。頚部はくの字状に

おれ，目線端部はつまみ上げられる。

明褐色

普通

第559図 杯 Å　 12．7 平底。体部は外傾して立ち上がり，口縁部，体部内・外面ロクロナデ。粗い，長石・角礫・40％　 PL238

1947 須　恵　器 B　　 4．0 口緑部にいたる。目線端部に平坦面体部下端手持ちへラ削り。底部多方 白色針状物

C　　 7．2 をもつ。 向のへラ削り。 灰色，普通

1948

林 A ［13」］平底。体部は外傾して立ち上がり， 目線部，体部内の外面ロタロナデ。砂粒・長石・布礫・ 40％　P L238

須　恵　器 B　　 3．8 目線部にいたる。目線部は丸くおき体部下端手持ちへラ削り。底部1方 白色針状物

C　　 7．9 まる。 向のへラ削り，外周にヘラナデ。 灰色，普通

第560図 蓋 A ［18膏］天井部は高く，断面は台形を豊す。天井部回転へラ削り，つまみ貼り付砂粒・雲母・長石 30％　PL239

1949 須　恵　器 B　　 4．0 口緑端部は短く屈曲する。つまみはけ後ロクロナデ。ロ縁部内・外面ロ灰色

F　　 2．7

G　　 l．0

高いボタン状である。 クロナテ㌔ 普通

第鵡鵬号健腰跡（第56且の562図）

位置　調査区域の北西端部，C3b3区。

重複関係　第488号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2。87m，短軸2．64mの方形である。

主軸方向　N－380－E

璧　壁高は12～26cmで，外傾して立ち上がる。

壁湧　南東壁e北西壁の一部の壁下を巡っている。上幅7～摘cm　下幅　～6cm　深さ4cmで，断面はU字形

である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。住居が重複している部分はローム粒子と焼土粒子混じりの黒

褐色土で貼床され，その他の部分は地山を床面としている。

毯　北東壁の中央部に設けられている。規模はタ焚口部から煙道部までの長さ73cm，袖部最大幅96cmである。
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袖部はわずかに地山を掘り残して構築されている。煙道部は，北壁を幅65cm，奥行き58cmにわたり三角形に掘

り込んでいる。煙道は48度の傾きで立ち上がる。火床部は，長径50cm，短径39cmの楕円形に確認面から30cmの

深さで掘り込んでおり，地山を利用している。火床部は北東壁ラインの外側に位置する。
培土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　黄褐色粘土小ブロック中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

ピット1か所。Plは東コーナー部に位置する。長径47cm，短径34cmの楕円形で，深さ18cmのピットである。

覆土に焼土や炭化材が含まれていること，竃の覆土中から出土した破片とPlから出土した破片が接合するこ

とから，竃から掻き出したものを捨てたピットである可能性もある。
ピット土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック少鼠　ローム小ブロック・焼土大ブロック　焼土粒子・炭化材・炭化粒子微量

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と思われる。

土眉解説

1暗褐色　　ローム粒子焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　窯褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4にぷい黄褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量（貼床）

遺物　土師器片118点，須恵器片39点，灰粕陶器片1点が出土している。出土土器の器種構成をみると，食膳

具類は全体的に少ないが，土師器・須恵器共にほぼ同数の破片が出土しており，煮沸具は土師器の方が多い。

第562図1950の土師器杯は，竃の覆土中から出土した破片とPlから出土した破片が接合したものである。

第561図　第486号住居跡実測図
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1951の土師器杯は竜前面部の床面から，1952の灰粕陶器長頸瓶はPlの底面から出土している。1952は二次焼

成を受けている。

所見　本跡の時期は，出土土器や遺構の重複関係から9世紀中葉と推定される。

第562図　第486号住居跡出土遺物実測図

第486号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10qm

l i　　　　［

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第562回杯A［13．4］平底。体部は内攣して立ち上がり，ロ縁部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・長石 60％　PL239

1950土　師　器B　　4．5

C　　5．8

口縁部にいたる。 体部下端手持ちへラ削り。底部1方

向のヘラ削り。

橙色

普通

1951

杯A［13．1］平底。体部は内攣して立ち上がり，ロ緑部，体部内・外面ロタロナデ。砂粒・雲母・赤色粒子50％

土　師　器B　　3．6

C［6．3］

口縁部で外反する。 体部下端・底部回転へラ削り。橙色

普通

1952

長　頚　瓶

灰粕陶器

B（8．8）体部片。 体部内・外面ロクロナデ。外面施粕。砂粒，胎土　灰白色，

外面灰オリーブ粕

良好

5％

第487号住居跡（第563・564図）

位置　調査区城の北西端部，C3b6区。

規模と平面形　長軸4．13m，短軸3．65mの長方形である。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は15～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除いて，壁下を巡っている。上幅9～13cm，下幅4～8cm，深さ5cmで断面はU字状である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

竜　北壁の中央部に設けられている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ120cm，袖部最大幅144cmである。

袖部は，黄褐色粘土ブロックを主体に構築されている。煙道部は，北壁を幅75cm，奥行き43cmにわたり三角形

に掘り込んでいる。煙道は30度の傾きで立ち上がる。火床部は，径40cmの円形に確認面からの深さ36～42cmほ

ど掘り込み，黄褐色粘土ブロックを含んだ暗褐色土を埋土してつくっている。火床部は北壁ラインの内側に位

置する。

寵土眉解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・

焼土粒子・炭化粒子・白色粘土粒子微量

2　暗褐色　白色粘土小ブロック少量，ローム粒子・焼土小ブ

ロック・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロ

ック微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，ローム粒子・焼

土中ブロック・炭化物・炭化粒子・白色粘土粒子微量
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4　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック少量，ローム小

ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化

粒子・砂粒微量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒

子・黄褐色粘土小ブロック微量

6　黄褐色　黄褐色粘土中ブロック多量，焼土小ブロック・焼

土粒子・炭化粒子微量



7　暗赤褐色　焼土粒子・黄褐色粘土中ブロック中量，焼土小ブ　　　9　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

ロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　10　暗褐色　黄褐色粘土小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化

8　暗褐色　黄褐色粘土小ブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　物・炭化粒子微量（掘り方）

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P2・P4は径40～45cmの円形，深さ30～50cmである。P3は長径

63cm，短径49cmの楕円形，深さ30cmである。これらは規模や配置から主柱穴と考えられる。P5は，長径32cm，

短径25cmの楕円形，深さ22cmで，南壁寄りの中央部に位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。

ピット土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・　　2　黄褐色　黄褐色粘土小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

黄褐色粘土小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と思われる。

第563図　第487号住居跡実測図

F

町　　　『伊‾‾
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土屑解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小プロツ　　　5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小プ

ク・炭化物・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック・炭化粒子微量

3　黒褐色　白色粘土少量，ローム小ブロック・ローム粒子・　　　6　暗褐色　白色粘土粒子微量

焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片74点，須恵器片31点が出土している。第564図1953の土師器鉢は竃東袖付近の覆土下層から，

1954の土師器嚢は北部の覆土中層から，1955の須恵器杯は北壁際の床面から，1956の須恵器杯はP5付近の床

面から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と推定される。

195 3

第564図　第487号住居跡出土遺物実測図

第487号住居跡出土遣物観察表

10cm

！　　　l　　　」

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第564園鉢A　18．3平底。休部は内暫して立ち上がり，ロ緑部内・外面積ナデ。体部内・外砂粒・長石 70％

1953土　師　器B　　9．3

C　　7．6

ロ緑部は外傾する。 面へラナデ。休部下端手持ちへラ削

り。底部へラナデ。

橙色

普通

1954

嚢A［20．5］体部からロ緑部にかけての破片。体ロ縁部横ナデ。口緑部内・外面へラ砂粒・雲母・長石30％　PI．239

土　師　器B　（19．3）部は丸みがあり，休部上位に最大径

をもつ。頚部はくの字状に折れ，口

縁端部はつまみ上げられている。

ナデ。内面へラ当て痕。 にぷい黄橙色

普通

1955

珂こA［13．4］平底。体部は外傾して立ち上がり，ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石60％　PL239

須　恵　器B　　4．2

C　　8．6

口緑部にいたる。 休部下端手持ちへラ削り。底部多方

向のヘラ削り。

灰色

普通

1956

］不A［13．6］平底。休部は外傾して立ち上がり，口縁部，体部内・外面ロクロナデ。粗い，雲母∵長石・70％　PL239

須　恵　器B　　　4．4口緑部にいたる。ロ緑端部は細くす体部下端手持ちへラ削り。底部1方角礫，灰オリーブ色

C［9．0］ほむ。外面のロクロ目が強い。向のヘラ削り，回転へラ切り痕。普通

－782－



第488号住居跡（第565・566図）

位置　調査区域の北西端部，C3b3区。

重複関係　本跡の上部に第486号住居が構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　東西軸は4・48mである0南半分が調査区域外のため，南北軸は不明であるが，確認できるだけ

で，2・43mである。平面形は方形または長方形になるものと考えられる。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は23～56cmで，ほぼ直立する。

壁溝　竃の部分を除いて，壁下を巡っている。上幅9～15cm，下幅4～8cm，深さ5cmで，断面はU字状である。

床　ほぼ平坦で，踏み固められている部分は見られない。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

竜　北壁の中央部に設けられている。規模は焚口部から煙道部までの長さ101cm，袖部最大幅115cmである。袖

部の基部は地山を掘り残し，先端部には黄褐色粘土を芯にして周りに暗褐色土を貼り付けて構築されている。

第565図　第488号住居跡実測図

－783－
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煙道部は，北壁を幅100cm，奥行き78cmにわたり三角形に掘り込んでいる。煙道は30度の傾きで立ち上がる。火

床部は，径28cmの円形に確認面からの深さ28cmほど掘り込んで，地山を利用している。火床部は北壁ライン上

に位置する。

寵土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

2　暗赤褐色　黄褐色粘土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物炭化粒子微量

3　暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

4　にぷい黄褐色　黄褐色粘土中ブロック多量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

6　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は径45cm・35cmの円形，深さ40cm・45cmである。それぞれ北東部と

北西部に位置し，位置と規模から主柱穴と考えられる。

ピット土屑解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　黄褐色粘土小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　黄褐色粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　7層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と思われる。

土眉解説

1黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック微量

2　黒褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物微量

3　暗褐色　粘土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

6　にぷい黄褐色　黄褐色粘土中ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　炭化粒子少量，炭化物・黄褐色粘土小ブロック微量

遺物　土師器片85点，須恵器片63点，灰粕陶器片1点が出土している。器種構成では土師器85点の内5点だけが

杯で，他はすべて聾である。須恵器63点の内49点が杯・盤・高台付杯で，他の7点が賓である。第566図1957・

1958の須恵器杯は北東部の床面から，1959の須恵器蓋はPl付近の覆土下層から，1960の須恵器高盤は竜焚口付

近の覆土下層から，それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後葉と推定される。

／革

第566図　第488号住居跡出土遺物実測図

第488号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿⊥－＿」

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第566回杯A　12．8平底。休部は外債して立ち上がり，ロロ縁部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・長石50％　PL239

1957須　恵　器B　　4．4

C　　7．6

縁部で外反する。口緑端部は肥厚する。部下端手持ちへラ削り。底部1方向の

ヘラ削り。

灰オリーブ色

普通
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遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第566図 杯 A　 13．2 平底。体部は外傾 して立ち上が り，口 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・長石 80％　P L 239
1958 須　 恵　 器 B　　 4．0 縁部にいたる。目線端部は丸 くおさま 部下端手持ちへラ削り。底部 1方向の 灰色 底部外面朱書

C　　 7．6 る。 へラ削り。 普通 「［コ」

1959

蓋

須　 恵　 器

B （2．7）

F　　 2．5

G　　 l．1

天井部片。天井頂部は高 く水 平であ 天井部回転へラ削 り。つ まみ貼 り付 け 砂粒 ・雲母 ・長石 40％　P L 239
る。つまみは高めのボタン状である。 後，ロクロナデ。天井部内面ロクロナ

チP。

灰色

普通

196 0

高　 盤 B （10．7） 脚部片。脚部は外方に開き，裾部で大 脚部内 ・外面ロクロナデ。透か しは3 砂粒 ・長石 ・白色粒 40％　P L 239
須　 恵　 器 D　 14．0 きく反 り，水平面 をもつ。端部は垂下

し，断面三角形を呈する。

孔。 子

音灰色，良好

第磯鯛号健腰掛（第567。568図）

位置　調査区域の北端部，B5dl区。

重複関係　第490号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．40mタ　短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は32～40cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

魔　北壁の中央部に設けられている。両袖部は撹乱を受け，遺存しない。規模は，焚日部から煙道部までの長

さ88cm，推定される袖部幅nlcmである。煙道部は，北壁を幅102cm，奥行き52cmにわたり，丸みを帯びた三角形

に掘り込んでいる。煙道は，35度の傾きで立ち上がる。火床部は，地山を確認面から42cmの深さに掘り込んでつ

くっている。

竃土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量

3　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子8焼土小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少鼠　ローム中ブロック・焼土中ブロック微量
5　暗褐色　砂粒少量，焼土小ブロック微量
6　褐　　色　焼土粒子さ砂粒少量

7　暗褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
8　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

だッ匪　2か所（Pl e P2）。Plは長径70cm，短径54cmの楕円私深さ13cm，P2ほ径45cmの円乳深さ

17cmである。いずれも南壁際の，Plは東寄りに，P2は西寄りに位置している。性格は不明である。

ピット土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

援羞12層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物微量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

6　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム太ブロック微量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
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9　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

11褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

12　暗褐色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片202点，須恵器片67点，灰粕陶器片1点，石器1点（砥石）が出土している。第568図1966の土師器

嚢，1967の須恵器杯は竃の覆土下層からそれぞれ出土している。1968の須恵器鉢は，竃内の覆土上層から覆土

下層にかけて出土した破片が接合したものである。1962の土師器杯は北東コーナー部の覆土下層から正位で，

1963の土師器杯は南壁際の覆土下層から逆位で，それぞれ出土している。1965の土師器高台付皿はPlの覆土

中から，1964の土師器杯は覆土中からそれぞれ出土している。1961の土師器杯は，竃の覆土下層とPlの覆土

下層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土土器から，9世紀後葉と推定される。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　　「　　－」

第567図　第489号住居跡・出土遺物実測図
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第568図　第489号住居跡出土遺物実測図

第489号住居跡出土遺物観察表

画室！顎．！

0

「；‥1加

遺物番号器　　種計測値（CⅡ】） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第567図 杯 A　13．2 休部から口綾部一部欠損。平底。体部ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・赤色粒子 90％　PL239
1961 土　師　器B　　3．8 は内攣して立ち上がり，ロ縁部は外反部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き。黒褐色 体部外面煤付

C　　6．2 する。 底部回転へラ削り。内面黒色処理。 普通 着

1962

杯
A　13．8

B

休部から口縁部一部欠損。平底。体部

娘カこ

口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体

立　　・Lu　　　‾　　u　′

砂粒・雲母・赤色粒
90％　PL239

体部外面へラ
土　師　器 4．1

C　　6．2

は内暫して且ち上がり，口縁部は外反

する。

那下端回転へフ削り，内面へフ磨き。

底部回転へラ削り。内面黒色処理。

子

にぷい褐色

普通

記号

「＋」

1963

杯 A　14．6 休部から口綾部一部欠損。平底。休部口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・石英・75％　PL239
土　師　器B　　4．6 は内攣して立ち上がり，口綾部はわず部下端手持ちへラ削り。底部回転へラ赤色粒子

C　　5．8 かに外反する。 切り痕を残す1方向のヘラ削り。内面へ

ラ磨き，黒色処理。

橙色

普通

第568図 杯 A ［13．4］底部から口縁部の破片。平底。体部は口緑部，体部内・外面ロタロナデ。体砂粒・雲母・赤色粒

子

20％　PL239
1964 土　師　器B　　3．9 内攣して立ち上がり，ロ綾部はわずか部下端回転へラ削り，内面へラ磨き。

C ［7．0］に外反する。 底部回転へラ削り。内面黒色処理。 橙色

普通

1965

高台付皿A　13．4 体部から口綾部一部欠損。高台はハの口緑部，体部内・外面ロクロナデ。底砂粒・雲母・石英 80％　PL239
土　師　器B　　3．5 字状に開く。休部は内攣気味に立ち上部回転へラ削り。高台貼り付け後，ロク橙色

D　　7．7

E　　l．2

がり，ロ綾部は外反する。 ロナデ。 普通

1966

璽 A ［19．5］
体部から口縁部の破片。休部は内暫し口縁部内・外面横ナデ。休部外面へラ砂粒・雲母・石英・40％　PL240

土　師　器B　（15．8）て立ち上がり，口綾部は外反する。端部
削り後，ヘラナデ。内面指頭押圧後ナ赤色粒子

は上方につまみ上げられている。 デ，一部へラナデ。 にぷい橙色

普通

1967
珂こ
A ［12．6］底部から口縁部の破片。平底。体部は口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・石英 25％

須　悪　器
B　　3．5

C ［6．0］

内攣気味に立ち上がり，口緑部にいた

る。

部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き。

底部1方向のヘラ削り。

明褐色 二次焼成

1968

鉢 B　（17．4）休部の破片。体部は内攣気味に立ち上体部外面擬格子目叩き，下位へラ削り。砂粒・雲母・石英 20％，体部下
須　憲　器 がる。 内面同心円状の当て具痕。 明赤褐色

普通

位径0．5cmの

穿孔あり
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第鯛の号住居跡（第569e570図）

位置　調査区域の北端部，B5el区。

重複関係　第489号住居に掘り込まれており，本跡が古い。

規模藍平面形・長軸3．20m，短軸3言6mの方形である。

主軸方向　N－60　－W

璧　壁高は34～38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　第489号住居に掘り込まれている部分及び北東コーナー部を除いて，壁下を巡っている。上幅9～16cm，

下幅4～12cm，深さ4cmで，断面は緩やかなU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

ぽッ睦　1か所。Plは長径45cm，短径27cmの楕円形，深さ14cmで，南壁寄りの竃に対する位置で確認されてい

ることから，出入口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

1　褐　　色　ローム中ブロック中量

2　暗褐色　ローム小ブロック中義

援蓋　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム太ブロックeローム中ブロック・焼土小ブロック少量，炭化物微量

4　暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化物微量

5　黒　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片71点夕　須恵器片33点，灰粕陶器片1点，石器1点（砥石）が出土している。第570図1974の土師

器杯はPlの覆土中から，1976の須恵器杯は中央部西寄りの覆土中層から，1977の須恵器長頸瓶は南壁際の覆

土下層から，1978の灰粕陶器盤は南壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。1969の土師器杯は，東壁付近

可＋弓

第5醜聞　第490号住居跡実測図
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の床面と東壁下の壁溝内から出土した破片が接合したものである。1971の土師器高台付皿は，中央部の覆土中

層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。1972の土師器高台付杯は，東壁際の覆土中層と中央部

北東寄りの覆土下層から出土した破片が接合したものである。1973の土師器嚢は，東壁際の覆土下層から出土

した破片と中央部北東寄りの床面から出土した破片が接合したものである。1975の須恵器杯は，北壁際の覆土

下層と中央部北東寄りの覆土下層から出土した破片が接合したものである。1970の土師器高台付椀は，覆土中

から出土している。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土土器から，9世紀後葉と推定される。

＿＿二＿＿二∴＿

頭声
第570図　第490号住居跡出土遺物実測図

第490号住居跡出土遣物観察表

一　　′

0

ヒ「－←二』cm

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　 考

第570図 杯 A　 14．8 体部から口綾部の破片。体部は内攣気 ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母・石英 50％　 P L 239

1969 土　 師　 器 B （3．7）味に立ち上がり，口綾部にいたる。 部下端手持ちへラ削り。内面へラ磨き，

黒色処理。

にぷい褐色

普通

1970

高台付 椀 A ［15．0］ 底部からロ縁部の破片。体部は内暫し
口線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体

小礫・砂粒・吏母・赤 30％

土　 師　 器 B　　 4．4 て立ち上がり，ロ縁部は外反する。高 部下端回転へラ削り。底部回転へラ削

り　 高台貼り付け痕を残す　 内面里色
色粒子

台部欠損。
処理。

黄褐色

普通

1971

高 台付皿 A ［15．6］高台部から口緑部の破片。高台はハの 口綾部，体部内・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 50％　 P L 240
土　 師　 器 B　　 4．2 字状に短く開く。休部は内攣気味に立 部内面へラ磨き。底部回転へラ切り痕 褐色

D　　 7．2

E　　 O．7

ち上がり，口綾部は外反する。 を残す，回転へラ削り。高台貼り付け

後，ロクロナデ。内面黒色処理。

普通

1972

高台付 杯 B　 （2．5） 高台部から休部下位の破片。高台はハ 休部内面へラ磨き。底部へラ状工具先 砂粒 ・赤色粒子 20％　 P L 240
土　 師　 器 D　　 7．6

E　　 l．5

の字状に開く。 端による風車状ナデ。高台貼り付け胤

ロクロナデ。内面黒色処理。

明赤褐色

普通

－789－



遺物番号 器　　 種 計測値 k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 着士 ・色調 ・晩成 備　　　 考

第570図 婆 A ［21．2］ 休部から目線部の破片。休部は内攣 し 目線部内 ・外面横ナデ。体部外面上位 砂粒 ・実母 ・有重 20％　P L 24 0
1973 土　 師　 器 B （15．4） て立ち上が 畑　口縁部は強く屈曲する。

端部は上方につまみ上げ られている。

ナデ，下位へラ削 り。内面へラナデ。 にぷい黄褐色

普通

1974

杯 Å ［13．6］ 底部から打線部の破片。平底。体部か 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 も雲母 50％　P L 239
士　 帥　 器 B　　 4．2 ら日録部にかけ，緩やかに外反 して立 部下端手持ちへラ削 り，内面へラ磨き。 明赤褐色

C　　 7．6 ち上がる。 底部 1方向のへ ラ削 り。 普通

1975

杯 A ［12湖 底部から目線部の破片。平底。休部は 目線部，体部内 ・外面ロタロナデ。底 砂粒 p雲母 ・石英 50％　P L 239
須　 恵　 器 B　　 4．5 外傾 して立ち上が り，目線部は外反す 部回転へラ切 り後，外周部ナデ。 灰黄色 体部内 ・外面

C　　 6．8 る。 普通 煤付着

1976

杯 B （乞2） 底部から休部下位の破片。平底。 体部内 e外面ロタロナデ豊体部下端手 角礫・砂粒・実母・有 40％
須　 恵　 器 C　　 6．6 持ちへラ削 り。底部 2 方向のへラ削 り。 英

褐灰色，普通

197 7

長　 頸　 瓶 B （6．4） 高台部か ら体部の破片。高台はハの字 体部内 q外面ロクロナデ。体部内面指 砂粒 ・雲母 10％　P L 240
須　 恵　 器 D ［10誹］ 状に短く開く。体部は内管気味に立ち 頭押庄後，ナデ。高台貼 り付け後，ロク 黄灰色

E　　 l．0 上がる。 ロナデ。外面輪積み痕あ り。 普通

1978

盤 B （3．3） 高台部から体部の破片。高台部はハの 体部内 ・外面ロクロナデ。高台貼 り付 砂粒 ・黒色粒子 10％
吠軸陶器 D ［14誹］

E　　 2．1

字状に開く。休部は外方に開き，外反

する。

け後，ロクロナデ。 灰黄色

普通

窮磯訓導儲腰儲つ第5710572回）

位置　調査区域の北端部タ　B5fユ区。

規模と平面形　長射。68mタ短軸3。35mの長方形である。竃の東側と西側に棚状施設が付設されている。東側

の棚は幅91cm，奥行き43cmの長方形で，4cmの厚さに粘土粒子と砂粒を含む黄褐色土を貼り付けている。床面

からの高さは35cmでタ確認面からの深さは8cmである。西側の棚は幅92cmタ奥行き挽mの長方形で，3cmの厚さ

に粘土ブロックと粘土粒子を含む黄褐色土を貼り付けている。床面からの高さは32cmで，確認面からの深さは

14cnlである。

主軸方向　N－6e－E

壁　壁高は45～50cmで学　外傾して立ち上がる。

壁湧　竃の部分を除いて壁下を巡っている。上幅7～20cmぎ　下幅3～12cmタ深さ7cmで芦　断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，竃の前面からPl付近にかけて踏み固められている。中央部は地山を床としているが，その

外周部は貼床である。貼床は，壁に沿って幅3ト77cmタ確認面から深さ40～53cmほど溝状に掘り込み，ロームブ

ロック0ローム粒子の焼土粒子を含んだ褐色士を埋土して構築されている。

魔　北壁の中央部に設けられている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ129cm，袖部最大幅132cmである。袖

部はロームブロックe粘土粒子混じりの暗褐色土及び黒褐色土で構築されている。煙道部は，北壁を幅107cm，奥

行き89cmにわたり三角形に掘り込んでいる。煙道は，40度の傾きで立ち上がる。火床部は，長径97cm，短径32cm

の楕円形に確認商から65cmほど掘り込み，ロームブロックを含んだ褐色土を埋土してつくっている。火床面は，

北壁ラインの外側に位置する。
竃土層解説

1暗褐色　砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子0砂粒多量，焼土小ブロック微量

3　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土中ブロック微量

4　暗褐色　砂粒多量

5　暗褐色　砂粒中量，焼土粒子微量

6　黒褐色　砂粒中量，焼土粒子少量

7　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

8　褐　　色　粘土粒子中量，焼土小ブロック・砂粒少量
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9　褐　　色　粘土粒子多量，焼土小ブロック・砂粒少量

10　褐　　色　ローム中ブロック中量

11暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量（掘り方）

12 黒 褐色　焼土粒子・砂粒少量，ローム中ブロック微量

13　暗褐色　粘土粒子中量，砂粒少量，炭化物微量
14

15

16

17

18

黒

黒

黒

暗

黒

褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック・砂粒微量

褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量

褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

褐色　炭化物少量，焼土小ブロック微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径38cm，短径30cmの楕円形，深さ16cmで，南壁寄りの竃に対する位

置で確認されていることから，出入口施設に伴うピットと思われる。P2・P3は，それぞれ径39cm・22cmの円

形，深さ17cm・12cmで，性格は不明である。

ピット土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム中ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

5　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

7　褐　　色　焼土粒子微量

覆土11層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

3　黒褐色　砂粒中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量

モ≡∃讐冒19。1
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5　黒褐色

6　黒褐色

7　黒褐色
8　黒褐色

9　黒褐色

10　黒褐色
11黒褐色

12　褐　　色

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子中量，焼土小ブロック少量

砂粒多量，焼土小ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量（貼床）

遺物　土師器片261点，須恵器片167点，鉄器2点（紡錘車・釘），鉄淳2点が出土している。第572図1979の土

師器杯は東壁際の覆土下層から横位で出土しており，体部外面に正位で「上」の墨書が認められる。1980の土

師器杯は竃内の覆土中から，1982の土師器高台付皿は中央部南西寄りの覆土上層から，1983の土師器婆は南壁

付近の覆土上層から，1986の須恵器高盤は北壁付近の覆土上層から，1987の須恵器蓋は北壁際の覆土中層か

ら，1988の須恵器嚢は竃内の覆土中からそれぞれ出土している。1982は逆位で出土している。1989の鉄製紡錘車

は中央部東寄りの覆土中層から，1990の釘は南壁付近の覆土中層からそれぞれ出土している。1984の須恵器杯

は，竃内の覆土中層と竃焚口部付近の床面から出土した破片が接合したものである。1981の土師器高台付杯，

1985の須恵器杯はそれぞれ覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と出土土器から，9世紀後葉と推定される。

第491号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 ’器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第572図 ゴ不 A　 13．6 底部から口緑部一部欠損。平底。体部 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂恕 ・雲 母 ・石 英 ・ 70％　 P L 240
197 9 土　 師　 器 B　　 4．8 は内攣 して立 ち上が り，口緑部は外反 部下端手持ちへラ削 り。内面へラ磨 き， 赤色粒子 体部外面墨書

C　　 6．8 する。 黒色処理。 にぷい赤褐色 ，普通 正位 「上」カ

1980

杯 A ［14．0］ 底部から口綾部の破片。平底。体部は 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂 粒 ・雲母 ・石 英 ・ 20％　 P L 240
土　 師　 器 B　　 4．2 内攣 して立 ち上が り，目線部は緩やか 部下端手持 ちへラ削り。底部 1方向の 赤色粒子

C ［6．0］ に外反する。 へラ削 り。内面黒色処理。 橙色，普通

19 81

高 台 付 杯 B （2．3） 高台部から体部下端の破片。高台はハ 体部内面へ ラ磨 き。底部へラ状工具先 砂粒 ・石英 15％
土　 師　 器 D ［8．4］

E　　 l．1

の字状に開く。 端による風車状ナデ。高台貼 り付け後，

ロクロナデ。内面黒色処理。

灰褐色

普通

1982

高 台 付 皿
A ［14．0］ 高台部から口緑部の破片。高台はハの 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。底 砂 粒 ・雲 母 ・石 英 ・ 30％　 P L 240

土　 師　 器
B　　 3．2 字状 に開 く。体部から目線部にかけ， 部回転へラ削 り。高台貼 り付け後，ロク 赤色粒子

D　　 7．5

E　　 l．3

内攣気味に開く。 ロナデ。内面黒色処理。 褐色

普通

19 83

嚢 A ［14．2］ 体部から口綾部の破片。体部は内攣 し 目線部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外面 砂粒 ・雲母 5％
土　 師　 器 B （3．3） て立ち上が り，頚部で屈曲する。口緑

端部はつ まみ上 げられ，棒状工具によ

る凹線を巡らす。

ナデ。 暗赤褐色

普通

1984

ま不 A　 14．0 底部から口綾部一部欠損。平底。体部 口線部，体部内 ・外面 ロクロナデ。体 砂 粒 ・雲 母 ・石 英 ・ 80％　 P L 240
須　 恵　 器 B　　 4．8 は内攣気味に立ち上がり，口緑部にい 部下端手持ちへラ削 り。底部 1 方向の 赤色粒子 体部内 ・外面

C　　 6．4 たる。 ヘラ削 り。 灰黄褐色，普通 煤付着

19 85

ま不 A ［13．6］ 底部から口緑部の破片。平底。体部は 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・石英 3 0％　 P L 240
須　 恵　 器 B　　 4．9

C　　 5．2

外傾 して立ち上が り，目線部にいたる。 部下端手持 ちへラ削り。底部多方向の

へラ削 り。

灰オリーブ色

普通

198 6

高　 盤 B （3．6） 脚部上位か ら体部下位 の破片。脚部 に 体部，脚部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・石英 20％
須　 恵　 器 E　　 2．2 3 孔のヘラ切 り痕を残す。休部は内攣

気味に立ち上がる。

灰褐色

普通

1987

蓋 B （2．6） つまみか ら口緑部の破片。天井は平坦 つまみ，天井部から口緑部内 ・外面ロ 粗 い，角礫 ・砂粒 ・ 40％　 P L 24 0
須　 恵　 器 F　　 2．5

G　　 l．1

で，直線的に開 く。つ まみは腰高のボ

タン状。

クロナデ。頂部回転へラ削 り。 石英

褐灰色，普通

198 8

襲

須　 恵　 器

B　 （23．0） 休部の破片。体部は内攣して立ち上が

る。

休部外面上位か ら中位縦位の平行叩

き，下位横位のヘラ削 り。内面指頭押

圧後，ナデ。

砂粒・石英・赤色粒子

橙色，普通

20％
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遣物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　　　 質 特　　　　　 徴 備　　　 考

径 （cm） 厚　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

第572図1989 紡 錘 車 4．8 0．4 0．4 （17．2） 鉄 軸棒欠損。 P L 257

遺物番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
材　　　 質 特　　　　　 徴 備　　　 考

長　 さ （cm） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重　 量 （g）

19 90 釘 （9．1） 0．5 0．5 （13．8） 鉄 頭部は薄く叩き伸ばされ，折り曲げられている。P L 256

第492号住居跡（第573・574図）

位置　調査区域の北端部，B5g4区。

規模と平面形　長軸3．03m，短軸2．69mの長方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は30～35cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃の部分，北壁の一部，北東コーナー部を除いて，壁下を巡っている。上幅9～18cm，下幅6～13cm，

深さ6cmで，断面は緩やかなU字形である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。全体が貼床である。貼床は，確認面から深さ40cmほど地山を

平坦に掘り込み，その上に厚さ2～8cmほどロームブロック・ローム粒子を含む褐色土を入れて構築されてい

る。

聴　北壁の中央部やや東寄りに設けられている。竃土層断面図中，第3・5層は天井部の崩落土層と思われる。

規模は，焚口部から煙道部までの長さ117cm，袖部最大幅151cmである。袖部はローム粒子・焼土ブロック・粘

土ブロック混じりの褐色土・暗褐色土・黒褐色土で構築されている。煙道部は，北壁を幅95cm，奥行き70cmに

わたり三角形に掘り込んでいる。煙道は，40度の傾きで立ち上がる。火床部は，地山を確認面から44cmの深さ

に掘り込んでつくっている。火床面は，床面より7cmほど下がっており，北壁ラインの内側に位置する。

竃土層解説

1　暗褐色　粘土小ブロック少量，砂粒微量

2　暗褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

3　暗褐色

4　暗褐色
5　暗褐色

6　黒褐色

7　暗褐色
8　暗褐色

9　黒褐色

10　褐　　色
11褐　　色

12　褐　　色

焼土大ブロック中量，粘土中ブロック・粘土小ブロック少量，砂粒微量

焼土中ブロック・炭化物少量

焼土小ブロック・焼土粒子中量

焼土中ブロック・焼土粒子少量

焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量

ローム粒子・焼土小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

粘土粒子・砂粒多量

砂粒多量，粘土粒子中量，焼土小ブロック少量

粘土粒子・砂粒中量

ピット　1か所。Plは径27cmの円形，深さ10cmで，南壁寄りの竃に対する位置で確認されていることから，

出入口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック微量

覆土　8層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。
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土層解説
1　黒褐色

2　暗褐色
3　黒褐色

4　黒褐色

5　暗褐色
6　暗褐色

7　黒褐色

8　褐　　色

9　褐　　色

炭化粒子中量，焼土小ブロック・粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム小ブロックt炭化物少量，焼土小ブロック微量

炭化物多量，炭化粒子中量，粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・黒色土中ブロック少量（貼床）

遺物　土師器片267点，須恵器片109点，灰粕陶器片11点が出土している。第574図1992の土師器杯は南壁際の覆

土中層から，1993の土師器杯は南西コーナー部の覆土中層から，1995の土師器高台付椀は北西コーナー部付近

の覆土中層から，1996の土師器高台付椀は竃煙道部付近の覆土中層から，1997の土師器高台付皿は竃の覆土下

層から，2001の灰粕陶器椀は南東コーナー部の覆土中層から，1994の土師器杯は覆土中からそれぞれ出土して

いる。1992には「万杯」の文字が横位で墨書されている。1995・1998はいずれも正位で出土している。1991の

土師器杯は，北東コーナー部の覆土下層と床面から出土した破片が接合したものである。1999の土師器聾は，

竃の覆土下層と北西コーナー部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。2000の須恵器嚢は，西壁

際の覆土中層と北西コーナー部付近の覆土中層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，遺構の形態と出土土器から，9世紀後葉と推定される。

旦＿＿24．0m

8　　9

上24．0m

第573図　第492号住居跡実測図

＿E23．6m

‾‾‾ヽ7、
1
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第574図　第492号住居跡出土遺物実測図

第492号住居跡出土遺物観察表

〒：‾　‾‾‾フ

1－…　′－

1999

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　I　一一一一一」

遣物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第574図 杯 A　 13．8 休部からロ縁部一部欠損。平底。体部口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体石英・赤色粒子 80％　PL240

1991 土　師　器B　　　 4．3 は内攣気味に立ち上がり，口縁部はわ部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き。橙色

C　　 6．5 ずかに外反する。 底部回転へラ削り。内面黒色処理。 普通

1992

杯 A　 12．8 休部から口緑部一部欠損。平底。体部口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体雲母・石英 70％PL240

土　師　器B　　 4．0 は内野して立ち上がり，ロ緑部にいた部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き，にぷい黄橙色 体部外面墨書

C　　 6．0 る。 黒色処理。 普通 横位「万杯」

1993

杯 A　 14．0 休部から口縁部一部欠損。平底。体部口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・石英・赤80％　PL240

土　師　器B　　 4．2 は内攣して立ち上がり，ロ縁部はわず部下端回転へラ削り。内面黒色処理。 色粒子 休部外面墨書

C　　 6．0 かに外反する。 橙色，普通 「□」

1994

i不 B　（2，0）体部の破片。体部は内攣気味に立ち上体部内・外面ロクロナデ。 砂粒・赤色粒子 5％　PL247

土　師　器 がる。 橙色

普通

休部外面墨書

「本」

1995

高台付椀 A　 15．2 休部からロ縁部一部欠損。高台はハの口綾部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・石英
60％　PL240

土　師　器 B　　 6．0 字状に開く。休部は内攣して立ち上が部下端回転へラ削り，内面へラ磨き。明褐色

C　　 8．5 り，ロ緑部は外反する。 底部回転へラ削り。高台貼り付け後，

ロクロナデ。体部下端爪痕。内面黒色

処理。

普通

1996

高台付椀A ［13．8］体部から口綾部一部欠損。高台はハの口綾部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・石英 40％

土　師　器 B　　 5．8 字状に開く。休部は内野して立ち上が部下端回転へラ削り，内面へラ磨き。明褐色 二次焼成

C　　 8．6

E　　 l．3

り，口綾部は外反する。 底部回転へラ削り。高台貼り付け後，

ロクロナデ。内面黒色処理。

1997

高台付皿A　 14．0 体部から口縁部一部欠損。高台はハの口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・赤色粒子 65％　PL240

土　師　器B　　 3．1 字状に開く。休部から口綾部にかけ内部内面へラ磨き。底部回転へラ削り。橙色

D　　 7．6

E　　 O．7

瞥気味に開き，わずかに外反する。 高台貼り付け後，ロクロナデ。 普通

1998

鉢 B　（6．0）底部から体部下位の破片。平底。休部体部外面下位へラ削り，内面ナデ，一砂粒・雲母 10％

土　師　器 C　 13．5 は外傾して立ち上がる。 部へラナデ。底部へラ削り。内面黒色

処理。

明褐色

普通
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遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 も色調 ・焼成 備　　　 考

第574図 婆 A ［12．2］ 体部上位か ら目線部の破片。休部は内 目線部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・石英 5 ％　 P L 24 0
19 99 土　 師　 器

i

B （4．7） 攣 して立ち上が り，口緑部は外反する。

端部は外上 方につまみ上 げられ てい

る。

ナデ。 にぷい赤褐色

普通

2000

聾 B　 C 8．9） 体部から頚部の破片。体部は内攣 して 頸部内 ・外面ロクロナデ。体部外面斜 砂粒 ・石英 10％
須　 恵　 器 立ち上が り，頚部で強 く屈曲する。 位の平行叩き。 にぷい黄色

普通

200 1

椀 A　 15．4 高台部から日録部の破片。高台は三角 ロ緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。底 砂粒 ，胎土　 にぷい 40％　 P L 24 0
灰 粕 陶 器 B　　 5．4 形で短 く，ハの字状に開 く。体部は内 部回転へラ削 り。高台貼 り付け徽 ロク 黄色，

C　　 8．4 攣 して立ち上が り，口緑部はわずかに ロナデ。目線部内 ・外面，体部内画施 灰黄粕
外反する。 粕。刷毛塗 り。 普通

第堵◎3号健腰掛（第575図）

位置　調査区域の北端部，B5e7区。

親機と平面形・長軸3言6恥短軸2．98mの方形である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は12～18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃の部分及び南壁を除いてタ壁下を巡っている○上幅5～15cm，下幅3～9C恥深さ7cmで，断面はU字

形である。

床　ははT捜し，γ六郎〟一路押即ノウイLLVJ匂。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。
？耳～謡司7÷口・ア芯　「＋1「－h立げふて批7、嗣ふ　予　ふ1｝プ一一、ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌

磯　北壁の中央部に設けられている。規模は，焚日部から煙道部までの長さ92cm，袖部最大幅123cmである。袖

部はローム粒子・焼土ブロックっ尭土粒子・砂粒e粘土粒子混じりの暗褐色土で構築されている。煙道部は，

北壁を幅103cm，奥行き74cmにわたり，丸みを帯びた三角形に掘り込んでいる。煙道は，35度の傾きで立ち上が

る。火床部は，径43cmの不整形に確認面から30cmほど掘り込み，ロームブロック・焼土粒子を含んだ暗褐色土を

埋土してつくっている。煙道部西寄りからは，下から土師器杯片及び土師器婆片，逆位の土師器杯，須恵器婆

の体部片が重ねられて出土している。土器が火熱を受けていること及び出土状況から，支脚として使用された

と考えられる。

竃土層解説

1暗褐色　砂粒中量，焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・灰中量

3　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック微量
4　暗褐色

5　暗赤褐色

6　暗褐色
7　暗褐色

8　黒褐色
9　暗褐色

10　暗褐色

11暗褐色
12　暗褐色

ローム粒子・焼土粒子少量

焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

焼土粒子・砂粒中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量

焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

ローム粒子少量

砂粒中量，ローム粒子・粘土小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
焼土粒子・砂粒少量

焼土粒子少量（掘り方）

ぽッ紅1か所。Plは長径33cm，短径26cmの楕円形，深さ10cmで，南壁際の竃に対する位置で確認されてい

ることから，出入口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

1暗褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量
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覆土　9層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量

4　褐　　色　ローム中ブロック中量

5　暗褐色　粘土小ブロック少量，砂粒微量

6　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，砂粒微量

7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子少量

9　暗褐色　ローム粒子少量

第575図　第493号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　土師器机16息須恵器片膵点が出土している。第575図2002の土師器棒，2004の須恵器婆は竃内の煙道部

やや西寄りから重ねられて出土している。2003の土師器高台付椀は言ヒ東コーナー部の覆土中層から出土して

いる。

所農　本跡の時期は，遺構の形態と出土土器から，9世紀複葉と推定される。

第493号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 ・焼成 備　　　 考

第575図 杯 A　 13．7 目線部一部欠損。平底。休部は内攣し 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・石英 95％　 P L 24 0
200 2 土　 師　 器 B　　 4．5

C　　 6．0

て立ち上が り，ロ綾部にいたる。 部下端手持ちへラ削 り。底部回転へラ

切 り後，多方向のヘラ削 り。内面黒色

処理。

橙色 二次焼成

20 03

高 台 付 椀 B （5．0） 高台部から体部の破片。高台はハの字 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ 40％
土　 師　 器 D　　 9．8 状に開 く。体部は内攣して立ち上がる。 部下端回転へラ削 り，内面へラ磨 き。 赤色粒子

E　　 l．2 底部回転へ ラ削 り。高台貼 り付け後，

ロクロナデ。内面黒色処理。

橙色

普通

2004

聾 B （24．1） 休部の破片。体部は内攣して立ち上が 体部外面縦位の平行叩き，下位横位の 砂粒・雲母・有華・ 20％
須　 恵　 器 る。 ヘラ削 り。内面指頭押庄後，ナデ。 赤色粒子

にぷい黄橙色

二次焼成

窮磯鬱磯考健腰静（第576～578図）

位置　調査区域の北端部タ　B5h6区。

重複関係　第496号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

親機と平面形　長軸4．00mタ　短軸3．56mの長方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は28～30cmで，外傾して立ち上がる。北壁には粘土が貼り付けられている。

璧溝　竃の部分と北壁を除いて，壁下を巡っている。上幅　～Bcm　下幅　～8cm　深さ6cmで，断面は緩や

かなU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。床面は全面貼床である。周辺部の貼床は，壁溝の内側部分を

幅14～挽m，確認面からの深さ38～43cmほど壁溝状に掘り込み，ロームブロック・ローム粒子e炭化物を含む

褐色土を埋土して構築されている。この壁溝状の掘り込みの内側部分は確認面からの深さ37～挽mほど地山を

平坦に掘り込み，その上に厚さ3～6cmほどローム束子の焼土ブロック。焼土粒子を含む暗褐色土を入れて構

築されている。

磯　北壁の中央部やや東寄りに設けられている。規模は，焚口部から煙道部までの長さ185C恥袖部濠大幅127cm

である。袖部は焼土ブロックe焼土粒子や粘土粒子の砂粒混じりの暗褐色土及び黄褐色士で構築されている。

煙道部は，北壁を幅117cm，奥行き79cmにわたり，丸みを帯びた三角形に掘り込んでいる。煙道は，40度の傾き

で立ち上がる。火床部は，長径138cm，短径62cmの不整楕円形に確認面から41cmほど掘り込み，ローム寿子も

焼土ブロックの炭化物を含んだ暗褐色士で埋土してつくっている。煙道部からほ，土製支脚が出土している。

竃土層解説

1・黒褐色

2　暗赤褐色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗褐色

6　にぷい赤褐色

焼上中ブロック・焼上粒子・粘土粒j二少量，砂粒微量

ローム粒子も焼土小ブロックe焼土粒子・粘土粒子少量，砂粒微量

焼土粒子中量，焼土小ブロックを粘土粒子少量，砂粒微量

焼土小ブロックe粘土小ブロックや粘土粒子少量，砂粒微量

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物さ砂粒少量

焼土中ブロック少量，粘土粒子の砂粒微量
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第577図　第494号住居跡実測図（2）

7　暗赤褐色　焼土小ブロック中量

8　黒　　色　焼土小ブロック少量

9　赤褐色　焼土小ブロック多量

10　にぷい赤褐色　焼土小ブロック少量

11暗褐色　焼土小ブロック中呈，炭化物少量

12　暗褐色　砂粒中量，焼土粒子少量

13　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

14　暗褐色　炭化物中量，焼土小ブロック少量（掘り方）

15　黒褐色　炭化物多量，ローム粒子・焼土小ブロック少量（掘り方）

16　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・砂粒中量，粘土粒子少量（掘り方）

17　暗褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
18　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量

19　にぷい黄褐色　砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

20　暗褐色　粘土粒子・砂粒少量

ピット1か所。Plは長径62cm，短径35cmの楕円形，深さ10cmで，南壁寄りの竃に対する位置で確認されてい

ることから，出入口施設に伴うピットと思われる。

ピット土眉解説

1暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック中量

3　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

覆土11層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土眉解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量

2　極暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量

4　褐　　色　ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量

5　暗褐色　ローム大ブロック少量

6　褐　　色　ローム中ブロック中量

7　褐　　色　砂粒中量，粘土中ブロック少量，砂粒微量

8　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・砂粒少量

9　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

10　褐　　色　ローム大ブロック中量

11暗褐色　ローム小ブロック少量

12　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量（貼床）

13　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量（貼床）
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第578図　第494号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器桐3息須恵器机器息灰粕陶器片「慮　土製品　点　紡錘郵　瓦主点が出土している。第578

図2005の土師器杯タ20ユ0の土師器高台付杯芳2013の土師器乳2014の須恵器鋭2015の須恵器甑は竃の覆土中

からそれぞれ出土している。2輔の土師器杯は中央部南東寄りの覆土中層から，2007の土師器杯は東壁付近の

覆土下層からタ2008の土師器棒は南壁付近の覆土下層からタ舗Hの土師器耳皿は中央部の覆土下層から，2016

の紡錘車は北東コーナー部付近の覆土上層からそれぞれ出土している。2012の土師器婆は，北東コーナー部の

床面と竃の覆土中から出土した破片が接合したものである02009の土師器杯，2鋸7の平瓦は覆土中からそれぞ

れ出土している。

所凰　貼床の下から壁藩と思われる溝が検出された。この溝から推定される規模は本跡より一まわり小さいこ

とからタ本跡は壁を拡張した住居である可能性がある。またタ北壁に粘土が貼り付けてあることから棚が設け

られていた可能性がある。本跡の時期はタ重複関係と出土土器からタ　9世紀後薬と推定される。

第媚号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色講ト 焼成 備　　　 考

第578図 杯 A　 14．2 日録部m一部欠損。平底。体部は内攣し 口緑部夕　体部内 の外面ロクロナデ。体 雲母 e赤色粒子 95％
200 5 土　 師　 器 B　　 軋0 て立ち上が り，ロ綾部はわずかに外反 部下端手持ちへラ削 り，内面へラ磨 き。 赤褐色 目線部油煙付

着C　　 6．2 する。 底部回転へ ラ削 り。内面黒色処理。 普通

2（泊6

杯 A　 13．7 目線部一部欠損。平底。体部は内攣 し 目線部，体部内 ・外面 ロクロナデ。体 砂粒・雲母・赤色粒子 90％　 P L 240
土　 師　 器 B　　 4．2 て立ち上がりタ　ロ緑部はわずかに外反 部下端手持ちへラ削り，内面へラ磨き。 橙色 休部外面墨書

C　　 6．7 する。 黒色処理。 普通 正位 「万」カ

200 7

杯　　　 Å ［13諸］ 底部から口縁部の破片。平底。休部は 目線部，体部内 ・外面ロタロナデ。体 砂粒や雲母・石英・ 45％　 P L 24 0
土　 師　 器 B　　 軋2 内攣 して立ち上が り，ロ綾部にいたる。 部下端手持ちへラ削 り，内面へラ磨 き， 赤色粒子

C　　 6．6 底部回転へラ削 り。内面黒色処理。 明赤褐色，普通

2008

杯 A ［13湖 底部からロ綾部の破片。平底。体部は 目線部夕　体部内 ・外面 ロクロナデ。体 砂粒や雲母・赤色粒子 4 0％　 P L 240
土　 師　 器 B　　 4．2

C　　 6，4

外反 して立ち上が り，日綾部にいたる。 部下端手持ちへラ削 り。底部回転へラ

削り。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

200 9

杯 A ［16．6］ 体部か ら口縁部の破片。休部は内攣 し ［］緑凱 体部内 ・外面ロクロナデ。内 砂粒 ・雲母・赤色粒千 15％　 P L 24 9
土　 師　 器

i

B （3湖 て立ち上がり，目線部は外圧する。 面黒色処理。 明黄褐色

普通

休部外面墨書

正位 「［コ大」

2010

高 台 付 杯
Å ［16．6］ 高台部か ら目線部の破片。高台はハの 口綾部，体部内 の外面 ロクロナデ。体 砂粒・雲母0赤色粒子 15％　 P L 24 1

土　 師　 器
B　　 5．4 字状に開 く。体部は内攣 して立ち上が 部下端手持ちへラ削 り。高台貼 り付け にぷい褐色
D ［9．4］

E　　 l．5

り，日録部は緩やかに外反する。 後，ロクロナデ。内面黒色処理。 普通

20 11

耳　 皿
A　　 8．8 高台部から汀線部一部欠損。体部から 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。高 砂粒 ・雲母・石英 ・赤 60％　 P L 24 1

土　 師　 器 B （2．6）
目線部にかけ外反気味に開き，2 側面

で内側 に丸 く折 り曲げられている。

台貼 り付け後，ロクロナデ。 色粒子

黄橙色

二次焼成

聾 A　　 2 1．2 体部から口綾部の破片。休部は内攣 し 目線部内 も外面横ナデ。体部内 e外面 砂粒 ・雲母 ・石英e赤 10％　 P L 241
20 12　 土 師 器 B　 O 湖 て立ち上が り，ロ綾部は屈曲する。端部

はつまみ上げられプ　棒状工具 による凹

線を巡らす。

ナデ。 色粒子

明褐色

普通

2机3

襲 A ［24．0］ 休部からロ綾部の破片。休部は内攣し 口縁部内 ザ外面横 ナデ。体部内 ・外面 砂粒 ・雲母・石英 ・赤 5％　P L 24 1
土　 師　 器 B　 は5．8） て立ち上が り，目線部は屈曲する。端部

は上下に突出している。

ナデ。内面輪積み痕あり。 色粒子

橙色

二次焼成

20 14

鉢
Å　　 35誹 体部からロ縁部の破片。体部は内攣 し 口縁部内 ・外面ロクロナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・石英・赤 60％　 P L 241

須　 恵　 器 B （18．4）
て立ち上がり，目線部は屈 曲する。端部

は外上方につまみ上げられている。

格子目叩き，内面ナデ。輪積み痕あ り。 色粒子

にぷい黄色

普通

甑 A ［3 0．6］ 底部からロ縁部の破片。無底式。体部 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。把 砂粒 ・雲母 ・石英 20％　 P L 24 1
2 015　 須 恵 器 B　　 24．9

C ［14湖

は外傾 して立ち上が り，目線部は緩や

かに外反する。端部は横方向につまみ

出されている。L 字状の把手が付 く。

手部ナデ。内面指頭押圧。 黄灰色

普通
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遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　　　 質 特　　　 徴 備　　　 考
上面径 （cKl） 下面径 （cm） 厚　 さ （cm） 孔　 径 （cm） 重　 量 （g）

2016 紡 錘 車 6．2 3．2 1．7 0．7 5 3．5 土　　 製 断面逆台形。 P L 250

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　　　　　　　　 徴 備　　　 考
長　 さ （C皿） 幅 （cm） 厚　 さ （cm） 重　 量 （g）

2017 平　　 瓦 （6．3） （5．4） 1．8 （78．7） 凸面格子目叩き，凹面布 巨痕。

第496号住居跡（第579・580国）

位置　調査区域の北端部，B5h7区。

重複関係　第494号住居に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸は2．90mで，東西軸は1．03mだけが確認できた。方形と推定される。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は26～31cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下及び南壁下を巡っている。上幅7～12cm，下幅3～7cm，深さ3cmで，断面は緩やかなU字形であ

る。

床　全体的に平坦である。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

竜　北壁に設けられている。西袖部と火床部の一部は第494号住居に掘り込まれ，遺存しない。規模は，焚口部

から煙道部までの確認できた長さ76cm，確認できた袖部幅92cmである。東袖部はロームブロック・粘土ブロック

混じりの褐色土で構築されている。煙道部は，北壁を確認できた幅75cm，奥行き63cmにわたり，丸みを帯びた三

角形に掘り込んでいる。煙道は，30度の傾きで立ち上がる。火床部は，地山を確認面から27cmの深さに掘り込ん

でつくっている。

第579図　第496号住居跡実測図
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篭土層解説

1　黒褐色　砂粒中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，焼土中ブロック

3　暗褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック
4　褐　　色　焼土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していること

から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・砂粒少量

5　褐　　色　粘土中ブロック・砂粒少量

遺物　土師器片25点，須恵器片6点が出土している。

第580図2018の土師器賓は竃の覆土下層から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土土器から，9

世紀中葉と推定される。

第496号住居跡出土遺物観察表

焼土小ブロック少量，炭化物微量

炭化粒子・粘土粒子少量

2018

0　　　　　　　　　　　　　10α¶

L＿＿＿＿＿⊥＿＿＿」

第580図　第496号住居跡出土遺物実測図

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第580図 襲 A　　 20．3 休部からH 緑部の破片。休部は内暫 し 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内 ・外面 砂粒 ・雲母 10％　 P L 24 1

2 018 土　 師　 器 B （10．0） て立ち上がり，口緑部は屈 曲する。端部 ナテン。 明赤褐色 ロ縁部外面煤

は外上方につ まみ上げられている。 普通 付着

第497号住居跡（第581図）

位置　調査区城の北西端部，B3h6区。

規模と平面形　東西軸は3．50mで，南北軸は北半分が調査区城外のため，1．70mが確認できただけである。方形

または長方形と考えられる。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は18～40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁の壁下を巡っている。上幅10cm，下幅4cm，深さ5～10cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，踏み固められた部分は見られない。中央部は貼床で，そのほかの部分は地山面をそのまま利

用した床である。貼床は，中央部に径110cmの隅丸方形と思われる形で確認面から55cmの深さに掘り込み，ロー

ム粒子・焼土粒子・炭化粒子を含む暗褐色土を埋土して構築されている。

覆土　8層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
暗褐色

黒褐色

黒褐色
にぷい黄褐色

暗褐色
暗褐色

黒褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量，ロームノトブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量（貼床）
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遺物　土師器片13息須恵器鵜1点が出土している。第58ユ図2鋸902020の須恵器杯，2021の須恵器盤は酋壁よ

りの覆土最下層から出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と推定される。

5　0　　　　　　　2m

』　二二二∃二二二二＝ニ＝＝』

窮報国　第497号住居跡e出土遺物実測図

第497号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

』二二二ヒ二二二二二二』

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第581図 杯 A　 13．4 平底。休部は外傾して立ち上がり，口 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体 粗い，砂粒・雲母・ 100％　P L241

2019 須　恵　器 B　　 4．0 縁部にいたる。底部から体部への立ち 部外面下端手持ちへラ削り。底部1方 長石・角礫

C　　 9．1 上がり部分の器壁が厚い。 向のへラ削り。 灰色，普通

2020

杯 A　 13．8 平底。体部は外傾して立ち上がる。ロ ロ綾部，体部内・外面ロクロナデ。体 砂粒・雲母・長石 80％　P L241
須　 恵　器 B　　 4．0

C　　 8．4

緑部は外反し，端部は細くすぼむ。 部下端手持ちへラ削り。底部1方向の

へラ削り。

灰色

普通

2021

盤 A　　 20．9 休部は丸みをもって外方に開く。目線 目線部，体部内・外面ロクロナデ。体 砂粒・長石 80％　P L241
須　恵　器 B　　 5．6 部で屈曲し，立ち上がる。高台はハの 部下端・底部回転へラ削り後，高台貼 灰色

D　 12．6

E　　 l．5

字状に開く。 り付け，ナデ。 普通

第磯鯛憶健腰儲（第5820583図）

位置　調査区域の南東部，H7bl区。

規模と平面形　長軸3。90m，短軸3。50mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は47～53cmで，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。地山を平坦に掘り込んで床面としている。
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竜　北壁の中央部に設けられている。天井部は崩落しており，袖部・煙道部・煙出し部が残存する。規模は，

焚口部から煙道部までの長さ165cm，袖部最大幅は123cmである。袖部は黄褐色粘土と砂粒を含む灰黄褐色土で

構築されている。煙道部は，北壁を幅103cm，奥行き105cmにわたり逆U字形に掘り込んでいる。煙道は，40度

の傾きで立ち上がる。火床部は，長径85cm，短径60cmの不定形に確認面から80cmの深さまで掘り込み，焼土・

炭化物・粘土を含む黒褐色土を埋土してつくっている。火床面は，北壁ライン上に位置する。土層断面図中，

第2層は，天井部の崩落土と思われる。

第582図　第499号住居跡実測図

－807－

上20．2m

V

0　　　　　　　1m

』二一一一一i一二二∃



寵土眉解説

1黒褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・粘土小ブロック少量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土大ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量

5　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・灰少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土小ブロック中量，焼土大ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

7　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・焼土大ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子微量

8　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量

10　灰黄褐色　粘土小ブロック多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量

11黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

12　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

13　黒褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子微量（掘り方）

ピット　1か所。Plは径36cmのほぼ円形，深さ52cmで，南壁寄りの竃に対する位置で確認されていること

から出入口施設に伴うピットと考えられる。
ピット土眉解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化物・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

3　暗褐色　粘土粒子少量，粘土小ブロック微量

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

第583図　第499号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1暗褐色　ローム粒子少鼠ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化断炭化粒子・粘土小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・廃土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量

3　暗褐色　粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

5　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器片196氏須恵器片180氏鉄器1点（鉄），不明鉄製品1点が出土している。第583図2023の土師

器嚢は，火床部中央の覆土下層から出土している。2024の須恵器杯は，南部の床面から出土している。2025の

須恵器盤は言ヒ西部の覆土下層から出土している。2026と2027は須恵器蓋で，いずれも竃火床部の覆土下層か

ら出土している。2028の須恵器嚢は，火床部の底面及び覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所凰　本跡の時期は，遺構の形態と出土土器から，9世紀前葉と推定される。

第499号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　 種 桓 測催（cm） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第583図 婆 A ［22膏］ 体部から口綾部の破片。体部は内攣 し 目線部，頸部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒・雲母・赤色粒子 30％　 P L 24 1
20 23 土　 師　 器 B （33．5） て立ち上が り，頚部でくの字状 に屈 曲

する。目線部は外反 して開き，端部は

上方につまみ上げられる。

面ナデ，内面へラナデ。 褐色

普通

2024

杯 A ［12．3］ 底部から口線部の破片。平底。体部は 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 雲母 ・石英 50％　 P L 241
須　 恵　 器 B　　 4．9 外傾 して立ち上がる。目線部 はやや外 部下端手持 ちへラ削 り。底部 1方向の 灰色

C　　 7．2 反し，端部は丸 く収めている。・ ヘラ削 り。 普通

20 25

盤　　　 A ［16．扇 底部からロ綾部の破片。高台欠損。体 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。底 長石 ・石英 30％　 P L 24 1
須　 恵　 器 B　　 3．9

D ［8．8］

E　　 O．9

部は外傾 して開き，弱 く屈 曲して口縁

部にいたる。日録端部は丸 く収めてい

る。

部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色

普通

2026

蓋 A ［15誹］ 天井部から目線部の破片。天井部は頂 天井頂部は右回 りの回転へラ削 り。外 雲母 ・石英 55％　 P L 241
須　 恵　 器 B　　 2．7

F　　 3．1

G　　 l．1

部が平坦で，外周部はなだ らかに下降

し，口線部は屈 曲して短 く垂下す る。

つまみは腰高のボタン状。

周部，口緑部内 ・外面ロクロナデ。 黄灰色

普通

202 7

蓋 B （2．0） 天井部から外周部の破片。つまみ部欠 天井頂部は右回りの回転へラ削 り。外 砂粒 ・石英 30％　 P L 24 1
須　 恵　 器 G （0．3） 損。天井部は頂部が平坦で，外周部は

なだらかに下降する。

周部内 ・外面ロクロナデ。 黄灰色

普通

2028

甑 A ［3 0』］ 底部からロ綾部の破片。体部は外傾 し ロ緑部内 ・外面ナデ。体部外面横位の 雲母・長石・黒色粒子 3 5％　 P L 241
須　 恵　 器 B　　 2 3．4

C ［13．4］

て立ち上が る。ロ緑部は外方へ開き，

端部は上下に突出する。

平行叩き。休部下端横位のへラ削り。 灰黄褐色

良好

（2）方形竪穴状遺構

第瑠考方形竪究状遺構（第584図）

位置　調査区域の中央部，E6g2区。

規模と平面形　長軸2．67m，短軸2。42mの方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は24～25cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，北東コーナー付近から南壁にかけて踏み固められている。全面が貼床である。貼床は，北東

及び北西コーナーを確認面から深さ43cmほど長径45～83C叫短径35～67cmの土坑状に掘り込み，それ以外は確認

面から30cmほどの深さで平坦に掘り込み，ローム主体の褐色土を捜土して構築されている。

ぽッ匝　Plは長径27cm，短径23cmの楕円私深さ13cmで，西壁際に位置することから，出入口施設に伴うピッ

トと考えられる。
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ピット土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，黒色土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子少量

7　褐　　色　ローム大ブロック多量，黒色土粒子少量（貼床）

遺物　土師器片58点，須恵器片25点，灰粕陶器片2点が出土している。出土遺物のほとんどが覆土上層からの

出土である。第584図248の灰粕陶器皿は覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀代と推定される。
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第584図　第1号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

第1号方形竪穴状遺構出土遺物観察表
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遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第584園皿A［13．4］口緑部の破片。 口縁部内・外面ロクロナデ。口緑部緻密，胎土　灰色5％
248 灰審由陶器B（1．9） 内・外面に粕薬の雑な刷毛塗り。灰オリーブ粕，良好

第2号方形竪穴状遺構（第585図）

位置　調査区域の中央部，E6gl区。

重複関係　第26号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．07m，短軸3．04mの方形である。

主軸方向　N－22LW（長軸方向）
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壁　壁高は35～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西コーナー部及び南壁の一部を除いて，壁下を巡っている。上幅11～15cm，下幅3～9cm，深さ4cm，

断面はU字形である。

床　ほぼ平坦である。全体的に踏み固められている。全面が貼床である。貼床は，全体を確認面から40～50cm

ほど平坦に掘り込み，ローム主体の褐色土を埋土して構築されている。

積立　7層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，ローム太ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大・中ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム中ブロック少量

6　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物微量

8　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色土粒子少量（貼床）

遺物　土師器片25点，須恵器片5点が出土している。第585図249の土師器嚢は，北壁寄りの覆土上層から出土し

たものが接合している。

所凰　遺物のほとんどが細片であるため，時期は不明である。
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第585図　第2号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図
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第2号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第585図 嚢 A ［18．6］ 体部からロ縁部の破片。体部は内攣気 口縁部内 ・外面横ナデ。体部外面上位 砂粒 ・雲母 ・長石 5 ％　P L 19 5

249 土　 師　 器 B （11．8） 味に立ち上がる。ロ綾部は外反 し口緑

端部はつまみ上げられている。

ナデ，内面輪積み痕を残す，ヘラナデ。 明赤褐色

普通

第3号方形竪穴状遺構（第586図）

位置　調査区域の中央部，F8d3区。

規模と平面形　長軸2．61m，短軸2．44mの方形である。

主軸方向　N－3㌧E

壁　壁高は29～32cmで，ほぼ直立する。

壁溝　北壁，西壁，東壁の一部を除いて，壁下を巡っている。上幅8～18cm，下幅4～6cm，深さ4～8cmで，

断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，特に踏み固められた部分はない。

ピット　1か所。Plは径45cmの円形，深さ11cmで，性格については不明である。
ピット土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

覆土　5層からなる。ロームブロックの含有状況や不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム大ブロック中量

2　黒褐色　ローム中ブロック中量

3　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量

ーF8．jJ

第586回　第3号方形竪穴状遺構実測図
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遺物　土師器片15息須恵器片は点が出土している。いずれも細片のため図示できない。

所凰　他の遺構との重複もなく，ほとんどの遺物が細片であるため，時期を明確にすることは困難である。

第名号方形竪究状遺構（第5878588図）

位置　調査区域の南東部，G7gO区。

重複関係　第1580号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3言4m，短軸2．72mの長方形である。

主軸方向　N－64LW

壁　壁高は17～20cmで，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

ぽッ睦1か所。Plは径24cmの円私　深さ34cmで，中央部に位置する。

ピット土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック多量

尊皇　8層からなる。ロームブロックの焼土ブロックの含有状況や不規則な堆積状況から，人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1暗褐色　ロ…ム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼士小ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

4　黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

5　褐　　色　焼土中ブロック少量

6　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

7　黒褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量

8　褐　　色　ローム粒子微量

二

第5爵ア図　第4号方形竪穴状遺構実測図
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遺物　土師器片123点，須恵器片76点が出土している。第588図690の土師器椀は，南西部の覆土中から出土した

破片が接合したもので，体部外面に判読不能の墨痕が認められる。691の須恵器高台付皿は，北部の覆土下層

から出土している。692の須恵器聾は，中央部の床面から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土土器から，9世紀後半と推定される。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－一一一一一一一一一一一一十－q」

第588図　第4号方形竪穴状遺構出土遣物実測図

第4号方形竪穴状遺構出土遣物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第588図 椀 A ［13．4］ 体部からロ縁部の破片。休部は内暫 し 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。内 砂粒 ・雲母 ・石英 30％

690 土　 師　 器 B （4．4） て立ち上がり，口緑部はわずかに外反 面へラ磨 き，黒色処理。 にぷい橙色 休部外面墨書

する。 普通 「□」

691

高 台 付 皿 A　 14．0

B　　 2．6

D　　 6．4

E　　 O．6

口綾部は一部欠損。体部は外傾 して開 口綾部，体都内 ・外面ロクロナデ。底 砂粒 ・雲母 ・石英 90％　P L 20 6

須　 恵　 器 き，口緑部にいたる。高台はわずかに

ハの字状に開く。

部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 灰色

普通

692

嚢 A ［2 2．4］ 休部から口綾部の破片。頚部で屈曲し， 口綾部，頚部内 ・外面横ナデ。体部外 雲母・石英・黒色粒子 10％

須　 恵　 器 B （8．5） ロ緑部は外反する。ロ縁端部は上方 と

外方に突出する。

面縦位の平行叩 き。 黄灰色

普通

第5号方形竪穴状遺構（第589図）

位置　調査区城の中央部，E6b5区。

規模と平面形　長軸2．80m，短軸2．76mの隅丸方形である。

主軸方向　N－9LW（短軸方向）

壁　壁高は25～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　南東コーナー付近がやや低い。特に踏み固められたところはみられない。地山を平坦に掘り込んで，床面

としている。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片191点，須恵器片158点，灰粕陶器片2点，瓦片9点が出土している。遺物の大半は，東側の覆

土上層から中層にかけて出土している。このことから，本跡の埋没過程において，遺物が投棄された可能性が

考えられる。第589図1560の土師器杯は中央部東寄りの覆土下層から，1561の須恵器盤は南壁寄りの覆土中層

から，1562の平瓦は中央部の覆土中層から出土している。なお，2814の須恵器杯は覆土中から出土し，体部外

－814－



面正位に「万杯」ヵの墨書が認められる。

所見　本跡では，壁溝，竃及びピットが確認されなかった。床も特に踏み固められた範囲はみられないことか

ら，居住を目的とした住居とは区別される，竪穴状遺構である。本跡の時期は，出土土器から9世紀後半と推

定される。

二＝二言・：

」L25．0m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

］　　　；　　　！

10cm

」＿二二二＿＿一二二⊥＿＿＿－二二」

第589図　第5号方形竪穴状遺構・出土遣物実測図

第5号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

≠＿

0　　　　　　　　　　　　　　5cm

ト一一－ト－一一　」

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第589園 士不 A ［13．2〕口縁郎一部欠損。平底。休部は内攣し口綾部・体部外面ロクロナデ。内面へ砂粒・雲母・長石・ 20％　P L226

1560 土　師　器 B　　 4．2

C ［6．8］

て立ち上がり，口緑部は外反する。 ラ磨き。休部下端手持ちへラ削り。底

部多方向のヘラ削り。

赤色粒子

明赤褐色

二次焼成

第589図 盤 B （3．2）ロ縁部，高台一部欠損。休部は大きく体部内・外面ロクロナデ。体部下端，粗い，砂粒・雲母・ 80％　P L226

1561 須　恵　器 D　 12．4 外方に開く。高台は長く，ハの字状に底部回転へラ削り。高台貼り付け後口長石・角礫

E　　 l．5 開く。 クロナデ。 灰色，普通

2814

坤こ

須　恵　器

B （2．3）体部の破片。 体部内・外面ロクロナデ。 砂粒・雲母・長石

灰色，良好

5％

休部外面墨書

正位「万杯」ヵ

遺物番号 器　　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　　 徴 備　　　 考
幅（cm） 長　さ（cm） 厚　さ（cm） 重　量（g）

1562 平　　瓦 （8．0） （8．0） 2．6 （120．1） 凸面へラ削り，凹面布目痕。

－815－



第6号方形竪究状遺構（第590e591図）

位置　調査区域の中央部，E6d3区。

重複関係　第433号住居跡を掘り込んでおり，第26号乳第1044号土坑に掘り込まれている。本跡は第433号住

居跡より新しく，第26号溝，第1044号土坑より古い。

親機と平面形　長軸3。25m，短軸2。96mの方形である。

童軸方向　N－8Lw（短軸方向）

壁　壁高は40～45cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，特に踏み固められたところはない。地山を平坦に掘り込んで，床面としている。

尊皇　6層からなる。レンズ状の堆積状況から，自然堆積と思われる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロックせローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロックも焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

6　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム太ブロック・ローム中ブロックe焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片187息須恵器片208氏灰粕陶器片3氏鉄器主査（鉄），雲母片岩1息混入したとみられ

る黒曜石1点（剥片），縄文土器片2点が出土している。第59ユ図1591の土師器杯は北西部の覆土中層から出土

しタ体部外面に横位で「七」と墨書されている。1592の土師器高台付椀は中央部北西寄り，1593の須恵器婆は

中央部南寄りタ1594の灰粕陶器長頸瓶は中央部の，いずれも覆土下層から出土している。なお，墨痕は認めら
J／1　7　J、ぎ＋＋く相1LL′rヽrL＿　tJ、「百石ここ二一一プ芸　七、才、J、＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r l　－′プ一、、－7

れるが，細片のため図示できなかった土師器片が2点出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と推定される。

庵e4

第開園　第6号方形竪穴状遺構実測図
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第591区l　第6号方形竪穴状遺構出土遺物実測図

第6号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

遺 物番号 器　　 種 計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 59 1図 珂こ B （ 2 ．3 ） 体 部の破 片 。休 部 は内攣 して立 ち上が 休 部 外 面 ロ クロ ナデ 。 内面 へ ラ磨 き， 砂粒 ・雲 母 ・長 石 ・ 15 ％　 P L 2 47

1591 土　 師　 器 る。 黒 色処理 。 赤色 粒子

橙色 ，普 通

休部 外面墨 書

横位 「七」

159 2

高 台 付 椀 A ［19．2］ 口緑 部 ・休 部一 部欠損 。体 部 は外傾 し 口緑 部 ，体 部外 面 ロク ロナデ。 体部 下 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ 55％　 P L 22 7

土　 師　 器 B　　 8．0 て立 ち上 が り， 口縁 部 にいた る。 口緑 端 ・底部 回転へ ラ削 り。内面 へラ磨 き。 赤色粒 子

D　　 9．3

E　　 l．2

部は外 反す る。高台 はハ の字状 に 開 く。 高台 貼 り付 け後 ，ロ クロ ナデ。 内面 黒

色処理 。

にぷ い黄褐 色

普通

1593

碧 B （14 ．4） 底 部 か ら体 部 にか けて の破片 。体 部 は 休 部外 面 斜位 の平 行叩 き。休 部下 端横 砂 粒 ・雲母 ・長石 2 0％　 P L 227

須　 恵　 器 C　 16 ．0 外 傾 して立 ち上が る。 位 の へ ラ削 り。内 面ナ デ，無 文 の当 て

具 痕。

灰 黄色

普 通

159 4

長　 頸　 瓶 B （4．2 ） 底 部か ら体 部 にか けて の破片 。休 部 は 体 部 内 ・外 面 ロ タロナデ 。底 部回 転糸 砂 粒 ，胎 土　 灰 黄 色 20 ％　 P L 2 27

灰 粕 陶 器 D　　 8．6

E　　 O．7

内 攣気味 に立 ち上が る。 切 り後 ，高 台貼 り付 け， ロク ロナ デ。

体部 外面 施粕 ，刷 毛 塗 り。

灰 オ リーブ粕

良好

第7号方形竪穴状遺構（第592図）

位置　調査区域の北西部，D4aO区。

重複関係　第464号住居跡の上部に構築されており，本跡が新しい。

規模と平面形　南北軸2．40m，東西軸2．20mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で，南寄りが踏み固められている。第464号住居跡と重複している部分の床面は，粘土で貼床され

ている。

寄土　単一層であるため，人為堆積なのか自然堆積なのかは不明である。土層断面図中第2層は貼床である。

土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量（貼床）

遺物　土師器片21点，須恵器片6点が出土している。第592図2022の須恵器杯は，南寄りの床面から出土している。

所見　本跡は，第464号住居跡の上部に貼床をしてつくられている。出土土器をみると須恵器でもいわゆる土師

質須恵器と呼べるような焼成のあまいものが出土している。これらの須恵器は須恵器生産の終末段階のものと

思われる。さらに，本跡と第464号住居跡から出土した土器にはあまり時期差は見られないので，本跡の時期は

9世紀後葉以降と推定される。また，本跡には竃・ピットなどの痕跡がなく，竪穴状遺構と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　＿＿　」

第592匡l　第7号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

第7号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　　［

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第592図杯A　12．6平底。体部は内攣気味に立ち上がる。器口綾部，体部内・外面ロクロナデ。底砂粒・雲母 90％

2022須　恵　器B　　3．8

C　　7．2

壁は薄い。雑なヘラ切りのため底部外

周に凹凸がある。

部雑な回転へラ切り。 灰褐色

不良
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（3）掘立柱建物跡

第掴号掘童櫨建物跡（第593図）

位置　調査区域の北西部，D4g7・D4g8・D4h7・D4h8区。平成9年度と平成11年度の調査区にまたがっ

て位置していたため，調査もPl～P7を平成9年度に，残りのP8・P9を平成11年度にと，両年度にわた

って実施した。北西3・Omには第15弓33つ38号掘立柱建物跡等が位置し，桁行方向を同じくする第137号掘立

柱建物跡は，北へ20。5mのところに位置する。

重複関係　Pl・P8・P9が第84A号住居に掘り込まれている○また，北西隅の柱穴が第84B号住居に掘り

込まれているため検出できなかった。これらのことから，本跡は第84A㍗4B号のいずれの住居よりも古い。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行6・26m，梁行4・43mで，面積は約27．73m2である。柱間寸

法は桁行2・05～2・15m，梁行2・10～2・40mである。柱穴は長軸（長径）0瀾～工21m，短軸（短径）0．5ト0．91m

の隅丸長方形または楕円形，深さ0．35～0．65mである。

柄行方向　N－110－W

覆土　埋土はロームブロック・炭化粒子を含んだ黒褐色土日培褐色土・褐色土であり，特に強く叩き締められ

た状態ではないが互層になっている。柱抜き取り痕は確認できなかった。

第593図　第14号掘立柱建物跡実測図

－819－
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土層解説

1黒褐色　炭化粒子少鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，出土遺物が平成9・11年度調査分を合わせても少量なためとらえにくい。重複している

第84A号住居跡が9世紀前葉のなかの新しい段階，第84B号住居が9世紀前葉のなかの古い段階と考えられる

ので，9世紀前葉の古い段階よりさかのぼる。桁行方向を同じくする第27号掘立柱建物跡が東へ20・Omのところ

に存在し，規模も一致することから，同時期に機能していた可能性がある。

第帽号掘立櫨建物跡（第594図）

位置　調査区域の北西部，D4f4・D4f5・D4f6・D4g4・D4g5・D4g6・D4h5区。平成9年度と平成11

年度の調査区にまたがって位置していたため，調査もPl～P5を平成9年度に，残りのP6～PlOを平成11年

度にと，両年度にわたって実施した。本跡の北側1．5mには本跡と柱筋を通して第133号掘立柱建物跡が，東側16

mには第132号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　P8が第138号掘立柱建物のP4に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行6．40m，梁行4。46mで，面積は約28・5接である。柱間寸法

は桁行2。10m，梁行2．20～2．35mである。柱穴はP7・P8が一辺0・82mの隅丸方形，深さ0割m・0言沌mで，

P6・P9・PlOが長軸（長径）1．05～1．08m，短軸（短径）0．80～0．95mの隅丸長方形または楕円形，深さ

0。58～0．69mで，大形である。

柄行方向　N－70－W

覆土　柱抜き取り痕は土層断面図中第1層が相当し，締まりがない。柱抜き取り痕は，P7～P9については

遺構確認面から確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。第2～6層は埋土である。埋土はロームブロック

・炭化粒子を含んだ暗褐色土で互層になっている。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は，出土遺物が平成9・11年度調査分を合わせても少量なためとらえにくい。本跡は，東へ

30mのところに位置する第27号掘立柱建物跡と，桁行方向，規模ともに同様であることから，一連の施設とし

ていた可能性がある。第27号掘立柱建物跡の構築時期は8世紀前葉と考えており，本跡も8世紀前葉と推定さ

れる。
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第594図　第15号掘立柱建物跡実測図
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第52号掘立柱建物跡（第595・596図）

位置　調査区域の南東部，G8f2・G8f3・G8f4・G8g2・G8g3・G8g4区。平成10年度と平成11年度の

調査区にまたがって位置していたため，調査もPl～P6を平成10年度に，残りのP7～PlOを平成11年度に

と，両年度にわたって実施した。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．50m，梁行4．25mで，面積は約23．38mである。柱間寸

法は桁行1・70～1・90m，梁行2・00～2・20mである。柱穴は長軸0．62～0．75m，短軸0．52～0．65mの隅丸長方形，

深さ0．40～0．50mである。

桁行方向　N－920－E

覆土　土層断面図中，第1層は柱抜き取り痕に相当し，粘性・しまり共に大変弱いものである。P7～P9に

－821－



ついては，遺構確認面から抜き取り痕が確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。第2～7層は埋土である。

埋土はロームブロック含んだ暗褐色土・褐色土であり，特に強く叩き締められてはいない。

土眉解説

1暗褐色　炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム中ブロック中量

4　褐　色　ローム中ブロック少量

竜3　2201
0　　　　　　　5cm

と＿＿＿；＿＿　」

第595図　第52号掘立柱
建物跡出土遺
物実測図

5　褐　　色　ローム小ブロック微量

6　褐　　色　ローム大ブロック多量

7　暗褐色　ローム中ブロック少量

遺物　P9から土師器襲片3点，PlOから須恵器蓋片1点が出土している。第

595図2201の須恵器蓋はPlOの埋土から出土しており，かえりが残っているもの

である。

所見　本跡の時期については，『第159集』では第54号掘立柱建物跡の関連から

9世紀と推定しているが，今回報告分の出土土器などから，8世紀前葉以降に

変更する。

第596図　第52号掘立柱建物跡実測図

第52号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ニ 渾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

トー　　l　　　　＿j

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　 の　特　 徴 手　 法　の　 特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第595図 蓋 B （0良）ロ縁部の破片。口縁端部はやや長く伸 ロ縁部内・外面ロクロナデ。 砂粒・雲母 5％

2201 須　 恵　器 びる。口緑部内面には短いかえりをも

つ。

灰白色

普通

－822一



第5磯考掘童櫨建物跡（第597図）

位置　調査区域の南東乳　G8h2のG8h30G8h4e G8i2eG8i3e G8i4区。平成10年度と平成11年度の

調査区にまたがって位置していたため芦調査もP上もP2を平成10年度に，残りのP3～PlOを平成11年度に

と，両年度にわたって実施した。本跡の南には，東栄行の柱筋と東桁行の柱筋が一直線に揃う第92号掘立柱建

物跡が位置する。

重複関係　P4が第312号住居に掘り込まれていることから資本跡の方が古い。

規模　桁行3間声楽行2間の総柱建物跡である0桁行7・65m，栗栖。90mでタ面積は約37。49m2である。柱間

寸法は，桁行2040～2さ80mタ梁行2。40～2。50mである。『翫59集』ではPlからP3を第54号掘立社建物跡と

して報告しているが，P3としていたものは今回の調査で，第92号掘立柱建物跡の柱穴であることが判明した

ので，これを第92号掘立柱建物跡のPlに変更する。今回の報告はP3からである。なお，北東隅の柱穴は確

認することができなっかった。P3eP6eP8～PlOは長如。95～且。20m芦短如。75～0。90mの隅丸長方私

P50P7ほ一辺が0880mの隅丸方形夕　深さ0。45m～0。75mである。

柄行方向　N－89ローE

尊皇　土層断面図中夕第1層は桂抜き取り痕に相当し，粘性の締まりが弱い。柱抜き取り痕は，P3「つP6～

P9については遺構確認面から確認できタ土層断面でも明瞭に確認できた〇第2～7層は埋士である。埋土はク

ロームブロックを含んだ暗褐色土e褐色土で，互層になっており，土層断面図中第3層は特に強く叩き締めら

れている。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム中ブロック中量

3　暗褐色　ローム中ブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローーム小プロ、ソク・ローム粒子少量

7　褐　　色　t」一一ム申ブtlJ、ソク・［トム小ブロック少量

遺物　P4から土師器杯片e土師器嚢片も須恵器杯片も須恵器嚢片各主産0雲母片岩6息　P5から土師器婆

片e須恵器高台付捧片e須恵器聾片各主真，P7から土師器高台付捧片1点e土師器嚢片4点e須恵器杯片1

点e須恵器婆片1息　P9から土師器聾片1点の須恵器杯片2点も須恵器襲片し如ゞ出土している。第597図

2202の土師器杯はP4の埋士から出土しており，目線部に油煙が付着している。この他に図示できなかった土

器には，かえりが付く須恵器蓋の細片などがある。

所農　本跡の時期は，『第159集』では9世紀代としているが，今回報告分の埋土出土の遺物から8世紀前葉以

後に構築されたものと変更する。本跡の東梁行と南側に位置する第92号掘立柱建物跡の東桁行の柱筋は一直線

に揃い，達し字状の配置であり，後述するように構築時期も同時期であることから，一連の機能を果たしてい

た可能性がある。

第54号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 の色講ト焼成 備　　　 考

第597図 杯 Å ［13．8］ 休部からロ綾部にかけての破片。休部 口緑部 ・体部外面ロクロナデ。体部下 砂粒 ・赤色粒子 5 ％
220 2 土　 師　 器 B （3．3） は内攣 して立 ち上が り，口線部にいた 半手持ちへラ削 り。 橙色 口緑部油煙付

る。目線端部は細 くすぼむ。 普通 着
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第63号掘立柱建物跡（第598図）

位置　調査区域の中央部，E7d7・E7d8・E7e7・E7e8・E7f7・E7f8区。平成10年度と平成11年度の調

査区にまたがって位置していたため，調査もPl～P6を平成10年度に，残りのP7～P9を平成11年度にと，

両年度にわたって実施した。東8．0mには，本跡と桁行方向を同じくする第64号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第396号住居跡，第1857号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。また第605・609・610号土坑・第49

号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模　桁行2間，梁行2間の総柱建物跡である。桁行4．34m，梁行3．92mで，面積は約17．01m2である。柱間寸法

は桁行2・13m・2・20m，梁行1・90m・2．03mである。柱穴はP3が長軸0．62m，短軸0．45mの隅丸長方形，深さ

0．35mである。その他の柱穴は径0．65～0．80mの不整円形，深さ0．25～0．40mである。

桁行方向　N－110－W

覆土　土層断面図中，第1層は柱抜き取り痕に相当する。確認できたのはP7だけである。第2～8層は埋土

である。ロームブロックを含んだ暗褐色土・褐色土で，特に強く叩き締められた状態ではないが互層になって

いる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子中量

6　褐　　色　ローム小ブロック中量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　7　暗褐色　ローム中ブロック少量

4　暗褐色　焼土小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム中ブロック中量

遺物　P7から土師器嚢片1点，P9から土師器杯片1点・土師器嚢片8点・須恵器杯片1点・須恵器要片3

点・灰粕陶器椀片1点が出土している。第598図2253の灰粕陶器皿は，P9から出土しており，底部は糸切り痕

を残し，三日月高台であることから，折戸53号窯式以降のものと思われる。胎土は砂質分が多く，三河・遠江

千
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第598図　第63号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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系かと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物が平成10・11年度共に少量なためとらえにくい。重複している第1857号土坑跡の

時期が9世紀後葉から10世紀代と考えられるので，それ以降の時期となる。出土した灰粕陶器が10世紀代のもの

と思われるので，本跡の時期も10世紀代と考えられる。

第63号掘立柱建物跡出土遣物観察表

遺物 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 598 図 皿 B （ 1．2） 高台 部の破 片。高 台 は三 日月 高台。 底部 内面 重 ね焼 き痕 に粕 付 着。 高台外 砂 質分 が多 い。 10 ％

225 3 灰 寒由陶 器 D ［ 7．0］ 面 に粕 垂 れあ り。底 部 回転 糸 切 り痕 。 胎 土　 灰 色 三 河 ・遠 江 系

E　　 O．8 高台貼 り付 け後， ナデ。 普 通 カ。

第64号掘立柱建物跡（第599～601図）

位置　調査区城の中央部，E7dO・E7eO・E7fO・E8dl・E8el・E8fl・E8f2，E8gl区。平成10年

度と平成11年度の調査区にまたがって位置していたため，調査もPl～P6を平成10年度に，残りのP7～P

25を平成11年度にと，両年度にわたって実施した。西8．0mには，本跡と桁行方向を同じくする第63号掘立柱

建物跡が位置する。

重複関係　第202号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。また，第60号掘立柱建物跡・第606号土坑に掘り

込まれており，本跡が古い。

」」25．2m

第599図　第64号掘立柱建物跡実測図（1）
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規模　桁行4間，梁行3間の身舎の南梁側に庇が付く建物跡である。桁行は身舎だけで9．33m，1．58mの庇も含

めると10・91m，梁行6・30mである。面積は身舎部分だけで約58．78m2，庇も含めると約68．73m2である。柱間寸法

は，桁行2・24～2・40m，梁行2．00～2．10mでほぼ等間隔である。身舎の柱穴は一辺（径）0．90～1．25mの隅丸方形

または円形で，深さ0・60～0・80mで大形である。庇の柱穴は両端のP19・P20が一辺0．80m・0．90mの隅丸方形で，

深さ0・45m・0・65m，中間柱は径0．60mの円形で，深さは0．50mと小形である。P16・P17は身舎の内部に位置す

る‾辺0・75m，深さ0・40mの柱穴である。他の柱穴より規模が小さいことや，位置から床束と思われる。

主軸方向　N－160－W

覆土　土層断面図中，第1・2・7層が柱抜き取り痕に相当し，しまりが弱い。柱抜き取り痕はP15・P20・

P23～P25を除いて，遺構確認面からと土層断面で明瞭に確認できた。第3～21層が埋土である。埋土はロー

ムブロックを含んだ暗褐色土・褐色土が互層になっており，強く叩き締められ版築状を呈している。

土層解説

1暗褐色　粘土中ブロック多量

2　暗褐色　ローム中ブロック少量

3　褐　　色　ローム大ブロック少量

4　褐　　色　ローム中ブロック中量

5　褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量

6　暗褐色　ローム大ブロック中量

7　灰褐色　黒色土粒子中量，ローム小ブロック少量

8　褐　　色　ローム中ブロック多量

9　褐　　色　ローム大ブロック多量

10　暗褐色　ローム粒子少量

11暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

12　暗褐色　ローム中ブロック多量

13　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム′トブロック少量，焼土

小ブロック微量

14　暗褐色

15　暗褐色

16　褐　　色

17　極暗褐色

18　暗褐色

19　極暗褐色

20　褐　　色

21暗褐色

ローム中ブロック多量，ローム粒子中量

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック・ローム粒子中量

遺物　P7から土師器杯片2点・土師器嚢片3点・須恵器杯片3点・須恵器蓋片1点・須恵器嚢片1点・鉄津

1点，P8から須恵器杯片2点，P9から土師器襲片1点，須恵器杯片2点，須恵器嚢片1点，PlOから須恵

器杯片2点・須恵器蓋片3点，Pllから土師器嚢片6点・須恵器杯片5点，P18から土師器高台付杯片1点・

灰粕陶器長頸瓶片2点・鉄津1点，P19から土師器杯片21点・土師器嚢片19点・土師器高台付杯片5点・須恵

器杯片7点・須恵器嚢片24点・須恵器蓋片2点，P22から土師器嚢片8点・須恵器杯片3点・須恵器聾片4点

が出土している。第601図2203の土師器杯，2204の土師器高台付椀はP19から出土している。

所見　本跡の時期は，『159集』では8世紀後葉から9世紀前葉としている。重複している第202号住居跡の時

期は9世紀中葉と考えられるので，本跡の時期はそれ以降ということになり，重複関係や出土土器から，本跡

の時期を9世紀後葉に変更する。本跡が第60号掘立柱建物に掘り込まれていたことから，第60号掘立柱建物の

時期もあわせて変更し，10世紀前葉とする。

0　　　　　　　　　　　　10cm
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第601図　第64号掘立柱建物跡出土遺物実測図



第64号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第60 1図 杯 A ［13．2］ 平底。体部は内攣して立ち上が り，ロ 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 精良，砂粒 ・雲母 70％　 P L 24 1
220 3 …土　 師　 器 B　　 3．8

C　　 6．4

緑部にいたる。 部下端 ・底部回転へラ削 り。内面黒色

処理。

にぷい褐色

普通

2204

高 台 付 椀 B （6諸） 底部から体部にかけての破片。休部は 休部外面ロクロナデ。体部下端回転へ 砂粒 ・長石 30％　P L 241
土　 師　 器 D　　 l．5 外傾 して立 ち上がる。高台はハの字状 ラ削 り。内面へラ磨 き。高台貼 り付け にぷい褐色

E ［9．8］ に開 く。接地面内面は内削ぎ状。 後，ナデ。内面黒色処理。 普通

第鵬号掘童櫨建物跡（第6028603図）

位置　調査区域の中央乳　D7f9eD7fOe D7g9・D7gO・D7hOo D8hl区。平成10年度と平成11年度の

調査区にまたがって位置していたため，調査もPつ「㌦P7を平成10年度に，残りのP8～PlOを平成11年度に

と，両年度にわたって実施した。

第錮図　第80号掘立柱建物跡実測図

－829－



重複関係　第215・216・228号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。また、第25号溝に掘り込まれており、

本跡が古い。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行8．12m，梁行4．80mで，面積は38．98nfである。柱間寸法

は，桁行2．70m，梁行2．40mで等間隔である。柱穴は長径（長軸）0．90～1．24m，短径（短軸）0．85～1．05mの楕円

形または隅丸長方形で，深さ0．80～0．85mである。

桁行方向　N－130－W

覆土　埋土はロームブロックを含んだ暗褐色土・褐色土・極暗褐色土が互層になっている。柱抜き取り痕は確

認することができなかった。
土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

2　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

5　褐　　色　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

6　黒褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

8　暗褐色　ローム中ブロック少量

9　褐　　色　ローム粒子中量，ロームノJ、ブロック少量

10　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

1－等Lノ

0　　　　　　5cm
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第603図　第80号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

遣物　P8から土師器杯片5点・須恵器杯片1点，P9から土師器聾片

3点・須恵器杯片4点・須恵器嚢片6点・須恵器蓋片1点，PlOから土

師器嚢片4点・須恵器杯片9点・須恵器嚢片9点・須恵器甑片1点が出

土している。第603図2206の土師器杯はP8から出土している。

所見　本跡は，9世紀後葉と推定される第215号住居跡を掘り込んでいる

ことから，10世紀前葉以降の時期のものである。出土土器からは第215号

住居跡とは時期差はあまりないものと思われ，10世紀前葉と考えられる。

本跡の東には，軸方向がほぼ同じな第226号住居跡があり，同時期に機能

していたものと思われる。

第80号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第603図 杯 A　 ［13．4］ 平底。休部は内攣して立ち上が り，口 口綾部 ・体部外面ロクロナデ。体部下 砂粒 ・雲母 30％　P L 241

2206 土　 師　 器 B　　 4．0

C　 ［6．6］

綾部にいたる。 端へラ削 り。内面へ ラ磨 き。底部外周

回転へ ラ削 りで，中央部に回転糸切り

痕を残す。

にぷい褐色

普通

第81号掘立柱建物跡（第604図）

位置　調査区の中央部，D6i2・D6i3・D6j2・D6j3区。南1．5mには第82号掘立柱建物跡が，北4．5mには

第22・23号掘立柱建物跡が位置する。

規模　桁行2間，梁行1間の側柱建物跡である。桁行4．06m，梁行4．34mで，面積約17．62m2である。柱間寸法

は，桁行2．05～2．10mである。柱穴は径0．60～0．75mの円形で，深さが0．70～0．80mと深いものと，0．40mの浅

いものがある。

桁行方向　N－50－W

覆土　すべて柱が抜き取られた後の覆土と思われる。覆土はロームブロックを含む暗褐色土・褐色土であり，

しまりはほとんどない。

－830－



土層解説

1褐　　色　ローム中ブロックeローム小ブロック中量

2　褐　　色　ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム太ブロック中量

4　暗褐色　ローム中ブロック中量

遺物　出土していない。

5　褐　　色　ローム中ブロック多量

6　暗褐色　ローム太ブロック0ローム粒子中量

7　暗褐色　ローム粒子中量

所農　本跡の南1mに位置する第82号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致し，桁行の柱筋が一直線に揃う。ま

た，北4mに位置する第23号掘立柱建物跡とも，東桁行の柱筋が1直線に揃うことからタ　これらは同時期に機

能していた可能性がある。

嶺 。

P3P4

第醜磯図　第81号掘立柱建物跡実測図
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第番腰骨掘童櫨建物跡（第605図）

位置　調査区の中央乳　D6j2のD6j3のE6a2e E6a3eE6b2。E6b3区。本跡の北1。5mには第81号掘立柱建

物跡が，北5．5mには第22023号掘立柱建物跡が位置する。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5。38m，梁行4．10mで，面積約22。06m2である。柱間寸法は，
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桁行1．75～1．80m，梁行2．00～2．10mである。柱穴は長径0．70～0．80m，短径0．55～0．65mの楕円形で，深さ0．65

～0．85mである。

桁行方向　N－30－W

覆土　柱抜き取り痕はすべての柱穴で確認できた。土層断面図中，第1～4層が相当し，しまりが弱い。第5

～10層が埋土である。埋土はロームブロックを主体とする暗褐色土・褐色土である。

土層解説

1　褐　　色　ローム中ブロック中量

2　暗褐色　ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム大ブロック少量

6　褐　　色　ローム大ブロック中量

7　褐　　色　ローム大ブロック少量

8　褐　　色　ローム中ブロック少量

9　褐　　色　ローム粒子少量

10　褐　　色　ローム大ブロック多量

造物　Plから須恵器嚢片2点・須恵器杯片1点，P3から須恵器嚢片1点，P4から須恵器嚢片1点，P9

から土師器嚢片1点・須恵器嚢片2点，PlOから土師器嚢片・須恵器杯片各1点が出土している。第605図

】　　　　L＿＿＿」

第605図　第82号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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2207の須恵器杯はPlOから出土している。

所農　本跡の北上Omに位置する第81号掘立柱建物跡と桁行方向がほぼ一致し，桁行の柱筋が一直線に揃う。ま

た，北5mに位置する第23号掘立柱建物跡とも東桁行の柱筋が一直線に揃うことから，これらは同時期に機能

していた可能性がある。出土土器からこれらの建物は8世紀復業には機能していたものと思われる。

第82号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴ト 焼成 備　　　 考

第605図 j不 A ［12牒］ 体部から目線部にかけての破片。休部 口綾部，体部内 も外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 10％
220 7 須　 恵　 器 B （2．の ほ外傾 して立ち上が り，目線部にいた

る。

灰白色

普通

第8磯考擁立櫨建物跡（第6060607図）

位置　調査区域の南部，F6hOo F7hleF7h2。F6iOeF7ile F7i2区。本跡の南2。Omには第86～88号

掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　P12e P13e P14が第335号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模　桁行4間，梁行3間の側柱建物跡である。桁行8の20恥梁行5。20mで，面積は約42。64m2である。柱間寸

法は，桁行1・鋸～2。16期梁租。70～1。80mである。Pl～P6e P8～Pllo P13の柱穴は一辺0．80～1誹4m

の隅丸方形，深さ0．39～1言Omである。⊥　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ∩ハ　祓ユッロワe P12長径工28汀「㍉LO飢mの不定形う潔接骨諸行nバ‖賂mである。

柄行方向　N－860－W

穫蓋　柱抜き取り痕は，土層断面図中，第1層が相当し，粘性e締まりが弱い。柱抜き取り痕は，Pユ・P

2・P4～P14で遺構確認面から確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。第2～9層は埋土である。埋士

はロームブロックe炭化粒子を含んだ褐色土e暗褐色土が互層になっており，強く突き固められ版築状を皇す

る。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム小ブロック少鼠　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色
6　褐　　色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　褐　　色

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

ローム中ブロックサローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム太ブロック中量

ローム中ブロック中量

ローム太ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　Plから土師器杯片5点e土師器嚢片12点e須恵器杯片7点・須恵器嚢片2氏　P2から土師器楽片9

点・須恵器杯片1点。須恵器婆片5点，P3から土師器嚢片1点e須恵器楽片1氏　P4から土師器杯片3点・

土師器高台付杯片1点e土師器聾片10点・須恵器杯片4点。須恵器嚢片7点，P5から土師器杯片1点・須恵器

杯片2点㍉須恵器嚢片1点，P6から土師器杯片1点e土師若葉片6点e須恵器杯片1点e須恵器嚢片1氏

P7から土師器楽片2点e須恵器嚢片2氏　P8から土師器杯片4点e土師若葉片9点も須恵器杯片4点0須恵

器婆片2点，P9から土師器杯片2点・土師器棄片3点・須恵器杯片3点・須恵器蓋片1点。須恵器婆片1氏

PlOから土師器杯片3点e土師器嚢片2点・須恵器杯片2点・須恵器楽片3氏　P13から土師器杯片2点・土

師器嚢片15点・須恵器杯片1氏　P14から土師器杯片1点の土師器聾片14点・須恵器杯片8点・須恵器高台付

杯片1点e須恵器嚢片7点が出土している。第607図2209の須恵器杯はP14の埋土から出土している。
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B

第606図　第84号掘立柱建物跡実測図
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所農　本跡は，　世紀後業と思われる第335号住居跡を掘り込んでいることタ　ま

た，埋土から出土した土器が8世紀複葉に属するものであることからタ　9世紀

前葉に機能していたものと思われる。

第84号掘立柱建物跡出土遺物観察表

ガ

謬
2209

0　　　　　　　5cm

」二∴∴＿二∴∴；

第錮軍国　第84号掘立社
建物跡出土遺
物実測図

遺物番号 器　　 種 計測値 k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 e色調 ・焼成 備　　　 考

第607図 杯 A ［10．6］ 体部か ら日録部の破片。体部は外傾 し 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・石英 20％
220 9 須　 恵　 器 B （4．7） て立ち上がり，口縁部はやや外反する。 部下端手持ちへラ削 り。 黄灰色

普通

第爵5号掘羞櫨建物跡（第608ぁ609図）

位置　調査区域の中央部，F5d9e F5dOe F6d巨F6d2e F5e9e F5eOO F6e且。F6e2e F5f9e

F5fO e F6flo F6f2区。南には第99～ヱ根号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第258の2590260号住居跡を掘り込みタ第740号土坑に掘り込まれていることからタ本跡は第258～

260号住居跡より新しく芦　第740号土坑より古い。

規模　桁行3間，梁行2間の身合に，四面庇が付く建物跡である。桁行は身舎だけで7。32m，1言甘mの庇も含め

ると昔70mである。梁行は身舎だけで4。20m言言甘mの庇も含めると9．60mである。面積は身舎部分が30．74m2，

庇も含めると112832扉である。柱間寸法はタ桁行は1。80m02。50m。3。00mとかなりばらつきがあるのに対しタ

梁行は2瀾mで等間隔である。身合の柱穴は一辺（径）0。85～H8mの隅丸方形または円形で，深さ0。60～0。80

mである。庇の柱穴は，径0。50～0。90mの円形，深さ0。40～0諸Omで，身合の柱穴より小形である。

柄行方向　N－90㌧－E

援豊　土層断面図中，第ユe708弓0の13～16層が柱抜き取り痕に相当し，焼土や炭化物が含まれる。柱抜

き取り痕は，身合ではP9を除いて確認することができた。第2～609㍉H∵工は層は埋土である。埋土はロ

ームブロックを含んだ暗褐色土の褐色土が互層になっており，強く叩き締められて版築状を呈している。

土層解説

1極暗褐色　焼土小ブロック・焼士粒子の炭化物中量，ロー　　　9　明褐色　ローム太ブロック多量
ム中ブロック少量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量

3　褐　　色　ローム中ブロック中量

4　褐　　色　ロームブロック少量

5　暗褐色　ローム小ブロック少量

6　褐　　色　ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム中ブロック微量

8　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物少量

10　明褐色　ローム中ブロック少量，焼土中ブロック微量

11明褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

12　明褐色　ローム中ブロック少量

13　褐　　色　ローム太ブロック中量

14　褐　　色　ローム中ブロック多量

15　暗褐色　ローム小ブロック0炭化粒子少量

16　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム太

ブロックせローム中ブロック微量

遺物　Plから土師器杯片e須恵器杯片各3息土師器嚢片e須恵器嚢片各上蕪，P2から土師器杯片1点。

須恵器杯片2点，P3から土師器婆片3点e須恵器杯片し真，P4から土師若葉片1点・須恵器杯片2息　P

5から土師器杯片3点0土師器婆片6点。須恵器杯片1点。須恵器嚢片1点，P7から土師器嚢片9点・須恵

器杯片6点e須恵器嚢片3点・釘1息　P8から土師器杯片7点ゆ土師器嚢片主産e須恵器杯片1点6須恵器

聾片主真，P9から土師器杯片3点の土師器婆片24点e須恵器杯片主産の須恵器婆片上長も灰粕陶器片1点・

釘2息　PlOから土師器杯片5点も土師器楽片1点・釘10点タ　P15から須恵器高台付杯片7息　P16から土師
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器賓片1点・須恵器杯片1点・須恵器襲片3点・須恵器蓋片1点，P20から土師器嚢片2点，P21から緑粕陶器

片1点，P22から土師器杯片1点・土師器嚢片9点・須恵器杯片3点・須恵器賓片2点・灰粕陶器片1点・緑

粕陶器片1点，P23から土師器杯片3点・土師器嚢片2点・須恵器杯片3点・須恵器嚢片5点・スサ入り粘土

1点，P24から土師器聾片4点・須恵器杯片1点・須恵器聾片1点・緑粕陶器片1点・青磁片1点が出土して

いる。第608図2211の須恵器杯はP23から，2212の須恵器高台付杯はP15から，2213の緑粕陶器皿・2214の緑

粕陶器椀・＿2216の青磁片はP24から，2215の緑粕陶器椀はP9から，2217の釘はP8から，2218の不明鉄製品

はPlOから出土している。出土遺物は北側の柱穴の柱抜き取り後の覆土から出土しているものが多く，火熱を

受けているものが大部分である。

所見　本跡は，8世紀後葉と推定される第258号住居跡を掘り込んでいることから，8世紀後葉以降の建物跡

である。また，確認段階から焼土と炭化物の層がみられ，Pl・P3・P5・P8・PlOには抜き取り後の覆

土に焼土や炭化物が含まれることから，本跡は焼失したものと思われる。身舎と北庇の間に位置する第740号

土坑から火熱を受けた多量の緑粕陶器や青磁が出土している。それらと同類の破片が第740号土坑を挟むP

8・P9・PlO・P15・P23・P24の柱抜き取り後の覆土からも出土している。このことは，第740号土坑は

本跡の焼失後に掘り込まれ，火熱を受けた多量の陶磁器類が投棄されたものであり，この第740号土坑から出

土した陶磁器類は，本跡に属していたものであると考えられる。このことから本跡は，9世紀後葉に火災を受

けて廃絶したものと考えられる。本跡は，四面庇を持つ建物であり，緑粕陶器や青磁などを保有していたであ

ろうと推測すると，9世紀復業段階に集落の中心的役割を担っていた仏堂的建物と思われる。

『、二享「プ

‾‥l　　‾　∴

第608図　第85号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第85号掘立柱建物跡出土遣物観察表

針薪18頂

〝q2216　雲
一　⊂〕

2217

10cm

l　　　　；　　　！

遺物番号器　　種計測値（CⅡl） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第608図 珂こ A ［13．4］体部から口綾部の破片。休部は内攣気ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母・長石 20％

2211 須　恵　器B　（4．7）味に立ち上がる。ロ縁部は外反し端部

は細くすぼむ。

部下端手持ちへラ削り。 灰白色

普通

2212

高台付杯A ［15．4］高台部接地面欠損。体部は内野気味に口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒 10％　PL242

須　恵　器B （4．2）立ち上がり，ロ緑部でわずかに外反す部下端・底部回転へラ削り。高台貼り灰白色

E （0．6）る。 付け後，ナデ。 普通

2213

皿 A ［14．7］口綾部の破片。体部は外方に大きく開内・外面共に粕が施されているが，強緻密，胎土　灰色 5％

緑粕陶器B （1．8）く。ロ縁部は外反し，端部は外につまく被熱しているため変色し，調整も不灰オリーブ粕 二次焼成

み出され，平坦面をもつ。 明。

2214

椀 A ［16．2］口緑部の破片。体部は内攣して立ち上内・外面共に軸が施されているが，強緻密，胎土　灰色 5％

緑粕陶器B　（3．6）がり，口緑部にいたる。 く被熱しているため変色し，調整も不

明。

灰オリーブ粕 二次焼成
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遺物番可 器　 穫 桓 測値毎 ）　 若 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 要 義 篇 蒜 芋 備　 考

第608図　　 椀　　 Å ［12・5］ 日録部の破片0 日緑部は外傾する○　　 内 も外面共に粕が施 されているが，強 緻密，胎土　 灰色　　 5 ％
2215　 線 寒由陶 器　 B （2・5）　　　　　　　　　　　　　　 く被熱 しているため変色 し，調整 も不 オリーブ灰色　　　　 二次焼成

明。

蓋 i
碗力　　　　　　 休部の破片か√　　　　　　　　　 内 ・外面樋軋

！

緻密，胎土　 白色　　 5 ％
22 16　　 青　　　 磁 二次焼成

越州窯系

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　 考長絢 m） 幅k m） 厚さk m） 登約 日

2217 釘 ・7　 日 も7 ・4　 巨 ・嶺　　 鉄　 頭部先姉 は瀾 く叩き伸ばされ洩 められている。
P L 256

2218 不　　 明 聖 と 」 聖 」 」 東 「 「 蒜 「　 鉄 i板状に伸ばされている。

第爵番号掘童櫨建磯跡　第鋸　魯鋸図）

位置　調査区域の南部タmj2やぎ7j38mj40G7a28ma30G7a40のb28G7b38G7b4区。本

跡の北0mには第糾号掘立桂建物跡が　酋0mには第捕号掘立桂建物跡が　如。mには第93号掘立桂建物

跡が　南はmに雛摘号掘立桂建物跡が　北東蟻やmには第摘号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第鮮号掘立社建物に掘　込まれていることから　本跡の方が古い。

親機　桁行4間男梁行2間の側杖建物跡である。桁郁090m夢梁稲や26mでタ面積は約射せ55感である。柱間寸

法はタ桁机・60～2828m，梁行2。39m62e55mである○桁街の柱間はタ　㌘4～㌘6。㌘且0～㌘且2がま。60～且。79

mと狭　なってお軋外側の柱間が02～潤m　広　なっている。㌘まは長軌。4加勘妾副軌工掛取言深さ私媚

mの不定形である。P2～P6eP8日P90㌘鐙は一辺　径摘湖～誹mの隅丸方形または閏乳深さ

0842～0078mである。P　の㌘酢PHは長軸　長径）。鵬～。蟻m　短軸　短径）0。75～0。92mの隅丸長方

形または楕円形，深さ0。62～0682mである。

柄行方向　N－780－W

尊皇　准抜　取　痕は　土層断面図中　第　0は層が欄当しタ　しま　は弱い。埋まは芦ロームブロックのロー

ム粒子を含む暗褐色土の褐色土の互層でタ強く突き固められ版築状を望する。
土層解説

1　極暗褐色　　　ローム粒子少量

2　褐　　色　　　ローム中ブロック少量

3　褐　　色　　　ローム中ブロック中量

4　褐　　色　　　ローム中ブロック多量

5　暗褐色　　　ローム小ブロック中量

6　褐　　色　　ローム大ブロック・ローム粒子多量

7　褐　　色　　　ローム大ブロック多量

8　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

9　褐　　色　　　ローム大ブロック・ローム粒子中量

10　暗褐色　　　ローム中ブロック中量

11極暗褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量

12　暗褐色　　ローム中プロ、二ノク・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

13　にぷい褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

14褐　色　ローム中ブロ、ソク・ローム拉子少量

遺物　P且から土師券種片3点e土師器高台付埠片2点の土師器婆片3点の須恵器杯片2点。須恵器婆片l点，

P2から土師器婆片5点の須恵器庫片2点・須恵器婆片1点タP3から土師器杯片3点e土師器賓片4点芦P

5から土師器杯片2点き土師器婆片5点の須恵器捧片1点。須恵器楽片2息㌘6から須恵器杯片主産，㌘8

から土師器婆片2点8須恵器量片し蕪e須恵器嚢片ユ点，PlOから土師器杯片　点の土師器賓片　息PHか

ら土師器杯片主産の土師器登別3点。須恵器捧片3点・須恵器婆片3息　P12から土師器嚢片5点。須恵器嚢

片2点が出土している。第6H図2封の須恵器埠はP　の捜土から出土している。
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所農　本跡は　第椚号掘立桂建物跡と建物の規模の桁

ノ　ノノ　　′言、；1ニ　′、ノ　∴二‘－．∴し　一　．；′　・ミ　′

∴′ノ　　∴‾　1ノ、：∴二一　∴　、l∴こ、　二、、∴　一．

窟される第摘号掘立櫨建物跡を含め汐　L字形に配置さ

れていたと監われる。芸のことから本跡はタ　隆妃前

葉に機能していた　のと考えられる。

第捕号掘立桂建物跡出土遺物観察表

1・‾・．

、　　　く　v

猟滝』監潤
一く　＿、、．・・∴1，　∴一。（一′ノ、　、．ノ．・、

鋤離十静　 種計測値km）　　　 音　形　の　特　徴　　　　　　　 手　法　の　特　徴　　　　 始まを色調を焼成　 備　　 考

第611図　　　 杯

2219　　須　恵　器

B＋（1・か　底部から休部の破十上平献体部は外　体部内・外面ロケロナナ㍉底部回転へ　砂粒・雲母・右耳　　抑㍉

r　L＝］伸して立ち上がるJ　　　　　　　 ラ削年　　　　　　　　　　　 暗吠黄色　　　　　 底部外面墨書

普通　　　　　　　 「□」

二二・′∴　、、　二1，．．＼ノ、く

‾　∴／、・くノ・、‘′‘）∴　　　　　　　　　、′　′　′　　　　′　′　：ノ．．　　′　、　∴・、　・、．

′言・∴・′・‘∴′・′、一　　　∫＿　　∴’　′　′　′・エ　言．・・　　′　　　　　∴、′′′

る。

∴′∴′、′ナ　ノ紺．吉′′′・′、互′、∴′・′．′∴　・′ノ　・′∴　　　　一、　　、、′、．′

∴菜　′′’′　　－・：ゾ二、1′：・－′）′！′、し・一項′′∴　ト′、′　′′．∴　二　　∴′、、　　一．、　′，∴ザノ／

人．′‾1　′J．′　ノノ　　ノ、′・J∴、　′．ニ′、、1′′′ノ　！ノノ　　　　　　　　　　・　′＼′，、：、、

fノ：くな′ノ∵・ユ〕′，再il′、1－▲′一′ノ、′′、′）．、一＿′　∴　‾・・・：．　′、、　　′′′・　　十′′上－ノ．ノノ・ユ．

は円形，深さ0．15、0．53mで大形である。

柄行方向　N－130－E

ノ　＿　・′了　こ　′－こ．．、　　　‾′　掴　．・′　　′．′　　　　、・．、一．′　　　　　♪　　　′　・／′　　　′

子を含む暗褐色土e褐色まで　特に突　固められた様子は認められない。

土層解説

1　褐　　色　　ローム小プロ・ソク少量

2　褐　　色　　ローーム中ブロック中一畳

3　明　褐　色　　ローム中プロ、ソク少量

1　褐　　色　　ローム粒子少量

5　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　　色　　ローーム大プロ、ソク中量

7　暗褐色　　ローーム小ブロック中量

8　褐　　色　　ロー一一ム中プロ、ソク中量

9　暗褐色　　ローム中ブロック「巨星，「了－ム小プロ、ノク少量

こ．′′右　′ノ′ノ　ノ　・t′　子∴　　　∴‥イつ‥　．、′′　ノ　ー／′　　ノ．．ン　　・．　∴、′　二r

十十、．．i∴言∴・；‘二′　、）さ亮　一ノ　ー一一．／．「二・十、　′　′∴．．・′∴＿′　ノノ、ノ；・－′1ノ　ー／′．′′

一十ノ∫′　′∴　ノI∴／－′、．．．　ラ′、ノ・1∴　　　　ノ　＿′′／．．　′　′、′二　　．ノ、　．　f・こ．－・／

！当一ノ＼′　　　圭∴、イ言二・一　二一‥　ノ∴′′ノ′ノ　イーノ、′　工　　‥守　∵　工’壬．．1！lJ！　3′′　ノ＿ノ・

点が出土している。細片のため図示することができなかった。

所農　本跡からの出土土器では梱かな時期の判断をするのは国難であるが　第純の捕号掘立桂建物跡を掘　込ん

でいること　南西8　mに位置する第器号住居跡の主軸方向と本捗の桁行方向が一致することからタ　9世紀後

葉に機能していたものと思われる。
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一　い、　　　　′．＿．　∴‘、’：′

．＿＿二　　∴′′－l、－、ノー、ノノ・　′　　1、′　′）‥　　　　　　、、　′、・・　　・∴　′＼　∴．＿’　　　　∴、、－　ノ∴

′言U物上、′∴1　　′、・ト　　‾′　ノ　ー′　、こ　、．∴．　こ、′　　　′　′ン．　．！　′　　　、

∴∴、∴　：′声炉．′′　　′　、、こ　こノ　こ‥′　′　∵－∴・1　H／・　．．、　　・′言．：′こ　′ノ．・

が位置している。

重複関係　第㍍号掘立社建物跡に掘　込まれていることから　本跡の方が古い。

㍉、∴　：テ　・．一　十）い′ノ・－‥、互　　‥：　　．′　・　　∴、‾　　　、　　－、′二．　．、

〈∴′．∴！・　′　賄　　ノ、、；・′・・．、、：、、′∴′、　ノ　　　ノ　′　　′　　　ノ、　　　　　　　一　一一　°’　　＿

＿lノ：、・、1㌧∴；昌一ノJ‾ilうまノー∴・三．）′　∴つ一　一‾－∴　こ・、二　　．′∴、′、′ノ′く、、、t、　　　　′ノ．。・…、‘・′、一、′．．）、

日）、∴∴　′了ノ：ノ　　　′　′　′ノ．－　′吉、ノ′∴∴．．′一ノて　一　一．・　‥．′．′：．・、＿・・′　一，′

柄行方向　N－800－E

享、ご　‾一　　一‾弓＿　一一ノ　ノ　ー∴‥、・．、一　一、（　．　　：　・′、・、′　　　一、′．、・　　‥　ノ　　7　、、　．　l－

‡ノノ、、・頭　、、　　′、　　ノ′　　　′．　‾、　　　　　′　　．　　　ノ、ノ　　ー　ノ　ノ′　　／

土層解説

1　暗褐　色　　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　　ローム小プロ！ノク中量

こう　暗褐　色　　　ローーム中一7’ロック中量

⊥1　褐　　色　　　ローム中プロ、＿ソク多量，ローーム小ブt‾トノク中量

5　褐　　色　　　ローム小ブロック少量

6　暗褐　色　　　粘l二大プロ、ノク多量．ローム小プロ、ソク少量

7　褐　　色　　　ローーム小プロ、ソク・ローム粒子少量

8　暗　褐　色　　　ローム粒子少量

9　暗褐　色　　　ロー1－ム小プロ、ソク・ローム粒J’・微量

1（〕暗褐色　　　ローム小ブロック少量．ローム粒子微量

11暗褐　色　　　ローム中プロ・ソク少量

遺物　P　から土師器杯片　点の土師器嚢片私産e須恵器杯片　点せ須恵器襲片　慮タ　P　から土師器婆片3

川、壬∴∴I言∴・．　一∵：′　ノ41∴、工」、′．‥　員′ニノ弓‥．　′　．∴　ノ　＿．．、膏言　∴、ニ′、心で言し′　　一

㌘5から土師器埠片2点き須恵器嚢片2点，P6から土師器嚢片1点き須恵器嚢片4点夢　㌘7から土師器嚢片

〕、、上∴．ノ′l、一日　′、′・∴一、′J　　‥　′、′．言∴．．ノー：一一′1一．　ら∴′、∴．．）∴′．ノ　小l．－　′。′

点の須恵器杯片　点る灰粕陶器片温点タ　Plから土師器嚢片　点e砥石　点，P相から土師器嚢片　点の須恵

ノノー＼j　・三∴∴上JLノ　A‥　　ノ・．ノ∴ノ　二J弓l－　　　主、子　∴、）■　　ノ　／ノー　ー　　い′言．十　　　三∴　′

塔片温点の須恵器楽片お産が出土している。細片のため図示することができなかった。

所農　本跡からの出土土器では締かな時期の判断をするのほ困難である。本跡は　北。nnに　世紀前葉と推定

される第84号機立社建物跡と建物の規模を桁街方向の経穴規模等がほぼ一致することから9世紀前葉に機能し

ていた可能性が考えられる。
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第613図　第88号掘立柱建物跡実測図
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、　　　　　　　　、　　、

′、J　∴′l　　・、．、′　　　　、′　　、　　＿　、．く　　′′、　　一　．　　　∴・；′、．　、・・．’

一　　　、′　‾　　　′　一　′・・、　一′　、、　．・　′　′．、・　　　　　∴　さ　　　1一ノ・、’

するJ

重複関係　第鮒号掘立社建物跡と重複するが　枝先同士の重複がないため　新旧関係は不明である。また　第

・′　　　′　　′　′　′　．　ノ・、∴こ‥ミ　‾　∴’ノ、′　－　ノ∴　　－∵　　一．　′、′∴．、

一・　　　′′　　′　　′′　：　　　′　　‾、一．　ノ　ノ　　　　′′．　　　′　　　　、′　　ン　　　　　　　　、

＼　　　　　　　　　　，　　　　　　、　　‾′ノ・・・　　　　．　　．J・　　　　′　　ノ′l・ノ・二、　、、，　　　　ニ　　　　　′

柄行方向　N－290－W

・　　　　－．．　、、　　′．　　　　・ノ　ー　h∵　一、′、、、・・′　．．・、∴－　′　　　　′一　　　．　　　　．

第3・4層が且：＿－＿I二である。埋土はロームブロック・焼土・炭化粒子を含んだ暗褐色土・黒褐色上が亙層になっ

ている。

土層解説

1　黒　褐　色　　　ローl一ム小プロ・・ノ′・ケ少量，ロ一・一ム中ブリ、ソケ・ロ・一一1ム小プロ、ソケ・焼上位丁一・炭化粒j’・微憲二

2　黒　褐　色　　　ローーム粒J’・少量，ローム小プロ、ソク微量

3　暗褐色　　　ローーム粒j－’・多量，ローム中ブロック・ロー一一ム小ブLrック中量，t二ブーム大プロ、ソク少量、焼「粒子微量

・1　黒　褐　色　　　H一一ム粒戸I‾Fl量．U一一ム中ブU＼ノウ・ローーム小ブU、・ノク少量∴　U・rl一一ムJJブt「ソク・炭化粒召鋸1こ享：

5　黒　褐　色　　lコ・－ム粒JT一少らニ‡∴　しトーム中ブt′」・ソクlロー1－ム小プロ、ノ夕日封じ粒日放量

（う　暗褐　色　　　ローr一ム粒子中量，ロー1－ム小プロ・ソク少量，t二トーム大ブロック・焼十位十・歳化物微量

7　黒　褐　色　　　ローム粒f∵レ鼠　しトlム中ブロック・tコ一一ム小プロ！一′ク微量

8　極暗褐色　　　ロー一一ム粒f－中量，ローム小プロ、ソク少量，ローーム大ブし「ノク・焼土粒子微量

〔）暗　褐　色　　　は・1・・－∴粒子少‡主：；∴　ロー1－ム小プロ、・′′ク・炭化粒自微量

遺物　P3から土師器禁片2点・須恵器杯片9点・須恵器棄片1点が出

土している。1第61∠1図2208の須恵器杯は，P3から出土している。

、－、‾　　　′・′　．、、て・・弓・、′′∴　′ノ　　∴・′　′．、′　　　′　′一：′

．、　　　　　　・‘ゝ　、・′′．・．∴ノ′二・′、二iた　　　　・　！．．

′′．　′　・　一　一、′ノ．工　　′、′′　一言′　一．．、′　′．　′、′・フ・

覧三億
0　　　　　　　5cm

睦＝意≡：≡』

‥一、－．′、・　子、、、十一・リ　‾－′、∴言・

出土遺物実測図

．．′　′∴・　　、　　ノ’一　′．・、、一′　、・’′‾．・・　　　　′　　1　ノ．′′　　　、　′　　′・

時期も芸の時期と推測される。南西20mには　桁好方向がほぼ同じ第般号掘立柱建物跡があ軋　同時期に機能

していたものと思われる。

第猶号掘立桂建物跡出土遺物観察衷

遺物番可 器　 種 桓 測健k m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 胎士 も色調サ焼成 ‾‾i 備　 考

慧 頚椎 率 禁警霊禁片0平底0体讐霊讐蒜雷げ○底部接向≡菱ふ慧半
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第615図　第89・90号掘立柱建物跡実測図

‾で竺ク‾

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿Ll

第90号掘立柱建物跡（第615図）

位置　調査区城の北西部，E5e2・E5f2区0本跡の西部は調査区域外になっている。東1mには同規模，同

方向で第89号掘立柱建物跡が，北西3．5mには同一の桁行方向で第44号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第89号掘立柱建物跡と重複するが・柱穴同士の重複がないため，新旧関係は不明である。また、第

796号土坑を掘り込んでおり本跡が新しく、第797号土坑第29号溝に掘り込まれており、本跡が古い。

－846－



親機　西部が調査区域外のためタ確認できたのほ南北に並ぶ准究列で訝　ま棟の建物跡の桁街3間と思われる。

工プ・二こ・：、、1・－∴、言、ご、、・昌　‥しエー、∴ニノ／、ノ　言上一一、′l、言－）、言－∴六両し．′言二、六！′岩、′，土、ji、∴ニノ

る。

主軸方向　N－29ローW

尊堂　すべて抜き取り後の覆土と思われ芦ロームブロックも焼土の炭化粒子を含んだ暗褐色土の褐色士である。
土層解説

ヱ　褐　色　　ローム粒子多量タローム中ブロックのローム小ブロック中量クローム太ブロック少量，焼土粒子や炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・尉ヒ粒子微量

3　暗褐色　　ロ・1－ム小プロ、ソク・ローム粒j‾「少量，ローム中プロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　出土していない。

所農　本跡はタ西部が調査区域外のため，東桁行を確認しただけである。漫m東にずれて構築されている第89

号掘立柱建物跡とは　新旧関係が判明しないが　建て替えの関係にある　のと思われる。第の号掘立社建物跡

の時期が8郎錘薬から複葉と推測されるので　本跡の時期　この前後と思われる。南西謝。mには　桁好方

向がほぼ同じ第42号掘立准建物跡があ軋同時期に機能していたものと思われる。

∴㌣÷∴㍉言∴こ号∴‾　L．′膏、（二：∴一′－．（’

t、▼宇　一年「′中′1′1十二：、‾こ、こ－・∴＼－、；　こ・　　さ、、　∴∴　こJ∴‥′・・′＼・出）主；、．人　′1ノJ

の柱筋が本跡　揃　第摘号掘立桂建物跡が位置する。

重複関係　P　が第別号住居に掘　込まれていることから　本跡の方が古い。

親機　桁行　間　梁行　間の倒産建物跡である。桁行の撒m　栗栖を灘mで　面積は釣狐飢感である。柱間寸法

はタ桁軋60～2潤mタ梁軋50～1潤mである。櫨穴は一辺0の85～潤mの隅丸方乳深さ。拓m～。摘mでタ

太形である。m e P3～㌘5ゆ㌘70㌘8は中央部が深くなる二段に掘　込まれている。

桁行方向　N－20－W

澤羞　土層断面図中第鼠の506層が桂抜き取り痕に載当しタ粘性の締まりが弱い。柱抜き取り痕は，円上～

P O P e P O P法主Pはについては遺構確認面から確認で勘土層断面で　明瞭に確認できた。第2～

複の7の8層は埋土である。埋土は，ロームブロックの黒色土ブロックを含んだ褐色土の黒褐色土が互層にな

ってお軋　強即時締められ版築状を皇する。

土層解説

1暗褐色　　　ローム小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム中ブロック少量，黒色土中ブロック微量

3　褐　　色　　ローム中ブロック中量，黒色土中ブロック少量

4　黒褐色　　黒色土中ブロック多量，ローム中ブロック中量

5　暗褐色　　ローム中ブロック・黒色土中ブロック中量

6　暗褐色　　　ローム粒子・黒色土中ブロック中量

7　褐　　色　　　ローム中プロ、ノク少量

遺物　P且から土師器杯片且点る土師器嚢片8点0須恵器捧片4点も須恵器高台付捧呈点や須恵器嚢片ヱ点e

須恵器量片2点，P2から土師器賓片2点の須恵器捧片4点の須恵器量片2氏　P3から土師器嚢片9点e須

恵器杯片4点ゆ須恵器婆片3息　P4から土師券種片2点e土師器婆片2点の須恵器盤片2点。須恵器賓片2

点，P5から土師器聾片5点の須恵器嚢片ヱ点，㌘6から土師器楽片3息　P7から土師器婆片3息P8か

ら土師器婆片　点の須恵券種片　点，P用から土師器賓片4点・須恵器嚢片　息　PHから土師器杯片上長e土

師器嚢片2点タ　P12から土師器捧片4点0土師器婆片4点の須恵器捧片主産。須恵器婆片1点，P13から土師

器捧片　点。土師器婆片　点。須恵器量片　点，P摘から土師器婆片1点e須恵器杯片1点が出土している。
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第616図　第91号掘立柱建物跡実測図
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第617図2220の土師器小形嚢はPl・P5・P8の埋土から，2221の須恵器盤はP4の埋土から，2222の剣形

石製模造品はP7の埋土から，それぞれ出土している。

所見　本跡は，重複関係や出土土器から8世紀代に構築されたものと思われる。本跡の柱穴は隅丸方形の深い

掘り方で，柱筋も通りしっかりとしたものであり，建物の規模も他の掘立柱建物と比べて大形である。これら

のことからこの建物は「屋」として営まれたものと思われる。なお，西側に隣接する第107号掘立柱建物跡と

桁方向がほぼ同じであること，南梁行と柱筋がそろうことなどから同時期に機能していた可能性がある。

第617図　第91号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第91号掘立柱建物跡出土遺物観察表

・
甥
′
喝
成
艦
齢

ヽ

0　　　　　　　　5cm

！　：　！

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第617図小　形　粟A［13．9］体部は丸みをもつ。頸部はくの字状に口綾部横ナデ。体部外面上位へラナデ，砂粒・雲母・角礫40％　PL242
2220 土　師　器B　12．5祈れ，ロ緑部は外反し，端部はつまみ下端手持ちへラ削り。内面ナデ。内面へ暗褐色

C　　6．3上げられている。 ラ当て痕。 普通

2221

盤A［21．4］体部から口縁部にかけての破片。体部口綾部，体部内・外面ロクロナデ。砂粒・雲母・長石5％
須　恵　器B（1．9）は外方に大きく開き，口綾部との境で

屈曲して，ロ縁部は外反する。

灰白色，

不良

遺物番号種　　別
計　　　　　　測　　　　　　値

材　　質 特　　　　　　　徴 備　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（CⅡl）重量（g）

2222 剣形模造品3．9 1．9 0．5 5．5 滑　石断面は菱形に近い。両面とも中央部から斜め下へ擦痕。PL253

第92号掘立柱建物跡（第618・619図）

位置　調査区域の南東部，G8j3・G8j4・H8a3・H8a4区。北側1．5mのところには，本跡の東桁行の柱筋

を通す第54号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第314号住居に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行6．53m，梁行4．14mで面積は約27．03m2である。柱間寸法

は，桁行2・0～2・3m，梁行2．0～2．1mである。Pl・P6・P9は一辺0．85～1．0mの隅丸方形，P2・P3・

P7・P8・PlO・Pllは一辺0．65～0．80mの隅丸方形である。P4・P5は第314号住居跡の貼床を外した後

に検出されたもので，柱穴の底面近くが残存しているだけなので，現状では径0．45mの円形の小さな掘り方で
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第618図　第92号掘立柱建物跡実測図
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／、＿　′・、ノ　∴′‾、：　一・十年．′、′、、　十、一　′フJ′ノ

柄行方向　N－OJ

尊堂　土層断面図中言第且当主7層が柱抜き取り痕に裾当しタ　㌘20㌘6～P蟻が遺構確認面から確認でき

た。第　～　層は栓抜　耽　後の覆土である。第　～招層が埋士である。埋土はタ　ロームブロックを含む黒褐

色土・褐色土である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

LI　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

ローム小ブロック少量

ローム小プロ、∵ク・ローム粒了少量，ロ・－ム夫プロ、ソク・炭化粒召敬呈

ローム中ブロックキロ如ム小ブロック凋十璃抒少鼠焼土粒子・炭化慶子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク微量

焼土中プロ、ノク中量

7　黒褐色　tコ一一ム中ブロック・ローム小プロ・ソク少量

達観　確認商から土師器庫片　点や土師器婆片娠蕪を

く∴：一．ノ∴－l、　∴　紬、；一∴ご∫　′、i）・H L・：．∴∴

・．　：l∴．、′二㌦′つ、　ノ、主∴　′　．巨十一一′・．

不明鉄製品　点タ　P　から土師器棒片温点の土師器聾

，主－、′　ニー∴・ノノ、i・　ノ　′7′、ノ・中：1才．′一　三ふ、

器捧片の須恵器量片各l鰯タ　㌘且から土師器婆片温

占e須恵器捧片3点が出土している。第6ヱ9図2223のノIlヽ

－：∴一一′、′　　こ・ノ：・　′ノ・　　ノ：′　′ノバニ′二．r′－／、．lJJ　ノ、；

′ノノ・　′・一ノ　′′　　　′、ヾ　′′′．　ノノ′∴‥一．一　十つり、、．′・・二∴ノ

6　黒褐色　ローーム中ブロック少量

9　黒褐色　ローーム中プロ、ソク中量

10　褐　色　ローーム中ブロック中量

11褐　色　ローム小ブロック少量

12　褐　色　ローム大ブロック・ローム中プロ、．、ノク中量

1：う　褐　色　ローム大プロ、ソク多量

転義羞≧£警汐
2223

漂‡当　竃海
nnnd
Cここ1

崩

錯

紺

腰

孟

子
0　　　　　　　5cm

』三豊＝』

窮痘嫡流　第犯号掘立櫨建物跡出土遺物実測図

ので混入品　思われる。2霊の板状鉄製品はP　の埋士から出土している。

所凰　寒路はタ第別号住居跡に掘　込まれていることから，郎中葉以前に機能していたと思われる。またタ

埋土から出土した土器は　櫻鴻前葉に属するものであることから資本跡はこの時期に構築されたと思われる。

本跡と第54号掘立柱建物跡は出土遺物から構築時期が同時期と考えられ，さらにタ本跡の東桁行の柱筋と第54号

掘立柱建物跡の東梁行の桂筋が一直線に並び　遵L字状に配置されている芸　から軋　同時期に機能果してい

たものと考える。

第92号掘立櫨建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　 種 桓 謝儀（cmラ 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i 胎… 掛 舶 日 精　 考

第619図 杯　　　 B （2。5） 底部から体部にかけての破片。丸底。体 「外面手持ちへラ削 り。内面へラ磨 き。　 砂粒 。赤色粒子　　　 5 ％

22 23 土　 師　 器 部は丸みをもって立ち上がる。器壁は　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色

厚い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

種　 差　　 B （2．6） 天井部から口線部 にかけての破片。表　 内 さ外面ロクロナデ。　　　　　　　 砂粒 の白色粒子　　　 5 ％

2224 須　 恵　 器 井部と目線部 との境に突出した稜をも　　　　　　　　　　　　　　　　　 灰色

つ∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

洩物番田券　種i　 計　　 測　　 値 恒
特　　　　　　　徴 備　　　考追　 号　　　　 長さk m）　 縮 cm） 厚さ（cm）　　 重量転）

222 6　 極 状鉄製品 ！ ∈4・7） i （5・0） 0・3 ！ （23・0）
鉄 板状 を呈する。
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第93号掘立柱建物跡（第620・621図）

位置　調査区城の南部，G7a6・G7a7・G7a8・G7b6・G7b7・G7b8・G7C7・G7C8区。本跡の北

12．5mには第105号掘立柱建物跡が，西7．0mには第86・88号掘立柱建物跡が並んでおり，いずれも桁行方向が

－852－

第620図　第93号掘立柱建物跡実測図

2m
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ほぼ同じである。南東3．0mには第96・97・102号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第27D号溝にP7が掘り込まれており，本跡の方が古い。また，第108号掘立柱建物跡と重複関係

にあるが，柱穴同士の重複はないため，新旧関係については不明である。

規模　桁行4間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行7．83m，梁行5．08mで，面積は39．77m2である。柱間寸

法は，桁行1．83～2．04m，梁行2．41m・2．67mである。柱穴は，一辺（径）0．78～0．88mの隅丸方形または円

形，深さ0．35～0．60mである。

桁行方向　N－730－E

覆土　柱抜き取り痕は，土層断面図中，第1～3層が相当し，しまりは弱い。第4～6層は埋土である。埋土

は，ロームブロックを含む暗褐色土・褐色土・黒褐色土の互層で，強く突き固められている。

土層解説

1　暗褐色　　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　　　ローム小ブロック少量

4　黒褐色　　　ローム中ブロック中量

5　褐　　色　　　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック少量

6　褐　　色　　　ローム小ブロック中量

遺物　Plから土師器杯片2点・土師器楽片12点・須恵器嚢片1点，P2

から土師器杯片1点・土師器嚢片6点・須恵器嚢片1点，P3から土師器

杯片1点・土師器楽片4点，P4から土師器杯片1点・土師器襲片4点・

須恵器嚢片3点，P5から土師器賓片1点・須恵器杯片1点，P6から

土師券杯片1点・土師器賓片13点・須恵器杯片1点・須恵器嚢片3点，

0　　　　　　5cm

仁一「∃

第621図　第93号掘立柱建物跡
出土遣物実測図

P7から土師器嚢片7点・須恵器嚢片2点，P8から土師器嚢片3点・

須恵器嚢片1点，P9から土師器要片3点・須恵器嚢片1点，PlOから土師器聾片2点，Pllから須恵器嚢片

2点が出土している。第621図2227土師器杯は，P5の埋土から出土している。

所見　本跡からの出土遺物では細かな時期の判断をするのは困難である。本跡は，9世紀中葉と推定される第

105号掘立柱建物跡と桁行方向・柱穴規模等がほぼ一致する。また，本跡は，建物の規模・桁行方向・柱穴規

模等がほぼ一致する第86号掘立柱建物跡と東西に並んでいる。このことから本跡と第86・105号掘立柱建物跡

は，L字形に配置され，同時期に機能を果たしていたものと考えられる。

第93号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第621図 珂こ B　 （3．0） 底部か ら体部の破片。平底。体都は外 体部内 ・外面ロタロナデ。体部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ 20％

2227 土　 師　 器 C ［8諸］ 傾 して立ち上がる。 内面へラ磨 き。底部回転へラ切り痕を

残す。内面黒色処理。

赤色粒子

にぷい黄橙色，普通

第94号掘立柱建物跡（第622・623図）

位置　調査区域の南東部，G7jO・G8jl・G8j2・H7aO・H8al・H8a2・H7bO・H8bl・H8b2区。

東3．6mには第92号掘立柱建物跡が，東には第54号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第313号住居，第1589・1590号土坑に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模　桁行3間，梁行3間の総柱建物跡である。桁行6．35m，梁行4．75mで，面積は約30．16Iがである。柱間寸
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第622図　第94号掘立柱建物跡実測図（1）
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且24．4m

0　　　　　　2m
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第623図　第94号掘立柱建物跡実測図（2）

法は，桁行2・00～2・20m，梁行1・50～1．60mである。柱穴は一辺0．90～1．10mの隅丸方形，深さはP6・P13が

0．35～0．40mと浅く，他は0．50～0．70mである。

桁行方向　N－20－W

覆土　土層断面図中，第1～5層が柱抜き取り痕に相当し，その他の層は埋土である。埋土は，ロームブロッ

クを含む極暗褐色土・暗褐色土・褐色土の互層で，強く叩き締められて版築状を呈している。

土層解説

1暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

4　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

5　黒褐色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

6　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

7　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物微量
8　極暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

9　褐　色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

10　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

11暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

遺物　Plから土師器嚢片4点・須恵器要片1点，P2から須恵器杯片1点・須恵器嚢片2点，P5から土師

器嚢片1点，P8から土師器杯片2点，Pllから土師器嚢片1点，P13から土師器嚢片2点，P16から土師器嚢

片1点が出土している。細片のため図示できなかった。

所見　本跡は，第313号住居跡に掘り込まれていることから，9世紀後葉以前には廃絶されていたと思われる。

南東20・Omに位置する第109号掘立柱建物のような大規模な「屋」と同時に存在し機能していた可能性が高い。

第95号掘立柱建物跡（第624・625図）

位置　調査区城の南東部，H7g8・H7g9・H7gO・H7h8・H7h9・H7hO区。本跡の東24．5mには第107号

掘立柱建物跡が位置し，両者の南梁行は柱筋が一直線に並ぶ。

重複関係　第1596号土坑を掘り込んでいることから、本跡の方が新しい。

規模　桁行3間，梁行3間の給柱建物跡である。桁行6．30m，梁行4．50mで，面積は約28．35m2である。柱間寸

法は，桁行2・10m，梁行1・50mである。柱穴は一辺1．00～1．20mの隅丸方形，深さ0．80～1．00mで，大形である。

桁行方向　N－80－W

覆土　土層断面図中・第1～8層が柱抜き取り痕に相当し，しまりは弱い0土層から，柱を抜き取るために，

P5・P7・P8・P16は柱の東側を，Pl～P3・P6・Pll・P13・P14は柱の西側を掘り込んでいること

が確認できた。覆土の状況から抜き取った後は，人為的に埋められたものと思われる。第9～15層は埋土であ
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第624図　第95号掘立柱建物跡実測図



第625図　第95号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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る。埋土は，ロームブロック・黒色土粒子を含む暗褐色土・褐色土の互層で，強く叩き締められ版築状を呈す

る。

土眉解説

1暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・黒色土粒子微量
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

黒褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
褐　　色

褐　　色

褐　　色

暗褐色

暗褐色
褐　　色

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム中ブロック

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック・

・ローム粒子中量，

・ローム小ブロック

・ローム小ブロック

・ローム小ブロック

・ローム粒子中量，

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

ローム中ブロック・黒色土粒子少量，ローム大ブロック微量

・ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子・黒色土粒子微量

・ローム粒子少量，炭化粒子t黒色土粒子微量

・ローム粒子少量，黒色土粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

遺物　Plから土師器嚢片2点・須恵器杯片1点，P2から土師器高杯脚部片2点・須恵器嚢片1点，P3か

ら土師器嚢片3点・須恵器蓋片1点，P4から土師器襲片1点，P5から土師器襲片2点，P6から土師器嚢

片2点，P7から土師器襲片3点，P8から土師器嚢片1点・須恵器嚢片1点，P9から土師器嚢片3点，P

lOから土師器杯片1点・須恵器嚢片3点，Pllから土師器嚢片1点，P12から土師器要片1点，P13から土師器

高杯片1点，P14から土師器嚢片5点，P15から土師器嚢片1点，P16から須恵器楽片1点が出土している。第

625図2228の須恵器杯は，Plの埋土から出土している。

所見　本跡は，想定される建物の構造と出土遺物から8世紀中葉には「倉」として機能していたものと思われる。
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第95号掘立桂建物跡出土遺物観察表

遺物番可 券　 種 桓 測債（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第62 5図　　　 塔　　 B　 日 ．5） 底部から体部にかけての破片。平底。体 体部内 ・外面ロクロナデJ 底部 1 方向 粗い，雲母 ・長石 ・
i 5 ％

2228 須 恵 ㌍ 胴 部は内攣気味に立ち上がる。 の手持ちへラ削 星 角礫

灰オリーブ色，普通

第9感聾擁立櫨建物跡（第626園）

健置　調査区域の南部タ　G7f7e G7f8e G7g7。G7g8e G撒70G撒8区。本跡の北3言4mに第93・97号掘

立社建物跡が　北東2。罰nに第鋪号掘立社建物跡が位置している。

親機　桁街3関学　発行2間の側桂建物跡である。桁行6．射mタ　梁街4。36mで　面積は2。猶扉である。柱間寸法

は撃桁行lも94～2825m労　資行2。且5mゆ2。21mである。柱穴は一辺（径）0。74～1。02mの隅丸方形または円形芦　深

さ0．30、0．73mである。

柄行方向　N－50－E

啓豊　櫨抜　耽　痕は　土層断面国中　第　層が欄当し芦　しま　は弱い。桂抜　戦　痕は診　P7を除　桂穴で

遺構確認蘭から確認できタ　土層断面でも明瞭に確認できた。第2～8層は塩土である。塩土はロームプロッタ

を含む暗褐色土e黒褐色土e褐色土の互層で　土層断面図中　第　～　層は特に強　突　固められている。

土層解説

1　暗褐色　　　ローーム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　色　　　　ローム大ブロック多量

2　褐　　色　　　ローム中ブロック中量　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　　　　ローム小ブロック多量

3　黒褐色　　　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量　7　褐　　色　　　　ローム小ブロック中量

4　黒褐　色　　　ローム中ブロック多量　　　　　　　　　　　　　8　褐　　色　　　　ローム小ブロック少量

遺物　㌘鼠から土師器塔片且点の土師器婆片4点の須恵器婆片3点，㌘2から土師器襲片5点の須恵器婆片2

点タ　P　から土師器聾片凱夜の須恵器楽片　息　P　から土師器餐片　点，P6から須恵器捧片温点も須恵器

聾片息点芦　㌘7から土師器楽片温点の須恵器聾片3点タ　㌘8から土師器杯片i点e須恵器高台相棒片し痕ゆ須

恵器婆　点き　P　から土師器婆片　点。須恵器杯片　点の須恵器楽片　息　Pmから土師器嚢片5点の須恵器

捧片お産0須恵器高嶺相棒片　点が出土している。第星図霊罰の須恵器高台相棒は㌘8の埋士から，2230の須

恵器嚢はPlの埋土から，それぞれ出土している。

所農　本跡の時期はタ　出土土器から9世紀中葉に構築されたものと推定される。本跡は，酋桁行の櫨筋を同一

にする第鮮号掘立柱建物跡とタ　また　本跡の発行方向と桁行方向をほぼ同一にするL字形に配置された第860

93・105号掘立柱建物跡群と同時期に機能を果たしていたものと考えられる。

第96号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第626図 高 台 付 杯 B （2．8） 底部から体部の破片。体部は外傾 して 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転へ 砂粒 ・雲母 ・石英 10％

22 29 須　 恵　 器 D ［8牒］

E　　 l．2

開く。高台は，ハの字状に開く。 ラ削 り後，高台貼 り付け。 にぷい黄橙色

普通

223 0

餐 A ［25．0］ ロ縁部の破片。口縁部は外反 して開 く。 口縁部内 ・外面ロクロナデこ 砂粒 ・雲母 ・石英 5 ％

須　 恵　 器 B （4．8） 日録端部は上下に突出させている。 にぷい黄橙色

普通
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第626図　第96号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第97号掘立柱建物跡（第627図）

位置　調査区城の南部，G7C8・G7d7・G7d8・G7d9・G7e7・G7e8・G7f7・G7f8区。本跡の北

19．5mには第105号掘立柱建物跡が，南5．0mには第96号掘立柱建物跡が，北西4．5mには第93・108号掘立柱建

ー859－



物跡が位置している。

重複関係　第102号掘立柱建物，第33号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模　桁行4間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行8．70m，梁行3．75mで，面積は約32．63m2である。柱間寸法

は，桁行1・95～2・35m，梁行1・87m・1．99mである。柱穴は一辺（径）0．76～1．01mの隅丸方形または円形，深さ

0．32～0．糾mである。

第627図　第97号掘立柱建物跡実測図
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柄行方向　N一一90－E

‥　こ　　　　　　ノ、′、・・　　　　　　　　′　　：、　　　　・、　、　　　　．

′′∴　．．‘．∴．　、÷　　・・　　　′　　＿‘ノ　　　　　，、、　一　　　　′′∴　　　　、

ノ　ー／J　∴∴　　・一　　　　　　′　　、　　　　　　　　ノ　　　、、．　′　＿　．′

る。

土層解説

1極暗褐色　　ローム小ブlコ、ソク・ローム粒子少量　　　　　5　暗褐色　　　　ロ・・l－ム小プロ‥！ク少量

2　黒褐色　　tトム申ブ［「ノク・ロ・一一ム小プロ、ソ叫囁　　　しう　黒褐色　　　　ローム申プロ、・ノケ微量

こう　黒褐色　　ローーム小ブU、ソク中量　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　　　しトム申プロ、ソク多量

ニー1－　黒褐色　　ローム小プロ∵ク微量　　　　　　　　　　　8　褐　　色　　　　しトーム小ブロック多量

・ご＿　′　　　ノノ、′　・－　′′、．、′・、′　′、　　　　′　！′∴′　ノ、　ノ　′・ノ　　　：r　。、　　∴、．　P、

プノい′言つ）　ノ　フ・ノ　　ノ′　′　　　　　　　′賢・　　：・、ノ　　　　　　′　ニ・　・′：∵

′‘′・′′・一一′′二′　′、　上　、　′　　　　　　　　／’　．　ニ・　ノ　′、′　‥　∵′、′　　　　ノ

′一　　工、∴　　　　、・ノノ　・丁・　∴　　　　．て　一　　　　　・′′一　　言　′　一ノ′

／、　・・　　・　　　　　　ノ′　．　　二′　　　　　′　　　　ノ　．

、　　－、′　　′　　　／　　′　、′　　　′　　　・　、　ノ．　　′　　′　　一　　　　′　、

∴、二′′て・・．工　シ　ノ、　　′．　　．′′ノ′　　　　′・，′　′・、　　　　・′：　　ノ　　　　′

、′、∴・・‾′・1「年．、　・・－・∑・ノーー‾．．、　一．ノ　ノ：　′　′′．

、．．・l　　くlノ　ー　　∴∴十：′ノ′′

∴三　，当、′く　十．・．・’　：、′　　、　、∴．、．二　　　∴　、′　こ　　　′　　　∴・・、、′、　、

e区。南側に傾斜する台地の端部近　に位置する。北　mには第鱒の摘号掘立社建物跡が位置する。

・予言∴七、二：′言、′・・、、′　　　　㌦′ノ　ノ＿・′、　ノ、エフ・、∴　　′、′ノ、

規模　桁行　間　梁行　間の身合の酋梁側に庇が付　建物跡である。桁翻身舎だけで摘。鋪m夢。摘mの庇も

／；ソ沃J一　バ　二、′弓・′：′、‾、′ノ′／′　　∴：・′1、、′・ノノ、′・：ニー　　　　′ノ′′′－∴・‘．、．）‘く：一、ろ′∴　：　、′

′プ　′‘モー′・′・’′　．・ノ　‥・，．、一　．′ノ　∴　∴　　ノ′／′′　ノ、‥′ノ・′　　′．言二　・　′′　　／、

′工古ノ、．‘′　・：′′ノ：ノ、ニノ　主。lノ．　′一二　㌦　∴：－！　′　′．′　′、．　′－；言′・ノ、生．ノ∴∵∴、・．．、

ノく、ノ　、十′‾男′、∴・′′言、∴　：′　二　・・ン＼′一、・ノ、・、ノ．

柄行方向　N－780－W

尊意　土層断面国中　第　～　層が櫨抜　取　痕に禰当しタ　いずれ　締ま　がない。第　～ほ層が埋まである。

埋土はロームブロックを焼士の炭化物を含んだ暗褐色まで　互層になってお軋　強　叩　締められた状態では

ない。

土層解説

1　暗褐色　　　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローH－ム中ブロック・ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　　ローム中ブロック・ロー－ム粒子微量

11暗褐色　　　ローーム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

6　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

8　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

9　極暗褐色　　　ロー一一ム粒子少量，ローム小プロ、ソク・焼上粒子・炭化粒子微量

10　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

11暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子微量

12　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

－861－
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第629匡l　第98号掘立柱建物跡実測図（2）

－863－

：リー

2m

l i　　」



遺物　出土していない。

所見　本跡からの出土遺物はまったくなく，本跡と桁行方向を同じくする建物跡も周辺には見あたらない。東

30．0mには，本跡と同規模・同方向の第84・88・119号掘立柱建物跡が位置しており，同時期に機能していた可

能性もある。

第99号掘立柱建物跡（第630図）

位置　調査区城の南西部，F6jl・F6J2・G6al・G6a2・G6bl・G6b2区。北9．0mには第100号掘立柱建

物跡が，北15．0mには第85号掘立柱建物跡が，西7mには第101号掘立柱建物跡が位置する。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行6．20m，梁行3．60mで，面積は22．32m2である。柱間寸法

は，桁行1．90～2．10m，梁行1．80mである。柱穴の平面形は，一辺（径）0．50～0．62mの隅丸方形又は円形であ

る。深さは四隅のPl・P4・P6・P9が0．45～0．50mと深く，その他は0．18～0．22mと浅い。

主軸方向　N－20－E

－864－

第630図　第99号掘立柱建物跡実測図
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覆土　土層断面図中，第1層が柱抜き取り痕に相当し，締まりが弱い。柱抜き取り痕はPl～P4・P6・P

9で確認できた。第2～4層が埋土である。埋土はロームブロックを含む暗褐色土である。

土層解説

1暗褐色　　焼土小ブロック少量　　　　　　　3　暗褐色　　　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム中ブロック中量　　　　　　4　暗褐色　　　ローム中ブロック中量

遺物　P2から土師器嚢片1点，P4から土師器杯片1点・土師器嚢片3点・須恵器杯片5点・須恵器賓片2

点，P5から土師器賓片1点，P6から土師器杯片2点・土師器嚢片13点・須恵器杯片1点，P7から須恵器

杯片1点・須恵器嚢片2点，P9から土師器喪片2点・須恵器蓋片1点が出土している。細片のため図示でき

る遺物はない。

所見　北9・Omにある第100号掘立柱建物跡とは東桁行の柱筋がそろい，西7mにある第101号掘立柱建物跡とは

南梁行の柱筋がそろい，逆L字状に配置されている。おそらく同時期に機能していたと思われる。

第100号掘立柱建物跡（第631図）

位置　調査区域の南西部，F6fl・F6f2・F6gl・F6g2・F6hl・F6h2区。南9．0mには第99号掘立柱建

物跡が，北0．5mには第85号掘立柱建物跡が位置する。

（かI
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第631図　第100号掘立柱建物跡実測図
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親機　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5。25mタ発行3。06mmでタ面積は16。07扉である。柱間寸

法は，桁租。70～ま。80m，梁租。50～l。55mである。桂穴は一辺（径）0．45～0。50mの隅丸方形又は円乳深さ

0．35、0．60mである。

主軸方向　N－20－E

孝蓋　土層断面図申，第ヱ層が桂抜き取り痕に相当しタ　㌘且のP2。P60ぎ当「㍉P9で確認できた。第2～

7層が埋土である。埋土はロームブロックを含む暗褐色土の褐色土ゆ極暗褐色土である。

土層解説

1　暗褐色　　　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

4　暗褐色　　　ローム粒子微量

5　褐　　色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

6　極暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　褐　　色　　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遽磯　㌘6から土師器杯片3点の土師器嚢片3点も須恵器襲片i点が出土している。細片のため図示できなか

った。

所農　本跡の周辺には　第鈍e鱒や摘　のは号掘立櫨建物跡が位置している。第鵬号掘立桂建物跡は　北側

の　mに近接してお軋　同時期の存在は不可能である。本跡の南90mには第99号掘立柱建物跡が位置し，桁行

方向が同じである。また　南西　mに位置する第摘号掘立櫨建物跡は　規模に違いはあるがタ桁街方向を同

じくしている。第鱒の摘　e摘号は逆も字状に配置されることから　同時期存在の可能性がある。

第帽考掘童櫨建物跡　第揖固）

燈置　調査区域の南西部，F射8。F4i9もF4j8e F射90G a O G a区。東。mには第鱒号掘立社建

物跡が位置する。

規模　桁行4間夕梁行2間の側櫨建物跡である。桁行8。96mタ梁行5。28mで，面積は約47。31扉である。柱間寸

法は，桁行2000～2・50mタ梁行2e6～。閥mである。柱穴の平面形はタ一辺0。60～0。75mの隅丸方形のものとタ

長径0。80～l。02m，短径0。48～0。62mの楕円形のものがある。深さはmOe P12が特に浅くそれぞれ0。20m0

0．34mで，その他は，0．48、0．66mである。

主軸方向　N－20－E

尊堂　土層断面図申，第ユ～4層は櫨抜き取り痕に相当し，締まりがない。柱抜き取り痕は，P当「㍉P3e P

6ゆ㌘9において士層断面で確認で　た。第　～摘層は埋土である。壌土はロームブロックを主体とする暗褐

色土・褐色土である。
土層解説

1極暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

2　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子・山砂少量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

6　褐　　色　　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

7　褐　　色　　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

8　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

9　褐　　色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

10　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・黒色土中ブロック少量，焼土粒子微量

11褐　　色　　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

12　暗褐色　　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

13　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

14　暗褐色　　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第632図　第101号掘立柱建物跡実測図
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．　4‘　－、′、＿、ノ；、、、

所農　本跡の周辺には　第桁の粥e鱒の摘号掘立社建物跡が位置している。北東。mに位置する第摘号掘立

社建物凱酋　mに位置する郎号掘立社建物跡は　規模に違いはあるが　桁好方向を同じくしてお軋同時

期に機能していた可能性がある。

第欄考掘豊櫨建物跡　第椚田）

一、　一十こ′く揖′）・ふ：′こ～二　手　′∴＼フ：・∵＼、：′、こ、こ　′。、ご　′、二・二　しここ　く　ノさ．了ニー！、三、・

如　き摘号掘立社建物跡が北西飢mには郎～捕号掘立櫨建物跡が　削。mには第m号掘立社建物跡が，

ノi∴3、）．′　言：∴　、）言ノさ′　′′・上声短廿が！、′‾一・　一、　′（．

重複関係　第㌢賢掘立社建物を掘　込んでいることから　本跡の方が新しい。また　第粥号掘立桂建物跡　第

謂号溝と重複関係にあるが　枝先が重複していないため　新旧関係については不明である。

∴．；ク　J．・ノ了　′・告′、′、十一畑・工；ン∴　了′，二、　∴1　′′　．言，、　∴′了　・・′、

‘　　　′　H、「／．・・－　ノ　ノ′、　ノ十、、‾ん、∴　′　′′　；′く　　′、　、1′：　壬　。一一′：‾、　　′．、′∴．．・：

柄行方向　N－100－E

・’．　・・’‥二一∴　　′　ハ亘・．ん声J′′。、．　．、言ノ、　　′．－′く′、′　ヾ一　′、　・、ノ＿′

－′・、′ノ言工、′　′吉′∴∴7′′了・ノ・二′　－′・言　J‥・′、・・．・．1′、、‾、　二‘．　‥′：、．・．二．．′　′

、‘ノ、l　′ナ　′ノ、‘・ノ　　　二一㌧‾　′′∴　－　r一′　　の．㍉、＿ふ、二

土層解説

1　恒暗褐色

2　極暗褐色

3　褐　　色

Li　暗褐　色

5　暗褐　色
6　暗褐色

7　暗褐　色

8　暗褐色
9　黒褐色

ローム粒子微量

炭化粒子微量

ローム中プロ・ソク少量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローーム中ブロック中量

ローム小ブロック・ローーム粒子少量

ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム小プロ、ソク少量

遺物　P　から須恵器嚢片星夜タ　P　から須恵器婆片凱夜学　P　から土師器沐片　点の土師器婆片射夜の須恵

・・′∴十ノ・㍉－、仁恵左告、∴　弓フ工　∴」手工′　ノ　　仁一、寸言縮－　′1　㌦j、′、′）上・＿ィ．二十　′∴・）′∴′′

∴．－：、’‾十jtL・、ミ∵’；言′・ノ　∴片れ’ソ′‾　ち∵十㌦∴　、‘：。1阜＼一ノ　∴十ノ′∴　∴、‾　∵㍉∴ィ．∵」′、

∴上－　ノ、・．、主ノ　く「ノい　′．・’′∴）、十六．∴‾）＿二・フ・・、′ノ　∴㍉言．、′　′′　　工・、′．、ノィ、　　そ．、

／ノ′　′　　′・1ノ・つり、－　‾一　亘′　工告′三ノ：㍉主′J　＿‥！ざ一′、、・ノ十′∴：フノ　ノ・．・、て．

所農　本跡の時期はタ　出土土器から9世紀複葉に構築されたものと思われる。

第摘号掘立社建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　 種 恒 腫 k m）　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　　 再 建 櫓 酢 彿 弓 頂
考

第633図　　 杯　　 Å　 山 ・2］底部から体部の破ト上 平軋 体部は内　 目線軋 体部内 ・外面ロクロナデぐ体　 雲母 ・石英　　　 15？示

2233　 土　 師　 器＝B （3滴　 攣して立ち上がり，＝縁部はわずかに　 部下端手持ちへラ削り√底部回転へラ　 明褐色

C　 「L 6］外反する予　　　　　　　　　　　　 削りご内面黒色処理∴　　　　　　　 普通

－868－



第633図　第102号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第104号掘立柱建物跡（第634図）

位置　調査区域の南部，H7cl・H7C2・H7dl・H7d2区の谷部。

規模　南部が調査区城外であることと，南に傾斜する谷部であることから，確認できたのは，桁行2間，梁行

2間で，南に延びる可能性もある。現状では桁行3．36m，梁行3．00mで，面積は約10．08Iがである。柱間寸法は，

桁行1．60～1．76m，梁行1．50mである。柱穴の平面形は，Pl・P5は長径が1．10m，短径がそれぞれ0．80m・

0．95mの楕円形，P2・P3は一辺がそれぞれ0．85m・0．95mの隅丸方形，P4・P6は一辺がそれぞれ0．60

m・0．75mの隅丸方形というように，ばらつきがある。深さは斜面のため，確認面から0．20～0．90mと差が大き

い。底面の標高は，北梁行の中間柱であるP6が20．40mで，その他は20．20mmとほぼ一定の深さになっている。

主軸方向　N－120－E

覆土　土層断面図中，第1～4層は柱抜き取り痕に相当する。地山が砂質粘土であるため，覆土も比較的粘性

と締まりがある。柱抜き取り痕は，Pl・P3・P6において土層断面で確認できた。第5～10層は埋土であ

る。埋土は黄褐色粘土・ロームブロック等を含むにぷい黄褐色土・暗褐色土・褐色土・黒褐色土である。
土層解説

1黒褐色　　黄褐色粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

2　黒褐色　　　焼土粒子・黄褐色粘土小ブロック・黄褐色粘土粒子微量

3　暗褐色　　　黄褐色粘土小ブロック・黄褐色粘土粒子少量，焼土粒子微量

4　黒褐色　　　ローム粒子・炭化粒子・黄褐色粘土粒子微量

5　にぷい黄褐色　　黄褐色粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

6　黒褐色　　　ローム粒子・黄褐色粘土粒子少量

7　にぷい黄褐色　　黄褐色粘土小ブロック・黄褐色粘土粒子少量，ローム粒子微量

8　褐　　色　　　黄褐色粘土小ブロック・黄褐色粘土粒子中量

9　暗褐色　　　黄褐色粘土粒子少量，焼土粒子・黄褐色粘土小ブロック微量

10　暗褐色　　　黄褐色粘土粒子微量

遺物　Plから土師器嚢片3点・須恵器杯片1点・須恵器嚢片1点・礫2点，P2から土師器嚢片・須恵器杯

片各1点，P5から須恵器嚢片1点が出土している。第634図2280の須恵器杯は底部の破片で，Plから出土し

第634匡I　第104号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第摘骨掘立櫨建物跡出土遺物観察豪

鋤 番号　 淳　 種 桓 測健k m）　 音 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 胎士 も色調 ゆ焼成 i 備　 考

第紬 図　　 杯　　 B （L が　 底部か ら体部にかけての破精 平底十体　 体部内 ・外面ロクロ十デ㍉底部回転へ 砂塵 ・雲母 ・長石　 10？。

228 0　 須　 恵　 器 圧　 「L 2 1 部は外伸 して立ち上がる∵　　　　　 ラ切 り後，雑なナデ㍉ 灰色

普通
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′‘′′・′・・、′　　　　　　、　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　′　．　　　　　　．

、、′　　＿′　！ノ　∴　　　　ノ・　　　、、、　　・′‥′　　、．．

、　‘　′．一ノバノ・一　日、　．ノ　′　、．：・∴　　　′

′　・ノ　・ノノ′　ノ　ノ事i・1・・ニわ／C　′′　、＿、、　　　　　　　　一　　　′ノ′てノ

∴′J：、′一　一1　　　・、、一　′・′′　、・、　．、　　′　ニ　ー、
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柄行方向　N－78〇一W
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められている。

土屑解説

1暗褐色　　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　5　褐　色　　　ローム太ブロック多量
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のと思われる。また　本跡の南相のmには　郎・消号掘立櫨建物跡があ軋桁好方向の櫨筋や桂穴規模がほ

ぼ同じである。このことから本跡と第掛粥号掘立柱建物跡は学　監字形に配置され　同時期に機能を果たしてい

六、一′′‘ノ・・・ニ′＿　′ノ　′こ
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第635図　第105号掘立柱建物跡実測図
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第106号掘立柱建物跡（第636図）

位置　調査区城の中央部，E6i9・E6iO区。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行4．80m，梁行3．15mで，面積は15．12m2である。柱間寸

法は，桁行1．60m，梁行1．45m・1．70mである。柱穴は径0．41～0．62mの円形，深さ0．18～0．32mである。柱

穴は小規模である。

桁行方向　N－900－W

－872－
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土層解説

1黒褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム中プロ、ソク微量

2　暗褐色　　ローム粒子中鼠　ローム小プロ・ソク少鼠　ローム中ブロック微量

3　褐　色　　ローーム小ブローソク・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

L．1暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　　ローム小ブロック・ローr一ム粒子少毒∴　ローーム大プロ、ソク微量

逮磯　出土していない。

′‾　　′－＼・・、　、′′∴・・∴一ノ・′、・∴上′′　′′：　．　′、　、　∴′　．・　　′　′　′・

・・一一十月！一′ノ＋′　∴・・‥－　ノ．＼　ノノ′・′　二′′′一　ノ＼・・い．、　′ニ‘シノ　　′　′　　ノ　′　‥、′六　・・

時代に属するものかどうかも不明である。

第約番珊　第摘号掘立社建物跡実測図

上

、＼、∴

0　　　　　　　　　　　　　　2m

』＝壷

。ニ　二十′′言㍉一　二二∴′ィ二‾：∴′言′∴′

′一二　一十モ．／く三一ノ畑亘・彗　言言′　つ言　～－　ノ　ン　二・、二言　・ご′三′く　ノ、・′′′′′′言、－、・ハ．ノノ二・∴

櫨筋が本跡と揃　第飢号掘立櫨建物跡が位置する。

規模　桁街3間声楽行2間の側櫨建物跡である。桁行説6m　梁衛叡崩mで　面積は及欝扉である。柱間寸法

完　′鮪‾ノ工・’ノふ、、要ク了！′∴－・）、告、一鴻／：）十上′ニ∴、工∴圭・∴′′、の：号ノ‥ィ，－窯一・一日′　′二年工

大形である。

柄行方向　N－40－E
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第637図　第107号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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尊堂　士層断面図中，第ま～4層が柱抜き取り痕に相当し　締ま　は弱い。第　～摘層は埋士である。埋土は芦

ロームブロックe焼土e炭化粒子を含む暗褐色土も褐色土0黒褐色土の互層で資　強く叩き締められ版築状を皇

している。

土層解説
1暗褐色　　ローーム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・尉ヒ粒子微量
2　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローーム中ブロック・ローム小プロ、ソク微量
3　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・尉ヒ粒子微量
4　褐　　色　　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少鼠　ローーム中ブロック微量
5　暗褐色　　　ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒子・尉ヒ粒l召凝量

6　褐　色　　ローム粒子中毒∴　ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク少量，ローム大プロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　　ローム中ブロック・ローーム小ブロック少鼠　ローム大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
9　黒褐色　　　ローム粒子微量
10　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子微量
11暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼上粒子・炭化物・尉ヒ粒子微量
12　暗褐色　　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼上粒子微量
13　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム大プロ、ソク・ローム中ブロック・しトム小ブUッケ・焼士粒子微量
14　極暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
15　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック微量
16　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

遺物　Plから土師器楽片蟻点e土師器蔑称片　点。須恵器杯片　点の須恵器聾片　点タ　P　から土師器嚢片

4点も須恵器捧片3点e須恵器聾片2息　P3から土師器婆片9点の須恵器杯片し蕪の須恵器盤片温点や須恵

器婆片2点，P4から土師器捧片凱軽の土師器楽片摘点の須恵器捧片　点　須恵器高盤片温点や須恵器聾片4

点，㌘5から土師券種片3点の土師器登別3息土師器高捧片主産，須恵器捧片6息　㌘6から土師器杯片5

点・土師器聾片4点・須恵器鋒片6点。須恵器蓋片3点の須恵器婆片ま点タ　P7から土師器捧片7点e土師器

婆片2点の須恵器捧片2点。須恵器高盤片l点の須恵器蓋片2点タ　P9から土師器杯片3点の土師器聾片2

点e須恵器蓋片3点が出土している。第637図223402235の須恵器杯はジ　㌘1e P3の埋士からそれぞれ出土し

ている。

新風　本跡は，出土遺物から8単機複葉に構築されたものと思われる。本跡と南梁行の桂筋が通る第91号掘立

柱建物跡とは同時期に機能していたものと思われる。本跡は3間2間の建物で，当遺跡では一般的な規模では

あるがタ柱穴の規模をみると，大形でしっかりとしたものであるので言屋」の可能性がある。

第107号掘立櫨建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ！ 胎土 の色訴「 焼成 備　　　 考

第637図 杯 A　 ［13．4］平底。体部は外傾 して立ち上が り，口 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ。体
i
砂粒 ・雲母 20％

2234 須　 恵　 器 B　　　 4。1

C　 ［8．2〕

綾部にいたる。 部下端手持ちへラ削 り。底部回転へラ

切り後，へラナデ。

黄灰色

普通

杯 B　 （4。2）底部か ら体部にかけての破片。体部は 目線部，体部内 ・外面ロクロナデ∵体 砂粒 ・雲母 ・長石 20％

223 5 須　 恵　 器 C　 ［8．4］外傾 して立ち上がる。 部下端手持ちへラ削 り。底部多方向の

へラ削 り。

灰色

普通

第柑番号擁立櫨建物跡（第638図）

位置　調査区域の南乳　G7a7e G7a8O G7b7e G7b8区。本跡の北10。5mに第105号掘立柱建物跡が芦南

4．0mに第97号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第93号掘立柱建物跡と重複関係にあるが，柱穴同士の重複はないため，新旧関係については不明で

ある。

規模　桁行3軋梁行2間の側柱建物跡である。桁行5。86mタ梁行3。20mで面積約18。75扉である。柱間寸法

は，桁行1．89～2．09m，梁租。56mel。糾mmである。柱穴は径0．66～0．90mの閂私深さ0言6～0．26mであ

る。PlとP2の間には，柱穴の痕跡は確認されていない。

－875－



柄行方向　N－30－E

尊堂　遺構確認面では，柱抜き取り痕を確認することができなかったが，土層観察での堆積状況e土の締まり

具合などから埋土と考えるよりは，柱抜き取り後の覆土とする方が妥当と思われる。

土層解説

1黒褐　色　　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　　色　　　ローム粒子少量

5　褐　　色　　　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

遺物　P3から土師器捧片1点e土師器賓片3点e須恵器量片2点，P4から土師器楽片3点，P5から土師

器聾片3点，P7から土師器楽片4点，P8から土師器嚢片2点が出土している。細片のため図示することが

できなかった。

所農　本跡からの出土土器では細かな時期の判断をするのは困難である。本跡は，9世紀中葉と推定される第

93号掘立柱建物跡と重複しているが，柱穴同士の重複はなく新旧ははっきりしない。しかし，同時期に存在す

ることはなく，9世紀後薬以降に機能していたと思われる。また，本跡の南西H。Omに第281号住居跡が位置

してお軋　第87elO2号掘立柱建物跡を含む第281号住居跡を中心とする一群に属して機能していたものと考え

られる。

第鵬爵図　第108号掘立柱建物跡実測図
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第639図　第109号掘立柱建物跡実測図
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窮柑響考擁立櫨建物跡　第鋸図）
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柄行方向　N一一60－W

・　・、　‥　　・∴、′、一　′　、・　、′　、　ノ．　　．、′・＿、′－ノ∴　′　　一

′、　ノシ　　　　′　　ノバ∵′　′・′・′　　′　　　　　′一′　　‥　　　　　二　　．y・ノ　′′、二、′

土層解説

1黒褐色　　　ローーム小プロ、ソク・粘土小プロ、ソク少量

2　褐　　色　　　ローム小ブロック少量

3　暗褐色　　口・－ム中プロ、ソク中糧，黒色巨J、プロ、ソク少量

1－1褐　　色　　　ローーム大プロ、ソク中量

5　黒褐色　　　ローム申ブロック少量

6　暗褐色　　異色土夫ブロック少量，ローム小プロ、ノク微量

7　褐　　色　　　ロー－ム中プロ、ソク中量

ノ＼ノ　　　　　　　ニ′、．・′　　　　′　′′　　　′　′　　　　．′　ノ　　∴′′）、：

ノ　　′ノ1′‘　　ご・、　∴　フ・、　一　　′　’　　く　　　　　　　　　上．′｝＿・　－

′ニ・も言　ノ　　　ノー　′　　′・∴・　　　　′′　　　′′　　　　　ノ　ーノ　ノ　　　′・・′　一

・・二　′　　′ノ　′′ノ　ミ′　　　－　　　′．　1－、、／．、′

・′′＼′‾、ミ　　　　′一∴了、、・・ハ　　ノ、÷′ノ十　′・‥　，．・′　　′．、、‥、く′二　、＿　一、′八、．、

ノ　　　‥　　　′　ノ、言〇′∴二　　∴　′　　：′　　　　　　　．一′　　、二・ノ言、

‥　、′　　　　：．　　　′リ、′　　　、ノ　ノ　＿′ノ　∴／・、′・1．　．と，．　′

一　・′l・、　∴　′ノノ′　　′　′′′二　一′′　′′、　上．　ノ　　　′・′一′　′・′・′′′′′．・・　　　、

′∴一　　　　一　一　∴　　′　′ノ　ら

第醐考掘童櫨建物跡　第糾囲）

・二、十・・こ′ソニ　ノ、二　　∴、、・・、′‘　、、　　　く　　ノ　　　．‘二、　　　　′・　′　′∴・ヶ・

、．：、二「′・‘′　・・、∴ノ、′’：・宥・、‥、＿′′、　ノ　′′、′・、、・ノ・∴　′′・二、立．‥ノ、　／、、．・′

一　j∴二・′′‥．÷　　C′1ノノ、∴侶・㌧′　一三′∴　′、′1∴・．・＋∵′．．－、′言　冨　ハノ、、、ノC、、、＿、′二∵読　＜・　′′、

、′・‾rノ　′、　ノり　イ　′ノ　ら二　一・∴∴㍉－ノー　・・、、あ′、ノ　・∴　　′ノ　∴　言い、、．′．‥．

ノ言十一Jr三　上∴′′、′ノ浅く　一二レ′∴ル．言年′辛く・、、∴・、言．11－－　∴1ノ　′二′）∴・、、′ノニ

隅丸長方形もし　は楕開形　深さ。渕～潤mで　中央部が探　なる二段に掘　込まれている。

柄行方向　N－120－W

一一　　・’′′　て　　こ　　　く　つ′、′ノ了一′ミ　′工、・、′’　↓′、・∴　′　∴∴・　∴一、　　一∴∴、言、′　…

ロームブロックを含む暗褐色士の褐色土の互層で　第　01層が特に強　叩　締められている。
土屑解説

・7　′　　　　′′　′　　′　　　　・′／　　　′、′　　ノ　　　′、　　　′・　∵‥

2　暗褐色

3　暗褐　色

4　褐　　色

5　暗褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　褐　　色

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小プロ、ノク微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・焼士粒子微量

ローーム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量
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9　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

10　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大プロッタ・ローム中ブロック微量

11暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　Plから須恵器要片2点，P2から須恵器嚢片1点，P3から土師器杯片2点・土師器要片2点・須恵

器杯片1点，P4から土師器賓片3点・須恵器杯片1点，P5から土師器高台付杯片1点・土師器嚢片2点，

－879－

ヒ一一二一－＝ ⊆；諸
2236

0　　　　　　　5cm

l－　i　＿」



′ノ∴、ニ　　ー．ノ　′′　ノ　　　′　′小′ノ日　日′∴－r・）∵！．、VJ　－’／㌦‾′′・；・：：・jJ、　ニ　クー．ノ．∴こ

ノ∴　　－＿′：′′ノ、／ノ　ー．・′J′　．、工∴√・H、l　∴　壬∴t、了で、ノ．言　行一主上で。′∴．、だ・1＿、、、．て）ニー′′了」！

2236の須恵器盤は，P5の埋土から出土したものである。

所農　本跡の桂穴は二段掘　で　西にはm練れた所に位置する第9躇掘立桂建物跡と同様である。建物の規模

、ノ∴－、・′rノ′ムノ、ノ：　　・ノ、、ハC、二′′、∴一．工′十・∴ほら′．、．二㌦　　．こ　　′　′∴∴・′∴＿．畑十・∴・

機能していたものとしたい。

／　′言　′・∴∴女∴＼　　＿、：′′二ノ∴「、

鋤 番可 券　 種 計測催km）　 音 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　　 中 敷 撼 縮 鵬 つ 備　 H嶺

第640国　　　 盤
2236　　須　恵　器

B （1・9）底部の破片こ高台は外方にふんばるこ　　内面ロクロナデJ底部回転へラ削り軋　 砂粒・雲母・長石　 10％
D ［14．0］　　　　　　　　　　　　　　　　　 高台貼り付け㍉　　　　　　　　　　　 灰白色
E　 l．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

窮綱　考掘豊櫨建物跡　第鎚　の錮図）

‾　1・／．・くIU′二．′．　工二　　、　　、　　、、　　　三．　、）＿：

二∴こ莞　∴′．　∴　′　∵ふ言、．、′一　　∴∴こん／ノ、・′　∴ノノ′言、

親機　桁行4間男発行3間の側桂建物跡である。桁衛。購m　栄行。践mで　面積は朗。感である。柱間寸法

l．、・；．？、：‘∴一ノ、1‘′、′′　Jr′　　さ、′′．、・′lノノ′、j　′・つ、ほ　、′　∴′　′．、、‘，′i；　十∴ノ　′ノ言′　言′人．号∴∵ノ．

‾　　．・；ノ　　′　　　′　　′、・・上・′てノこ∴∫′、′、1′）一　′　．∴　　′二・′ノ　′∴言＿∴・二；ノ　　ノ、′

0．50、0．70工刊である。

柄行方向　N－130－W

．．　昌∫・トー　く・　ニー上・・・り′・貢上∴ノ吏十1、・、、′ノら　＿′！、；J　ノ・　ノこ′　∴√；二ノ　ノン）・′／く’、

耽　痕は遺構確認面から確認で凱　土層断面で　明瞭に確認で　た。第　～摘層は埋士である。埋まはローム

プロッタを含む暗褐色士の褐色土の互層で　第　0　層は特に強　叩　締められている。

土層解説

1極暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローーム粒子少鼠　ローム大ブロック微量

‘1暗褐　色

5　暗褐色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　暗褐色

9　褐　　色

10　暗褐色

ローム大ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム粒子中量，

ローーム小ブロック

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

・ローム中プロ・ソク・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

・ローム小ブロック・ローl－ム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク中量，ローム大ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

遺物　P　から土師器聾片　点の須恵器量片　息　P　から土師器嚢片翫軋　P　から土師器塔片　点の土師

器聾片温点タ　P　から土師器聾片且。産声　P　から須恵器聾片　点芦　PHから須恵器楽片　点が出土している。

第糾図2罰の須恵器量の天井部斜まPmの埋土から，2238の須恵器量の目線部片は㌘且の埋まから，2239の

須恵器賓頚部片はPnの埋土から芦霊朝の須恵器目線部片はP　の塩土からそれぞれ出土している。

所農　本跡の構築時期はタ　8枚凝複葉と推定される第342号住居跡に掘り込まれていることや　出土遺物からタ

世紀単葉と思われる。　間　間の建物で　屋」として機能していた　のと思われる。大形の第346号住居跡

とセットとなると思われる。
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④

A

第641図　第112号掘立柱建物跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第642図　第112号掘立柱建物跡出土遣物実測図

第112号掘立柱建物跡出土遺物観察表

／′雪ら
2237

三≧⊇＝，
2238

∴／－1　2240

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第642図 蓋 B（1遁）天井部の破片。天井部は水平で，つま内面ロクロナデ。天井部回転へラ削り。租い，長石・角礫15％

2237 須　恵　器F　　2．7

G　　l．0

みは高めのボタン状である。 灰色

普通

2238
蓋

須　恵　器

B（1．2）口綾部の破片。口縁部は短く屈曲する。口縁部内・外面ロクロナデ。天井部回

転へラ削り。

砂粒・長石

灰色，普通

5％

2239

襲 B（14．8）頚部の破片。頚部は外反する。器壁は頸部に7粂1単位の櫛描き波状文。内砂粒・雲母・長石5％　PL242

須　恵　器 厚い。 面へラナデ。 黄灰色

普通

2240

襲 B（4．9）ロ縁部の破片。ロ縁部は大きく開き，外頚部に5条1単位の櫛描き波状文。内砂粒・雲母・長石5％

須　恵　器 方に折り返す。口縁端部は平坦で断面

長方形である。

面ナデ。 灰色

不良

第113号掘立柱建物跡（第643・644図）

位置　調査区城の南東部，H8C8・H8C9・H8d8・H8d9区。本跡の西1mには第122号掘立柱建物跡が，

南には第111号掘立柱建物跡が近接して位置する。

重複関係　第114・121号掘立柱建物に掘り込まれていることから，本跡の方がいずれよりも古い。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．60m，梁行3．98mで，面積は約22．29m2である。柱間寸

法は，桁行1．80～1．90m，梁行1．90mである。P2・P5・PlOは，長径0．75～0．85m，短軸0．60～0．70mの

楕円形，深さ約0．40mで，その他の柱穴は，径0．80～0．90mの不整円形，深さ0．50～0．70mである。柱穴の形

状，深さなどにばらつきがみられ規格性があまりない。

桁行方向　N－00

覆土　柱抜き取り痕が確認できたのはP6だけで，土層断面図中，第11層が相当する。第1～10層は埋土であ

る。埋土はロームブロック・炭化物を含む暗褐色土・褐色土である。

土層解説

1暗褐色　　焼土粒子・炭化物中量，ローム小ブロック少量　　　　　7　暗褐色　　　焼土粒子少量

2　暗褐色　　　ローム小ブロック・黒色土粒子中量

3　褐　　色　　　ローム中ブロック中量

4　暗褐色　　　ローム小ブロック・炭化物少量

5　暗褐色　　　ローム小ブロック少量

6　暗褐色　　焼土小ブロック多量，ローム小ブロック・炭化物少量

－882－

8　褐　　色　　　ローム中ブロック中量

9　褐　　色　　　ローム大ブロック多量

10　暗褐色　　　ローム中ブロック多量

11極暗褐色　　　ローム粒子微量
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」L24．2m
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第643図　第113号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第644図　第113号掘立柱建物跡出土遺物実測図

『無47
が

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　‥一　　十　…－」

遺物　P2から土師器賓片1点，P3から土師器杯片3点，土師器嚢片15点・須恵器杯片7点・須恵器高台付

杯片1点・須恵器嚢片4点，P4から土師器杯片1点・土師器嚢片9点・須恵器杯片9点・須恵器蓋片1点・

須恵器嚢片13点・鉄器（鎌）1点，P5から土師器杯片2点・土師器嚢片13点・須恵器杯片13点・須恵器襲片

6点・P6から土師器嚢片33点・須恵器杯片33点・須恵器蓋片1点・須恵器嚢片15点，P7から土師器賓片4

点・須恵器杯片2点・須恵器嚢片4点，P8から土師器嚢片12点・須恵器杯片5点・須恵器嚢片4点，P9か

ら土師器襲片13点・須恵器杯片2点・須恵器蓋片1点・須恵器盤片1点・須恵器襲片1点，PlOから土師器嚢

片6点，須恵器杯片1点が出土している。第643図2241は土師器聾の口縁部片でP6の埋土から，2244の須恵

器蓋はP9の埋土から，2246の須恵器嚢・2247の鎌はP4の埋土から，それぞれ出土している。2246は体部外

面に細かい同心円状の叩きを施すものである。2242の須恵器杯はP3・P4・P5の埋土中から出土した破片

が接合したものである。2243の須恵器杯はP6の埋土から出土しており，2242と同一個体の可能性もある。

2245の須恵器嚢は，P6の柱抜き取りの確認面から出土したものである。縦方向の平行叩きを施しており，他

の出土土器よりも新しい時期の様相を示している。柱を抜き取った後に，混入したものではないだろうか。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀中葉に構築されたものと思われる。

第113号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第64 3図 嚢 A ［22．4］ 口線部の破片。休部は緩やかに立ち上 ロ縁部内 ・外面 ロタロナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 5 ％　 P L 242

224 1 土　 師　 器 B （7．3） がり，頚部は くの字状に折れる。口縁

端部はつまみ上げられている。

ナデ，内面へラナデ。内面へラ当て痕。 明赤褐色

普通

2242

杯 A ［13．2］ 平底。体部は外傾して立ち上がり，口 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・長石・白色粒子 30％　 P L 241

須　 恵　 器 B　　 4．0

C ［7．6］

縁部 にいたる。底部は分厚い。 部下端手持ちへラ削 り。底部多方向の

へラナデ，回転へ ラ切 り痕。

灰黄褐色

普通

224 3

土不 A ［13．3］ 体部か ら口綾部にかけての破片。休部 ロ縁部，体部内 ・外面ロタロナデ。 砂粒 ・長石 ・白色粒子 15％

須　 恵　 器 B　　 3．7

C ［7．扇

は外傾 して立 ち上が り，ロ縁部にいた

る。

体部下端手持ちへ ラ削 り。 灰黄褐色

普通

2244

蓋 A ［16．4］ 天井部は高 く，丸みをもつ。ロ緑端部 ロ緑部内 ・外面ロタロナデ。天井部回 砂粒 ・長石 15％

須　 恵　 器 B （2．1） は短 くつまみ出され，丸みがある。 転へラ削り。 灰色

普通
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遺物番号 器　　 種 計測値k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第644図 襲 A ［37．8］ 平底。体部は外方に大 きく立ち上がる。 日経部内 ・外面ロクロナデ。体部外面 砂粒 ・雲母 ・長石 25％　P L 242

2245 須　 恵　 器 B （26．0）

C ［16．4］

口綾部は外側 に屈 曲し，目線端部は，

つ まみ上げられている。

縦位の平行叩き。内面指頭押圧。 灰白色

普通

2246
嚢

須　 恵　 器

B （5．3） 体部の破片。 体部外面同心円状叩き。内面指頭押圧。 砂粒 ・雲母

灰色，普通

5 ％

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　　 質 特　　　　 徴 備　　　 考
全　 長（cm） 背　 幅（cm） 刃部最大幅（cm）刃部最小幅（cm） 重　 量 （g）

224 7 鎌 （8．6） 0．3 2．3 1．5 （106．7） 鉄 基部の折 り曲げは0．7cm P L 256

第醐磯号掘童櫨建物跡（第645図）

位置　調査区域の南東乳　H8C8・H8C9・H8d8・H8d9区。酋1mには第122号掘立柱建物跡が，南2。5mに

は第は1号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第は3・n2号掘立柱建物跡を掘り込み，第121号掘立柱建物に掘り込まれていることからタ本跡は第

1130112号掘立柱建物跡より新しく，第121号掘立柱建物跡より古い。

親機　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5。40mタ　梁行3．80mで，面積は20。52扉である。柱間寸法

は，桁行1。80恥　梁行1。90mである。Pl e P2は，長軸1．50m el。32m，短軸0。75mの不整楕円形，深さ約

0。38m eO。25mで，その他の柱穴は，一辺0。80～1。00mの隅丸方形，深さ0。20～0。40mである。

桁行方向　N－00

尊堂　柱抜き取り痕は確認できなかった。埋土はロームブロック。焼土・炭化物を含む暗褐色土の褐色土であ

る。P6。P8は，第は3号の柱穴が埋め土された上部に構築されている。

土層解説

1褐　色　　ローム中ブロック多量，焼土粒子少量　　　　6　褐　色　　ローム中ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

2　褐　　色　　ローム大ブロック多量　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　　ローム中ブロック中量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・焼土粒子少量　　　　　　8　暗褐色　焼土小ブロック・炭化物中量，ローム中ブロック少量

4　褐　　色　　ローム中ブロック中量，焼土小ブロック少量　　9　暗褐色　　ローム小ブロック・黒色土粒子中量

5　暗褐色　　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

遺物　Plから土師器嚢片3点，P2から土師器杯片1点，土師器嚢片23点・須恵器杯片6点・須恵器高台付

埠片した。須恵器蓋1点，須恵器賓片6息　P3から土師器杯片1氏土師器賓片11点・須恵器賓片2点，P

4から土師器皿片2点e土師器賓片7点8須恵器杯片2点・須恵器賓片2息　P5から土師器杯片2点e土師

器賓片11息須恵器杯片3点0須恵器嚢片2点，P6から土師器嚢片5点・須恵器杯片4点・須恵器蓋片1息

須恵器嚢片5点，P7から土師器嚢片1点・須恵器蓋片2点・須恵器嚢片2点，P9から土師器嚢片9点e須

恵器捧片3点・須恵器蓋片3点。須恵器賓片4息　PlOから土師器楽片5点・須恵器嚢片1点が出土している。

第645図2248の須恵器杯はP9の埋土から，2249の須恵器蓋はP7の埋土から，2250の須恵器蓋はP2の埋土か

ら，それぞれ出土している。2249はかえりのある須恵器蓋であり，2248の須恵器杯などと比べるとかなり古い様

相を示している。

所農　本跡は，出土遺物や重複関係から，8世紀後葉に構築されたものと思われる。本跡と，第113号掘立柱建

物跡は規模も軸方向も同様であることから，本跡は，第113号掘立柱建物跡を北に約2mずらして建て替えられ

たと思われる。
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二二‾二‾lj
第勧相国　第114号掘立柱建物跡e出土遺物実測図

第は4号掘立柱建物跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

［∵＿二二二一二二七二∴二二二二二1

10cm

ヒ二二二∴ニーl＿二二二二二二∴j

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘「 焼成 備　　　 考

第645図 杯 A　 ［12．4］ 平底。体部は内攣 して立 ち上が り，中 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 10％　P L 24 1

2248 須　 恵　 器 B　　 4．1

C　 ［7．0］

位で外反する。器壁が薄い。 部下端手持ちへラ削 り。底部 1方向の

へラ削 り。

黄灰色

普通

224 9

蓋 A　 ［15湖 天井部から口綾部へは丸みをもってお 口綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・白色粒子 15％

須　 恵　 器 B　 （1．7） りる。ロ綾部内面にはかえりをもつ。 灰色

普通

2250
蓋 A　 ［16．0］ 口綾部の破片。口緑端部は短 く，外側 目線部内 ・外面ロクロナデ。天井部回 砂粒 ・雲母 ・白色粒子 5 ％

須　 恵　 器 B　 （1．7） につまみ出されている。 転へラ削 り。 灰色，普通

－886－



第115号掘立柱建物跡（第646・647図）

位置　調査区城の南東部，H8hO・H9hl・H9il・H8iO・H8jO・H9jl・I8aO・I9al区。南東2．0m

には，第116号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第12A・13・17号溝，第1675・1676号土坑に掘り込まれていることから，いずれよりも本跡の方が古い。

規模　桁行5間，梁行3間の側柱建物跡である。桁行9．45m，梁行4．85mで，面積は約45．83m2である。柱間寸

法は，桁行1・80～1・90m，梁行1．60～1．65mである。柱穴は，P5・P7～P9・Pll・P12は長軸1．05～1．30

m，短軸0．95～1．13mの隅丸長方形，その他は一辺0．90～1．00mの隅丸方形である。Pl～P4・Pll・P12・

P14は特に深く0．85～0．92mで，その他は0．53～0．73mである。

桁行方向　N－70－W

覆土　土層断面図中，第1～4層が柱抜き取り痕に相当する。柱抜き取り痕は，P8だけが土層断面でも確認

できなかった。埋土は第5～13層である。埋土はロームブロック・炭化物を含む暗褐色土・褐色土・黒褐色土

の互層で，強く叩き締められて版築状を呈している。
土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

2　黒褐色　　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子少量

3　極暗褐色　　　ローム粒子・ローム中ブロック少量

4　にぷい褐色　　　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

5　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

6　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

7　褐　　色　　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

8　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

9　黒褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

10　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

11褐　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・炭化物微量

12　褐　　色　　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

13　黒褐色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量

遺物　Plから土師器要片2点，P4から土師器賓片2点・須恵

器杯片2点・須恵器襲片4点・須恵器高台付杯1点・瓦片1点，

PlOから土師器嚢片1点・須恵器賓片5点，Pllから土師器嚢片

1点・須恵器嚢片3点，P13から須恵器嚢片3点が出土している。

第646図2251の須恵器長頸瓶はP4の埋土から，2252の瓦片はP4

の確認面から出土している。

所見　本跡からの出土遣物では細かな時期の判断をするのは困難

である。8世紀中葉と推定される第112号掘立柱建物跡と建物の規

模・軸・柱穴規模等がほぼ一致することから同時期に機能してい

た可能性がある。

第115号掘立柱建物跡出土遺物観察表

∈：≡亨：須251

⊂二二コ

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿　　－」

第646図　第115号掘立柱建物跡出土遺
物実測図

遺物番号 器　　 種 計測値（CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第646図 長　 頚　 瓶 A ［4．8］ 口縁部の破片。口縁端部は上下に突出 ロ緑部内 ・外面ロクロナデ。 精良，砂粒 5 ％
22 51 須　 恵　 器 B （1．8） する。 灰 白色，普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 億

特　　　　　　　 徴 備　　　 考
上幅（cm） 下幅（CⅡ1） 長さ（cm） 厚 さ（cm） 重 さ（g）

2252 平　　 瓦 － （6．5） （5．6） 1．8 （95．8） 凸面格子目叩き。凹面布目痕。
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第647図　第115号掘立柱建物跡実測図
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第醐　号掘豊櫨建物跡（第648図）

位置　調査区域の南東乳I9a2。I9a3eI9b2eI9b3区○北西施Omには第は号掘立社建物跡が位置する。

親機桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5800m，梁行3湖mで，面積は1902nfである。柱間寸法はタ

桁行工60～1・70mタ梁机の90mである。柱穴は，長齢78～0895m，短軸・66～0885mの隅丸長方形のものタ一

辺0。70～0・85mの隅丸方形のものがある。PleP4eP6。P9の深さは0・48～0．52m，その触ま，0。23～

0。35mでタ　四隅の柱穴はほかの櫨穴に比べ深くなっている。

栴行方向　N－190－W

尊堂　柱抜き取り痕は，確認面で確認できず，土層観察でも判断しづらかったが，土層断面図中，第4の68

7層が相当するのではないかと思われる。第1～3。5の8～10層が埋土である。埋土はロームブロックの炭

化物を含む暗褐色土・褐色土e極暗褐色土で，叩き締められた様子はなく，判断しづらかった。

／
第錮⑳図　第は号掘立柱建物跡e出土遺物実測図

－889－
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土層解説

1

2

3

4

5

6

7

8

9

－

川

物遺

褐 色　　　ローーム小ブロック・ローーム粒子少量，焼上中プロ、ソク・尉ヒ粒子微量

暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物微量

極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

暗褐色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少鼠廃土小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

黒褐色　　ローム粒子少鼠　ローーム小ブロック・焼土中ブロック微量

暗褐色　　　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク少量

褐　　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

極暗褐色　　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

Plから土師器襲片1点の須恵器杯片3息　P2から土師器婆片3点。須恵器庫片1点e須恵器婆片3

点タ　P3から土師器婆片2点の須恵器量片1嵐　P4かち土師器聾片3点・須恵器庫片1点。須恵器量片1息

㌘6から須恵器捧片主査，P8から土師器婆片2点せ須恵器盤片1氏須恵器嚢片2点，P9から須恵器捧片

1息　Pl摘、ら須恵器盤片1点の須恵器嚢片4点が出土している。第648図2254の須恵器埠はP2から，2255の

須恵器量はP3から出土している。2255の蓋はかえり消失後，間もない形態を示している。

所農　本跡の出土土器は錮璃中葉に属するものである。8郎己中葉に機能していたとすると，本跡の周りで

は軸方向を同じとする第は号掘立柱建物跡がある。「大形の住居＋太形屋＋雑舎」で構成されていたものと思わ

れる。

第は号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第648図 杯 Å ［13誹］ 体部からロ綾部にかけての破片。体部 ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。砂粒・長石 ユ0％

2254 須　 恵　 器 B （3．3） は外傾して立ち上がり，ロ緑部にいた

る。

内・外面ともにロクロ日が強い㍉ 灰色

普通

2255

蓋 A 「15．0］ 天井部は丸みをもち芦　緩やかにロ縁部 目線部内 ・外面ロケロナナ．天井部回 砂粒 ・長右 5 ％

須　 恵　 器 B （1．6） にお りる。日録端部は外側に短くつま

み出され， 1 条の沈線をもつ。

転へラ削り。 灰色

普通

第醐官尊擁立櫨建物跡　第糾図）

位置　調査区域の南東部，‡9f80‡9f9eI9g8。‡9g9区。

重複関係　第356号住居に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

親機　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行7。32m，梁行4．92mで，面積は36001扉である。柱間寸法

は，桁行は2。00～2。80mとばらつきがあり，梁行は2．45mである。柱穴は，一辺0095～1・00mの隅丸方私深さ

0。75～0瀾mである。四隅の桂はタ建物の外側端になるように据えている。

′ウニデ三方亡．ト‾　6　－W

尊皇　土層断面図軋　第1層が柱抜き取り痕に相当し，締まりが大変弱い。第2～5層は埋土である。捜土は

ロームブロックを含む暗褐色土0褐色土の互層で，強く叩き締められ，版築状を皇している。

土層解説

1　暗褐　色　　　ローム小プロ、ソク少量

2　褐　　色　　　ローム太ブロック多量

3　褐　　色　　　ローム中ブロック0黒色土中ブロック中量

4　暗褐色　　　ローーム中ブロック中量

5　褐　　色　　ローム太ブロック多量，黒色土中ブロック少量

遺物　P2から土師器襲片4点が出土している。細片のため図示できなかった。

所凰　本跡はタ　9世紀後葉に位置付けられている第356号住居跡に掘り込まれていることから，それ以前に機能

していたものと考えられる。
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第649図　第117号掘立柱建物跡実測図
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第118号掘立柱建物跡（第650図）

位置　調査区域の南部，G7hl・G7h2・G7h3・G7il・G7i2・G7i3区。本跡は南向きの傾斜地に位置

する。本跡の北6mには第119号掘立柱建物跡が，東17．5mには第96号掘立柱建物跡が，南16．5mには第104号掘

立柱建物跡が位置している。

規模　桁行3問，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．90m，梁行3．96mで，面積は23．36nfである。柱間寸法

は，桁行1．78～2．06m，梁行1．94mである。柱穴は，Plが長軸1．27m，短軸0．84mの隅丸長方形，深さ0．60m

第650図　第118号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

－892－
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柄行方向　N－85〇一一E

′‾　　　　l′・、′　′一＼　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　．・こ、・　′、

′、、、　∴　∴′　　′　　　　、　　　　　　　　　　　　、　　　　　朋．

J　　　′　′　∫　：′　・・　　　・こ　′　　　　　　　　　　′′　　　　　　　ノ　　　ー　　　′　′　　　　　．

で，第3＼6　つ0．＼12層が特に突き固められている。
土層解説

1　黒褐　色　　　ローム粒子・焼上位了・・甘化粒子・粘目白’・微．憲二

2　黒　褐　色　　　粘巨」、ブ11∵！ケ少量，ローム粒j∵・焼博行・・精工粒自壊量

二3　暗褐色　　　ローーム中ブロック・ローム粒jナー少量，ローム大ブ「「ソク・粘＿－t二中ブtコック微量

1－1暗　褐　色　　　ローム粒J「一・炭化粒子・粘土粒子微量

5　暗褐色　　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・炭化粒子・粘－［二中プロ・！ク・枯「拉了一微量

6　∴ぷい那沌　　　粘土粒J’中量．炭化物微量

7　黒　褐　色　　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砧「粒子微量

8　暗褐　色　　　ロー・ム粒J’・・焼＿＿日立了・・炭化粒J’・・暗褐色十r－1「ブロック微量

9　褐　　色　　　ローム粒子・粘土粒召放置

摘　浅黄色　　　砂礫多量

11暗　褐　色　　　粘土粒J’・中量．砂礫少量

12　黒　褐　色　　　粘＿1中プロ、ソク・粘「拉丁・微量

は　暗　褐　色　　　粘土小プロ・ン・・ク・粘＿1二粒千微量

は　暗褐　色　　　卑昌二粒子少量，砂礫微量

15　黒　褐　色　　　粘土中ブロック少量，粘土粒子微量

16　浅　黄色　　　粘土「巨ブロック・粘土粒子少量，砂礫微量

さ．　　　　　　－　′．　　　：、、－ノ　　　　　　　　．　′、ノ　　　　　　、′

、∴　　　　′　　　　、　　ノ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　、　ノ．；

．．・‘　こ　ノ　　二・、・′　　　一　　　　　　∴　　一′　　　　　　．∴′　．′　　．

ら－甘上しているかば不明である、一一

，＿ニー　　ノ、－、∫　．　　　　′′′　　）・′′　．　　′　　　　　　　、一　　′　　‥′　′

∴、′　′　　′′＿∴・：′　一　　　一言ノ言こ、

遺物那車詳　 穫 計測値km）　　　 器　形　の　特　徴　　　　　　　　　 手　法　の　特　徴 胎日 掛 舶 巨清　 孝

第650画　　　 意

2257　　須　恵　器

B　工＝＝天井部の破片∴天井部は丸みをもちな　天井頂部は左回りの回転へラ削：主

F　　寸．寸　だらかに下降する！つまみは扁平なボ

G　　O．5　タン状㍉

砂I粒・雲母・石英　　 300。

灰白色

普通

∴　．′　一　　　七・Jy．、　∴、∴、ソ

、二　．．・・′．．′く′．ざ′ノ．　：・こ　　′　、　、・、′　、′し．‘、　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　（

′′ノ　　　ー、∴！・’‾　∴：ノ∴　ノ＼・′ニ　ノ　　　　ー　二′さ、′′．1　′∴・lノン　′　　．．、　／．′′　　　　・ノ

が位置している。

一′：、∴　ノ　ン．．：′　′　・　・二　‾、、ノノ　　．．・′　－ノ　ノ′ノ・′′

ノ言　　′∴′　＿　　　ノ′子、　′）′、′・∴ノ′り∴　言′・′／‾．′・ク　、、　′り　′　ニ、二、l　　′．、‥．′　　一‾′タ．．＿．ノ　、‥

♪・H　′　′、ノ′・、、‾　ノ了　　′　　こ・。、、‾、ろノ／．六‾ニ・′′　′．1／ノ　．＼′′＼　′′ノー・′「．′＋∴工／＿　二　÷‘

ノ‘′　　．；∴′J言　、′、吊′∴レ　、lL　二、　′′　∴．一、　ら　′　一ノ∴言′′・　　′．、′．′・　．∴　′′′′／ノ．、

十ノ＿一／ノ、∴了ノ　′　ノt、チ　′ノノ・′・ソニノ人．－′′ノ′　、＿　∵‘∴　′′・．、ノ．・．　′　一′・　ノ　　′－‘′　′　二ノ′　－ノ

柄行方向　N－740－W

尊堂　櫨抜　取　痕は　土層断面図軌　第　の　層が禰当し，しま　が弱い。第　～i層は埋土である。塩土

はロームブロックを含む暗褐色土の褐色土の互層でタ　土層断面図申夕　第4～7層が強く突き固められタ版築状

を呈している。
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土層解説

＿1　褐　　色

2　暗褐　色

3　褐　　色

Ll一　褐　　色

5　庫暗褐色

（う　暗　褐　色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　暗　褐　色

10　暗褐　色

1．1褐　　色

1－」－ム粒f一中量．ローム小ブロック・焼土粒守一・炭化粒子微量

ロー一一ム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム中プロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子微量

ローーム小プロ、ソク・ローム粒子少鼠　ローム大ブロック・ローム中プロ、ソク・炭化粒子微量

ローム粒子多鼠　ローム小プロ、ソク中鼠　U一一ム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローF－ム小ブロック微量

ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大プロ、ソク・焼土粒子・尉ヒ粒子微量

t」－ム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローl－ム小ブロック・ローム粒子少鼠　ロームヰけロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒1㌧少鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・焼土粒Ij：一・炭化粒子微量

ローーム小プロ、ノク・ローム粒子中量∴　ローム大ブロック・ローム中ブロック微・量

、′　　　ノ′ノ、　、　、．′　　て　・・′　′　′、）　′ノ．・．ノ　ー′　　　i、．′．′　　　　　、‥－ミ！・　－．

、′′・＼・‾　－　　　　　　ノ・一　′　　　　　一、・ノ、′　一′、′　′　　　ノ　′・、′ノ　　　′′・・ノ　　　　　ノ：一、　　　　　－ノ　′′、・一、

‥　　　′・　　・、、′．　　　′　＿　′′　‥　　、′′′∴′　ノ′

′＼．′、　　rノ‥　ノ　′′・・′、ノー／′、　．ノ、一　′′′言、′、‥　　ノ、　　．．∴　　一・一1ノ′、　．

′、、・、′　　′：七・㌧′　′ご′　－‘－’′．　∴′　∴　′1ミ∴　。′ノ、ニ、∴′　　　　一・一∴：：・言＿，

たものと思われる。

ノ　ー　′　　　こノ二　　．こ：、ノf：

′－ノ、、′∴　／：　　、一．　　、，　．、　　∴：　。－ふ・・・ご　　・，一、、㌦　　J′，　′　　、二　へ′　．

′／　　∴　　′、：1、、′　′つ　　　　′

’二、い．い　∴　′　　　′．一　　′　′．γ言、′一　‥　ノ、′∴　一　　　ノ、．、′言　′．‾

、．　∵、－　．り1′、言　′　一′、一「ノ・／ノ′　′　．、　射．′、＿　＼、・一．　．、ノン、．′

・、′′，壬　′．、て　．　、血、・／′言　ノ・　川‥ら　′、三′；　∴‘ご）、′l工、‥′　∴　ノ′　′′、ノ＿、工′・．

言、ノー・′′　′′′ノ、ノ．／′′㍉、　∴　′ノノ，∴・′ノト′ノ　′′∴て：．二　　言　　　一・′、∴．．′、六　方式

柄行方向　N－20－E

＿　　．人ゝ・、・一　∴　∴　′！一／′　　　、′　　了，ノ言∴‘、・二∴二．ここノ、ノハ　、ノ　′。♪　′：＿′二二′′・∴　′・

考えるよりは，桂抜き取り後の覆土とする方が妥当と思われる。

土屑解説

1暗褐色　　　異色土中ブロック中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色

3　暗褐　色

4　暗褐　色

5　暗褐色

6　褐　　色

7　暗褐　色

8　褐　　色

9　褐　　色

焼土中ブロック・炭化物中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・黒色土中ブロック中量

焼土粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック中呈，焼土粒子・粘土小ブロック少量

ローム中ブロック少量

ローム大ブロック多量

、：J十　二　人　ノ　∴・∴　　　　星ノ、′′・一月一　二∴　行∵′′・∴、－‥Jこフ一．・．・信一、ノ　二∴　∴／∴J！∴

∴・‘壬十、′・ノ・一、上し告二・一∴㍉一　二ノ！昌ノら・∵一点－l＿′　　‾　′′∴／㍉・・ィ、㍉、、耳∴こ、／互一言十　・、

7ノ′ノ　ノ∵∴′‾‾　′　つ′．‥ら∴‘＼ノつ　　上・、工∴′　二三一、三∴∴十、一告′　二言、、、・き：′∴′∴・・．らメ十　∴　．一

十∴了ノ．、上し／・こ子　∴、た∴中一；．、主、Lt、／′言さ′　′　　当∴－′′　∴ノ二日つノ∴　乙は、信′、言∴．

須恵器量片息意の須恵器腰片ま点タ　㌘用から土師器嚢片4点の須恵券種片3点0須恵器盤片温点e須恵器嚢片

温点が出土している。第652図225802259の須恵器杯は㌘膵の，2260の須恵器量は㌘9のタ22鋸の須恵器婆は㌘

のタ　2器の須恵器婆はP　の覆土からそれぞれ出土している。
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、　′　‾′′　、　′′日　．　、‘∴‥′′・t∴′・・．∴′・一　一　′　　′　　　一、、∴　　．　　　′、J．

ノ、ノ　　　　　　′・・有∵　′、、－′　′、‘、、′、′　′二1　′　′＼一、′′′／’．．、′ノ．・．二一㌧一一・・、、了

’、′、・一一　　　　ノ　′㌧二　′・　　′、ノ　　　′　．′＼－恒ニ　∴、ノ、、　∴．㍉∴、、、∴・ノ　∫　　′　弱・ノ　招、′

と捉えたい。さ

第は号掘立社建物跡出土遺物観察豪

遺物番可 券　 種 計測酌 nラi　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i 胎土 の色調 の焼成　 備　 考

第652国　　　 庫 Å　 圧摘 1 体部は外価 して立も上が り，目線部に　 目線部，体部内 ・外面ロ ケロナテ∵ 体 砂粒 ・雲母 ・長石　 蝉 。P L 24 1

22 58　　 須　 恵　 器 8　 3・7〕 いたる∴　　　　　　　　　　　　 部下端手持ちへラ削 上　　　　　　 灰白色

C　 昌 ・5〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

杯 Å 「13・3」 休部から＝緑部にかけての付針上 体部　 目線臥 体部内 ・外面 ロンロナデ㍉内　 粗い，砂 粒 ・雲母 ・12け㌔

2259　　 須　 恵　 器 B　 亘 6日 は外傾 して立ち十が 上 目線部にいた　 面のロク日日は弱い㍉　　　　　　　 長石，灰 白色

る○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

蓋 Å 〔2 ・の　 天井鳶 は高く†穣やかに目線部にお り　 ‖縁部内 ・外面ロクU ナデ㍉天井部回　 砂粒 ・雲母　　　 1鍋

2 260　　 須　 恵　 器 B　 は ・お　 るJ 目線端部は短 くつまみ出 されてい　 転へラ削十　　　　　　　　　　　 灰色

る0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

登 Å 「1L ll 日射 腑）畔 上 日射 には外側に屈曲し， 目線部内 ・外面 H クロナデ㍉休部外面　 砂粒 ・雲母　　　 1臣㍉

226 1　 墳　 恵　 器 8　 亘 0〕 目線端部は下方につまみ出 されてい　 縦位の辛榊 ＝き㍉　　　　　　　　 暗オヤト ブ灰 色

る。日録部断面三角形。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

聾 B　 再 ・木　 目掲語 の 射上 目綾部は穏やかに外側　 目線部内 ・外面ロクロナデ∴休部外面 砂粒 ・雲母　　　　 5 ㌔

2262　　 須　 恵　 器 に折れる㍉目線端部は下方につまみ出　 横位の平行叩き㍉　　　　　　　　　 オリーブ吠色

されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

1′　・一　　　．ニ；．、′′；．く

⊥一　　　今ぺ　′′ノノ・、′′　　ハ二・　、－、二、　－、　　ノ′、・　十・、メ　ノ、　　∴′．　　＿　　ノ　一・一

建物跡が　北西には第犯号掘立桂建物跡が位置して折る。

重複関係　第器　の別号住居　第温姥掘立桂建物に掘　込まれてお軋　ザれより　本跡の方が古い。

ノ∴・・べ′．ク∴三．立！ごて　ノ　ノ∴‥′＿　ちノ′　′′′′．′了－∴1．ノ二二　、、．．㍉言　ノ′く′∴こ・〃′′、．ノ・

′∴・．翻　′　ノ　、ノこ、ユ‾′＼∴∵、。／言・′t　ノ∴、づノく′：′′∴ハ′　こ′ン＼－′、，ニ　′：一一二．ノ）′′　ノ∴、∴㌢ら

柄行方向　N－20－W

啓羞　土層断面図中　第　層が櫨抜　祝　痕に欄当し　締ま　が太変弱い。桂抜　取　痕が確認で　たのはP

ニ　∴㍉！二ノ　　　∴、ン∴・ノ　′‾、仁ノ言　′　　∴　　′′、ハ：／′′、ノ′　－、ノ㌧′．∵′∴‥・、′タ．′　．再l宮ノ′∴

いる様子はない。〕

土層解説

1　極暗褐色　　　ローム粒子微量

2　褐　　色　　　ローム中ブロック中量

3　暗褐色　　　ローム小ブロック少量

4　褐　　色　　　ローム小ブロック多量

5　暗褐色　　　ローム中ブロック少量

遺物　P　の櫨抜　耽　覆土から　第磁図2罰の土師器杯が　点出土しているだけである。

所農　本跡はタ　8爾後業と思われる第m号掘立桂建物跡に掘　込まれてお軋　朗己後菓以前に機能してい

た建物である。出土遺物は温点だけでタ　しかも櫨抜き取り後の覆土中からの出土である。この土器は9世紀前

葉以前のものと思われ，抜道耽り後に混入したものと思われる。本跡を重複関係から8華機中菓段階と考える

と　北西mo mに位置する第犯号掘立桂建物跡と同時期に存在したことになる。
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第653図　第122号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第122号掘立柱建物跡出土遣物観察表

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第653図 土不 A　 13．8 平底。底部と休部の境に弱い稜 をもつ。 ロ綾部 ・体部外面ロクロナデ。体部下 精良，砂粒 40％　 P L 24 1

2 263 土　 師　 器 B　　 3．5

C ［7．0］

体部は内督 して立ち上がる。 端 ・底部手持ちへラ削 り。内面へラ磨

き，黒色処理。

橙色

普通

第123号掘立柱建物跡（第654図）

位置　調査区城の南東部，H8a4・H8a5・H8b4・H8b5・H8b6・H8C4・H8C5・H8C6・H8d4・H8

d5・H8d6区。南には第91・107号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第338・339号住居に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模　桁行4問，梁行2間の側柱建物跡である。桁行8．94m，梁行5．04mで，面積は約45．06㌦である。柱間寸

ー898－
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．、．・・、　　∴　　．′、1ノ　ノ　　：　、′＿了　　　′．　′′　、：　・、リ′、　　′　　　　、、　　、、

ある。

柄行方向　N－20－W

＿　　　、．‘′′　－　ノ．　　　′′．′．C．こ′、′　　　、′　三　′′上、　∴．予　へ　∴　‾つ　　ニ　　；

ノ　　　′、、　′・　′　ノ　ノ、＼一、　∴・ノ　∴　了　　′ノ　1　　　－、、、∴′、′′、一　子　＿　′．

Cノ　　｛　　　′言）∴　（　　′　ノ　　∴′′一／ノ、　′－ノ　　　′1．．＿　　リン．

土層解説

1　桓暗褐色

2　暗褐　色

二〕　暗　褐　色

確　褐　　色

5　極暗褐色

6　暗褐　色

7　褐　　色

8　暗櫻「色

U一一ム粒Jナー少量

ローム小ブロック・ローH一ム粒子少量

ローム中プロ、ソク少量

ローム中ブロック少量

ローーム小プロ、ソク中量，ローム夫ブロック少量

ロームl†「ブロック中蔓

ローム中プロ、ソク多量

ローム大プロ、ソク中量

遺物　出土していない。

′　ノ＼∴　　　・－．一　　㌦　ノ　′∴）、、．　　　一・′　′　　　　　　　．　　　　、　　　　′

・ノノ‘、：、・、′　十∴　′∴イこ　′′＿　　．　－∴　　　′　、．、′　　ノ．．

11・．一　　二二∵1・　二　′：ノ）－′′

・／’＼く∴′′′　　：、　．‘、　　こ？　　　、′　′　　　　′‘．　ノ′．　・′　′　’′

Y　　　′二、　∴′∴′、′′　′・∴立一　′′′．　二、・′　．′∴′　‥　　　　∴　′ノ　、・．

′ノ　　　　　ご：、　小‘′　～、　二、∴・′　′′　′　　三　　′′；‥′、ノ　′′．言　、ノ，．！′ノ　′＼㌧′

～二ノ　′　∴・：こ！・ら　：　∴・′　′工仁レノ′′、′．∵・一ノ！．′ノ　　∴、・ハ　、一・ノ′ハ∴．′∴．′言、．・．．

－∴て3′，′　’）、’＿、、′　　　　′二

桁行方向　N－270－W

．　　　・′‾、、′′　－　こ　．′子・′ノ・′　　　　－　′言／ノ

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒褐　色

こう　暗　褐　色

4　暗褐　色

5　褐　　色

6　暗褐　色

7　灰　褐　色

ローム小ブロック少鼠　ローム粒子・焼上位了・微量

ローr－ム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック少量，ロ・lム小ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小プロ、ソクL巨星，ローーム粒子少量

ローム粒子中鼠　ローム中プロ、ソク少鼠　ローム大プロ、ソク微量

、′′‘ノ／′　　子吉′　′、　　　、′：′′′′、′ノ∴　一∴　∴　言′、　二：′′

∴ソ訪、与た′二　∴ノ‘・、十、ノ、′一　く′了′　・ノ・十．言ノ、′、∫　′′∴　′′′．＿　ノノ、了！　一．′．′・

′一′′ノ　／‘、ノ　′：∴｝・ノ′　ご・／．一フ′、一‾っ　　　ノ・∴了、・′与．、　′′　つ～－．・、　　′了ノ′一ノ、′昌‘－∴

機能していた可能性　ある。第都の嶺号掘立社建物等と軸方向が同じくしてお軋　これらの掘立柱建物　同時期

と考えられる。
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C

．、l∴一㌧こ　こ！∴！′ノ・′＿′上告宥′了ノ、互・ズ

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

．11　　　　　　　　－‥　　　　1　　－

第瑠露骨掘豊櫨建物跡（第656も65祁那

位置　調査区域の中央部タ　F8C2。F8C3e F8C4のF8d36F8d4のF8e3きざ8e4e F8e5区。本跡の北

26。Omには第鎚号掘立桂建物跡が，南西18誹mには第105号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　第3号方形竪穴状遺構と重複関係にあるが　本跡の柱穴との重複がないため　新旧関係については

不明である。

－901－
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第656図　第125号掘立柱建物跡実測図



、　′∴　t・l十三、′ニー′・‥ノノ・l、、‾ノ′言ノ；・′、∴二　∴、ノ、）ノ　　：・∴・∴、′1；、、、二二．ら・・：、

′′　ノ∴i、・、ノ：！、　∴′′・　　u′一　声′′てノ　′・上′ノ、′ノ′、二、′＼一′、、、′・ら∴、′言三　十ゝ‥、′ノニ1、′、、潤一二二

．　＿　　　　ノノ′、　′、＿　ノ　ノ、ノー′言－　ノ、三、′、ク、′′モ：、・一一～．、〔：．

柄行方向　N－160－W

、・、　　　∴・　く　　′∴　・、－・　ノミノ・・・ノ、　　′　ノ　　　　　、′．・　′言∴・、∴ノ、′）　　　′

ニ∴　：　ノし巨　．jつ；＼♪・－・‘り‾ノ′j′∴　ノ′．昌一∴・言フ′当！、、、こ　・′一ごr　∴　ら、・－′∴、

、‾　　　ノ　∴．・　′∴、′∵売∴・C′、′′：工：∴　り・了1′　∴ノ・こ　′　一．‥　、∴言　∴　　－　′、一ノ

ノ　′　′一、　‥′　　　ノ．′　　　　′′一：！．′　‾　一．．．．

土層解説

1極暗褐色　　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

2　黒褐色　　　ローム中ブロック中量

3　褐　　色　　　口・－ム小ブロック・ローーム粒子中量

」　暗褐色　　　ローム太ブロック中量

5　褐　　色　　　ローム大ブロック少量

6　褐　　色

7　暗褐　色
8　黒　褐　色

9　暗褐　色

ローーム中プロ、ソク中量

ローム中プロ、ソク中量，ローム小ブロック少量：

ローム夫ブロック・ローム中プロ・ソク少量

ローム小ブロック少量

′、　　′　′　　て　　　′　∴、／／、・∴　二、、′′、．1∴・∴′　・　ノ　、／ノ　　ノ　　　　　ノ′

∴　　　　　　　　　　ノ′　ノ　　′　＿　　　　′　　　　　．㍉　′　′　′　．　　　　　　　　′′・：′

している。〕

、∴、ノ　、・・‘1－、‥　　一、′′八形の′：′・・′　1言、′、′′．‖　　　　ノ・∴ノ　ミ　　′

一＼・．、一　ノ　、・1ノ　ー．、′′　！ィ．仕∴′　　　　　′．く　・、ノ　　　　∴　∴′言上　′、′L′、

ノ　　　′　′　　　′　ノ　　　、一一　、ノ　′　、′　　　　　　　′　　　　ノノ　　′一　　　　　′　　ノ′

られる。

‘ン・　　二、′　　′　′′、十上′、　　′′ノノ　‥く

′′ニ　ノ：・′、ノ諒、‾′′　′つ言：、　‥圭弓′∵ト言

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　壷

鋤 番音 i 器　 種 恒 び酌 mラ！　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 i 胎早 紗 那 巨隋　 考

制 5掴　　 碧　　 A　 L26・8日 頭部から目線部の破十「頚部で屈曲し，目線乳 頭部内・外面横ナデ㍉
22鋸　　 土　師　器　B　 白 ．告　＝縁部は外反して聞く十日縁端部はつ

まみ上げられる√

砂粒・雲母・右奥　　 500。
にぷい黄橙色
普通

：y言，㍉㍉、へ．・丸′，　∴′、いく

∴・／＼／く∴了J、∴　、）′　削、・′、、′′　一°、．．　′、、1．．＞／′・′I、′′′／　－．・！′｝．ノ；～ミノ′　′・′′′

南北に平行するよ　に位置している。

圭㌧∵　′一3～立∴∴諒′‾ノー・　ノ＼′′一一　ノ∴　　丁′、．／、∴言ら‥′、，′

・・′・　離∴間：太㍉ノ　ー了了∴　′、つ・・言有∴　∴‥て－）∴、．！了「二　二・∴∴＿　∵．ノ′・′∴′、′ゑて．：

′・′′′　二　′r・三上：－・、∴ニ　　′、、ノ、′、、∵去′言ノ　J＿＿、J二i　∴′　′′　　∵、ふ．・∴：・′　　′；、㌧′．′

ノノ言　上、ノーノふ、：・、′∴、、・十・・言ノ、二∴　　ノ、∴言こ／′二′．、′二．＿ノ．、ノし．、ニ・′′′言　：、の

′ニ　rノ　‥、′′　　′　′・　∴′∴－′ノ／、）ム　ノ∴、ニ′ノ・．ル・．ノ、．＿入、昔・し．′′／∴′、六∴工．ご、∴、フノ　ノ′

柄行方向　N－120－E

－903－



覆土　柱抜き取り痕は土層断面図中，第1層が相当し，しまりが大変弱い。柱抜き取り痕は，Pl～P3・P

5～P9で遺構確認面から抜き取り痕が確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。第2～5層は埋土である。

埋土はロームを含んだ暗褐色土と褐色土であり，特に強く突き固められてはいない。
土層解説

1　黒褐色
2　暗褐色

3　褐　　色

ローム小ブロック・焼土小ブロック微量
ロー・．

ロー・．

ム中ブロック中量

ム大ブロック多量

4　褐　　色

5　褐　　色

6　灰褐色

ローム小ブロック中量

ローム中ブロック多量

ローム粒子少量

遺物　Plから土師器嚢片2点・須恵器杯片2点・須恵器嚢片2点，P2から土師器嚢片3点・須恵器杯片1

点・須恵器要片1点，P7から土師器嚢片3点，P8から土師器要片2点・須恵器杯片1点が出土している。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第658図　第126号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

－904－
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0　　　　　　　5cm
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第658図2265の須恵器杯は，Plの埋土から正位で出土している。

所見　本跡は8世紀後葉と思われる第378号住居跡を掘り込んでいること，また，埋土から出土した土器が8世

紀後葉に属するものであることから，9世紀前葉に機能していたと考えられる。

第126号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第658図 杯 A ［13．4］ 底部から口綾部の破片。平底。体部は 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・石英 50％　P L 241
2 265 須　 恵　 器 B　　 4．6 外傾 して立 ち上が り，口縁部はやや外 部下端手持ちへラ削り。底部回転へラ 灰黄色

C　　 7．1 反する。 削 り。 普通

第128号掘立柱建物跡（第659図）

位置　調査区域の南部，F4fO・F5fl・F4gO・F5gl区。東には第444号住居跡が近接する。

④）i l

1

第659図　第128号掘立柱建物跡実測図
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・′　　′　　　　　・′　　　　　　　′、　　　、・二　　　、　　－‾－　　　　ノー、　′；′J　　　　　′

′ノ．、　　ノ‘　　了　′・，　　、、＿・′ンノ　　∴　∴／くこ　′：‥、ノ、言′′．j　∴ノ、、、・、．へ、．一；言

柄行方向　N－870－W

、　　　　　　、　、　　　・　　　　・・′′　　　′　　　・′∴、し　、・・、一　　一く　ソノーJ・・　′．！　√′フ：

る。締まりはあまりない。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローーム小ブロック・ローーム粒千少量

コ　褐　　色　　L「lム小プロ、ソク少量．Lトーム粒子・炭化粒子微量

二〕’褐　　色　†1－ム小ブt：了、ソク・口・一一ム粒子少量．ローム中プロ、ソク微量

tl　暗褐　色　　ロ・一ム粒j’・・炭化粒子微量

遺物　出土していない。

‘′．′　　　　　　　　　　′ニ　・．、‥、．ノ、，－、′了．　　　′・　　　＿、’∴′：′l互・小二′二二　亘、空音　ノ．

・・　　　′′：．、′、－　∴′、1′、′．′／ノ　ー′∴　ノ′　　　　ノ　′　＿．、　′　‾、こ、　′、　　∴ノ′′、、1ご∴　一〕、′

これらと本跡が同時期に機能していた可能性がある。

‥　　　　　　、　一′　　　　′

／ノ　′　　ノ　′　・く、．　　　　　　、　ハ　　　′　　　　　　′　　　′＼′　　　、こ　　　　′ノ　　′・　－ノ′1、

は第鑓骨掘立柱建物跡が位置する。

、、　　　　′　　′　　′　　　　　　・・　　　　　　　　′　　　　　′＿　　　　　　　一一　　、　ノー　　ノ

店・第26号溝より古く，第∠133号住唐跡より新しい。〕

；　　　　∴　・：　′　　　　　′．、・′　　′1・ノ　　　′　　、、　　　　　′′′ノ　ノ・　′　′：ノ

・！　　　　′　　　ノノバ　　　　　　　　　‥、．′　ノ　こ′亡　　　　、　　　　′　　ノ、一　ノノ　′．、　′．・′、

P2だけが0．60mと深い。

童軸方向　N一一850－E

＼　　　′　、　　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　、　′　′．　！′．　　　′　、！′、・－

、・∴　∴　　∴－．′．　　ノ′′∴・　ノ　　′．′　ノ　′　一‥・・一′・′′ノ　′　　　′∴　　．了

土層解説

1　暗褐　色　　　ローム粒子少鼠　ロー一一ム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク少量，ローム中プロ、ソク・焼土粒子微量

ニ・3　褐　　色　　　ローム小プロ、ノク・ローム粒子中量．ローム中ブロック少量．ローム太ブロック微量

hl　暗褐　色　　　ロー一一ム小ブロック・ローム粒子少量，口・－ム中ブロック・炭化粒子微量

5　褐　　色　　　ロー→ム粒子中量，ローーム小プロ、ソク少量．ローーム大プロ、ソク・ローーム中プロ、ソク微量

6　褐　　色　　　ローーム小ブロック・ロー一一ム粒子少鼠　ローーム中ブロック微量

．　ノ　′．　　′　一，　‥　　．′′　丁‘、　こ　　　工　′′．′、‾　′　‾；′、イ言　・∴J・、　一　　ノ、j　√く・t′　′．

ため図示できなかった。

ノ、一　°言．／・：．・　　一・′、－　′∴‘、′．　’′こ　、′　　ノ／、、ノ（ご、∴　′　　　＿　′、′・′　‘、・l　′．′．

第　号掘立社建物跡の栄行の桂筋と　本跡の栄行の桂筋がほぼ一直線に揃う。軸も同じ方向であることから芦

：．．一　∴・一　　　′　　三′∴、ノ　　バ′’　∴ノ′∴、′、′、－∴　′1．ノ∴．′∴∴‘′′、∴．・′．′一二ノ、　∴　、′一一ノ・

セットになると思われる。これらの住居跡の時期は9世紀前葉であることから本跡も同時期としたい。

ー906－
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第660図　第129号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

］　　　l　　一　」

第130号掘立柱建物跡（第661図）

位置　調査区城の北西部西端，D8d9・D8dO・D8e9・D8eO・D8f9・D8fO区の西に傾斜する斜面部。

重複関係　第407号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．68m，梁行4．50mで，面積は25．56m2である。柱間寸法

は，桁行1．80～2．03m，梁行1．90～2．40mで，ばらつきがみられる。柱穴は長径0．76～1．10m，短径0．53～0．94

mの楕円形，深さ0．35～0．65mである。傾斜地に構築されている建物跡では，底面の深さを一定に揃えるという

第124号掘立柱建物跡のような掘り方があるが，本跡はこのような掘り方はしていない。

桁行方向　N－270－W

覆土　土層断面図中，第1層は柱抜き取り痕に相当し，粘性・締まりともに大変弱い。第2～4層は埋土であ

る。埋土はロームブロックを主体とする暗褐色・黒褐色土である。

土層解説

1　黒褐色　　　ローム小ブロック微量

2　暗褐色　　　ローム中ブロック多量

3　暗褐色　　　ローム小ブロック少量
4　黒褐色　　　ローム中ブロック中量

ー907－
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第661図　第130号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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‘　　－　　′　′　　ノ　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　　　ー　　　ノ　　　二

、ノ′、　　′ノ　′　′　　‥i　　　　′　　′　　　　　一　　　　、．　、　　′、．、

∵ト’、　　　　　ノ、，′　　一・　　　　　　　　　　　・　　　　、　　　　′　　′、　　＼　　　　　　　　．　　′・

1′′　′　′　　　　ニ、　・・‾　　　′　　　　　・・、　　′　′　′　′　　　ノ、・、．、、　′　　　　、　′

新風　重複関係や出土遺物からタ　摘隆龍前葉に機能していた　のと思われる。酋器～罰mには　主軸がほぼ揃う

工　　　、　′’、ノ　　　∴／．、、　　　、、∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

思われる。

第臓骨掘立社建物跡出土遺物観察表

遺物番可 器　 種 恒 雁 km）　 音 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 i 胎日 掛 鋸 巨備　 考

第66掴　 長　頭　瓶　上　山．3］肩部から目線部にかけての破片㍉肩部 目線乱　頭部，肩部内・夕日両日ケロナ　砂貴分が多い∵　　　 却UU　P L二面
2罰　　 灰粕陶器　B　敏 郎　は丸みをもち　なだらかである。頸郵 デこ頭部∴段接合∵頭部から肩部外面＼「精工　吠色　　　　　 猿投窯債十

は細く，穏やかに外傾する∵　目線部は
強く外反し，端部は十十につまみ出さ
れている0

ロ綾部内面醜　　　　 悪雷這㌢ 臓 当

「＋ ＋ i

′．∴l　　　　＿、　∴・‘　′　′

′　ノ、′　　　　　　　・　　　　　　　　　　：′　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　′．

一致する第138号掘立柱建物跡が位置する。

∴　・　・ノ　　′　ノ　・′・／い・ンノ　′　　　　、・　　　　　　・　一　　　　　′　　．．　　　　　′　　　．ノ′・．・

ノ／、．′－、′∴　　　　′

′、　′：・　ノ　′　′）‘・、　′、・・．　′：、′十、・、：．　　　　∴「－　∴　　　　、ノ．′

′′、一　′ノ　　　　　　　．・ノ　　　、　ノ　　∴　′、∴－′　　　　、　1ノノ　′．　　　′、、．　　子

111、0．60Illである。「

桁行方向　N－20　－E

r一　　　　　　、、、．工　－．∴・∴了・　　　　　　　′′　　　′　　　　　∴、　　′、　　　　　　　　、

（、　一′　　′ハ・・′！十’′J　ノぺ′　一、　　　　　一　一　！　‥′　ノ　　ー　　　′∴　　　ノ　　ー　　　ノ　　．

1′　′　　二ノ　ノ　　、ノ′っ′∵／′．　′′　　　　∴′　、　　　　　　∴　′　．、一一ぐ　′′、；P　　　ノ

土屑解説

1暗褐色　　　ローム小プロ、ノク・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローーム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロ、ソク少量，炭化物・炭化粒j二微量

3　暗褐色　　　ローム中プロ、ソク・ローーム小プロ、ソク・ローノlム粒了・少鼠　焼土粒子・尉ヒ粒子微量

・・・i　暗褐　色

5　褐　　色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色

9　暗褐色

10　暗褐色

11褐　　色

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子中鼠　ローム中プロ、ソク少鼠　焼月、ブロック・焼土柱j’一・炭化粒召散量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒千・歳化粒子微量

焼土粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，焼土中プロ、ノク・焼土粒子微量

ローム粒子・廃土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量、焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム大プロ、ソク・焼圭粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

12　暗褐色　　ローム大ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック微量

言一一を　さ　ノ二．一言′．∴＼′一一　ノ　　㌫言．ノー．′ご＼′　′‥、三一．、召。－′　‥　ノ！′、／ノ　．ノ′、十　チー′11＿′、ニ、、、

、言ノ　′ノ工‥、ノー∴　∴、工．。′′．土′－　′、・・／′・／ノ1ユ、．＿・、十．ノ、′．‥　；一∴ゝノ∴・－　・‥・・J；′ノ　言上∴．・、イ‥‥＿
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第662図　第131号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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；一！ノ　∴　ノく　　　　：！ノ　言、′．・、　　　′　／　′　ミ　　　　　′　ノ　・∴′　　　　　つ、・／∴4、，

三′′・‥‘、　二、／古　．・）こ、′、・′、′ノ、，　㍉　′・′′、▲∴∴　上′、予　∴、′ノ、．′

・′、　こ二　　′　　言∴′、、、、′ノ、′ノ′′、∴・　′′　工∴′′十　∴、　つ∴言　∴：・・、・、／、；・

・－　　ノ　′′．　一　二lノ／、こ；′日、ノ・；′ニ　′　∴｛、ミノ㌦・　ノノ、ミニ・　ノ・三、′′湧、・、ユ∴）㌧Ll・－　′′、

∴　　　、．、、＼′　‥　　　‥、一‘　　∴、′ノ、′′、ノ′ノ・＼つ　・、ハ　言′、′．′ノ．言　。／∴、／∵　j′・′′

′、‥了∴∴ご′、・、工∴　一　一　ノ∴′六ノ′・∴一ノミ、・∴∴′′　′∴　　∴）ニ′、・、ノ∴　∴　一、二J∴㌦ノ　′′ノ′こ・、・ノ

窯式のものと思われる。

′‾　′、∴　′言、－．：　　．　二ノ、′、、∴、．一′　　　　　′′　呈．こ∴・、∴一　　　′ふ　一、二．′．・、．　㍉、

ノ　了　ノ　ー・′　　′′′ノ　′、1ニー．　ノ、・∴ご、′　′　∴　′ノ　∴　′言、・．、言′＿　′′．　－　′一ノ、′．・．∴・て′　′

′’′｝こ′、　∴′・r　　　∴　ノ・′　′‥∴一∴、’ノ　バ　∴　∴　＿　∴′．・．∴、工　′、・・t′・ソノ′，′∴

・．∴　l∴。′、、′　　一一ノー・ノ、′二言

言．′主　′　′・＿　∴・上，　　　㍉　　′、

遺物鮮 i 器　 穫 桓 測酌 m ラi　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 胎早 紗 那 日 清　 考

第662図　　 杯　　 A　 はヰ　 平底√体部は外傾して立ち上がり，‖　 目線軋 体部内・外面ロクロナデ∴体 粗い，砂塵 ・長石 ・ 60％　P L 242
㌘67　 須　 恵　 器I B　 3・7　 線部でわずかに外反する√　　　　　 部下端手持ちへラ削り∴底部 1方向の

C　 K 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘラ削年

角礫

吠黄私　 普通

杯　　 A 「12・01 平底㍉休部は外伸して立ち上がり，＝　 目線恥 体部内 ・外面ロクロナナ．体

2268　 須　 恵　 器　 B　 寸・ご　 縁部で外反するJ 器壁が薄いJ　　　 部下端 ・底部外周回転へラ削上 底部

精良資　砂粒　　　　　 20％　P L 242

青灰色
C　に 01　　　　　　　　　　　　　　　　 回転へラ切り後，ナデ㍉ 良好

高台付 杯　 B　‖耳　 目綾部欠損√底部と体部の境に稜をも　底部内面ロタロナデ．底部回転へラ削 粗い，砂塵 ・長右 ・　 30㌔　P L 封2
22伸　 須　 恵　 器　 D　 L里」 つ㍉休部は外傾して立ち上がる十　　　 年 高台貼り付け後，ナデ㍉高台貼り 角礫

E　 l・3　 高台はわずかに外に開く㍉　　　　　　 付け時の爪形痕が底部外面に残る∴ 甘味色．良好

長　 瀬　 瓶　 B　 亘・針　 頭部の破片㍉頭部は外反しながら立ち　頭部内 ・外面ロクロナデこ 堅緻　　　　　　　　　 5％　P L 242
227　 灰粕 陶器　　　　 上がる。 にぷい赤褐色　　　　 折戸10号窯式

良好　　　　　　　　 または井ケ谷

78号窯式

霊閥　須　暮雲；；：紺慧警0平底0体部は外億して立冒孟禁 ロナデ。底部纏へラ切慧鐙㌍ ㌣

言－：こ．′　∴∴　∵！豆言・；、ノこ；言人′

・了∵／く二J・ニ∴tl′二・二　言ここ’‾J　了　▼ノ′、CJ；：：′こ、　二、こ　∴、）C＿ノく・二　一、′二．／・らッ・・／・・・′「ノ子′

がほぼ一致する第臓号掘立桂建物跡が位置する。

重複関係　第臓号掘立櫨建物に掘　込まれていることから　本跡の方が古い。

、工ミ　’．ク言∴′　fだズ　三∵・二告′∴′！、i二が′∴右∴　′リ二5り∴二1ノノ′・言ノ、一、一　′一二∵∴ノ　∴∴∵ある　こ、・ま、′′

ノtlノ．て　－　ノ′∴　ノ了、、′′、‾、音言．、′′∴．　′ノ・｝ノく　二　′′′　と－．、C′ノ．・」l礼ノ′圭二・′∴．．′三　′′′ここ1．′

、0．60mである。

柄行方向　N－50－W

尊意　土層断面図中学第1層が柱抜き取り痕に欄当しタ粘性も締まりともにに弱いものである。柱抜き取り痕

はタ　㌘　～P e P e P　のP　については遺構確認面から確認できタ土層断面でも明瞭に確認できた。第

2～8層は埋まである。埋まはロームブロックを含んだ褐色土ゆ暗褐色土e極暗褐色土をにぷい黄褐色土で互

層になっている。
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土層解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック微量 6　極暗褐色

2　にぷい黄褐色　　ローム中ブロック少量

3　褐　　色　　ローム中ブロック多量　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色

4　暗褐色　　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　8　褐　　色

5　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

第663図　第132号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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ローム中ブロック・焼土小ブロック・黒色土小

ブロック少量

ローム中ブロック中量

ローム大ブロック多量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　i　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　＿　　＿；　　　！



ノー　ノ　　　　　　ーく一　　ノ　；・ノ・、・　　ノ　ノー、；　ノノ　ー　　　　　－　　l′＿　　ノ　　ノノ、

∴　ノ　　ノ∴．、．．1・ム・　　∴、′　－・・ノ　′、．　　ニ∴ごノ∵！・．‥　ニ∴ノ′・・′′、㍉、∴日、．ノ　・：シ・

捧片8聾片各信軋　㌘　から土師器嚢片。須恵器捧片各　点芦　P　から土師器婆片の須恵器杯片各2息　㌘9

′・・∴′　・ノー＿一　　行tl：ン了‥　し　・′、　　、一′．．∴∴＋く′′′　′亮了／・J：＼二、ふ・　′リ、′）、て′′、、言　∴

一　！‾’　っ－　　′　　・：′・′　　　　、　ら

‾　・／．、こ六　、・　へ工∴、．∴、’了　ノ∴一・、、二′∴　＿′　′＿一生仁、が・・．　∴．：・・∴′∵ノ、′・、．、、二・

がある。本跡は撃　重複関係と出土土器から8世紀前葉に構築されたものと思われる。

∴、：ノノ′　′′、′∴高言、1．一一こ一し∴圭′、

遺物番号 序　 穫 恒 噺 cm）i　 器 形 の 特 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎日 掛 舶 巨 清　 孝

第663図　　　 年　　 Å　 上川．9］平底㍉休部は内攣気味に立ち上がり＝ 目線部，体部内 ・外面ロケロナデ㍉体 砂粒 ・雲母　　　　　 30％　P L 2」コ

灰白色

普通

2271　 須　 恵　 器　 B　　 3。6　 線部にいたる。 部下端 ・底部外周回転へラ削年 底部

C　 L 5．5］ 回転へラ切恒軋

杯　　 Å 「14．2］ 低い器高で，休部は外傾して立ち工が 目線部内 ・外面へラ磨き∵　底部多方向 砂粒　　　　　　　　　 5 0。P L 封2

橙色

普通

2279　　 土　 師　 器　 B　　 2．6　 る。器壁は厚い。

r ［10．31

のへラ削年

一、‡、、　ノ　1、イ‥、　′：：、！

∴　・∴＼′く　ハ∴！㌦ノー　ー　ノ（　′　∴．、∴　　二、′　′　　ノ′　′、∴ニ＼；、′　・‥　∴．′．．′・い∴．．′、

が，本跡と軸や規模をほほ∵一致して位置する。

－　∵言、∴　／ノ）′ノ　‥　′′∴　ソ′・・∫．・′！．、．′．　′′ノ　′∴t′ノ　ノ＼lいJノノノノノ、′

・－・1－　「「1－！Jf　ノ　′∴′l、′∵‥－シ‥　∴了．－；千1、、′、　ノ・－、｛′三六′・、－、了∴）、′、一、1、巧ろ　′・1　一

一　十一　ふ・　言、ノ了－　′∴　雄　一、イノ′ノ．宣言′，小一　′‘′　一．年バノ′「∴F．・．、＼こ′　一、′′ノ∴′、′′ノ　′∴十一の

ノ　ノ　、′′ニ・・‥′　ノ、、＼一′′、′ノ　ノ′　′－、上二　　言・？′′＿　∴：一　㌧′十、、ノ′）二∴人．ノ′′工′、ふ．′・一三1∴’、し、i′∴、

、0．69mである。

柄行方向　N－80－W

覆蓋　士層断面図軌　窒針巨5層が桂抜き取り痕に禰当し　締ま　は太変弱い。櫨抜　取　痕は　遺構確認商

から確認で凱土層断面で　明瞭に確認で　た。第　～　0　～　層は埋まである。埋土はロームを含む極暗

二．　　一∴　　バ∴．．、・　ノ．、．一言′　′売′、ノ⊥了．‘㍑㍉ノ′．ち∴、／二j

土屑解説

1　黒褐色　　　ローム粒子中量

2　極暗褐色　　　ローム大ブロック中量

3　極暗褐色　　　ローム中ブロック少量

‘・1褐　　色　　　ローム大ブロック中量

5　黒褐色　　　ローム粒子少量

6　褐　　色　　　ローム大プロ、ノク少量

7　褐　　色　　　ローム中ブロック少量

8　褐　　色　　　ローム大ブロック多量

9　暗褐色　　　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片温点，須恵器片2点が出土している。細片のため図示することができなかった。

所農　本跡は　隣接する第拍号掘立准建物跡と桁行方向が一致することから，同時期に一連の施設として機能

していた可能性がある。また　本跡から第138号掘立櫨建物への建て替えが行なわれている。

－913－



」」24．4m

第664図　第133号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－一十一－」

第134号掘立柱建物跡（第665図）

位置　調査区城の北西部D4b4・D4b5・D4C4・D4C5・D4d4・D4d5区。本跡周辺には第133・135・

137・138号掘立柱建物跡が密集している。

重複関係　第461号住居に掘り込まれ，本跡のP14が第135号掘立柱建物跡のP3を掘り込んでいる。このことか

ら，本跡は第461号住居より古く，第135号掘立柱建物跡より新しい。

規模　桁行5間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行9．60m，梁行4．20mで，面積は40．32㌦である。柱間寸法は，

桁行1・80～2．00m，梁行1．90～2．10Vである。棟筋には，柱筋を揃えP15がある。柱穴は，長径0．75～1．10m，短

径0．63～0．75mの楕円形，深さ0．25～0．50mであるが，P9・P14のように深さが0．15mと浅い柱穴もある。

桁行方向　N－90－W

覆土　土層断面図中，第1層が柱抜き取り痕に相当し，締まりが弱い。柱抜き取り痕は，P5・P8・P9に

ついては遺構確認面から確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。Pl～P3・P6については土層断面で

確認できた。第2～7層は埋土である。埋土はロームブロック・炭化粒子を含む暗褐色土・褐色土である。
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第665図　第134号掘立柱建物跡実測図
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土層解説

1黒褐色　　　口LHl－ム小プロ、ソク・ローーム粒子・炭化粒子少量

コ　暗褐色　　ロ・一ム中ブロック・ローム小プロ、ソク・炭化粒子少鼠　ローム大ブロック微量

3　褐　　色　　　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量

Ll　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・尉ヒ粒子微量

5　暗褐色　　ローム中ブロック少鼠　ローム小ブロック・ローーム粒子・尉ヒ粒子微量

6　褐　　色　　ローム中フナロック中鼠　ローム小プロ、ソク・ローム粒千少量

7　褐　　色　　ローーム中けロック・ローム小ブロック中量，ローーム粒子少量

遺物　出土していない。

所農　本跡は　間　間の建物として捉えたが諸　の㌘蟻の㌘蟻を南梁と考える　開　聞の建物と　考えられる。

一、J　∴・′言・，、、、ン∴∴・・′　士∴縮・上、′　、‾　′′、、ノ　′、・－′　、．・こ．・一∴言、′一．I

一・∴＼′　し．■う′′・′、∴ノ、．・・ニ′／∴　ノ立・・－′工とつ－1、－　∴・′∴、．－J′／．∴　ハぺ㍗∴

なかったものと考える。第痛さ糾号住居跡　軸方向が同じで　セットになると思われる。

言　∴－　∴　∴∴・i㍉′　ふ，∴∴、

二　∴「、′′Jノ：‘′・、’　　′ノ　′　日、　ニi・）　ノ　ノ、　．′／、′・ノ・・．・、．．．′　∴　：

138号掘立柱建物跡が位置する。

了二∴一r　′、・了言′ニ　∵／、′′一・／・上　ノ′∴二　　一　一・ノ・／′・′　ノ　　　　＼．′　・′、ノ・・二．

いずれよりも本跡が古い。

、　　′ノ　，・ノノー？J．つ′．：′、′・ケ′、・′・′、′′．　く・プ　′　　．′・′；：∴、、　　　二′・　′　　一　一．　・・

ノ　．′　‘′・′′－、′十′　＝：、、‾∴　ニ∴∴：　一　　∴．　‥∴・′∴＿‥、ノー　．．＼／・、′　　∴・

・′・′　ノ′‥ノ　′　ノ′弓、、′／、ノ、．′く‥　′・？－　！、・′、′′ミ′′－）ウノ′L　は、ノ、言ノ二．1′：・；亡．言′、′′、、、

′′・′ユ′／ノ　ノ′ノノノ′：‘′＼‾、ノ・・　′　一√言　　′　、：　　′　∴　′、′　′′、．．ノ　　∴∴　′ソ∴

柄行方向　N－110－W

尊意　土層断面国中　第　層が桂抜　耽　痕に欄当し　締ま　が弱い　のである。櫨抜　耽　痕は　遺構確認

薗からと土層断面でも明瞭に確認で　たのはP　や㌘　のP　だけである。第　～　層は埋まである。埋土は

ロームブロックを含んだ暗褐色士の褐色士である。

土層解説

l　黒褐色

2　褐　　色

3　暗褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　暗褐　色

ローム小ブロック・炭化粒子少量，ロームヰけロ、ソク・ローーム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子・尉ヒ粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック中軋　ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・尉ヒ粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

遺物　P　の埋土から土師器嚢片　須恵券種片も嚢片が各且庶出土している。ザれ　機片のため図示で　な

かった。

所農　本跡はタ第硯号住居に掘　込まれているこ　から，世紀複葉以前に機能していた　思われる。第　0

283号掘立棍建物跡と北梁行の桂筋が一致する。これらの建物は東から西にわたって同時期に建ち並んでい

たものと思われる。
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第666図　第135号掘立柱建物跡実測図
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第136号掘立柱建物跡（第667図）

位置　調査区の北西部，C4i4・C4i5・C4j4・C4j5・C4j6区。南側には第135・137号掘立柱建物跡が位

置する。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．70m，梁行4．20mで，面積は23．94m2である。柱間寸法は，

桁行1・80～2・00m，梁行2．00～2．20mである。柱穴は，長軸0．90～1．05m，短軸0．65～0．80mの隅丸長方形のも

のと，一辺（径）が0・60～0．90mの隅丸方形または円形のものがあり，いずれも深さは0．15m～0．25mと浅い。

桁行方向　N－800－E

覆土　土層断面図中，第4層が柱抜き取り痕に相当し，締まりが弱い。柱抜き取り痕は，Pl～P6，P8・

P9については遺構確認面から確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。そのほかについては土層断面でも

確認できなかった。第1～3層は埋土である。埋土はロームブロックを含む暗褐色土，褐色土で互層になって

－917－



おり，叩き締められている。

土層解説

1暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

3　暗褐色　　　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　極暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は建物の軸方向が第134号掘立柱建物跡とそろい，同時期に機能していたもの思われる。また，第

84・456・473号住居跡とも軸方向がそろい，セットになると思われ，9世紀前葉の時期が与えられる。

こ「　 （戸㍉
＼二 ノ／ノ 。9　　 転 ＼ノ

Pl

P2

P3

p8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PlO

、転

P7

㍍ 「　　　　 仁 「

▼　　　　　 堅 ≡ ＝∠ ／p4

PS　 ＋　　　 P5

Ul　　　　　　　　　　　　　　　　　凸1

JL24．4m

－瀬一味〆‾‾‾￥rjヰ
B

1すす。
第667図　第136号掘立柱建物跡実測図
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第137号掘立柱建物跡（第668図）

位置　調査区の北西部D4a5・D4a6・D4b5・D4b6区。本跡の北には近接して第136号掘立柱建物跡が，西

側には第135号掘立柱建物跡が，西南には第134号掘立柱建物跡が位置している。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行6．40m，梁行4．20mで，面積は26．88rがである。柱間寸法

－918－



は，桁行2・00m，梁行2・10mで，ほぼ等間隔である。柱穴は一辺が0．70～0．90mの隅丸方形で，深さは0．2ト

0．35mと浅い。

桁行方向　N－11。－W

覆土　土層断面図中，第1層が柱抜き取り痕に相当する。柱抜き取り痕はP5を除いて，遺構確認面からと土

層断面でも明瞭に確認できた。第2～4層は埋土である。埋土はロームブロックを含んだ暗褐色土である。

土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック・炭化粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

3　暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

4　暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　出土していない。

第668図　第137号掘立柱建物跡実測図
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所見　本跡の西には第135号掘立柱建物跡が位置し，柱筋も通り，軸方向も一致することから，同時期に機能し

ていた可能性が考えられる。本跡からは遺物が出土していないが，第1・2・3・24号掘立柱建物跡と同時期

に存在し，時期は8世紀中葉と推定される。

第138号掘立柱建物跡（第669図）

位置　調査区城の北西部D4d4・D4d5・D4e4・D4e5・D4f4・D4f5区。周辺には第15・133・134号掘立

第669図　第138号掘立柱建物跡実測図
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二、・ノ′∴、∴　－　　∴／ノ）＿　　㍉′・㍉′　　一ニ1′、′′′、′　　　′′．

二二工、′く、′′、，）′ノ1′‥′′．′し－ノリ∴・‥言、′ノ∴、、′∴　二二乙J・・項、がさ　ノ、

、‾・・　′了）　′ノ了－′　′）、′　十、、′ノノ二　∴1、′：　ノ、～　十、、　二　一ノ！、了二、′；′∴　′－．．、

′′、一；′′　′・・′　∴、十1ノ・′　ノ・、∴ノ二、1、ハ　一言く∴～・∴・、‥了・′、、‥　′′′′ノ．。′′′

ニ∴′′　ノ、∴、ノノ・て＋∴∴∵、、、′∴、、∴－、′∴∴　▲ノ′′・　ニ′、言・．．㍉、、、∴・ノ．．、．

桁行方向　N－50－W

ウニ1＿　．、・・・、′く巨　′　　∴、′、㍉：．ミ言上、‥、‘　′，、′′、‥．一t　∴lx二∵、・．　ノ、．二

、ノご　；∵’＼＼‘く　∴‘・∴・’、∴′∴‾一　　　　∴∵ノl∴　∴　∴、＿′∴　ノ　′　、、′．・、ハ・

断面で確認で　た。第　～　層は埋土である0埋士はロ如ムプロッタや炭化粒子を含んだ暗褐色土と褐色土が

∴－、′．′　　二　　一、十∵′′′．′　一、1、ノ

土層解説

1黒褐色　　　ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　　U－ム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

・i　褐　　色　　ロー山巨プロ∵ノク・ローム小一ブロック・炭化粒子少量

5　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒f一・炭化粒子微量

キ・　　　　ノ、　′∴、、

‾－／一、一′、　′工′′′ノ′　　　′ノ′ノ　　′十　㌦∴、′．　′　．ぺ一∴　　∴　ソ′　′言　∴∴－

、′当了一　二1ノ・　ノ　　′・・、　　′、：べ′∴　ノ・、二、′　ノ　′・　′∴　′　′　　′∴′・十

′・・豆・・了・∴‾！′′　′一∴、．・　、‥ニ’、　′　∴　∴・‾　　　′　　∴′．．

；：●∴．・＼㍉．！二、‾十‾束．ノ∴′′，．、く

－∵壬・／、／く．′翔1－‥∴：こ　′、、、′、′∴了：：二　′、、こノ′て

一㌢言　上▲了′ノ㌦十一・一′′‥′∴、・／∴　！′ノ　ノ．、一′、∴′，ノ！′‾

、・lこ、′′：・ク　ー5・∵皇　ノ　生＼、′言：上′・＼′一！言　′・ン、：、十・・一、　・、′㍉ノ　′′　、′▲′言　・

′′＼′よ　′十∴′：・三　′′！い、声・ノ∴　ノノ十∴∵ノ　′　ノ∴　言・1：・十㌦　′ユ　′、－i：・ご′、ノ′：、ニ′＼∴、ノ、ノノ

三〃工．′ンニ　∴十㍉‘〉∴　′‥、．）、‥ノ∴ノノノ行∵了′．？∴　′∴－告’言′∵′′′一　′．ノ′∴！′∴　′′　、．　ノ，

四隅に位置するP e P e P　はほかに比べて深い。

柄行方向　N－20－E

・∴　　　－．1言′・・く・′一　言．んこ’1・言，こ　　′・・／、′．・′・、√　ぺノ′．∴　ノ　　ノノ．、　∵：　′′

㌘蟻については遺構確認面から確認で凱土層断面で　明瞭に確認で　た。第　～　層が埋まである。塩土は

－′、・・′　－ノンノ′ノ！了′′・ノー・′′　′‘一い‥∴∴　　／．′、イ′一：：∴、が・・立　言，、．′、＿　′、．∴・′　、

められている。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　にぷい黄褐色

4　にぷい黄褐色

5　にぷい黄褐色

6　にぷい黄褐色

ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローーム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ロ‾ム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

遺物　P2から須恵器杯片ユ点，㌘3から土師器婆片ゆ須恵器杯片各l点タP6から土師券種片の須恵器嚢片

各　点タ　P　から須恵器捧片　点タ　P　から須恵器堵片　息㌘蟻から土師器嚢片の須恵器杯片各蟻が出土

している。第鮮図22銅の須恵器埠はP　の埋土から出土している○底部夕浦には墨書がされているが　残存部
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が2分の1のため，判読は不能である。

所見　本跡は，出土土器から8世紀後葉に構築されたものと思われる。

旦＿23月m

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿⊥－」

第670図　第139号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第139号掘立柱建物跡出土遣物観察表

∈　寸
⊂）

寸
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車の

／一木
0　　　　　　　5m

亡＿＿＿亡　‥I

遺物番号 器　　 種 計測値（CⅢ】） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第670区l 杯 A 【14．0］平底。休部は外傾して立ち上がり，口 口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体 砂粒・雲母・長石 40％　P L242

2274 須　恵　器 B　　 4．0 縁部でわずかに外反する。 部下端手持ちへラ削り。底部1方向の 黄褐色 内面煤付着

C ［8，2］ ヘラ削り，回転へラ切り痕。 普通 底部外面墨書

「口」

二次焼成
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第140号掘立柱建物跡（第671・672図）

位置　調査区域の北西端部，B3h3・B3h4・B3h5・B3i3・B3i4・B3i5・B3j3・B3j4・B3j5区の

西に傾斜する斜面部。

規模　桁行3間，梁行2間の身合の南北の梁側に庇が付く2面庇の建物跡である。桁行は身舎だけで6．10m，庇

も含めると7．95m，梁行4．60mである。面積は身舎部分だけで28．06m2，庇も含めると36．57m2である。柱間寸法

は，桁行1．90～2．20m，梁行2．20～2．30mでほぼ等間隔である。身舎から庇までの柱間寸法は，1．70～2．00mで

ある。身舎の柱穴は長軸0．90～1．05m，短軸0．85～0．95mの隅丸長方形で，深さ0．55～0．80mである。庇の柱穴

は，径0．30～0．40mの円形で，深さは0．20～0．25mと，小形で浅い。

主軸方向　N－30－E

覆土　土層断面図中，第1・7層が柱抜き取り痕に相当する。柱抜き取り痕はP9を除いて，遺構確認面から

と土層断面で明瞭に確認できた。第2～6・8～10層は埋土である。埋土はロームブロック・焼土・炭化物・

白色粘土ブロックを含んだ暗褐色土・にぷい黄褐色土が互層になっており，比較的締まっている。

土屠解説

1　暗褐色

2　にぷい黄褐色

3　暗褐色
4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色
7　暗褐色

8　にぷい黄褐色

9　にぷい黄褐色

10　暗褐色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・白色粘土粒子微量

白色粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物・白色粘土小ブロック微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・白色粘土小ブロック・白色粘土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

白色粘土小ブロック・白色粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　Plから土師器嚢片6点・須恵器嚢片2点，P2から須恵

器賓片1点，P3から土師器嚢片9点・須恵器嚢片5点・須恵器

杯片1点，P4から土師器嚢片7点・須恵器杯片1点，P5から

土師器杯片2点・土師器嚢片2点・須恵器杯片2点・須恵器嚢片

1点，P6から土師器嚢片・須恵器嚢片各2点，P7から土師器
第671図　第140号掘立柱建物跡出土遺

物実測図

嚢片2点・須恵器襲片1点，P8から土師器嚢片1点，P9から

土師器襲片2点・須恵器襲片1点，PlOから土師器嚢片2点・須恵器杯片1点・須恵器嚢片4点が出土してい

る。第671図2275の土師器杯はP5から出土している。口綾部には油煙が付着している。

所見　本跡からは8世紀中葉段階と思われる土器が出土しており，その時期には本跡は機能していたものと考

えられる。東に位置する第485号住居跡と軸方向が一致し，同時期に存在していたと思われる。

第140号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第671図 杯 A ［13，2］ 休部から口縁部 にかけての破片。体部 ロ縁部内 ・外面横ナデ。体部外面磨滅 砂粒 ・赤色粒子 2 0％

227 5 土　 師　 器 B （4．1） は内轡 して立ち上がり，半球形状 を呈 のため調整不明。 橙色 口縁部油煙付

する。口緑端部は細 くすぼむ。 普通 着
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第672図　第140号掘立柱建物跡実測図
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第141号掘立柱建物跡（第673図）

位置　調査区の北西部，B2gO・B2hO・B2iO・B3gl・B3hl・B3il区の西に傾斜する斜面部。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行4．58m，梁行4．45mで，面積は20．38r正である。柱間寸法

は，桁行2．10～2．20m，梁行2．20mである。柱穴は，一辺が0．85～1．05mの隅丸方形である。西に傾斜している

台地の端部に立地しているため，東桁行の掘り方の深さは0．45～0．55mであるのに対し，西桁行では0．15～0．20

mである。しかし，柱の底面は標高約20．10～20．20mで，一定の深さとなっている。

第673図　第141号掘立柱建物跡実測図
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童軸方向　N－17e－E

・・、く　／′　、言∴′　ノ′‾∫・＼′′、・　′／、一　′　て．′∴C　工．、・J′′‾　′こ＼、‥年ふ　′′ご、ノ

・＼・二　・・・、」′・′∴1－・ノ、－′　′ニ　ー　・：　一、人一　、鉦くJ　′　、・　′、フ・ソ　ーl∴

／′　′‘′ノ　ノ　、　・ノ・・　′′　ノ′、、・、、‥二∴　－　∴・、㌦．！／．、J　・・・　　ノー、∴一こ、否．．′

て版築状を呈している。

土周解説

1　極暗褐色

2　極暗褐色

3　極暗褐色

・1暗褐　色

5　黒褐　色

6；二ぷい黄褐色

7　暗褐　色

ローム粒子・焼土粒子・尉ヒ粒子微量

ローーム粒子少量，ローーム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローー4ム粒‾i「・少量，ローF－ム中ブロック微量

ローーム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローーム小プロ、ノク・焼二日立了一・炭化粒子微量

黄褐色粘土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・尉ヒ粒子微量

黄褐色粘土中ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

t lノ　′　ノ、　了　　　　胤・ノニノ、l∴‥i・．・・・・′′　‥‥こ　　　、′・′　，′′′、′ノ、、くり、′∴

はできなかった。

ハ　‥　　′・・‘・　∴′　　　　　・1　′　　　　　　　　　′、　′　、．、．　：

していたと思われる。

第礪腰骨掘童櫨建物跡　第酢囲）

、ノ、・ノ‥・′　′一一、′　　′　′・・こ．、′√、、　　　　ノ＼‥′　　′、′、、、

－　　、′　ノ‘・、一．　ノ　．′－　　ノ　　　ナ　ノ　′、、′、．′　　　‥、′　ノこノ′らノ　∴

‥　：一　　　　了　′　ノ′′　　r・′．1一．・・．．′．′′・′　．、　′、′ノ　・　　．、ノ′‥　′、′∴　　　′つノ

′∴、　　∴　ノ　ノ　　　′ノ‘′：・ノ、　ノノて′ノ、一　　　′　　′、′／・｝、．　ノ′′′　・：，　・・′

′、′こ、　ノノ了　　・∴・ノ′　、ノ、入　　′／′　‘、′　′、′、’′　∴一三　∴　′　′了　′　一、，、、・Jノ．′′

柄行方向　N－140－E

ノ　　・・　くニ　・・　：・′′ノ　了′、′：・・し′・、、′　′′ノ・′．′一・・∴′・・、一、　′　′　言、・二、r　′∴／ノ′．

‘′1＼、℃　　′、∴　‾二一ノ：′‘・‾′：ノ、∴一ノ‾　工ノ　＿　ノ　　ー′、．；∴二．ら　・二　子′∴　ノ　′ソ′．

′　　′j∴　　　！　　工′　　′一　＿・ノ・十、．’〟ノ′．　′′∴　ノ　　ノ　　ノ′．

土層解説

1暗褐色　　焼士粒子・尉ヒ粒子・白色粘土粒子微量

2　黒褐色　　黄褐色粘土中ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　　炭化粒子・黄褐色粘土中プロ、ソク微量

‘1黒褐色　　　炭化粒子微量

5　工ミミい那沌　　黄褐色粘土中プロ、ソク多量，炭化粒子微量

6　∴；い那絶　　　黄褐色粘土中ブロック中量

7　暗褐色　　焼土粒子・炭化粒子・黄褐色粘土中ブロック微量

～　－：／・、′　′千∴ノ　‥　ニ∴′ノ．ノ　∴一；t＿．一・′′ミ　　∴ノ∴ノ！㌧つ－ノ∴′′く′・一、、・一′′∴む∴、′．、

所農　本捗の北側に位置する第摘号掘立社建物跡　規模　軸も一致することから同時期に機能していた　のと

思われる。またタ　榊中葉と思われる第は腰骨土坑に掘　込まれていることから　本跡は鍼摘中葉以前の建

物跡と思われる。

－926－



悶

第674図　第142号掘立柱建物跡実測図

庭‥

盲

第143号掘立柱建物跡（第675・676図）

位置　調査区の北西部，B4i3・B4i4・B4j3・B4j4区。東2．6mには第144号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第146号掘立柱建物跡と重複しているが，柱穴同士の切り合いがないため，新旧関係は不明である。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．34m，梁行3諸4mで，面積は約20．51㌦である。柱間寸

法は，桁行1・70～1・90m，梁行1・90mである。柱穴は，長軸0．90～1．00m，短軸0．70～0．90mの隅丸長方形，深

さ0・60～0・75mの大形のものと，長径0．65～0．80m，短径0．50～0．60mの楕円形，深さ0．40～0．45mのやや小形

のものがある。四隅の柱穴は深くて大形である。

桁行方向　N－850－E

覆土　土層断面図中，第1・6層が柱抜き取り痕に相当する。柱抜き取り痕は，P2・P4を除いて遺構確認

面から確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。第2～5・7～10層は埋土である。埋土はロームブロック

を含む暗褐色土・にぷい黄褐色土・黒褐色土が互層になっており，強く叩き締められている。

－927－



土屑解説

1　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

4　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

5　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

6　にぷい黄褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

7　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

8　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

9　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子微量

10　黒褐色　　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　P2から土師器嚢片2点，P4から須恵器杯片1点，P5から土師器嚢片2点，P8から土師器襲片2

点・須恵器蓋片1点，P9から須恵器嚢片14点，PlOから須恵器嚢片1点が出土している。第676図2276の須恵

器嚢はP4・P5の埋土から出土した破片が接合している。

第675図　第143号掘立柱建物跡実測図

－928－
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所見　本跡の東側に位置する第144号掘立柱建物跡

の北梁行の柱筋と資　本跡の北桁行の柱筋が一直線

に揃　ことから同時期に機能していた紺能性があ

る。また∴本跡と重複している第．146号掘立柱建物

跡は規模も軸も一致するので芦　建て替えが街われ

たものと思われる。柱穴同士の切り合いがないた

‘ノ、．‾　了．・、′　ノー、一㌧

第摘号掘立桂建物跡出土遺物観察衷

0　　　　　　　　　　　10cm』壷
第酢感図　第摘号掘立桂建物跡出土遺物実測図

遺物番号 播　 種 桓 測値毎 ） 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎日 掛 舶 巨 清　 孝

第676図

2276

聾　　　 B （15．事

須　 恵　 器

体部の破片√休部は外傾して立ち上が　 体部外面斜位の平行叩き∵休部内面指

る㍉　　　　　　　　　　　　　　　　 頭押圧後，ナデ。体部下端手持ちへラ

削り。

砂粒・長石・白色粒子　 30％　P L封2

青灰色

普通

第鍼堵考掘豊櫨慶磯静　第開園）

′‥　．．：一丁ノ＼′ノ‥∴∴ノ　ー．′　　　ニ　　＿、．　こ　　．・　．・ノ、．）・く　　　　二、′．、ふ　二　　言∴

柱建物跡が位置する。

∴　1‾三．ノ了：．－′言1′1日を再ト′ある　1二　一′　・ノこ、ク　　工、一、　．′没、′　∴‥一　六・′　′　∴　、

、、．′十・′：∴　三　川、、∴′　′＼′　主、∴．ソ言ノ　、ノ、／）、・・、言。．　ノく　　こ∴人ノ・了、　く．　犯、　上

‥∴ふ　一、、㌧、∴．′′′：′リノ、∴ノ言、ふてJ　、！ノ′　′／十′．′；、、′く、二、′　　ふ・－．・、′　′′．、の．言、彿ノ二ノ　六一二　人

ノ・．㌦男：／ノ、′1′，′′8㌦1、一六′：・三ソノ′l∴二㌧　了、言′、ノ、、′′言

桁行方向　N－50－W

啓量　土層断面国中　第　層が櫨抜　取　痕に相当し　締ま　が弱い。桂抜　取　痕はタ　㌘6を除いて遺構確

十’／；了∴一＼　　＿・．一　一、㌧′l∴’ツー予‾、′′　〔∴／’　ハ∴、、。！了　ノ　．・－　′　ノ　ノ　′　一六

粒子の炭化粒子を含んだ暗褐色土の黒褐色土Oにぷい黄褐色土が互層になっている。

土層解説

1暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量．ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

3　暗褐色　　　ローム大プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　暗褐色　　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

5　にぷい那絶　　　U－ム粒子少量，U－ム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・焼土粒子微量

8　黒褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

9　暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

10　暗褐色　　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

11にぷい黄褐色　　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　㌘2から土師器襲片2点の須恵器量片ヱ点，㌘3から土師器凛片9点，㌘複から土師器腰骨男顔∵須腰

器杯片2点の須恵器嚢片温点タ　㌘6から土師器婆片7点も須恵器捧片8点0須恵器嚢片1点。須恵器蓋片1

点を土王且点タ　㌘7から土師器寮片　点の須恵器捧片凱喪の須恵器賓片温点の須恵器量片　息　P　から土師

器楽片温点芦　㌘9から土師器捧片　点。土師器楽片は点e須恵器塔片　息　P膵から土師器婆片2点が出土して

いる。第鮮図227の須恵器量はタ　P　の埋土から出土している。

－929－



所見　本跡の北発行の柱筋と第143号掘立柱建物跡の北桁行が一直線に揃い，同時期に機能していた可能性があ

る。出土土器から，本跡は9世紀代に構築されたものと思われる。

④l

第677図　第144号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第摘号掘立桂建物跡出土遺物観察麦

遺物番号　 器　 穫桓測倦km）　 霹 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　　 胎土・色調e焼成 備　　　 考
讐 須 中 霊 ≡窯 曇薫畿 警 慧 警 警 芸 目線部内働 クロナデ○　 蓋 ㈲ 長石

摘％

、∴′‘．1・，、．三、・一｝　′一、二′∴バ・、ご′

＿　V　′　′．－　相．・了　′ノ、’－　∴∴、　　ノぐ、！、　言、：、）　二三1、　二、．：こ、　′～、、　　二′、、、．　∴京　′く＿

十圭′：　／言ノ′　　h　′。　∴・一ト・∴！、まれ∴：　、ノ．．、．′、．′、′

，、、′、こ、　∴：＿．．∵了　′　ノ∴′－　′′　叛・I∵（、、み・）ら　′′′、′、一　　∴ニー　、∴、、　∴、く　十、′′ノノ・ノ　　。、．

∴‾　′；了　し：′　　㍉・1ノ了　ノ）、、、一言言）　‾工．：、′ノミ‘．；′　′　ご「、ら　言　′ニ・：、′′　二、、．、一、－　′圭∴　）j　・

′　　ノこ、、′ノ・言、－′、∴　　　∴、‥　ノ、ム・‾ノ＿一・・・一二・三．言、．r　′　・ノ′J言・　　・′′／′．一　ノ、′∴′．．′ノ

ている。

柄行方向　N－770－E

：　　・、！　工　　・．、・Iソ　　　い　　　′　　′　　　ノ．．一　一′　′、、L　　　　告、…・　′了

∴王ら　・．：　　′／－　ノ　ノ′・　′′、　′　′′ノ　∵㌔′、、：∵：　′J・．・ノ．、．．′　　：　工′′′、ノJ j　　、、．

土屑解説

1　暗褐色　　ローム小ブロック微量

2　黒褐　色　　ローム中プロ、ソク微量

3　褐　　色　　ローーム大ブロック中量

Ll　暗褐　色　　ローム中ブロック少量

5　暗褐　色　　ロー．一ム大プロ、ソク・ローム小ブロック少量

6　褐　　色　　ローム大プロ、ソク多量

で　　’∴、）・・・・‘－ft：．　、ノ　′一ノ、「∴∵吉　　　。　′′　．’′l′′　　　　三′∴／ノ・）∴i′．

ノ．∴・．ノ　　ノ、′∴／．・／・f、，　、・∴ィ－．∴′、了．一　　・十一∴′　　∴　∴、l、．′′．∫＼．′、．・　そ、′・ノ．・

ニ　！ノ・・　ト！、．　　上．、′・・′、′・‥　上′∴丁　′　　　′つ）．′′ノ　′ノ主．′　∴′　，、、j二と．l、′1言．－3

．ノこ・ノノつ上∴／．∴′　∴言　：＿′ノ、．行．早、ノ、！と∴　′㍉ら・j・′ノ　了豆ト査工　∴．フノ、．∴、′受′　ギ．J－′ノ子／′ノバノ、

できるものはない。

新風　重複関係や出土遺物からタ　世紀中葉以前に機能していた　のと思われる。本跡の周辺では桁街方向を

、・、‾ニ′てノ膠．別、、ノ　’＿・′三　一．ノ　：ノ：．′l一了可、こノ‾或′　ノ′‾　′　・∵／．：、、．∴′　′二、′　′．′′∴・・二畑・′′、ノこし′

ノノ　′　－」二　　、、．．′　　′　一ノ　ー　．声　．；．三、／、　′　一′＿、ノ′了ノ
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第678図　第145号掘立柱建物跡実測図
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第146号掘立柱建物跡（第679図）

位置　調査区の北西部，B4i4・B4i5・B4j4・B4j5区。東2．6mには第144号掘立柱建物跡が位置する。

重複関係　第143号掘立柱建物跡と重複しているが，柱穴同士の切り合いがないため，新旧関係は不明である。

規模　桁行3間，梁行2間の側柱建物跡である。桁行5．36m，梁行3．80mで面積約20．37rがである。柱間寸法は，

桁行1．70～1．80m，梁行1．60～1．90mである。柱穴の平面形は，長径0．70～1．00m，短径0．55～0．70mの楕円形

のものと，径0．40～0．55mの円形のものがある。深さはP2～P4は0．45～0．55mと深く，その他は0．35～0．40

mである。

桁行方向　N－850－E

覆土　土層断面図中，第1層が柱抜き取り痕に相当し，締まりが弱い。柱抜き取り痕は，Pl・P9について

は遺構確認面から確認でき，土層断面でも明瞭に確認できた。第2～10層は埋土である。埋土はロームブロッ

クを含む暗褐色土・にぷい黄褐色土・黒褐色土が互層になっており，特に第2・4・5・10層は叩き締められ

硬く締まっている。

第679図　第146号掘立柱建物跡実測図
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土屑解説

l　暗褐　色　　　ローーム粒子少量，

2　暗褐　色　　　ローム小ブロック

3　嵩い紺色　　　ローム小ブロック

ーi；二．ぷい黄褐色　　　ローム粒子中量，

5i二ぷい黄褐色　　　ローム粒子中鼠

6；二ぷい黄褐色　　　ローム粒子中量，

7　暗褐　色　　　ローム粒子少量，

8　暗褐色　　　ローム粒子少量，

9　暗褐色　　　ローーム小ブロック

10　黒褐　色　　　ローム粒子少量，

ローーム小ブロック・焼上粒i’一・炭化粒子微量

・ローーム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒J「一微量

・ローム粒子少量，ローーム中ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローlム小プロ、ソク・炭化拉召放置

ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

・ローム粒子微量

ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック微量

▼　　ニこ、、・・・．　　′′、：′　′　　　ノ　　　　ー　　　′　′　．∵＼ノ〕こ′　′　′　　一、‾　㌧　‾ご′、，

ノ‘ノ、，′′　一　ノ　∴ノ′′　′′　｛　～・．ノ、′－　　工　　′′．、∴′′。・ノ′∴　　∴　　′∴、．二．ノ．∴、′．∴，、、．1：・1一言
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土層解説

1暗褐色　　　ローーム粒了少量，ロー一一ム小プロ、ソク・焼t4、プロ、ノク・焼士粒－lJ「一・炭化粒子微量

2　暗褐色　　　ローム一一ム粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色

複　にぷい黄褐色

5　嵩ミい黄褐色

6　黒　褐　色

7　にぷい黄褐色

8　暗褐　色

9；こぶ横褐色

1（〕；二ぷい黄褐色

11黒褐　色

12　暗褐　色

ローム中ブロック

ローーム粒子中量，

ローム粒子少量，

ローム粒子微量

ローーム粒子中量，

ローム粒子少量，

ローーム粒子中量，

ロ・－ム小プロ、ソク

ローム粒子少量．

ローム粒子少量．

・ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量

ローーム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック少量，ロー1ム申プロ、ソク・炭化粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，ローム大プロ、ソク・ローム中ブロック・焼土粒子微量

・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローーム中ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・焼－IJ左手微量

ロー一一ム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

13　暗褐色　　　ローム粒子・焼土粒子微量

・ナ　、ノ　く∴　ノノ　：イ　ニ　′　　　　＿ノー；かレ．上．′∴：：‥・J二・、　　　1′工「・；・く、、／、．′．・！．‥、

三　　′・‘′イ＼　′．　三・十十′　∴　　ノ′！言ノ　二！・′．湖、　t　・－．！∴　、l　！・／－・′、′、ハ．・　三∴　′

′　ノ：上∴上t．・′、′′；ノ、′．一一㌧㌧十㌦一　　　乞．㍉ら′′．．・工∴ノ、∴′　＿、トノト7ノ′言ノ、、ノ∴ノ、了

点0須恵器嚢片凱軋　P　から須恵器婆片　点タ　㌘鼠から須恵器堵片　息　P鐙から土師器楽片畳鰯が出土し

ている。第68且図且937の鉄製紡錘車は㌘3の柱抜き取り後の覆土からタ2器の土師器高台付椀はP　の柱抜　祝

後の覆土から出土している。2頴の須恵器杯はP　の埋土から，2器の須恵器埠はP　の埋土からタ2頴の須

恵器杯はP5の埋土から出土している。

所凰　重複関係と出土土器からタ　世紀後葉から　世紀前葉には構築され　世紀後糞には廃絶されたものと思

われる。
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第681図　第147号掘立柱建物跡出土遣物実測図

第147号掘立柱建物跡出土遺物観察表

？　；　1！Ocm

遺物番号 券　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第681図高台付椀B （3，2）高台部から体部にかけての破片。底部休部下端回転へラ削り。内面へラ磨き。砂粒 10％

2281 土　師　器D　　8．4 と体部との境に稜をなす。高台は外方底部回転へラ削り後，高台貼り付け，褐色

E　　 1．1 に大きくふんばる。 ナデ。内面黒色処理。 普通

2282
杯 A ［15．01 ロ綾部の破片。体部は外傾して立ち上ロ緑軋　体部内・外面ロクロナデ。 砂粒・長石 10％

須　恵　器B （3．6）がり，口綾部にいたる。 灰色，普通

2283
坤こ B （3．5）底部から口縁部にかけての破片。平底。体部内・外面ロクロナデ。底部雑なへ砂粒・長石 20％

須　恵　器C ［7．0］休部は外傾して立ち上がる。 ラナデ。 線灰色，普通

2284
坤こ A ［13．4］ロ縁部の破片。休部は外傾して立ち上口縁部内・外面ロクロナデ。 砂粒・雲母・長石 10％

須　恵　器B （3．0）がり，ロ緑部にいたる。 灰色，普通

遺物番号器　　種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
材　　質 特　　　　 徴 備　　　考

径（cm） 厚　さ（cm）軸棒長（cm）軸樺太（cm）重　量（g）

1937 紡　錘　車 4，1 0．3 （1．0） 0．4 6．65 鉄 軸棒の断面は方形に近い。PL257

（4）土坑

今回の調査では，819基の土坑を確認した。そのうち，奈良・平安時代に属すると考えられる土坑は751基であ

る。ここでは，これらの土坑の中で，特に特徴のある土坑や注目される遺物が出土した土坑17基については文

章で記述し，それ以外の土坑については，一覧表に記載した。

第736号土坑（第682図）

位置　調査区域の南西部，F5dO区。

規模と形状　長径0．86m，短径0．68mの楕円形で，深さ0．10mである。底面は皿状，壁面は緩やかに外傾して

立ち上がる。

長径方向　N－6。－E

覆土　単一層で，覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

土眉解説

1暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器片4点，須恵器片9点，灰粕陶器片6点，緑粕陶器片2点が出土している。第682図2501・2502は

緑粕陶器椀である。2501は覆土下層から，2502は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉から10世紀前葉と推定される。

－936－
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第682図　第736号土坑・出土遺物実測図

第736号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm
t．－一　　　一一一．．．・－・－　　　　　　　　　　　　・－－　・－．．

遺物番号 器　　種 計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第682園緑彩文椀A ［11．5］体部上位から口緑部の破片。体部は内口緑部，体部内・外面ロクロナデ。軟質，胎土　灰黄色 5％
2501 緑粕陶器B （2，2）智気味に立ち上がり，ロ縁部にいたる。内・外面施粕。内面花文の緑彩文。 オリーブ灰色，緑彩

文は暗オリーブ色

普通

2502

椀 B （1．6）底部の破片。 内・外面，高台部施粕。高台貼り付け緻密，胎土　灰色 5％
緑粕陶器D ［7．0］

E　　O．7

後，ナデ。 オリーブ黄色

普通

第740A・B号土坑（第683・684図）

位置　調査区域の中央部F5dO区。第85号掘立柱建物跡の身舎と北庇の間に位置する。

重複関係　第85号掘立柱建物のP9と第908号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。なお，後で述べるように，

第740A・B号土坑は同時期に機能し，同時期に埋没したものと判断したので，1基と捉える。

規模と形状　第740A・B号土坑はA・Bが連なって，めがね形を呈しているO第740A号土坑は，長径2．00m，

短径1・50mの不整楕円形で，深さ0・35mである0底面はわずかに凹凸がみられ，壁面は外傾して立ち上がる。第

740B号土坑は長径1・62m，短径1・39mの不整楕円形で，深さ0．40mである。底面は皿状で，壁面は外傾して立

ち上がる。

長径方向　740A N－870－E，740B N－500－W

覆土11層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と思われる。土層断面の重複部分の形状，土層堆積状況

から，第740A・B号土坑は・同時期に機能し，最終的な埋没時期も同時であると判断した。土層断面図中，第

1～3・8・9層は遺物と焼土が投げ込まれている層である。
土層解説

1赤褐色　　焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化物多量，

炭化材少量

2　褐　色　　焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量

3　褐　色　　ローム小ブロック・焼土粒子少量

4　褐　色　　ローム中ブロック少量

5　褐　　色　　　ローム粒子中量

6　褐　色　　ローム中ブロック少量

7　暗褐色　　ローム中ブロック少量

8　褐　色　　ローム小ブロック・炭化粒子中量

9　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子中量

10　褐　　色　　ローム中ブロック中量

11暗褐色　　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片107点，須恵器片78点，灰粕陶器片22点，緑粕陶器片34点，青磁片15点が出土している。遺物は

覆土上層から出土しており，焼土と共に投げ込まれた状況で，強く火熟を受けている。第683・684図2505～

2508は土師器，2509～2513は須恵器，2514～2517は灰粕陶器，2518～2535は緑粕陶器，2536～2539は青磁であ

る02507の高台付杯は，体部外面に墨書が認められる。緑粕陶器は，緑彩文輪花椀が多く出土している。2527

の稜椀，2532の緑彩文輪花椀は，それぞれ隣接する第898号土坑から出土した破片と接合している。青磁は越州

窯系産で，すべて精製で，生産時期は9世紀前葉～中葉といわれているものである。細片ではあるが，少なく

とも4個体はあると思われる。

－937－
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所見　本跡は，第85号掘立柱建物跡の身舎と北庇の間に位置すること，本跡から出土している緑粕陶器や青磁

の破片と同類と思われるものが，第85号掘立柱建物跡のP8～10・15・23・24の柱抜き取り後の覆土からも出

土していることなどから，本跡から出土した遣物は第85号掘立柱建物に保管されていたものと推測される。ま

た，第85号掘立柱建物跡の中央部に位置する第898号土坑から出土した緑粕陶器は，本跡の2527や2532と接合し

ており，本跡と第898号土坑は同時期に同じ目的で使用されたと思われる。出土陶器類は強く火熟を受け変色し

ている。これらのことから，本跡は，第85号掘立柱建物跡が焼失後，第85号掘立柱建物で保管されていた青

磁・緑粕陶器をはじめとする土器類を投棄した土坑と推測される。本跡が機能していた時期は出土遺物から，

9世紀後葉と思われる。

第740A・B号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第68 3図 杯 A ［12．2］ 丸底気味の平底。体部は内野 して立ち 口縁部内 ・外面ロ タロナデ。体部下 砂粒 ・雲母 20％

2505 土　 師　 器 B （3．5）

C ［8．5］

上が り，ロ緑部は短 く外反する。 端 ・底部 ・内面へラ磨 き。 にぷい黄橙色

普通

2 506

小　 皿 A ［11』］ 平底。底部 は突出気味。体部は内管 し ロ縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒 ・雲母 20％

土　 師　 器 B　　 3．1

C 【5諸］

て立ち上が り，ロ緑部にいたる。 底部回転へラ切 り。 にぷい褐色

普通

250 7

高 台 付 杯 A ［18．幻 高台部欠損。体部は内轡して立ち上が 口縁部 ・体部外面ロクロナデ。内面へ 砂粒 ・赤色粒子 40％

土　 師　 器 B （4．6） り，口緑部で外反する。 ラ磨き。体部下端回転へラ削 り。 橙色 体部外面墨書

内面黒色処理。 普通 「＝」

2508

高 台 付 杯 B （4．7） 底部から高台部にかけての破片。底部 体部下端 ・底部回転へラ削 り。高台貼 砂粒 ・雲母 20％
土　 師　 器 D　　 9．0

E　　 l．4

と体部の墳に稜をもつ。高台はハの字

状に開く。

り付け後，ロクロナデ。 にぷい橙色 二次焼成

2 509

コ ッ プ 形 B （1．4） 底部は上げ底気味。体部はほぼ直立す 体部内 ・外面 ロタロナデ。底部回転へ 精良．砂粒・黒色斑点 100％

土　 器・ カ

須　 恵　 器

C 【9．2］ る。 ラ切 り後，雑なヘラナデ。 灰色

良好

25 10

要 B （1 1．8） 頚部か ら口縁部にかけての破片。頚部 ロ縁部内 ・外面ロタロナデ。頸部へラ 砂粒 ・長石 10％

須　 恵　 器 は外反する。口縁端部は上下につみ出

され，断面三角形。
状工具による波状文。頭部内面自然粕。 暗灰色

普通

2 512

嚢 B （7．3） 口綾部の破片。口綾部は外反 し，端部 口縁部内 ・外面 ロクロナデ。口緑部 8 砂粒 ・長石 10％

須　 恵　 器 は，断面三角形に上下につまみ出 され

ている。

条 1 単位の櫛措 き波状文。内面自然粕。 暗灰色

良好

－939－



遺物番可 券　 種 桓 謝儀k m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 i 胎… 掛 鋸 上 階　 考

第小 国　　　 婆　　 B　 了 ・が　 目線需片㍉目線部は外反 し，端部は下　 目縁部内 ・外面ロクロナデ∵目線部 9 砂塵 ・長有　　　　　 10い。
器13　　 須　 恵　 器　　　　　　 方に捕 り曲げられ，断面台砿　　　　 条 1 単位の櫛描 き波状文∴内面自然軋 暗吠色

良好

皿　　 Å 「1十の 巨拗献 体部は外方に大 きく開き，日録　 体部内 ・外面軸刷毛塗 上 底部内面重 ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭
軟乱　 砂粒 ・黒色小 15㌔　P L 封2

2飢　 灰 粕 陶 器 鵠 ：鵠 豊 誓 豊義 認 警 豊 ；羞霊　 ね焼 痕湖 面の紬 接地面は楓 斑点状吹 き出 し　　　 ・268

灰白色　　　　　　　 窯笹粥号窯式

E　　 O．丁　 高台で，外面が弧状を呈する∴ 普通　　　　　　　　　 か

皿　　 B （1・丁） 口福部の破片√＝縁部は外反 し，端部　 ＝縁恥 内 ・外面刷毛塗 年 緻密　　　　　　　　　 5 ％

誉15　　 吠軸陶器　　　　　　　 は外につまみ出され，水平面をもつ√ 灰白色

普通

長　 瀬　 壷　 Å 「17潮　 目縁部の破片√目線部は外反 し†端部　 目線部内 ・外面ロケロナデ㍉内 ・外面 緻密，砂粒 ・黒色小　 20％

ご516　 尿 瓶 陶 器　 B　 L 7．6日 は 卜方につまみ出され、断面三角砿　 刷毛検車 二よる施ギ血 斑点状吹き出し

暗線灰色，普通

長　 瀬　 壷　 H　 L 3ふっ 頭部の破片㍉頭部はほぼ直立するい　　 内・外面ロクロナデ㍉［年 外面施軋 砂宜分が多い，黒色　 5 ㌔

251　　 灰 粕 陶 器 小斑点状吹き出し　　 ∵次焼成

灰色

線　 彩　 文　 Å ［＝・11 目線部の破片㍉＝縁部は内攣 して立ち　 目線部内面に緑彩文を施す÷

〆
軟乱　 胎士　 吠黄色　 5 0。

、㌔　 25ユ8　　 輪　 花　 椀　 B （2湖 上がり，目線端部は細くすぼむ√　目線 被熱のため瓶はオリ 二次焼成

緑 紬 陶 器　　　　　　 端部に輪龍√ ーブ黒色に変色

号〆 言 5ま9　 線 濃 器 芸 ；霊 票 警 濫 読 禁 漂 ㌫ 立ち 内 湖 面施粕0 霊芸霊 羞 禁 慧 焼成

ーブ黒色に変色

′㌔ノ 錆銅　 線 品 器 霊 ；1㌢；鵠 警 書芸芸詣 豊 岩豊 庸 きく 内 爛 0 緻密，胎土　 灰色　　 5 ㌔

オリーブ灰色　　　　 二次焼成

緑　 彩　 文　 A　 L13・再　 目線部の破片十日縁部は内攣 しながら　 目線部内面に緑彩文を施すJ 緻密，胎土　 灰色　　 5 ％
萱：ノ招 52呈　 輪　 花　 皿　 B　 ‖ パ5） 外方に大きく開く。打線部に輪花。 オ リーブ灰色軸，緑　 二次焼成

線 ‥柚 陶 器 彩文は緑色粕

緑 彩 丈皿　 A　 出 潮　 体部は内攣して立ち上が り，外方に大　 底 部内 ・外面 ，高台部施瓶㍉底部内 緻密　 胎土　 灰 白色　 邦％
箋　 2522　 線 粕 陶 器 B　 2・9　 きく開く0日線部外商に弱い沈線c 面 ・目線部内面に線彩文㍉底部回転へ 被熟のため粕 はオ　　 二次焼成

ーブ黒色に，文様 はも′ノ　　　　　　　　　　 り ［6。0〕　　　　　　　　　　　　　　　　 ラ削 り　 高融 的 付け後タ　ナデ。

E　　 O．6 晴赤褐色に変色

緑 彩 文皿　 B　 L 1・6） 底部の破片√高台は三田 摘 f上　　　 底部内 ・外れ 高台部施軋 底部内面 軟質，胎土　 灰黄色　 5 ％

笈ィ〆　 2523　 線 粕 陶 器　 B　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　 に緑彩文。底部回転へラ削 軋 高融 占 被熱のため粕はオリ 二次焼成

E　　 O．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り付け後，ナデ㍉ ーブ黒色に変色

椀　　 B　 「 郎　 底部の破片る高台は三 日月高台。　　 底部内 や外面　 高南部施軌 軟質，胎土　 灰黄色　 5 ㌔

被熱のため粕はオリ「二次焼成
′㌔も、〆　 2524 緑 軸 陶 器」D　 ‖う．3」

E　　 O．8 ープ黒色 に変色

もミ〆′讐 緑 彩 文 Å ［1摘 日脚 から体部にかけての破片0 体部 内 e外面施粕0 内面緑彩文0

＋　　　　　 輪　 花　 椀　 B （5．の　 は内攣 して立ち上が 。，半球形を呈す

軟質，胎土　 灰黄色　 5 ％　P L 268

被熱のため粕はすり　 二次焼成

線 瓶 陶 器　　　　　　 る㍉目線部外面 に1 条の沈線㍉目線端 ーブ黄色に変色

部に輪花。

姉 8掴　 輪　 花　 椀　 Å ［12耳目 底部 欠臥 休部は内攣 して立ち上がり， 高台貼 り付け衡 ナデこ内 ・外面，高 被熱のため粕はオリ　 25％V p L 26 9

Lノノノ／　 2526　 線 粕 陶 器 B　　 4．7　 日縁部 にいたるこ高台は三日月高台√　台部施粕√ ーブ黒色に変色　　　 二次焼成

緻密，胎土　 灰白色　 5 ％　P L 269

D ［6．幻　 口縁部に輪花∴

E　　 O．7

輪 花 後 椀　 A ［11・ヰ］ 体部から口縁部にかけての破片J 底部　 内 ・外面施軋

2527　 線 粕 陶 器 B （3当 禁 笠 ㌶ 漂 豊 霊 霊 霊 被熟のため粕 はオ リ「二次焼成

ーブ黒色に変色∴　　 第898号 土坑
花。 の破片と接合

小　　 瓶　 B （⊥6） 体部の破片ぐ休部下端に最大径をもち， 体部下端回転へ ラ削 年 外面施軋 緻密，胎土　 灰白色　 5 ％

2528　　 線 澤由陶 器　 C ［5湖　 下膨れ状を呈する。 淡黄色軸　　　　　　 二次焼成

第6出図　 輪　 花　 椀　 A ［13・0］ 口縁部の破片亡口縁部は内攣 して立ち　 内 ・外面施軸。 緻密，胎土　 灰白色　 5 ％
、、〆　　 2529　　 線 粕 陶器　 B （3．0日 上がる。目線部外面 に弱い沈線あ り。 被熱のため軸はすり　 二次焼成

ロ線端部に輪花。 ープ黒色 に変色

椀　　 A　 H 3．幻　 日縁部の破片ご休部は内攣 して立ち上　 内 ・外面施粕こ 緻密，胎土　 灰 白色　 5 ％

〆　　 253　　 線 粕 陶 器　 B　 は ．の　 が り，日経部にいたる。 被熱のため粕 はオリ　 二次焼成

ーブ黒色に変色

皿　　 B　 は ・3） 口縁部の破片J 体部は外方に大きく関　 内 ・外面施粕ご 緻密，胎土　 灰白色　 5 00
ム31　 線 軸 陶 器　　　　　　 き，目線部は外反する㍉端部はわずか オリーブ黄色柚　　　 二次焼成

㌦　　　　　　　　　　　　 につまみだされ凍 平面をもつ。
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遺物番号 器　 種 桓 測倦 k m）　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 胎日 掛 離 日 清　 孝

第684回 線　 彩　 文　 Å 〔1 ．引　 ＝綾部の破片√休部は外方に大 きく関　 内 ・外面施軸し内面緑彩文㍉ 緻密，胎土　 灰白色　 5 ％

25 32 輪　 花　 椀　 B　 は守 口 上　 目縁部にいたる。口縁部外面に弱 被熱のため粕はオリ　 二次焼成

赤 潮 陶 器 い法線。ロ緑端部は細 くすぼむ。ロ線端 ーブ黒色にタ　文様は　 第898号土塊

部に輪花。 暗赤褐色に変色　　　 の破片 と接合

2534

線　 彩　 文　 B　 L l．声　 目線部の破片㍉　　　　　　　　　　 内 ・外面施軋 内面轟彩文∴ 軟 質，胎士　 吠 白色　 5 。0

輪　 花　 椀 披熱のため柚はすり　 二次焼成

様 相 陶 器 ーブ黒色 に．文様は

晴赤褐色に変色

／ノ　2535

皿　　 Å ［13．0］ 日縁部の破片√体部は内攣 して立ち十　 内 ・外面施馳∴ 緻密夕　胎土　 灰色　　 5 ％

禄 柚 陶 器 ‖〕　 L　L の がり．外方 に大きく閃 く㍉　目線部外面 オリーブ黄色粕　　　 二次焼成

に沈線。

253 6

碗　　 A ［16．41 日録部の破片㍉休部は直線的に外方に　 内 ・外面施袖．精製品√ 堅密†胎土　 灰色　 10％　P L 2亜

青　　　 磁　 B　 は ．3う　聞く十　日綾部外面に弱い沈棟∵ 二次焼成

越川窯系

2537

碗　　 Å　 山 ．01 目線部の破片∴休部は直線的に外方に　 内 ・外面施ヰ軋 精製品∵ 堅密，胎士　 吠 色　 10％　P L 2紳

青　　　 磁　 B　 は ．71 開 く㍉ 二次焼成

越川窯系

2538

不　　　 明　 B （1．の　 目線部の破片J 目線部は直線的に外方　 内 ・外面施柚〕楕製品㌔ 墜密夕　胎土　 灰色　　 5 ％

青　　　 磁　　　　　　　 に聞く∵ 二次焼成

越州窯系

253 9

碗 （鉢 ㍉ 「B （∴1） 底部の破片㍉輪高台．畳付内外の削り　 全面施軸後，畳付の軸を掻 き取 り，＝ 堅密，胎士　 灰色　 1000　P L 2脚

青　　 磁　 n 「9．8日 H‖ノが明瞭で，休部 と高台の境が明ら 跡の位置が畳付に認められる。 自跡の 二次焼成

E　　 仕6　 か㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　 彬は不定形√　精製品∴ 越州窯系

‘r　′’′　∴、ハ　工、′．、、㌧、

J∴三　い′‥了「く′′．．ごソノr．－　′　一　′、，′く

∴1工十手・ン∴J、′′言　′、！一つr　∴‥l′・・ノ′ノ・l・l′．ノ′′　∵．ノ．し、！、白．　′∴ペニー・ノ．ノ、j「′∫‾、’、．・て

親機髪形状　長径。鋪m　短径。萄爪の楕円形で　深さ。鋸mである。底面は皿状で　壁面は外傾して立ち上

がる。

長径方向　N－150－E

援蓋　複層からなる。ロームブロックを多量に含み声　ブロック状の堆積状況がみられることから芦　Å為堆積と

考えられる。）

土層解説

1　褐　　色　　　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　褐　　色　　　ローム中ブロック少量

3　褐　　色　　　ローム小ブロック中量

4　褐　　色　　　ローーム中ブロック中量，焼土中プロ、ソク少量

遺物　土師器片膵点　線粕陶器片　点が出土している。第685図2552の土師器高台付椀，覆土下層と覆土上層か

ら出土した破片が接合したものである。2553の緑粕陶器皿は覆土中層から，2554の緑粕陶器皿は覆土中からそれ

ぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，重複関係と出土土器から摘世紀前葉と推定される。
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第685図　第812号土坑・出土遣物実測図

第812号土坑出土遺物観察表

喝喝圏　汐
2554

L i　」Ocm

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第685図 高台付椀 A ［18．6］底部から口嫁部の破片。体部は内轡気 口綾部，体部内・外面ロクロナデ。体 小礫・砂粒・雲母 40％　P L242
2552 土　師　器 B （5．8）味に立ち上がり，口縁部は外反する。 郡下位回転へラ削り，内面へラ磨き。

底部回転へラ削り。高台剥離。

内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

2553

皿 A ［14．2］休部から口縁部の破片。体部は内轡は ロ緑部，体部内・外面ロクロナデ。高 緻密，胎土　灰黄色 30％　P L242
緑軸陶器 B　　 3．0

D ［7．6］

E　　 O．8

しながら外方に大きく開き，口綾部は

外反する。

台貼り付け後，ナデ。内・外面施粕。 灰オリーブ粕

良好

2554
皿 B （1，2）ロ緑部の破片。口緑部は外方に大きく 口緑部内・外面ロクロナデ。内・外面 緻密，胎土　浅黄色 5％
緑粕陶器 開き，端部はわずかに外反する。 施粕。 オリーブ黄色粕，良好

第898号土坑（第686図）

位置　調査区城の中央部，F5eO区。第85号掘立柱建物跡の中央部に位置する。

重複関係　第259号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。第85号掘立柱建物跡の柱穴とは重複がないため新

旧関係は不明である。

規模と形状　長径2・08m，短径1．58mの楕円形で，深さ0．53mである。底面はほぼ平坦で，壁面は外傾して立ち

上がる。

長径方向　N－30－W

覆土　7層からなる。上層から中層にかけては，遺物と共に焼土が投げ込まれており，人為堆積と思われる。

土眉解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色
4　暗褐色

5　暗褐色
6　褐　　色

7　暗褐色

焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化物中量

焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化物中量

焼土粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム大ブロック多量，灰少量

灰中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片119点，須恵器片34点，灰粕陶器片22点，緑粕陶器片5点，青磁片1点，鉄製品12点（釘）が出

土している。第686図2560・2561の土師器杯が底面から出土している以外は，覆土中層から上層で出土している

ものが大部分である。本跡出土の緑粕陶器稜椀片・緑彩文輪花椀片は，第740A・B号土坑から出土した破片と
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接合している（2527・2532）。2561・2562の土師器杯である。前者は底面から，後者は覆土下層から出土して

おり，いずれの体部外面に横位で「万」の文字が墨書されている。

所見　本跡の遺物は第740A・B号土坑から出土した破片と接合関係にあること，出土遺物が灰粕陶器・緑粕陶

器・青磁などで，第740号土坑から出土している遺物と同類のものと思われることなどから，本跡は第740号A・

B号土坑と共に第85号掘立柱建物に保管されていたであろうものを，焼失後に廃棄するという目的で掘られ，

使用されたものと思われる。また，釘の出土も多く，やはり，第85号掘立柱建物で使用されていたものではな

いかと思われる。これらのことから本跡の時期は，9世紀後菜と思われる。

＝　工盈66

11

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「－　　＿＿L－＿＿i

し⊥』7＼
0

二『2：
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I 2578　　日2579　　　と2581二鞋；7「噴2582
第686図　第898号土坑・出土遺物実測図
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第898号土坑出土遺物観察表

遺物番可 券　 種 恒 債k m）　 音 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 ！ 胎早 掛 離 日 清　 孝

第68 6図　　 杯　　 Å 12・3　 平底ご底部 と休部の境に弱い複をもち，

25鮒 土 師 器 i鵠 ：鵠 ㌘ して立ち上がる0 ロ蜘 外反す

口縁部 ・休部外面ロクロナデ。底部回　 砂粒・雲母 ・赤色粒子　 70〔b　P L 242

転へ ラ切 り軋　 ナデJ 内面へ ラ磨 き， 褐色　　　　　　　 休部外面煤付

黒色処理。　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 着

棒　　 Å ［ユ2諸］ 平底。底部 と体部の境に稜をもつ。体 日録部 ・体部外面ロクロナデ√体部下　 砂粒 ・雲母　　　　　 50％　P L 2 42

25 61　 土　 師　 器　 B　　 4．1 部は外伸 して立ち上が り，目線部で外 端手持ちへラ削 り√底部 1 方向のへラ　 にぷい褐色　　　　 休部外面墨書

C　　 6．0　 反する。 削 星 内面へラ磨き，異色処理J　　　 普通　　　　　　　 横位 「万」

埠　　 Å ［14湖　 平底。底部と体部の境に稜 をもつ。体 H 縁部 ・体部外面ロクロナデ。体部下　 砂粒 ・雲母　　　　 40％　P L 封2

2562　　 土　 師　 器 B　　 3．9　 部は内攣 して立ち上が 年　 目繕部にい 端手持 ちへラ削 り∴底部 1 方向のへラ にぷい橙色　　　　　 休部外面墨吉

C ［6．6〕 たる。 削 年 内面へラ磨き，黒色処理J　　　 普通　　　　　　　 横位 「万」

杯　　 Å ［12湖　 平底。底部 と体部の境に稜をもつ。体 目線部 ・体部外面ロクロナデJ 体部下　 砂粒 ・雲母・赤色粒子　 亜㌔　P L 封2

2 563　　 土　 師　 器　 B　　 4．0　 部は内攣 して立ち上が り，＝縁部にい 端手持ちへ ラ削 ；主 底部 1 方向のヘラ　 にぷい黄橙色

C ［5．6］ たる。 削 星 内面ナデ㍉　　　　　　　　　 普通

長　 頸　 瓶　 A ［15・6］ 口縁部の破片．目線部は外反 し，端部 目線部内 ・外面 ロケロナデ，施軸1　 緻密，胎土　 灰白色・ 10 0。 P L 封 2

256　 灰 粕 陶 器 B　 時 霊 芸ヂゝ に下方につまみ出され湖 面 異色小斑点状吹 き出 ・苦り

し，灰オリーブ色

普通

長　 頸　 瓶　 B （3．3月 頭部の破片√頚部はほぼ直立するJ 頚部内 ・外面ロケロナデ㍉頚部外面自　 緻密，胎土　 灰色　 10㌔

2 565　　 灰 軸 陶 器 然粕。　　　　　　　　　　　　　　 暗灰色

普通

長　 瀬　 瓶　 B　 は ．2月 底部の破片J 高台は太 く，短 くふんば 底部回転へラ削 り．高台貼 り付け後ナ　 緻軋 胎土　 灰色　 10％

256 6　　 灰 粕 陶 器　 E　　 O．7　 る亡 デ．底部外面自然粕J　　　　　　　 暗灰色

良好

長　 頸　 瓶　 B　 は ．郎　 底部の破片㍉高台は太 く，短くふんば 体部下端 ・底部回転へラ削 年 高台貼　 緻軋　 胎土　 灰色　 10㌔

2567　　 灰 相 陶 器　 D ［8．6］ る。 り付け後 ナデ。底部内面 自然粕。　　 暗灰色

E　　 O．7 普通

椀　　 A ［16諸］ 休部から口綾部にかけての破片ご体部 内 ・外面施袖。　　　　　　　　　 緻密，胎土　 灰色　 10％

256 8　　 灰 軸 陶 器　 B　 L 3．5） は外傾 して立ち上が り，目線部にいた 灰色

る。 良好

血　　 B （2朝　 日嫁部の破片。目線部は外反 し，端部 日録部内 ・外面施粕。　　　　　　　 砂質分が多い，胎土　 5 ％

2569　　 灰 軸 陶 器　　　　　　 は外方につまみ出されている。 淡黄色 ，灰オリーブ

色，普通

25 m　 灰 品 器 芸 豊 ； 臓 の破片0 臓 腿 外反する0 内・外面ロクロナデこ内・外面施軋　　 緻密．胎土　 灰色　　 5 ％

灰色軸，良好

8 8 － 題■細鵜■m 表■■■■表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 t
皿

25習 練 粕 陶 器 鵠 鮮 慧 禁 霊室票 慧 眼 する0

内 ・外面施軸。　　　　　　　　　 軟乳 胎土　 灰黄色　 5 ％

被熟のため粕はオリ　 二次焼成

ーブ黒色 に変色

碗　　 B （3．3） 休部の破片J 体部は直線的に外方に開 内 ・外面施軋 精製品√外面の施軸に　 堅密，胎土　 灰色　 10％

2 575　　 青　　 磁　　　　　　　 く。 は粕 むらがみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　 二次焼成

越州窯系

遣物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ㍍　 質

特　　　　　　　　　　 徴 備　　　 考長 さk m） 幅k m） 匝 抽 m　 重 量毎）

2576 釘 埜 」 鋸‖　 0十 下 前
鉄 頭部は，薄く叩き伸ばされ，祈り曲げられている。 P L 256

2578 釘 7．0
・4　 日 85　 日 ・3

鉄 頭部は，薄く叩き伸ばされ，祈り曲げられているこ P L 256

2579 釘 ぐ5．0） 0．6 0．3　　　 （2．5） 鉄 頭部は，薄く叩き伸ばされ，丸められている㍉ P L 256

2581 釘 （5．5） 0．7
0・4　 日 5・5）

鉄 頭部は，薄く叩き伸ばされ，丸められている㍉ P L 258

2582 釘 細　 い ・5 i oe5
（11．8） 鉄 頭部は，薄く叩き伸ばされ，丸められている． P L 256

第9磯考量境　第相図）

位置　調査区域の中央部　E鏑区。

親機藍形状　長径潤m　短径の鋪mの円形で　深さ。般mである。底面はほぼ平坦で　壁面は外傾して立ち

上がる。

－944－



覆土　4層からなる。ロームブロック・焼土ブロックを含むことから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム大ブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　暗赤褐色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　　色　　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片14点，須恵器片1点が出土している。第687図の高台付椀と思われる2585・2586は，いずれも

覆土中層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の性格については不明であるが，遺物は覆土中層に集中していることから，一括投棄されたと考え

られる。遺物が投棄された時期は，9世紀後葉と推定されることから，本跡の時期は，8世紀中葉以降9世紀

後菓以前と推定される。

七5心

㌔蔽 触〕
＿旦25乃m

（∈≡≡㌻　「∴冒m
第687図　第940号土坑・出土遺物実測図

第940号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値（C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第68 7図 椀 A　 14．6 底部からロ縁部一部欠損。平底。体部 ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母・赤色粒子 75％　 P L 24 3

2585 土　 師　 器 B　　 4．5 は内轡 して立 ち上が り，ロ縁部は外反 部下端手持ちへラ削 り，内面へラ磨 き。 にぷい黄橙色 二次焼成

C　　 6．3 する。 底部 1 方向のヘラ削 り。内面黒色処理。 ロ縁部内面に

油煙付着

25 86

高台付椀ヵ A ［18．2］ 体部から口綾部の破片。休部は内轡気 口縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 20％

土　 師　 器 B （5．6） 味に立ち上が り，口縁部は外反する。 部外面一部へラナデ，下端手持ちへラ

削り。休部内面へラ磨き，黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

第949号土坑（第688図）

位置　調査区域の中央部，F6h7区。

規模と形状　長軸5．15m，短軸0．95mの隅丸長方形で，深さ0．48cmである。底面はほぼ平坦で，壁面は直立する。

本跡の西側の底面に長径82cm，短径37cmの楕円形，厚さ10cmほどの粘土塊がみられるが，性格は不明である。

長軸方向　N－850－E

覆土16層からなる。土器片が多量に出土していること，ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子

－945－



を多く含んでいること，ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　明褐色　　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

2　褐　　色　　　ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量，ローム小ブロック微量

3　褐　　色　　　ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量

4　黒褐色　　　焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・炭化物微量

5　褐　　色　　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土中ブロック少量

6　暗褐色　　　焼土小ブロック微量

7　褐　　色　　　ローム粒子・焼土小ブロック少量

8　褐　　色　　　ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量

9　褐　　色　　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

10　褐　　色　　　焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量

11暗褐色　　　ローム小ブロック・ローム粒子微量

12　暗褐色　　　ローム粒子・炭化物・粘土小ブロック微量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第688図　第949号土坑・出土遺物実測図

－946－

‘‾†‾・r・・・‥‥

ノ吏

l

荘 藍 転

濫骨・狸
l’
蟹．・甜

酵 ・．．＿謂 迅
t一．ギ‘

度二一 捌 韓 辟 tT

I．

t
l

q弓
昭 電 酎 翫

人

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

上＿＿＿＿＿⊥＿＿　［



13　褐　　色　　　ローム粒子少量，ローム中プロ・ソク微量

l」一　褐　　色　　　ローム粒子少量

15　暗褐色　　　粘土粒子中量，焼士粒子・ローム粒子・焼土中ブロック・廃土小プロ、ソク・尉ヒ材・炭化物・尉ヒ粒子少量

16　暗褐色　　　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子微量

－ノ　　　・∴、、二、　1、、′　　2　、　一＿．　　　　一．ノ　．、′、　′、－．　　、イ′、　　∴、、ノ　．‥十、し、∴ノ、、∴′．ノ

′、′　∴、　－．．ノ、、十1′言　∴・・／∴、二′l、・、‾－　ん、ニJ　′：し、圧言　・／了－．‘了．′．′－∴ク・1．．、－・．．∴　ノ．ノ∴ノン二・一・∴

器高台付椀は覆土中層からタ　2猶の平瓦は覆土上層からタ　茹粥の土師器埠は覆土率からそれぞれ出土している。

′‥′、1∴－∴、・′．　　　　ノ　′ノ　′、′　′′　∴∴㍉つr　㍉・′二

∴、こ、．－．　　‾′′ノ！ミ、

鋤番号　券　 種　計測倦km）　　　 器　形　の　特　徴　　　　　　　　 手　法　の　特　徴　　　　　 始まを色調欄成 備　　　 考

第捕8図　　　 年　　 Å　 13．1　休部一部欠損∴平底√休部は内攣して　＝縁部，体部内・外面ロケロナデ㍉　　 砂粒・雲母・石英 95％　PL243

25紳　　 土　師　器　B　　3．7 立ち士が上　目綾部にいたる㍉　　　　 体部下端手持ちへラ削りご底部1方向　橙色

C　　6．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の√＼ラ削生　　　　　　　　　　　　　 普通

杯　　 A　甘6　体部から目線部一部太摘し休部は内皆　目縁部，体部内・外面ロケロナデナ　　 砂塵ヰ雲母・右英 90㌔，PL243

鵠粥　 土師器鵠 ：鵠 ‡雲上が軋口嫁部はわずか繍 讐禁莞警な芸孟票譜 欄 豊霊い黄橙色

内面黒色処理㍉

杯　　 A　 13．0　底部から目線部一部欠損J平底J体部　日録部，体部内・外面ロクロナデ∵　　 砂粒・雲母・赤色粒子65％　PL封3

25鋸 土　師　器　B　　3．3　は外傾して立ち上が上　目綾部はわず　底部回転へラ切り痕を残す回転へラ別　にぷい黄橙色

C　　 e　　かに外反する0　　　　　　　　　　　　 0内面黒色処理0　　　　　　　　　 普通

高台付椀　Å「1．両　高台部から目線部の破片㍉体部は内攣　目線乱体部内・外面ロクロナデ㍉体　砂粒・雲母・赤色粒子50㌔　PL封3

2592　　土　師　器　B　「説射して立ち上がり，目線部は外反する。部下端回転へラ削年底部回転へラ削　にぷい橙色 休部外面墨書

高台は′、の字状に開くご　　　　　　　 りご高台貼り付け後，ロクロナデ√　　 普通 正位「万」

高台廿椀　Å　 14・8　休部から＝福部にかけて一部欠損。　　 目線部，体部内・外面ロケロナデ÷　　 砂粒・雲母・赤色粒子70qd　PL2眉

2593 土　師　器　8　　6．1　休部は内攣気味に立ち上がり，目線部高台貼り付け後，ロクUナデ∵ にぷい橙色

D　　8．7 はわずかに外反する．高台は長くハの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

E　 l．6　字状に聞く㍉

ll∴llll　〕∴ll lllll

f∴、、・　　ム　ー∴′十㌧ソ，

位置　調査区域の北西部，F射区。

重複関係　第初号住居跡を掘　込んでお軋　本跡が新しい。

。、・ハ∴二　　子でノ　′ノ、言一李㍉「′：∴ン）－：ノ上‾・′工′′l′′、、・‾、二元／：　ヾ・二．ノ′‾、‾；・・∴ッ＼工一、．ニ．・「．

尊意　9層からなる。土器片が多量に出土しタ　ロームプロッタの焼土プロッタの炭化物を含んでいることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

5　暗褐色

ロー→ム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローーム大プロ、ソク・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭

化物・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・．尉ヒ材・炭化物・炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム大ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒

子・炭化材・炭化物・炭化粒子微

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

－947－



6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

7　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒

子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化材・炭化物微量

8　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化材・灰微量

9　極暗褐色　炭化粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック少量

遺物　土師器片244点，須恵器片18点が出土している。遺物は覆土中層から覆土上層にかけて集中して出土して

いる。第689図2596～2600は土師器杯である。2597・2600は覆土下層から，2596・2598は覆土中層から，2599は

覆土上層からそれぞれ出土している。2601・2602は土師器高台付皿で，いずれも覆土中層から出土している。

所見　時期は，重複関係と出土土器から10世紀前葉と推定される。

0　　　　　　　　　　　　2m

「1－　‥1　－1

第689図　第957号土坑・出土遺物実測図

第957号土坑出土遣物観察表

∴‾＝＿要ア　」＿∴ニ

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第68 9区l 珂こ A　 13．5 口綾部一部欠損。平底。体部は内管 し ロ縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 95％　 P L 243

2596 土　 師　 器 B　　 3．7

C　　 6．6

て立ち上が り，口縁部は外反する。 部下端回転へラ削り。底部回転へラ削

り。

にぷい橙色

普通

259 7

杯 A　 13．4 体部からロ縁部一部欠損。休部は内野 口綾部，体部内 ・外面ロタロナデ。体 砂粒 ・雲母 6 0％　 P L 243
土　 師　 器 B　　 4．1

C　　 6．3

して立ち上が り，ロ緑部は外反する。 部下端手持 ちへラ削り。底部回転へラ

削 り。

橙色

普通

2598

杯 A ［13．2］ 底部か ら口綾部の破片。平底。休部は 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 40％　 P L 243
土　 師　 器 B　　 3．4 内野して立ち上がり，口綾部は外反す 部下端手持ちへ ラ削 り。底部回転へラ 浅黄橙色

C　　 6．1 る。 削 り。 普通

25 99

高 台 付 杯 A ［13．4］ 底部から口綾部の破片。平底。体部は 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 40％
土　 師　 器 B　　 3．6 内管 して立ち上が り，ロ緑部は外反す 部下端手持ちへラ削り。底部回転へラ 橙色

C　　 6．2 る。 削り。 普通
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遺物番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第689図 杯 A ［13．4］ 底部から口綾部の破片。平底。体部は ロ縁部，体部内 ・外面 ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母・赤色粒子 40％

260 0 土　 師　 器 B　　 3．6 内野 して立ち上がり，口縁部は外反す 部下端手持ちへラ削 り，内面丁寧なへ 橙色

C　　 6．0 る。 ラ磨 き。底部回転へラ削り。 普通

260 1

高 台 付 椀 A ［13．6］ 高台部か ら口綾部一部欠損。体部は外 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 70％

土　 師　 器 B （2．1） 方に大 きく開き，口緑部は外反する。 部 ・底部内面へラ磨き。高台貼 り付け。

内面黒色処理。

橙色

2602

高 台 付 椀 A ［13膏］ 高台部からロ縁部の破片。高台はハの 口緑部，体部内 ・外面ロクロナデ。高 砂粒 ・雲母 35％

土　 師　 器 B　　 3，4

D　　 6．8

E　　 l．0

字状に開く。体部は外方に大 きく開 き，

ロ綾部はわずかに外反する。

台貼 り付け後，ロタロナデ。 にぷい黄橙色

普通

第1198号土坑（第690図）

位置　調査区域の北西部，D4C9区。

規模と形状　長径1．74m，短径1．53mの楕円形，深さ0．34mである。底面は凹凸があり，壁面は緩やかに立ち

上がる。

長径方向　N－900－E

覆土　5層からなる。ブロック状に堆積していること，焼土ブロック・炭化物・ロームブロック・粘土ブロッ

クが多く含まれていることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　　焼土小ブロック・粘土小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

4　褐　　色　　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

5　褐　　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器片38点，須恵器片2点，灰粕陶器片1点，鉄器1点（刀子）が出土している。第690図2629の土

師器杯，2631の刀子はそれぞれ覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀前葉と推定される。

解
旦24．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L－－－一寸・－－一一一一一」

第690図　第1198号土坑・出土遺物実測図

第1198号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

遺物番号券　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第690図杯A　14．2底部から口綾部一部欠損。平底。体部口緑部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粧・雲母 90％　PL243

2629 土　師　器B　　3，8は内野して立ち上がり，ロ縁部は外反部下端回転へラ削り。底部回転へラ削橙色 体部内面煤付

C　　6．7する。 り。 普通 着

ー949－



計　　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　 徴　　 備　　　 考に二署 ぴ

Y　 i全 批 n） 刀身長海中 幅 cm再 ねkn） 茎　長Le扉 重 量毎ラ　材　 質

攣 舷 可 刀　 孝つ　 持摘 （時　 日 ・5　 日 84 し5．0や 緩さ裏　　　　 鉄 南関o　　 i聖 聖－

一、．、．二，ノ　＿　　∴ここ　拙

位置　調査区域の西端部　B釣区。

－ノ∴二・、，．∴「．、，∵－　′、、、′、∴　′　′、，、二、

1∴‥、工　、′′言、、　′、′ノミ・油、、ノ　′・∴、′′　1・′工　、コ、‾・／ノ／．・∴　‥　∴薫　　・∴ノ＼，

立ち上がる。

長径方向　N－30〇一E

‾　‾　ノ、ミ　′′ミ′　′．、′、　∴　　主．∴、／／ノ′、　′・　　－　　，′、′‥∴ごノメ／′言　′：ノ　買∴う、彗三・・一・・二一・・　ノノ

′・ハ＿・∴∴：、　　′　㌧し′′∴　　ノ′lノニ′二ノ夢＼、′′、、′、．、′言こ二′′一・ノ　′、左．′転、J了∴、、′）し．こ

土層解説

1　暗褐　色

2　黒　褐　色

3　暗褐色

11　暗褐色

5　黄　褐　色

6　暗　褐　色

7

　

ヾ

U

 

p

…

川

　

〓

1

　

1

2

　

日

　

目

　

1

5

黒　褐　色

黄　褐　色

暗褐色

暗
黒
褐　色

褐　色

暗褐色

黄褐　色

黄　褐　色

黄　褐　色

焼土粒子・炭化粒子・粘「粒了一微量　　　　　　　16　黄褐　色

尉ヒ粒f・・粘捕白二微量　　　　　　　　　　　　1．7　黄褐　色

粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　18　褐　　色

焼土粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　19　黒褐色

粘土小ブロック中巌，炭化粒子微量　　　　　　　20　黄褐色

粘土粒子‥少量，焼土中ブ［トソク・焼土粒千・　　　21黄褐色

尉ヒ粒子・粘土′トプロ、ソク微量　　　　　　　　　22　暗褐色

炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量　　　　23　黄褐色

粘土小ブロック・粘土粒子中量

粘土粒子微量

精工小プロ、ソク中量

粘土粒f・微量

粘土粒子・炭化粒子微量

粘土粒子少量

粘土小ブロック少量

ローーム粒子・粘土小ブロック少量

2・i　褐　　色

25　黄　褐　色

26　暗褐色

27　暗褐色

28　黄褐色

2〔）黄褐　色

粘土小プロ、ソク・粘土粒子少量

粘土中プロ、ソク少量

粘土中ブロック多量

粘土粒子少量

粘土粒子中量，炭化粒子・粘土小ブロック微量

粘土中ブロック中量

粘土粒子少鼠　粘土小プロ、ソク微量

粘土小プロ、ノク中量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ロ、hノーム小ブ

ロック微量

ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

粘上中ブロック中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒

子・炭化粒子・粘土粒子微量

粘土大プロ、ソク少量

粘土大ブロック「巨量

．と　　．・′、．ノ、子㍉・！′）；‥　・、．．。　‥予　、′、高　r　一一、、．、′　′．上言′∴　ノノ

ノ・，′＼柳　㍉－・　∴　′ノ　ノ工　′′ご　∴ノミ工　人　ノ、∴　　′∵∴、フノ　′　　　　　　　′：

・．ノ：＼J′‥′人．ノ　ー、’′‥　　く、′∴・．r－．‾′、‾′ノ′　十：、∵．・′′′ノ∴・・、′l：）ら、　′・．一ノ　′　∴j′・亘　′　一

た遺構の可能性が高い。本跡の時期は　出土土器から　世紀代と推定される。

第は腰骨土塊出土遺物観察表

遺物番号 軽 空 中 戦 料 「 「 前 抗 議 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 i 胎土 竃 斎 竃 遠
備　　　 考

姉 9掴　 高 台 付 杯　 Å 「12誹　 高台部から目線部の破十上 体部は内攣　 目線乱 体部内 ・外面ロクロナデ㍉　　 砂粒 ・雲母 ・赤色粒子 購％
26 32　　 土　 師　 器　 B　　 3．0 して外方に大 きく聞き，＝縁部にいた 体部下端回転へラ削年　 底部回転へラ　 橙色

D　 7・2　 る亡高台はハの字状に聞 く∴　　　　　 削 り÷高台貼 り付 け後，ロクロナデ亡　普通

E　 l．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 内面黒色処理。

遺物番号
券 種 i長 さ毒 径。蒜 径議 納 車 質　 特　　 徴　 備 考

2634 文　 麿 恒 紺 ！ 5・1 」 聖 と 士や 攣 つ 寺「 可 高 遠 上面・側酎 デ0被熱痕。 i

－950－
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0　　　　　　　　　　　　　2m
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－951－

第691図　第1202号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　5cm

：　i　＿」



第1295号土坑（第692図）

位置　調査区域の北端部，B6h8区。

重複関係　第397号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　長径1．05m，短径0．84mの不整楕円形，深さ0．53mである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上

がる。

長径方向　N－00

覆土　5層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片47点，須恵器片11点，灰粕陶器片1点が出土している。第692図2642の土師器高台付椀，2643

の灰粕陶器長頸瓶はそれぞれ覆土下層から出土している。2642の休部外面には正位で「田上」の墨書が認めら

れる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後菓以降と推定される。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　⊥　　　」

第692図　第1295号土坑・出土遺物実測図

第1295号土坑出土遺物観察表

『。 5cm

2643　ヒ：＝∃二二」

遺物番号 器　　 種 計測値（CⅡ】） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 月台土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第692図 高台付 椀 A　 15．9 高台部から口綾部一部欠損。高台は長 ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒・雲母・赤色粒子 80％　P L 243

2642 土　 師　 器 B　　 6．5 くハの字状に大きく開く。体部は外傾 部下端回転へラ削り，内面へラ磨き。 橙色 体部外面墨書

D　　 9．0 して立ち上がり，口縁部はわずかに外 底部回転へラ削り。高台貼 り付け後， 普通 正位 「上田」

E　　 l．3 反する。 ロクロナデ。内面黒色処理。

2643
長　 頸　 瓶

灰粕陶 器

B （5．5） 体部の破片。体部は内野して立ち上が

る。

体部内 ・外面ロクロナデ。 緻密，胎土　 黄灰色

暗オリーブ礼 普通

20％　P L 243

一952－



第1570号土坑（第693図）

位置　調査区城の南東部，G8g3区。

規模と形状　長径1・29m，短径1・02mの楕円形，深さ0．47mである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がる。

長径方向　N－200－E

覆土　4層からなる。不規則に堆積していること，焼土粒子・炭化物・ロームブロックがブロック状に堆積し

ている層（土層断面図中，第1層）がみられることから，人為堆積と考えられる。

土届解説

1暗褐色　ローム大ブロック・焼土粒子・炭化物中量

2　褐　色　ローム大ブロック中量，焼土粒子少量

3　暗褐色　焼土粒子少量

4　褐　　色　ローム中ブロック・焼土粒子少量

遺物土師器片13点，須恵器片5点が出土している。第693図2647の土師器杯は，覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後業と推定される。

堪）＼　　　A

二g3旦◎

干l∴二ナ
B

〕
0 2m

！　　　＿⊥＿＿　　！

第693図　第1570号土坑・出土遣物実測図

第1570号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10qm

l L＿＿＿＋：

遺物番号 器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第693図 土不 A ［13．4］体部から口緑部一部欠損。平底。休部口緑部，体部内・外面ロタロナデ。ロ砂粒・雲母・赤色粒子60％　PL243
2647 土　師　器B　　3．5 は内管気味に立ち上がり，口綾部はわ縁部・体部・底部内面へラ磨き。内面にぷい黄橙色

C　　7．8 ずかに外反する。 黒色処理。 普通

第1580号土坑（第694図）

位置　調査区域の南東部，G7gO区。

重複関係　第308号住居跡・第4号方形堅穴状遺構を掘り込んでおり，いずれよりも新しい。

規模と形状　長径1・60m，短径1．35mの楕円形，深さ0．23mである。底面は皿状で，壁は外傾して緩やかに立

ち上がる。

長径方向　N－90。

覆土　3層からなる。炭化材や焼土粒子が多量に含まれていることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗褐色　炭化材多量，ローム中ブロック・焼土小ブロック少量

3　褐　　色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片29点，須恵器片17点が出土している。第694図2649の須恵器高台付皿は覆土下層から出土して

－953－



いる。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土土器から9世紀後菓以降と推定される。

旦244m

亘戸〒ここミ云≡クて玉髄

B　　　　　　　　2糾9

＼　　J

O　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

第694図　第1580号土坑・出土遺物実測図

第1580号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

し1－一十一一一・一一－一一」

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第694図 高台付皿 A　 13．3 体部は内野して外方に大きく開き，口口緑部，体部内・外面ロクロナデ。底小礫・砂粒・石英 100％　　P　L

2649 須　恵　器 B　　 2．6 縁部は外反する。高台は短く垂下する。部回転へラ削り。高台貼り付け後口ク灰白色 243

D　　 6．9

E　　 O．5

ロナデ。 普通 内・外面煤付

着

第1588号土坑（第695・696図）

位置　調査区域の南東部，H7j8区。北東8mには第95号掘立柱建物跡が位置する。

規模と形状　径4．33mの円形，深さ2．33mである。中央部は径9．50mの円形の二段掘りになっており，断面漏

斗状を呈する。底面はほぼ平坦で，壁面には径0．40m前後の円形の掘り込みが上位に5か所ある。二段掘りの

部分は粘土層を掘り込んでいる。

覆土14層からなる。覆土上層と中層には，ローム粒子・ロームブロック・焼土・炭化物と共に遺物が多量に

投げ込まれており，人為堆積と思われる。

土届解説

1黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック少量，焼土粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

8　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

9　褐　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

10　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

11褐　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

12　暗褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

13　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

14　褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量

遺物　土師器片522点，須恵器片135点，瓦片1点，鉄津2点，混入した縄文土器片6点が出土している。第695

図2650・2651・2653の土師器杯，2655の土師器嚢，2657の須恵器杯は覆土中層から，2654の土師器小形賓・

2656の須恵器杯，2658の平瓦は覆土上層からそれぞれ投棄された状態で出土している。2650・2651・2653の口

縁部にはいずれも油煙が付着している。2654の小形嚢の休部には正位で「常陸囲河内郡真情郷戸主刑部歌人」

－954－



の文字が墨書されている。これも他の土器と同様本跡に投棄されていたものである。

所見　本跡の底面は，二段掘りになっている。いずれにしても，本来の機能を終えてから多量の遺物が投棄さ

れており，投棄された遺物は覆土中層には8世紀前葉のものが多く，覆土上層には8世紀中葉以降のものが多

い。このことから本跡は8世紀前葉までは本来の機能をしていたはずである。人名墨書土器は，人面墨書土器

と同様に祭祀行為に用いられたものと思われる。土器の形態からは，この小形賓はあまり変化をみせないこと

から，いつの時期の土器なのか決定つけるのは，困難だが，8世紀代には入るものと思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　」

第695図　第1588号土坑・出土遺物実測図
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感謬Ilr

、ここ二つ．　L二十＿＿㌣
第696図　第1588号土坑・出土遺物実測図

第1588号土坑出土遣物観察表

10cm

l l＿　　」

遺物番号器　　種計測値（cm）話　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第695図杯A　14．2丸底。口綾部は丸みをもって揺やかにロ縁部・休部内面横ナデ。底部手持ち砂粒・長石・石英・赤80％　PL243

2650土　師　器B　　3．5立ち上がる。ヘラ削り。器壁は比較的厚い。色粒子

橙色，普通

ロ縁部内・外

面，油煙付着

2651

杯A　14，8丸底。口綾部は短く，わずかに外傾し口縁部・体部内面横ナデ。底部手持ち砂粒・長石・赤色粒子80％　PL243

土　師　器B　　3．0て立ち上がる。ヘラ削り。ロ緑部は肥厚する。粘土粒子を含みマー

ブル状，橙色，普通

ロ綾部内面油

煙付着

2562

杯A　15．6丸底。半球形状を呈する。ロ縁部は短口線部内・外面槙ナデ。底部内面へラ砂粒・長石70％　PL243

土　師　器B　　2，6く立ち上がる。口縁部内面は肥厚する。磨き，外面手持ちへラ削り。橙色

普通

第696図杯A　17．8丸底。底部からの立ち上がりに明瞭なロ縁部外面横ナデ。休部外面一部手持砂粒・長石90％　PL243

2653土　師　器B　　6．0段をもつ。ロ緑部は短く，わずかに外ちヘラ削り。体部・底部外面，内面へ暗赤褐色ロ緑部内・外

傾して立ち上がる。ラ磨き。普通面，油煙付着

2654

小　形　襲A　14．8平底。体部は内野して立ち上がり，最口緑部内・外面横ナデ。体部内・外面砂粒・雲母・長石
95％PL265，体

部外面墨書正

位，「常陸回河内

郡真，楢郷戸

主刑部歌人」

土　師　器B　17．0大径を上位にもつ。頸部はくの字状に上半ナデ。体部外面下半手持ちへラ削橙色

C　　7．8折れる。口縁端部はつまみ上げられる。り，内面へラナデ。普通

－956－



遺 物番号 器　　 種 計測億 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第69 6図 嚢 A　　 21 ．0 平 底。 体部 は長 胴形 を呈 し， 頚部 は媛 口綾 部 ・体 部 内面横 ナ デ。体 部内 ・外 砂粒 ・長石 80 ％　 P L 24 3

2 655 土　 師　 器 B　　 32 ．4 ．や か に折 れる。 口縁 部 は外傾 し， 端部 面 ，底 部外 面 へラ ナデ。 体部外 面 上位 褐色

C　　 7 ．8 内 面 に 1 条の沈 線あ り。 ヘ ラ当 て痕。休 部下位 へ ラ磨 き。 普通

第695 図 杯 A　 13 ．0 平底 。体 部 は外傾 して立 ち上が り，口 口綾 部 ，体 部内 ・外面 ロク ロナデ。 体 粗い ，砂粒 ・雲母 ・ 90％　 P L 243

265 6 須　 恵　 器 B　　 4．4 縁部 にい たる。 部 下端 手持 ちへ ラ削 り。底 部 1 方向 の 角礫 ・小 石 底部 へ ラ記号

C　　 7．4 ヘ ラ削 り。 灰 色， 普通 「什」

2657

杯 A　 12．6 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上が り， ロ ロ縁 部 ，体部 内 ・外面 ロ クロナ デ。体 租 い，砂 粒 ・雲 母 ・ 9 0％　 P L 243

須　 恵　 器 B　　 3．9

C　　 8 ，0

緑部 にいた る。 ロ縁 端部 は肥厚 す る。 部下 端手 持 ちへ ラ削 り。底 部多方 向 の

へ ラ削 り。

角礫 ・小 石

灰色 ，普 通

遺物番号 種　　 別
計　　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　　　　　　　　 徴 備　　　 考
長　 さ（cm） 幅（cm） 厚　 さ（cm） 重　 量（g）

第696図2658 平　　 瓦 （10．2） （9．1） 1．8 （218．0） 凸面格子目叩き。凹面布 目痕。

第1692号土坑（第697図）

位置　調査区城の南東部南端，I8g2区。

重複関係　第345号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　長径1．02m，短径1．00mの円形，深さ0．72mである。底面は皿状で，壁はほぼ直立する。

覆土　5層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

遺物　土師器片32点，須恵器片3点が出土している。第697図2668の土師器杯は，底面から覆土中層にかけて

出土した破片が接合したものである。このことから，埋め戻しの過程で遺物の投棄が行われたか，または埋土

の中に混入していたと考えられる。

所見　本跡の時期は，重複関係と出土土器から10世紀前菜と推定される。

⑥　七。。　旦24伽

通子 2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　i

第697図　第1692号土坑・出土遣物実測図

－957－
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第1692号土坑出土遣物観察表

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘「 焼成 備　　　 考

第697図 珂こ A　 14．8 底部か らロ綾部一部欠損。平底。休部 ロ縁部，体部内 ・外面ロタロナデ。体 砂粒・雲母・赤色粒子 60％　 P L 24 3

26 68 土　 師　 器 B　　 4．1 は内管 して立ち上が り，口綾部 にいた 部下端手持 ちへラ削 り。底部 1 方向の 黒褐色 内 面 器 面 剥

C　　 6，1 る。 ヘラ削り。 普通 経，体部内・外
面煤付着

第1857号土坑（第698図）

位置　調査区域の中央部，E7f7区。

重複関係　第63号掘立柱建物のP8に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と形状　平面形は径0．86mのほぼ円形と推定される。深さは0．21mである。底面はほぼ平坦で，壁はほぼ

直立する。

覆土　2層からなる。ブロック状に堆積していること，灰・ロームブロックを多く含んでいることから，人為

堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

ローム中ブロック・灰中量

ローム大ブロック中量

遺物　土師器片11点，須恵器片2点が出土している。第698図2695の土師器高台付皿は，覆土下層から出土して

いる。2696の須恵器盤は覆土上層から出土しており，年代的にも他よりさかのぼることから混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，2695などの出土土器から9世紀後葉から10世紀代と推定される。

0　　　　　　　　　　　2m

⊆二二－ー；　　」

第698図　第1857号土坑・出土遺物実測図

第1857号土坑出土遺物観察表

毒‾要こ 5cm

】i　」

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第698図高台付皿A　13．8高台部・口綾部一部欠損。休部は外傾口縁部，体部内・外面ロクロナデ。体砂粒・雲母 90％　PL243

2695土　師　器B　　3．4して大きく外方に開き，ロ綾部にいた部下端回転へラ削り。底部回転へラ削にぷい黄橙色

D　　6．8

E　　l．2

る。高台はハの字状に開く。 り。高台貼り付け後，ロクロナデ。内

面黒色処理。

普通

2696

盤A［20．2］高台部からロ緑部の破片。体部は内野ロ綾部，体部内・外面ロタロナデ。高4、礫・砂粒・雲母20％

須　恵　器B　　4．8

D［13．0］

E　　l．3

気味に外方に開き，屈曲して口緑部に

いたる。ロ綾部はわずかに外反する。

高台はハの字状に開く。

台貼り付け後，ロクロナデ。 灰色

普通

ー958－



第1891号土坑（第699図）

位置　調査区域の中央部，E7g9区。

規模と形状　径0・62mの円形，深さ0．45mである。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　3層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム中ブロック中量

2　褐　　色　ローム大ブロック多量

3　褐　　色　ローム中ブロック少量

遺物　土師器片7点，須恵器片4点，緑粕陶器片1点が出土

している。第966図2704の緑粕陶器花文椀は覆土中層から出

土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉から10世紀代

と推定される。

第1891号土坑出土遺物観察表

④も

旦⑥－
旦25．2m

‾研＝亡∃m』土∃cm
第699図　第1891号土坑・出土遺物実測図

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第699図 印刻花文椀 B （2．6） 口縁部の破片。口綾部は外傾 して立ち 口線部内 ・外面ロクロナデ。内面 に沈 緻密，胎土 灰黄色 5％　 P L 270
2 704 緑 粕 陶 器 上がる。 線による花文を施す。 灰オリーブ粕，普通

〒萱却5 ‾‾ここ＿．．：＿：詔

第700図　その他の土坑出土遺物実測図（1）

ー959－

62541

0　　　　　　　5cm
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：雲．、

0　　　　　10cm

L i l

第701図　その他の土坑出土遺物実測図（2）

第741・787・908・976・1112・1923・1953号土坑出土遺物観察表

華子
I I　　】

＝」二；二二≧フ霞Z空ヨ＝
l I l

D　　　　　　◇

⑯

遺 物 番 号 器　　 種 計 測 債 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 70 0図 椀 A ［15．0］ ロ 縁 部 の 破 片 。 ロ 縁 部 は わ ず か に 外 反 ロ 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 粕 は 刷 毛 緻 密 ， 胎 土　 灰 白色 5 ％　 SK74 1

2 5 4 0 灰 粕 陶 器 B （ 1．9） す る。 が け 。 灰 オ リー ブ粕

良 好

2 545

坤こ A ［14 ．の 口 縁 部 ・休 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 下 端 ， 底 部 砂 粒 ・雲 母 ・黒 色 粒 7 0％　 SK 7 8 7

土　 師　 器 B （3 ．8）

C　　 7 ．0

内 野 して 立 ち 上 が り， ロ 縁 部 は わ ず か

に 外 反 す る 。

回 転 へ ラ 削 り。 子 ・赤 色 粒 子

橙 色 ， 普 通

2 546

杯 A ［13 ．4 ］ 底 部 か ら 口緑 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 は 体 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 下 端 ， 底 部 砂 粒 ・雲 母 ・赤 色 粒 子 5 0％　 SK 7 8 7

土　 師　 器 B　　 3 ．8

C　　 6 ．4

内 轡 して 立 ち 上 が り， ロ 縁 部 は わ ず か

に 外 反 す る 。

回 転 へ ラ 削 り。 橙 色

普 通

2 584

椀 A ［15 ．の 体 部 か ら 口 縁 部 の 破 片 。 体 部 は 内 管 し ロ 縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 口 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 5 ％　 SK 90 8

土　 師　 器 B （3 ．2 ） て 立 ち 上 が り， ロ 縁 部 は わ ず か に 外 反 綾 部 ， 休 部 内 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き。 内 面 橙 色 体 部 外 面 墨 書

す る 。 黒 色 処 理 。 普 通 「口 」

260 5

杯 A ［14．2 ］ 底 部 か ら ロ 緑 部 の 破 片 。 体 部 は 内 暫 し 口綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 内 砂 粒 ・雲 母 ・石 英 5 ％　 SK 97 6

土　 師　 器 B　　 3．7 て 立 ち 上 が り， 口 綾 部 は わ ず か に 外 反 面 へ ラ磨 き 。 体 部 下 端 ， 底 部 回 転 へ ラ に ぷ い 褐 色 体 部 外 面 墨 書

C　　 7．2 す る 。 削 り。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通 「□ 」

26 18

杯 A ［13．6 1 底 部 か ら 口 緑 部 の 破 片 。 体 部 は 内 轡 し 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 内 砂 粒 ・長 石 20 ％　 SK l l 1 2

土　 師　 器 B　　 3．9 て 立 ち 上 が り， 口 綾 部 は わ ず か に外 反 面 へ ラ磨 き 。 体 部 下 端 ， 底 部 回 転 へ ラ に ぷ い 黄 橙 色

C ［ 6膏 ］ す る 。 削 り。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通

26 19

高 台 付 皿 A　 13．4 底 部 か ら 口 縁 部 の 破 片 。 体 部 は わ ず か 口 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 内 砂 粒 ・雲 母 55 ％　 SK 1 1 1 2

土　 師　 器 B　　 2．8 に 内 野 し て 外 方 に 開 く。 高 台 は わ ず か 面 へ ラ磨 き 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 高 明 赤 褐 色

D ［ 7．2］

E　　 l．0

に外 方 にふ ん ば る 。 台 貼 り付 け 。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通

2710

椀 A ［14 ．4］ 体 部 か ら ロ 緑 部 の 破 片 。 体 部 は 内 暫 し ロ 縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 口 砂 粒 ・長 石 ・赤 色 粒 子 20 ％　 SK 19 2 3

土　 師　 器 B　 （ 3．8） て 立 ち 上 が り， 口 縁 部 は わ ず か に外 反 縁 部 ， 体 部 内 面 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 内 面 に ぷ い 橙 色

す る 。 黒 色 処 理 。 普 通

271 1

高 台 付 椀 A ［14 ．8］ 底 部 か ら 口 線 部 の 破 片 。 体 部 は 内 暫 し 口 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 内 砂 粒 ・雲 母 30 ％　 SK 19 2 3

土　 師　 器 B　　 6 ．0 て 立 ち 上 が り ， ロ縁 部 に い た る 。 高 台 面 へ ラ 磨 き。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 橙 色

D ［8 ．4］

E （ 1．0）

は わ ず か に外 方 に ふ ん ば る 。 後 ， 高 台 貼 り付 け 。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通

2 712

高 台 付 皿 A ［12 ．朗 底 部 か ら 口 縁 部 の 破 片 。 休 部 は わ ず か 口 綾 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 内 砂 粒 20 ％　 SK 19 2 3

土　 師　 器 B　　 2 ．6 に 内 管 し て 外 方 に 開 く。 高 台 は わ ず か 面 へ ラ 磨 き。 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 高 にぷ い 橙 色

D ［6 ．6］

E　　 l．1

に 外 方 に ふ ん ば る。 台 貼 り付 け 。 普 通

－960－



遺物番号 器　　 種 計測億末扉 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第701図 聾 A　　 33．0 底部から体部，体部から目線部の破片。

J
日録部，頚部横ナデ。体部外薗縦位の 砂粒 ・長石 ・赤色粒子 30％　SK1953

2719 須　 恵　 器 B ［32．3］

C　 18．0

体部は内攣 して立ち上が り，頚部で屈 平行叩 き。体部下端横位のヘ ラ削 り。 にぷい褐色
曲する。口嫁部は外反 して開き，端部 頚部外面 に櫛歯状工具 による波状文が 普通
は上下に突出している。 2 条巡る。

第752080781928号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 恒

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考
長　 さ（cm） 最大径（cm） 孔　 径（cm） 重　 量（g）

2541 管状土錘 3．9 L l 私3 4．1 土　　 製 側面指頭押庄後，ナデ。 SK752

2548 管状士錘 8．6 3．7 1．1 98．3 土　　 製 側面指頭押庄後，ナデ。 SK807

2715 管状土錘 15．4 3．6 1．1 167．4 土　　 製 側面指頭押庄後，ナデ。 SK1928

第993号土塊出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！材 質

特　　　　　 徴 備　　　 考
全 長¢m） 鉄身長（cm） 鍍身幅（cm） 箆被醇（cm） 箆被鍬叫 厚　さ（C面 重 量優）

2608 鉄 （4．5） 1．4 0．7 （3．1） 0．4 0．3 （3．3） 鉄 赦身部は小形の長三角形を里す。

第1759号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 恒

特　　　　　　　　　　　 徴 備　　　 考
全　長仰 赦身長軸 茎艶m）厚　さ妃m）重量優）

2686 鍍 10．7 3．9 6．8 0．8 （12可 鉄 鉄身部は扇形を里す。鉄身部一部欠損。 P L255

第845弓64901853号土坑出土遺物観察表

遺物番号　 券　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 恒

特　　　　　　　　　　　　 徴 備　　　 考長 軸巨 細 序 軸 重量優）

255日 不　 明 6可 5さ1 巨 1 4L l 鋼 扁平なリング状を里し，断面は円形。 P L258 SK845

器鮮　　 不　　　 明 （8可 狛日 鋼 （6．2） 鉄 中央部で捻られている。両端の断面は方形。両端部欠損。 P L258SK1649
269日 不　 明 ユ2e　巨 5 巨 3 lL 4 鋼 コの字状を呈していたと思われ，両端に小孔を有す。断面はU字状を豊す。 P L258SK1853

表は　士坑一覧表

士坑

番号
位　　 置

長径方向
平面形

規　　 模　 （m）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）（長軸方向） 長針師×短径㈲ 深さ（cm）

735 E 6 h l N －740－W 長方形 2．63×0．83 51 直立 凹凸 自然 土師器，須恵器 本跡→SD26
73 6 F 5 dO N － 6 0一E 楕円形 0．86×0．68 10 緩斜 皿状 不明 土師器，須恵器，灰粕陶器，緑粕陶器

737 E 6 i2 N …110－E 長方形 1．48×0．77 38 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器

738 E 5 f8 N －0 0 円形 1．30×1．24 48 緩斜 皿状 不明 土師器，須恵器 SI236→本跡
740Å F 5 dO N －870－E 不整楕円形 2．00×1．50 35 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，線粕 SB85→本跡
740B F 5 dO N －500－W 不正円形 1．62×1．39 40 外傾 皿状 人為 土師乱発憶器，灰粕陶器，緑粕陶器涌磁 SB85→本跡
741 F 6 dl N －890－W 不整楕円形 1．40×0．74 23 － － － 灰粕陶器

745 E 6 cl N －460－W ［楕円形］ 0．98 ×0．70 64 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 本跡→SK746
746 E 6 c l N 1 4 50－E 円形 0．81×0．80 37 緩斜 皿状 自然 SK745→本跡
747 E 6 d2 N －800…E 不定形 0．64×0．45 24 直立 皿状 自然 土師器，須恵器
748 E 6 d2 N －6 0－W 不定形 0．60×0．41 27 外傾 皿状 自然

749 E 6 d l N －100－E 方形 1．40×1．30 74 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，瓦，鉄棒 SI255→本跡→SK750

7 50 E 6 dl N － 7 0－E 方形 1．20×1．10 32 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器，陶磁器 SI255，SD26，SK749・→本跡
751 E 5 b7 N －890－W 方形 1．00×0．94 60 外債 平坦 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器
752 E 5 C7 N －140－E 方形 1．03×1．00 44 外傾 平坦 人為 土師鼠 須恵券，灰粕陶器，管状土錘 SI252→本跡
753 E 5 C8 N －860－W 長方形 1．85×1．60 62 直立 平坦 人為 土師器瀾恵器誹子，不明鉄，縄文土器

754 E 5 C6 N －0 0 長方形 2．30×（0．86） 40 外傾 ほぼ平坦 人為 土師器，須恵器，陶器

757 E 5 C4 N －5 0－E 長方形 1．33×1．12 45 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 SI243→本跡

758 E 5 d 6 N －820－W 方形 1．17×1．10 54 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 本跡→SK759
759 E 5 d 6 N －230－E 楕円形 紅 98）×1．00 16 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器 SK758→本跡

760 E 5 d 6 N －308－W 楕円形 1．75×1．40 39 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器 SK761→本跡
761 E 5 d6 N －0 8 楕円形 1．57×1．22 32 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器 本跡→SK760

7 62 E 5 d6 N －5 0－E 楕円形 1．44×1．24 35 緩斜 凸凹 自然 土師器，須恵器

763 E 5 d6 N －4 0－E 長方形 1．32×1．17 55 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器
764 E 5 d7 N －8 J－E ［楕円形］ 0．90×［0．55〕 20 緩斜 皿状 人為 SI252→本跡
765 E 5 e7 N －0 0 円形 0．52×0．52 32 外傾 皿状 自然

769 E 5 d5 N －5 e－W 楕円形 0．55×0．47 26 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器

773 E 5 b 9 N －0 0 円形 3．20×3．20 132 段状 傾斜 人為 土師器瀾 恵器，銑鉄，陶器，縄文土器
778 E 6 b 3 N －700－W 楕円形 0．88×0．71 77 直立 凹凸 人為

782 E 5 b O N －900－E 円形 0．94 ×0．84 29 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

783 E 5 cO N －660－E 楕円形 1．12×0．81 21 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

784 E 5 dO N －750－W 楕円形 1．02 ×0．84 34 外傾 平坦 自然

785 G 4 cO N －180－E 方形 1．12×1．05 33 直立 皿状 自然 SB98→本跡
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土坑

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　 模　 （m ）
壁 面 底面 将士 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）離拍縮増強漸 深さ（cmラ

786 G 5 C9 N －80。…W 方形 1．12×1．03 4 0 直立 平坦 自然 SB9 8→本跡

787 E 5 cO N －0 0 隅丸長方形 1せ34×0．64 54 外傾 皿状 自然 土師器

788 G 6 c l N －770－W 長方形 3。00×0．74 3 6 直立 平出 人為 土師器，須恵器，縄文士鼠瀾膚 SK7 91→本跡

789 G 5 cO N …380…E 円形 1．両＼1．00 4 6 外傾 平坦 自然 土師器

790 G 5 dO N …810－W 長方形 L 47×0．62 4 9 直立 平坦 人為

791 G 6 cl N …770－W 長方形 1．58×細．44） 22 直立 平川 人為 本跡→SK788　SB98→本跡

792 G 5 d9 N …0 0 円形 0．40×0．40 38 外傾 平出 自然

793 G 5 d8 N －150－E 方形 0．74×0．74 12 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 SB98→本跡

794 G 4 cO N －170－E 長方形 1．20×0．94 17 緩斜 傾斜 人為

795 D 5 jO N －O J 円形 1．29×1．20 38 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器

798 D 5 j6 N …650…E 楕円形 1．00×0．70 18 緩斜 皿状 人為 士帥器，須恵器

799 D 5 i6 N …900…E 円形 0．70×0．63 38 外傾 凸凹 人為

800 D 5 i8 N －0 0 円形 0．89×0．76 57 外傾 皿状 人為 土師器

801 F 6 b 8 N －900－E 円形 0．68×私66 52 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器，磁器

802 E 6 b 7 N －0 0 円形 0．52×0．50 34 直立 皿状 自然

803 F 6 b O N －900－E 円形 L 16×L O 9 30 外傾 平坦 人為 陶器，瓦 SI268A→本跡

80 7 F 6 h 5 N …15。…E 長方形 1．26×1．02 50 外傾 平出 自然 管状士錘 SI278AB，SK814・鋸 →本跡

808 F 6 f7 N …270…E 楕円形 1．65×0．98 52 外傾 凹凸 自然 土師器，須恵器，緩和陶器，砥石 SI270→本跡

810 F 7 C 2 N －90。－E 円形 0．54 ×0．50 32 外傾 凹凸 自然

811 F 6 i9 N －90 8－E 方形 1．18 ×1．11 52 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，磁器，紡錘車 SI277－サ本跡

812 F 6 h 5 N －15 0－E 円形 0．86×（0．55） 61 外傾 皿状 自然 土師器，緑粕陶器 SI278，SK814→本跡→SK807

8 14 F 6 h 5 N －15 0－E 不定形 （0．50）×細。38） 12 緩斜 皿状 不明 土師器，須恵器 SI278A ・B→本跡→SK807鴻12

8 16 G 7 i6 N －75 0－W 方形 0．94×0．88 20 外傾 凹凸 人為 SI327→本跡

817 F 7 e3 N －10い－W 円形 0．71×0．65 50 外傾 凹凸 自然 士師器，須恵器

818 F 6 e9 N …90 0～E 楕円形 1．11×0．70 30 外傾 凹凸 自然

819 E 5 C2 N －10 J－E 長方形 1．33 ×0∴＝ 26 直立 平出 人為

820 F 6 eO N －90 J－E 円形 0．60×0．56 30 外傾 凹凸 自然

821 F 6 eO N －0 0 楕円形 0．60×私52 38 外傾 凹凸 ‘ 自然

822 F （うfO N …0 0 円形 0．58×0．56 4 0 外傾 血状 自然

823 F 6 f9 N －0 0 円形 0．45×0．42 32 外傾 皿状 自然

824 F 6 fO N …58 0…E 楕円形 0．79×0．49 4 2 外傾 皿状 人為

825 F G fO N …59 0…W 楕円形 0．64×0．54 4 9 直立 皿状 人為

826 F 6 f9 N …580…W 不定形 0．37×0．29 2 6 外傾 皿状 人為

827 F 6 f9 N …690－W 不定形 私66×0．48 2 1 外傾 凹凸 人為 不明鉄

828 F 6 e9 N －62い－E 楕円形 0．70×0∴柑 23 外傾 皿状 人為 土師器

829 F 5 iO N …200…E 方形 0．95×0．94 5 5 直立 平坦 自然

830 F 5 jO N －20J－W 長方形 0．73×0．65 5 1 直立 平坦 自然 磁器

831 G 5 a9 N －720－W 方形 0キ84×0．83 76 直立 平川 自然 土師器

832 G 5 bO N －150－E 方形 1．04×0．94 53 直立 平坦 自然

833 G 6 b 2 N …0 0 円形 1．14×1．07 52 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器，磁器 SI28 2→本跡

834 F 5 j8 N －10P一一E 方形 L 24×1∴は 62 直立 平坦 自然 SI28 2→本跡

835 F 7 i5 N －880－W 隅丸長方形 ［L 19×0．95］ 94 直立 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器，磁器 SK83 6→本跡

836 F 7 i5 N …2 0…E 隅丸長方形 H ．32×0．75］ 95 直立 平坦 人為 本跡→SK8 35

8 38 F 7 h l N … 0 0
l

円形 0．87×0485 60 直立 平坦 自然 土師器，須恵器瀾石儀淳，陶器瀾文士乳

839 F 7 h l N … 0 0 円形 0．65×0．65 74 直立 皿状 人為 土師器，須恵乳∴私　 鉄津

840 F 7 b 6 N －14 0－W 隅丸長方形 1．63×1．25 45 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

841 F 7 d 6 N －10。－E 不定形 0．50×0．35 40 直立 平坦 人為

842 F 7 d 6 N － 0 0 円形 0．82×0．75 28 外傾 皿状 自然

843 F 7 b 7 N …89 0…E 隅丸長方形 0．95×0．81 44 直立 平坦 人為 土師器，須恵乳 磁器，雲母片岩

844 F 7 C 7 N －0 0 円形 0．75×0．70 33 直立 平川 人為

845 F 7 d 6 N －0 0 隅丸長方形 0．95×0．62 23 直立 平坦 人為 土師器，磁器，鋼製品

846 F 7 d7 N －90 0－E 隅丸長方形 L 23 ×1．00 48 直立 平坦 人為 土師乳 須恵器，釘，陶乳 黒曜石，

SI30 1→本跡

847 F 7 b5 N －17 0－W 長方形 1．11×0．83 41 直立 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器　 I

l

土師乳 須恵器　　　　 l

i

！

i

l

土師器，須恵器，陶器

848 F 7 b5 N －110－W 長方形 1．05×0．90 19 直立 平坦 人為

849 F 7 b5 N － 1 0－W 長方形 0．95×0．70 26 直立 平坦 人為

851 F 7 b5 N － 7 0－W 長方形 1．11×0．76 26 直立 平坦 人為

854 F 7 j8 N －87 0－E 楕円形 1．75×1．59 67 直立 平坦 人為

855 F 7 j8 N －10ぐ－E 不定形 1．00×（0．80） 31 直立 平坦 人為 本跡→SK854 ・856

856 F 7 j8 N －14 0－W 不定形 1．45×（0．77） 56 直立 平坦 人為 SK855→本跡→SK8 57

857 F 7 j8 N －0 0 円形 L 95×1．94 92 直立 平坦 人為 SK856→本跡

858 F 7 fO N －900－E 長方形 1．08×0．86 4 8 直立 平坦 自然 SI298→本跡

SK 863→本跡

859 F 7 f9 N －9 0－W 方形 0．95×0．95 38 直立 平出 自然

860 F 7 f9 N －4 0－W 方形 0。96×0．88 3 3 直立 平坦 自然

861 F 7 e6 N －8 0－W 長方形 0．94×0．68 3 5 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，黒曜石

土師乳 須恵乳 陶器，磁乳 黒曜石

土師器，須恵器

土師器，須恵券，陶器

862 F 7 C7 N －0 0 長方形 1．45×1．06 7 8 直立 平坦 自然

863 F 7 d7 N －4 0－W 長方形 1．45×0．83 4 4 直立 平坦 自然 本跡→SK862

8 64 F 7 e7 N －0 0 円形 0．99×0．96 6 4 直立 平坦 自然 SK872→本跡

本跡→SK8 64

8 65 F 7 d7 N －84。－E 方形 L 35×1．25 4 7 直立 平坦 自然

866 F 7 d8 N －2 0－W 方形 1．49×1．40 6 3 直立 平坦 自然

867 F 7 C6 N －6 0－W 長方形 1．23×0．90 3 0 直立 平坦 自然

868 F 7 e7 N －200－W 楕円形 1．39×0．78 60 直立 平坦 自然

869 F 7 d 8 N － 0 0 円形 0．83×0．79 49 直立 平坦 自然

871 F 7 d 7 N －108－W 長方形 0．92×0．73 48 直立 平坦 自然

872 F 7 e 7 N －3 0－W 長方形 1．61×0．92 39 直立 平坦 自然

873 F 7 f7 N －850－E 方形 1．18×L O 9 75 直立 平坦 自然 土師器，磁器，古銭，月 SK8 74→本跡

874 F 7 f7 N －83 0－E ［長方形］ 1．04×［0．86］ 62 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，瓦 本跡一十SK8 73 ・875

87 5 F 7 f7 N － 4 0－E ［不定形］ 1．17×0．91 35 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 SK8 74→本跡
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士枕

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　 模　 （m ）
壁面 底面 覆 土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）離摘締橘懸働 深さ（cm）

876 F 7 e 6 N …64 0…E 楕円形 0．49×0．36 64 直立 平川 自然 土師器

877 F T f9 N － 7 さ－W 楕円形 0．49×0．33 34 外傾 皿状 人為

878 F T fO N －0 ナ 長方形 1．22×0．94 56 直立 宰相 自然 土師器，須恵器，黒曜石

879 F 7 f9 N …85 0－E 楕円形 0．52×私38 25 外傾 皿状 自然

880 E 5 C5 N －6げ－W ［楕円形〕 ［狛紺 ×0．77 41 緩斜 平出 自然

882 F 5 g8 N …800…W 不定形 1．04×0．38 65 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

883 F 5 h9 N …280 －E 不定形 L 53×0．78 89 外傾 平坦 人為 須恵器

889 F 5 g5 N …O e 円形 0．53×0．48 4 8 外傾 皿状 自然 土師器

890 F 5 g9 N …150－W 不整楕円形 0．70×0．52 3 8 外傾 皿状 自然

891 F 5 h O N －0 0 円形 0．23×0．20 4 5 外傾 皿状 人為

892 F 5 h 9 N －0 0 円形 0．43×0さ35 15 外傾 皿状 自然

893 F 5 i9 N …688－W 楕円形 0」0×0．38 28 外傾 皿状 自然

894 F 5 iO N …850－W 楕円形 0．54 ×0．37 39 外傾 皿状 自然

895 F 5 i9 N …850－W 楕円形 0．50 ×0．42 2 1 外傾 皿状 自然

896 F 6 fl N －650－W 不定形 （0．97）×0．86 55 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器 本跡→SI896

898 F 5ビ0 N …3 。－…W 楕円形 2．08×1．58 53 外傾 平川 人為 土瞳，雛器藩鯛器，緑輌器濱母緒 釘，締 SI259－ヰ本跡

899 G 5 C7 N …0 0 円形 0．47×0∴汀 56 直立 皿状 人為

901 F 5 i9 N …83 0…W 楕円形 0．46×0．40 64 外傾 皿状 人為

902 F 5 i8 N －0 0 円形 0．90×0．90 40 緩斜 皿状 自然

903 G 5 aO N － 1 Ⅰ－W 楕円形 0．55×0．45 61 直立 1m状 自然

904 G 5 b8 N －178－E 楕円形 0．53×0．45 55 直立 平坦 自然

905 F 6 d3 N －0 0 楕円形 0．42×0．38 40 直立 皿状 自然

907 F 5 eO N …740…E ［楕円形］ 軋 7〕×0．7 12 外傾 平坦 自然 本跡→SI猫5

90 8 F 5 eO N …470…E 「楕円形］ 0．9×0．75 17 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

909 F 6 ぐ1 N …0 0 円形 私82×0。70 2 1 外傾 皿状 自然

910 F 6ビ1 N …0 0 円形 私75×0∴鳩 41 外傾 皿状 自然 須恵器

911 F 6 fl N …0 0 円形 0．79×0．75 67 直立 皿状 人為

鋸2 F 6 e 3 N － 0 0 円形 1．17 X l．05 36 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

913 F 6 d4 N － 0 ナ 円形 0．55 ×0．54 6 1 直立 皿状 人為 土師器，須恵器

914 F 6 C5 N …0 0 円形 0．70 ×0．60 43 直立 平坦 自然

915 F 6 ビ1 N …32。…E 隅丸長方形 1．81×0ぜ95 30 緩斜 平粗 自然

917 F 6 i2 N －0 0 円形 1．32×1．23 17 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器

918 F 6 i3 N －0 0 円楷 1．22×1．11 33 緩斜 平川 自然 土師器，須恵器

919 F 5 hO N …78 0－W 長方形 1．15 X O．87 35 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

920 F 7 il N －80－やW 長方形 0．99×0．70 45 直立 平坦 自然 土師器．須恵器，縄文土器

921 F γil N －6 0－E 長方形 L ll X O．96 35 直立 平坦 自然

922 F 7 il N －908－－E 長方形 ま．02×0．85 47 直立 平坦 自然

928 G 6 Cヱ N …270…E 楕円楷 1．53 X O．90 48 外傾 平出 人為

930 C 5 i8 Ⅳ－0 0 円形 0。80×0．78 50 直立 宰相 人為 土師器，須恵器

931 C 5 i7 N －210－E 楕円形 1．20×0．70 75 直立 皿状 人為 土師器，須恵器

932 G 5 a6 N －73ぐ－W 長方形 1．19×0．81 7ユ 直立 平坦 人為

933 G 5 b 8 N －720－W 長方形 0．88 ×0．67 56 直立 平班 人為

934 G 5 b8 N －190－E 方形 1．25 ×1．16 74 直立 平坦 人為

935 G 5 b8 N －鮮 円形 0．33 ×0．30 65 直立 皿状 人為

936 G 5 b6 N －75J－W 長方形 1．01 ×0．66 72 直立 平坦 人為

938 G 5 a7 N －85J－W 楕円形 1．01×0．87 3 1 外傾 平坦 人為

940 E 5 b8 N ⊥瀦「⊥W 楕円形 1．89×ま．35 49 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

944 F 5 i7 N －0 0 円形 1．95×1．86 42 外傾 平坦 自然 土師器瀾恵鼠 灰粕陶乳 緩和陶器 SI262→本跡

945 F 5 h7 N …80 0－E 楕円形 L O5×0．82 62 直立 平坦 自然 SI262→本跡

946 F 6 jS N －90 0－E ［長方形］ 2．71×2．40 57 緩斜 平坦 自然 土師器，墳恵器，不明鉄 本跡→SI279

9 49 F 6 h7 N －85 0－E 長方形 5．15×0．95 48 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 瓦瀾 乳 雲母片岩

951 G 5 j6 N －820－E 不定形 1．17×1．00 29 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器

952 F 5 C6 N －0 ぐ 楕円形 0．98×0．83 22 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器

953 F 5 C5 N －80や－E 不定形 1も94×0．56 4 2 直立 凹凸 自然 土師器

956 F 5 C5 N －150－E 長方形 1．41×L Ol 38 直立 平坦 自然

957 E 5 jO N －O J 円形 2．25×1．96 70 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器 SI4 49→本跡

958 E 5 j6 N －0 0 円形 1．65×1．53 4 7 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

959 F 5 j5 N …790…W 方形 1．11×1。01 70 直立 平坦 自然

960 F 5 j6 N －180－E 長方形 1．01×0．70 97 直立 平坦 自然 土師器　　　　　　　　 l

i

i

i

土師器，須恵器　　　　 1

SK98 6→本跡

96 1 G 5 a5 N －5 8－E 隅丸方形 0．70 ×0．60 29 直立 平坦 自然

962 G 5 a5 N －8 。－E 長方形 0．88 ×0．69 40 直立 平坦 自然

963 G 5 a5 N －69 0－W 不定形 1．14×0．72 34 ．直立 平坦 自然

965 G 5 a5 N －17 0－E 長方形 L 20×0．95 40 直立 平坦 自然

966 G 5 a5 N －10 0－E 長方形 0．88×0．69 32 直立 平坦 自然 須恵器　　　　　　　 I

l

土師器　　　　　　　　 ！

967 G 5 b4 N －21ぐ－E 方形 1．04×0．95 54 直立 平坦‾‾ 自然 SI38 7→本跡

SI440→本跡

969 F 5 i6 N －120－W 楕円形 L O5×0．85 41 外傾 皿状 自然

971 G 4 jl N …700－W 方形 1．10×1．07 67 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

972 G 5 al N －7 ぐ－E 長方形 1．48×0．99 54 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，不明鉄 S I43 9 6 450→本跡

97 5 F 4 j2 N －73e－W 長方形 1．03×0．68 75 直立 平坦 不明 土師器，須恵器 SI450→本跡

本跡→SK978

976 G 5 a2 N －110－E 長方形 1．09×0．94 4 6 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，磁器，鉄製品

977 G 5 al N －820…W 方形 L O9×0．92 4 1 直立 平坦 自然 土師器

978 G 5 aO N －790－W 長方形 1．18×1．01 5 7 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 SK977→本跡

979 G 5 a2 N －120－E 長方形 1．10×0．96 53 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，鉄製品

土師器，須恵器

SI439 ・450→本跡

980 F 5 e4 N －0 0 方形 1．00 ×0．92 48 直立 平坦 自然 SI447→本跡

981 F 5 f4 N －0 。 円形 L 36 ×1．30 22 外傾 皿状 自然 SI引千→本跡

982 G 5 b2 N －14。－E 長方形 1．08 ×0．85 47 直立 平坦 自然 SK984→本跡
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士坑

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向ラ
平面形

規　　 模　 毎 ）
壁面 底 面 覆土 出　　 士　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）招渦潮鋒 ㈲ 深さ（cm）

983 G 5 b2 N －72 0－W 長方形 2さ03×0．95 4 1 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 S工436→本跡

984 G 5 C2 N －17 e－E 方形 1．07×L O2 4 3 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，土製品，陶器 本跡…サSK982

986 G 5 b5 N －71ナーⅤ 長方形 0．89×0．63 44 直立 平坦 自然 土師器，須恵器 本跡→SK966

987 G 5 a4 N …760－W 隅丸長方形 1．25×0．95 8 8 直立 平坦 自然

988 F 4 j2 N …100…W 長方形 1．21×0．95 5 6 直立 平坦 人為 須恵器，雲母片岩，不明鉄 本跡→SK975

993 E 5 i3 N …0 0 円形 0．92×0．91 2 7 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器，銑鉄

994 E 5 i3 N －0 0 円形 0．81×0．79 23 直立 平坦 自然 土師器

995 D 5 拍 N －O J 円形 0．83×0．72 2 1 外傾 皿状 自然

996 D 5 a4 N －0 0 円形 0．85×0．75 19 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器

997 E 5 i3 N …0 0 円形 1．03 ×0．95 6 1 直立 皿状 自然 土師器，須恵器

998 E 4 h2 N －73J－W 長方形 1．20×0．94 65 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器

999 E 5 h3 N － 0 0 円形 1．40×L 24 28 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器，縄文土器

1000 E 5 h 4 N － 0 ナ 円形 1．06×0．99 56 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

100 1 F 4 dO N …650－W 不定形 0。92×0．76 44 直立 皿状 人為 土師器，須恵器，縄文土器 SI445→本跡

1002 F 5 i4 N －73 0－W 方形 0．80×0．73 78 外傾 傾斜 人為 SI389→本跡

1003 D 5 a4 N －610－E 楕円形 0．95×0．74 59 直立 平出 自然

1004 F 5 C 8 N －70 0－W 不定形 1．42×1．13 40 外傾 凹凸 人為

1005 F 5 d 7 N …0 0 円形 0．51×0．46 38 直立 皿状 自然

1006 F 5 d 7 N －36 0…W 楕円形 0．85×0．65 38 直立 平坦 人為

1007 F 5 e7 N …0 0 円形 0．44×0．42 53 直立 平坦 人為

1008 F 5 e7 N －0 0 円形 0．41×0．40 31 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器

1009 F 5 e5 N －74 0－W 方形 1．02×0．95 29 直立 平坦 人為 SKlOl l→本跡

10 10 F 5 e5 N －750－W 方形 1．17×0．85 32 直立 平坦 人為 SKlOll→本跡

10 11 F 5 e5 N …760…W ［方形］ 1．廿町 1．碑 38 直立 平坦 人為 本跡→SKlO伸 ・川10

10 12 F 5 a5 N －900…E 方形 私83×0．83 4 3 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

1013 F 5 a5 N －100－E 長方形 1．28×0．85 2 9 直立 平川 自然

1014 F 5 b5 N －90e－E 不定形 1．28×0．65 3 8 直立 平坦 自然 本跡→SKlO16

10 16 F 5 b5 N －9 0－E 隅丸長方形 1．26×1．10 6 0 外傾 皿状 人為 SKlO 14 ・1017→本跡

10 17 F 5 b5 N －690－W 隅丸長方形 1．04 ×0．85 7 5 直立 凹凸 人為 本跡→SKlO16 ・1018

10 18 F 5 b4 N －580…W 長方形 0．95×0．65 22 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 SKlO 17 さ10 19－→本跡

1019 F 5 b4 N …360…W 隅丸長方形 1．07 ×0．60 30 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器 SKlO 20→本跡・→SKlO18

1020 F 5 C4 N －∴ほ0－E ［長方形］ 1諸4×［0．94］ 16 外傾 平川 自然 本跡→SKlO 19

102 1 F 5 d8 N 一朗0－W 不定形 1．29 ×1．15 60 外傾 平坦 人為

1022 F 5 d」・ N －5 0－E 方形 L O5×1．02 44 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 SI448→本跡

10二23 F 5 d 4 N － 0 0 方形 L O5×L O2 4 1 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，泥面子 SI舶8→本跡

1025 F 5 d l N －0 ぐ 楕円形 0．46×0．36 74 外傾 皿状 自然

1026 F 5 d l N …90 0－E 不整楕円形 0．57×0．38 46 外傾 凹凸 人為

1027 F 5 e l N …42 0…W 楕円形 0．68×0．44 60 外傾 皿状 自然

1028 F 5 c l N － 5 8－W 不整長方形 1．40×1．03 32 直立 凹凸 人為

1029 F 5 a2 N －60。－E 楕円形 1．18×0．82 19 外傾 段状 自然

103。 F 5 e2 N －70ぐ－W 不整楕円形 0．98×0．72 25 外傾 段状 人為

1031 F 5 e2 N …0 0 不整円形 0．60×0．60 35 外傾 凹凸 自然

1032 F 5 e2 N －200…W 不定形 1．08×0．74 33 外傾 凹凸 自然

1033 F 5 f2 N …800…W 不定形 2．08×私83 28 緩斜 凹凸 人為

1034 F 5 f2 N －0 0 不定形 0．78×私44 60 外傾 皿状 自然

103 6 F 4 h5 N －380－E 方形 1．08×1。07 3 6 直立 平坦 自然

103 7 F 4 g4 N －550－W 不整長方形 L 68×1．00 2 6 直立 平坦 自然

103 8 F 4 g3 N 一寸50－E 不整長方形 1．65×1．18 4 7 直立 段状 自然

103 9 F 4 g2 N －570－W 不整楕円形 1．63×1．04 50 外傾 凹凸 自然 土師器∴私　 陶器

1＝0 E 6 e9 N －100－E 方形 0．98×0．8 23 外傾 凹凸 自然

104 1 E （うd9 N …9 0 －E 長方形 1．78 ×L O2 56 外傾 平坦 自然

1042 E 6 bO N …3 0－E 不整長方形 2．06 ×1．58 27 緩斜 皿状 人為 士師器，須恵器，不明鉄 SD26→本跡→SKlO43

1043 E 6 b O N －100－E 不整長方形 L 68 ×0．95 38 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵温 床粕陶器，磁器 SD26，SK lO 42→本跡

1044 E 6 d3 N －23ぐ－W 不定形 1．69 ×1．33 28 外傾 平坦 人為 本跡→SI43 4

1046 F 4 fl N －159－E 隅丸方形 0．7×0．65 26 外傾 平坦 人為

10∴17 F 4 i9 N －45 0…W 楕円形 0．95×0．65 20 緩斜 凹凸 自然 ！

土師器，須恵器，陶器

土師乳 須恵器，陶器，磁劉

SKlO79→本跡

1048 G 5 b4 N －67 0…W 楕円形 0．8×0．65 48 直立 皿状 自然

1049 G 5 a3 N －33 8－E 楕円形 1．00×0．80 32 外傾 凹凸 自然

1050 G 5 a4 N －20 0－W 不整楕円形 1．50×1．32 52 外傾 凹凸 自然

1051 E 6 i6 N －0 0 長方形 0．70×0．37 39 直立 平坦 人為

1052 E 6 i5 N －15 0－E 隅丸長方形 0．57×0．46 51 外傾 皿状 人為

1055 E 6 g4 N －10 8－E 隅丸長方形 0．69×0．55 51 外傾 平坦 人為

1056 E 6 f4 N －79キーW 隅丸長方形 0．66×0．39 44 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器

1057 E 6 g3 N －3 0－W 隅丸方形 0．57×0．52 60 直立 平坦 人為 土師器，須恵器，灰軸陶器

土師器，須恵器，陶器

1058 E 6 h3 N －6 0－E 隅丸長方形 1．25×0．47 26 緩斜 皿状 人為

1059 E 6 i3 N －780－W ［隅丸長方形］ 1．07×［0．37］ 32 外傾 凹凸 自然

106 0 F 6 g3 N 1 820－－W 隅丸長方形 0．88×0．60 6 3 外傾 平坦 人為

106 1 E 6 b3 N －0 0 不整方形 0．48×0．47 4 0 直立 平坦 人為 土師器，須恵器

須恵器
106 3 F 5 i5 N －900－E 不整楕円形 1．19×1．00 5 7 緩斜 平坦 自然

1064 F 5 i5 N －850－W 不整方形 1．10×1．02 8 6 直立 平坦 人為

1065 F 5 g 4 N －253 l－E 不整方形 1．26×1．24 54 直立 凹凸 人為 土師器，須恵暮

1066 F 5 h 3 N －14 0－E 不整長方形 1．43×1．05 5 1 段状 凹凸 人為 土師器，須恵器，銑鉄，陶器

i

1067 F 5 i3 N －72 0－W 不整長方形 ［1．47］×0．93 52 外傾 皿状 人為

1068 F 5 i2 N －24。－E 不整長方形 1．06×0．90 6 1 直立 平坦 人為

1069 F 5 h 3 N － 5 0－E 不整方形 L 25×1．12 57 外傾 平坦 自然

1070 F 5 g6 N －60 0－W 楕円形 1．40×0．80 74 外傾 皿状 人為
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士枕

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向）
平面形

巨 晃　 模　 ㈲

壁面 底 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

！ 新票関係緒 孟 ）

恒 腑 細 桓 さ（cm）

1071 ！ F 5 g 6 lN －620－W I隅丸長方形 l l．33×1．11 1 78 ！ 直立 i 平坦 人為 I

1072 l F 5 g 6 lN －210－W l 不整長方形 0．71×0．61 ！ 41 段状 皿状 人為

1073 l F 5 g7 iN …450－W 不整楕円形 1．40 ×0．58 l 59 段状 皿状 人為 土師器，須恵器

1074 l F 5 g7 lN －750－W 不整楕円形 ［0．67］×0．49 46 外傾 血状 人為 土師器，須恵器

1075 F 5 g7 N －75予－W 不整楕円形 0．76×0．52 32 外傾 凹凸 人為

1076 F 5 h6 N － 5 0－E 不整方形 私85×0．89 66 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器

1077 F 5 h5 N －45 0－E 不整楕円形 0．98×0．64 54 外傾 凹凸 人為

1078 E 6 e5 N －820－W 隅丸長方形 0．78×0．43 26 外傾 平坦 人為 須恵器，瓦

1079 F 5 g4 N －658－W 隅丸長方形 1．03×0．91 77 外傾 皿状 人為 本跡→SKlO65
1080 F 5 g3 N －15や－E 不整長方形 1．55×0．9 54 外傾 凹凸 人為

108 1 F 5 b 3 N －160－E 不整隅丸長方形 L 25×0．94 20 外傾 凹凸 人為

1082 F 5 f2 N －26J－W 不定形 0．87×0．64 34 外傾 凹凸 人為

1083 F 5 f3 N －0 0 不定形 1．26 ×1．14 20 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器
10鋸 F 5 e4 N －380－E 楕円形 1．37 ×0．53 31 外傾 凹凸 人為

1085 F 5 e3 N －950－W 楕円形 1．19×1．09 58 段状 皿状 人為

1086 F 5 e3 N －82 0－W 隅丸方形 1．11 ×1．11 70 外債 皿状 人為

108 7 F 5 C2 N －0 0 不整円形 0．95×0．93 23 外傾 凹凸 人為

1088 F 5 C2 N －52 0－W 楕円形 1．12×1．09 18 緩斜 皿状 人為

1089 E 5 j2 N －78 0－W 不定楕円形 1．02×0．76 38 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器

1090 E 5 j2 N －0 0 不定形 1．10×乱93 3 3 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器，瓦

109 1 E 5 il N －350－E 不定楕円形 私99×0．72 17 緩斜 皿状 人為 土師器

1092 E 6 b5 N －0 0 円形 0．35×0．32 15 緩斜 凹凸 人為 須恵器

1093 E 6 b 6 N －0 0 円形 0．52×0．50 28 緩斜 皿状 自然 土師乳　 須恵器　 磨石

1094 E 6 b 6 N …0 0 円形 0．45×0．45 45 段状 血状 人為

1095 E 6 C4 N －800…E 楕円形 0．43 ×0．33 21 緩斜 凹凸 自然

1096 E （ie6 N － 0 0 楕円形 仇86×0．56 28 外傾 凹凸 人為

1097 E 6 C5 N …56 0－E 楕円形 0．59×0．40 36 外傾 凹凸 人為

109 8 E 6 C4 N …0 0 円形 0．30×0．30 19 緩斜 凹凸 人為

109 9 E 6 b6 N －0 0 楕円形 ［0．96］×0．71 40 緩斜 凹凸 人為 土師器，須恵器 SKllOO→本跡

1100 E 6 b6 N － 5 0－E 楕円形 ［0．83］×［0．7〕 15 緩斜 凹凸 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SKllO9
110 1 E 6 a6 N －17 0－E 楕円形 ［0湖 ×0．55 2 9 媛斜 皿状 人為

1102 E 6 b8 N －53e－E 円形 0．53×0．57 2 6 緩斜 皿状 自然

1103 E 6 b 8 N －0 0 楕円形 0．35×0．28 22 媛斜 皿状 自然

1105 E 7 b l N －0 0 円形 1．00×0．94 37 緩斜 段状 自然 土師器，須恵器，陶器

1106 E 7 b 2 N －900－－E 円形 0．44 ×0．42 48 外傾 血状 自然

1107 E 7 b 2 N －90ぐ一E 円形 0。64 ×0．60 42 外傾 皿状 人為

1108 E 7 a3 N － O J 円形 1．00 ×0．96 10 緩斜 皿状 人為

1109 E 7 a2 N …0 0 楕円形 1．30×0．86 28 緩斜 皿状 人為

1110 D 5 h2 N －66 0－－W 楕円形 1．66×1．42 32 緩斜 皿状 人為 土師器 須恵器 灰粕陶鼠 釘

1111 D 5 gl N …0 0 円形 1．37×1．33 24 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器

1112 D 5 gl N －90 0－E 円形 1．78×1．58 34 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器

1113 D 4 gO N －0 。 円形 1．80×1．68 38 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器

1115 D 5 e2 N －100－E 方形 0．95×0．95 4 1 外傾 平坦 自然

1116 D 5 el N －680晴－W 楕円形 0．62×0．48 3 5 直立 凹凸 不明 土師器，須恵器

1117 C 5 il N －150－W 楕円形 1．45×1．25 3 2 外傾 皿状 人為 土師器，灰粕陶器 SKl197→本跡

1120 D 5 f5 N …4 0－E 不定形 1．05×（0．55） 17 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器 SKl165→本跡
1121 D 4 f3 N －820－W 不整長方形 1．03 ×0．85 44 外傾 平坦 人為

1122 D 4 f3 N －6 J－E 不整隅丸方形 1．00 ×0．98 50 外傾 凹凸 自然

1123 D 4 f3 N －60 0－W 不整長方形 ［0．93］×［0．78〕 44 外傾 皿状 自然

1124 D 4 e2 N －4 0－E 隅丸方形 1．07 ×1．00 60 直立 平坦 自然

1125 D 4 e2 N － 6 0…E 隅丸方形 0．88×0．87 56 直立 皿状 自然

112 6 D 5 h2 N －90 0－E 円形 0．90×0．84 19 緩斜 血状 人為 土師器，須恵器

112 7 D 4 el N － 7 e－E 隅丸方形 1．01×0．96 71 外傾 平坦 人為

1128 D 4 el N －0 0 隅丸方形 0．88×0．87 62 外傾 平坦 人為

1129 D 4 dl N …800－W 不定形 1．15×1．10 60 直立 平坦 自然

1130 D 4 dl N －2 0－E 不整長方形 鉦22］×1．03 3 1 外傾 平坦 人為

1131 D 4 dl N －0 0 隅丸方形 1．03×1．03 38 外傾 平坦 自然

1132 D 4 b 2 N －120－E 隅丸方形 0．98×0．97 26 外傾 凹凸 自然 I

l

i

！

土師器，須恵器

SI475－→本跡→SKl143

1133 D 4 b 2 N －2 0－E 隅丸長方形 0．95×0．70 32 外傾 皿状 人為

1136 D 4 a 2 N －110－E 隅丸長方形 0．87×0．67 15 緩斜 平坦 人為

1137 D 4 a3 N － 0 0 不整円形 1．03×0．95 59 緩斜 凹凸 自然

113 8 C 4 i9 N －0 0 円形 1．22×1．14 41 緩斜 皿状 人為

113 9 C 4 j8 N －0 0 円形 1．23×1．16 36 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器

土師器，須恵器

l

l

土師器，須恵器　　　　 l

i

土師器，須恵器

1140 C 4 j9 N －0 0 隅丸方形 1．16×1．15 46 外傾 平坦 人為

114 1 C 4 j7 N －0 0 円形 1．07×1．00 22 外傾 平坦 自然

1142 C 4 g8 N －7 0－E 隅丸方形 0．37×0．34 25 緩斜 皿状 人為

1143 C 4 g 8 N －260－E 不整楕円形 0．49×［0．40］ 31 緩斜 皿状 人為 SI475，SK l142→本跡
1144 C 4 h 7 N －550－W 不整楕円形 1．45×1．05 2 6 外傾 皿状 人為

1145 D 4 e 6 N －100－E 隅丸長方形 1．07×0．91 53 外傾 平坦 人為

1146 D 4 a 7 N －0 0 円形 0．60×0．59 20 緩斜 皿状 自然

1147 D 4 a 7 N －64 0－W 楕円形 0．57×0．48 23 緩斜 皿状 自然

1149 l C 4 fO l N －9 0－E 隅丸方形 0．84×7．80 22 緩斜 平坦 人為
11叫 C 5 h3 1 N －2 0－E l 不整長方形 ！1．49×0．87 24 i 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器
1152 1 D 5 f l l N －110－封 隅丸方形 ！0．71×0．70 ！ 26 l 緩斜 l 凹凸 人為 土師器

！

土師器　　　　　　　　 l

‖53 1 D j fO l N －0 0 l 不定形 l 0．74×0．33 i 10 l 緩斜 i 皿状 l 自然
1154 1 D l fO l N －0 0 l 楕円形 I」土』惑星望9・8：‖ 10 I 外傾 i 平坦 I 自然 ！
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1155 C 4 j9 N －3 キーE 隅丸長方形 1．50×0．97 42 外傾 平坦 人為

1156 D 4 b 7 N －130－E 不定形 0．97×OJ 5 27 緩斜 皿状 人為

1158 C 4 j6 N － 0 1 円形 0．98 ×0．82 22 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器

1159 E 5 b 2 N … 0 0 隅丸方形 1．27 ×1．16 53 外傾 平粗 自然

1160 C 4 g 5 N －83 0－W 方形 0．95 ×0．84 15 外傾 平坦 人為 SI469一→本跡

1165 D 4 b 5 N －78 0…W 楕円形 0．80 ×0．44 36 外傾 平出 自然 本跡→SKl 120

1166 E 5 b 3 N … 3 0】－E 隅丸長方形 1．80×0．80 31 直立 凸凹 人為

1167 D 5 b l N －10 e－W 長方形 1．30×0．60 23 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器

1168 C 4 jO N …0 0 円形 私87×0．83 25 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器

日70 D 4 f6 N －13 e l－E 不定形 1．58×0．88 40 外傾 平粗 人為

1171 C 4 f5 N －78ぐ－W 隅丸長方形 1．58×1．05 58 外傾 平粗 自然 土師器，須恵器，瓦，刀子 SI4 69→本跡

日74 C 4 g3 N － 7 0－E 隅丸長方形 1．67×0．87 34 直立 平坦 自然 土師器 本跡→SKl175

117こi C 4 g3 N …78 0－W 不定長方形 2．08×1．16 73 外傾 凸凹 人為 土師器，須恵器，不明鉄，陶器 SKl174－→本跡

日76 C 4 f3 N …85 0－W 不整長方形 2．49×0．53 85 直立 凹凸 人為 土師器，陶器，磁器

1177 C 4 g3 N －90 0－E ［不整長方形］ ［0．88〕×0．70 21 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器，陶器 本跡→SKl178 ・1179

1178 C 4 f3 N － 5 8－E ［不定形］ 0．72×0．62 10 緩斜 凹凸 人為 SKl177→本跡→SKl179

1179 C 4 g3 N －900－E 不整方形 1．31 X l∴猶 72 外傾 皿状 人為 SKl177 ・1178→本跡

1180 C 4 f2 N －850－W 不整長方形 2．03×0．42 9 2 直立 凹凸 人為

1181 C 4 g2 N …0 0 ［楕円形］ 0．79×［0．66］ 25 緩斜 皿状 人為 本跡→SKl182

118 2 C 4 g2 N …153－E 不整長方形 1．53×1．18 6 7 外傾 平坦 人為 土師器，陶磁器 SKl181→本跡

118 3 C 4 f2 N －900…E 楕円形 1．28×1．15 8 8 外傾 凹凸 人為 陶器

118 4 C 4 f2 N －75ぐ－W 隅丸長方形 1．33×0．53 78 直立 凹凸 人為 陶器，瓦

1ユ85 C 4 f2 N －75ご－W 隅丸長方形 L O3×0．61 73 直立 平出 人為 須恵器

118 6 C 4 g2 N …0 0 楕円形 L Ol X O。98 33 外傾 平坦 人為 刀子

118 7 C 4 fl N …900－E 不定形 3．07×0．44 84 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器滅粕陶器瓦 羽釜，鉄製品

1188 C 4 fl N －900…E 不整長方形 2や04×0．58 73 直立 平川 人為 土師器，須恵器，土製品

1189 C 3 fO N …0 0 （不整円形） 1．43×仕 23］ 71 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，瓦，陶器

1190 C 3 gO N －0 0 不整楕円形 鉦42］×L 18 82 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器

119 1 C 4 f4 N …820…W 不整長方形 L 55×0．63 97 直立 平粗 人為

1192 C 4 f4 N －450－W 円形 0．94×0．86 64 直立 平出 人為 土師器，須恵器，磁器

1193 C 4 f4 N －450－W 円形 0．68×0．62 20 緩斜 皿状 人為

1194 C 4 cl N …450－W 楕円形 0．86×0．64 23 緩斜 平坦 人為 SB139→本跡

1196 C 3 j7 N …480…E 楕円形 1．ユ3 ×私84 26 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器

1ユ97 C 5 il N …230…W ［不定形］ 1．30×（0．65） 30 外傾 平坦 自然 本跡→SKl l17

1198 D 4 C 9 N －90。一一E 楕円形 1．74 ×1．53 34 緩斜 凹凸 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，刀子

1199 0 5 （、1 N …16の…E 楕円形 0．64 ×0．54 35 外傾 凹凸 不明

120 1 C 4 e4 N 一寸6J－W 楕円形 1．37×0．87 43 緩斜 皿状 人為

ヱ202 B 2 j9 N …30 0…E 不整円形 6．88×5．66 13 5 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器，土製支脚，釘 SB142，SD43→本跡

1203 C 4 e2 N － 0 0 円形 1．09×1．07 18 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器

1204 C 4 e2 N －0 ぐ 長方形 2．15×0．70 52 直立 平坦 人為 須恵器，陶器

1205 C 4 b3 N －77 8－W 長方形 1．04×0．74 14 外傾 平坦 自然

1206 B 4 j3 N －72 0－W 楕円形 0．87×0．63 22 緩斜 皿状 自然

1207 B 4 j2 N －50 0－W 円形 0．72×0．66 22 緩斜 皿状 自然

1208 B ∠‖2 N －0 0 円形 0．56×0．54 26 緩斜 血状 自然

1210 C 3 il N －10 0－E 隅丸長方形 0．75×0．70 4 7 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器，磁器

121ユ C 3 b l N －15 0ーE 隅丸長方形 1．23×0．50 25 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器，磁器

1213 B 3 il N －10 0－E 隅丸長方形 1．16×1．06 29 外傾 皿状 自然

1214 C 3 b l N －10 8－E 隅丸長方形 1．10×0．65 59 外傾 皿状 自然

1218 B 6 i6 N －5 0－W 隅丸長方形 0．90×0．65 2 5 外傾 凹凸 自然

1219 C 6 a9 N …800…E 隅丸長方形 0．94×0．91 34 外傾 凹凸 自然

122 0 B 6 h7 N －0 0 楕円形 1．08×0．84 44 外傾 平坦 人為 本跡→SK1297

122 4 B 6 jl N －800－W 隅丸長方形 1．63×0．95 10 緩斜 皿状 自然

122 5 G 6 jO N －0 0 円形 0．95×0．90 18 外傾 皿状 自然

122 7 B 6 hl N －15㌧ーE 隅丸長方形 0．72×0．55 40 外傾 皿状 自然

ユ228 B 6 hl N －458－W 楕円形 0．77×0．64 39 外傾 凹凸 自然

1229 B 6 h2 N －媚で－E 楕円形 0．80×私72 29 緩斜 凹凸 自然

1230 B l hl N －350－W 隅丸長方形 0．80×0．42 34 直立 凸凹 自然

123 1 B 6 gl N …350…E 隅丸長方形 0．70×0．50 29 外傾 凹凸 自然

1248 E 5 h 7 N －890－W 長方形 L 45×0．78 32 外傾 凹凸 自然 鉄製品　　　　　　　　 l

l

i

l

土師器

土師器，須恵器

SI24 8→本跡

1249 B 4 g 7 N －20e－W 楕円形 1．76×1．46 55 外傾 皿状 人為

125 1 B 4 b 5 N －20さ－E 隅丸方形 0．98×0．83 26 直立 皿状 人為

1252 B 4 C5 N －100－E 隅丸長方形 1．50×0．55 95 直立 平坦 人為

1253 B 4 C 5 N －100－E 隅丸長方形 1．38×0．50 80 直立 平坦 人為

1254 B 4 C 5 N … 0 0 隅丸長方形 2．53×2．12 50 外傾 皿状 自然

1255 B 4 d 5 N －90 0－E 隅丸長方形 1．62×0．80 50 直立 平坦 自然

1256 B 4 f5 N － 0 0 楕円形 0．92×0．78 30 直立 皿状 自然

1257 B 4 f5 N －O e 楕円形 0．82×0．78 38 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

土師器，須恵器，瓦，小刀

土師器，須恵器

1258 B 4 g5 N －0 0 円形 0．80×0．80 58 外傾 皿状 人為

1259 B 4 a4 N －80 0－W ［不定形］ 鉦 03］×0．88 10 2 外傾 段状 自然

1260 B 5 d9 N －90 e－E 楕円形 1．17×0．87 34 外傾 皿状 人為

1263 C 6 i7 N －90 0－E 不定形 1．75×1．31 60 直立 平坦 自然

1264 C 6 i7 N －90 0－E 隅丸長方形 1．56×1．18 70 直立 皿状 人為 土師器，須恵器，鉄鉱

I

12 65 C 6 i8 N －60 e－W 隅丸長方形 1．42×1．10 36 直立 平坦 自然

1266 C 6 i9 N －90 0－E 不定形 1．83×0．80 97 外傾 凹凸 自然

1267 C 6 i8 N －90。－E 長方形 1．02×0．80 46 直立 平坦 自然

1268 C 6 h7 N －45 0－W 楕円形 1．03×0．80 25 外傾 皿状 自然
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士坑

番号
位　　 置

長径方向

（鍋 方翻　 平面形

規　　 模　 （m ）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係（古尋新）招禰湖紹 ㈲ 深 さ（cm）

1269 C 6 g7 N －600－W 楕円形 1．03×0．76 3 7 外傾 凹凸 自然

1270 C 6 h7 N －0 0 不定形 0．70 ×0．71 17 外傾 皿状 自然 須恵器

1272 C 6 e7 N －70。－W 楕円形 1．28 ×1．14 70 外傾 凹凸 自然

1273 C 6 e9 N －150－E 長方形 0．96 ×0．78 38 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器

1274 C 6 e9 N －30 0－E 楕円形 1．08×0．86 2 1 直立 皿状 自然

1275 C 6 e9 N －15．－E 長方形 0．82×0．80 33 外傾 皿状 自然

1276 C 6 e7 N －0 0 楕円形 0．78×0．78 36 直立 凹凸 自然

1277 C 6 b7 N －0 0 楕円形 0．98×0．95 26 外傾 皿状 自然

1278 C 6 d7 N －0 0 不整円形 0．82×0．85 35 外債 皿状 自然

1279 C 6 C7 N －15さ－E 楕円形 0．97×0．78 41 外傾 皿状 自然

1280 C 6 C8 N －0 0 円形 0．94×0．95 27 外傾 凹凸 自然 陶器

128 1 C 6 C9 N －800－W 不整長方形 1．02×0．88 39 外傾 平坦 自然 本跡叫SK1282

1282 C 6 C9 N －0 0 不整円形 0．98×0．97 3 7 外傾 平坦 自然 SK128上す本跡
1283 C 6 C7 N －800－W 不整長方形 1．43×1．10 5 2 外傾 平坦 自然

1284 C 6 C7 N －400－E 不整円形 1．18 ×1．07 62 外傾 血状 自然

1285 C 6 b 8 N －200－E 楕円形 1．50 ×0．43 4 1 直立 段状 自然 土師器

1286 C 6 a8 N －20 8－E 不整円形 1．07 ×1．02 50 外傾 血状 自然

1287 B 6 j8 N －90。－E 不整長方形 1．14 ×0．96 50 外傾 平坦 自然

1288 C 6 a7 N －10 e－W 隅丸長方形 0．98×0．58 50 外傾 段状 自然

1289 F 6 i6 N －85 0－W 長方形 1．70×1．04 92 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，瓦，磁器

1290 F 6 j6 N －0 0 ［不整方形］ ［0．75］×0．83 31 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

129 1 B 6 j6 N 1 90 0－E 隅丸長方形 1．28×0．95 48 外傾 凹凸 自然 土師器，須恵器，不明鉄，陶器

129 2 B 6 i8 N －0 0 円形 0．85×0．81 15 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，灰軸陶器

1293 B 6 h9 N …0 0 円形 0．75×0．62 23 緩斜 皿状 人為

1294 B 6 h8 N －400問－E 楕円形 私95〉く0．80 32 外傾 皿状 自然 SI3 97→本跡

1295 B 6 h8 N －O J 不定形 1．05×0．84 53 外傾 血状 人為 土師器，須恵器，灰軸陶器 SI3 97→本跡

1296 B 6 h7 N －O e 不整円形 ［0．8の×1期 35 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器 SI39 7→本跡
1297 B 6 h7 N －100－E 長方形 3．46×0．57 7 5 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，磁器，瓦 SI39 7，SK 1220叫本跡

1299 B 6 g8 N －600－W 不整長方形 1．85×［0．43］ 66 外傾 皿状 人為

1501 F 7 e9 N －750－E 楕円形 0．54 ×0．37 44 直立 凹凸 人為

1502 F 7 f9 N － O J 楕円形 0．52×0．38 25 直立 平坦 人為 土師器，須恵器

1503 F 7 e8 N －0 0 円形 0．43×0．43 36 直立 皿状 人為 須恵器

1504 F 7 fO N 一根0－E 楕円形 0．54 ×0．44 26 外傾 皿状 人為 土師器

150 5 F S d l N －38 0－E 円形 9．40×8．80 48 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，陶器

150 6 F 8 e l N －10 0－W 隅丸方形 16．0×15．6 77 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器，磁器，鉄製品

150 7 F 7 C6 N －0 0 長方形 1．06×0．77 34 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器

1508 F 7 e7 N －2 0－W 長方形 1．86×1．27 72 外傾 平坦 人為 土師乳 須恵器，陶鼠磁乳 炭化材

1509 F 7 d7 N －0 0 円形 0．40×0．40 4 0 外傾 皿状 人為

ユ511 F 7 cO N …0 0 長方形 0．85×0．53 4 2 外傾 平坦 自然

1512 F 7 C8 N …0 0 長方形 1．29×1．17 4 5 外傾 平坦 自然

1513 F 8 dl N －5 。－W 隅丸長方形 1．60×1．28 6 2 外傾 平坦 人為 SK1514→本跡

1514 F 8 el N －5 。－W 隅丸長方形 1．44 ×1．00 58 外傾 平坦 人為 本跡→SK1513 ・1515

1515 F 8 el N －5 0－W 隅丸方形 1．60 ×L 5 0 90 緩斜 平坦 人為 SK1514 ・1516→本跡

15 16 F 7 e O N …0 0 隅丸方形 1．10×1．08 43 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，縄文土器 本跡→SK15 15

15 17 F 8 e l N －80 0－E 隅丸長方形 1．30×1．14 58 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器，磁器

1518 F 8 g l N －0 0 円形 0．45×0．42 52 直立 平坦 自然

1519 F 8 h l N －0 0 長方形 0．92×0．80 48 直立 平坦 自然

152 1 F 7 gO N －90 0－E 楕円形 0．45×0．40 54 外傾 皿状 自然

1522 F 7 iO N －820－E 方形 0．68×0．62 15 外傾 平坦 自然

1524 E 7 b9 N …0 0 楕円形 0．63×0．50 36 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

1527 F 7 h7 N －200－W 長方形 1．12×0．91 28 緩斜 平坦 人為

1528 F 7 i8 N －8 0－W 長方形 0．90×0．55 4 2 外傾 凹凸 人為 SK1530→本跡

1529 F 7 i7 N －900－E 長方形 2．32×1．30 7 2 緩斜 段状 人為 土師器，須恵器，磁器，黒曜石

1530 F 7 i8 N －8 0－W ［長方形］ （0．66）×0．56 2 3 外傾 平坦 人為

l

l

土師器，須恵器，鈷 陶器 l

l

l

i

l

l

［

l

i

土師器，須恵器，陶器　 i

l

l

土師器，須恵器

本跡→SK1528

1531 F 7 i6 N － 0 0 不整方形 0．84 ×0．84 18 直立 凹凸 自然 SK1532→本跡

1532 F 7 i6 N － 0 0 方形 （0．94）×私65 11 直立 平坦 自然 本跡→SK153 1

154 8 F 7 d O N －7 3－W 長方形 0．84 ×0。68 18 外傾 平坦 人為 本跡→SK1549

154 9 F 7 e O N －0 8 長方形 0．96 ×0．56 34 外傾 平坦 人為 SK1548 ・1550→本跡
155 0 F 7 eO N …82 0－E ［長方形］ 1．10×（0．52） 16 外傾 血状 人為 本跡→SK1549 ・1551

155 1 F 7 eO N －90 0－E 不定形 1．08×L OO 30 外傾 平坦 人為 SK1550・1552→本跡→SK1553 ・1555

155 2 F 7 eO N －90 0－E 長方形 1．73×0．86 19 外傾 平坦 人為 本跡→SK155ト 1553

1553 F 7 eO N －5 0－W 長方形 1，52×1．32 49 外傾 平坦 人為 SK155ト1555・1556→本跡→SK1558

1554 F 7 eO N －90。－E 長方形 1．08×0．90 34 直立 平坦 人為 本跡→SK15 57 ・15 56

1555 F 7 eO N －6 0－W ［長方形］ 級 糾）×0．58 37 直立 平坦 人為 SK155ト 1557→本跡→SK1553

1556 F 7 eO N －7 0－W ［長方形］ （0．46）×（0．26） 24 外傾 平坦 人為 SK1554→本跡→SK1553・1558

1557 F 7 e9 N －0 0 長方形 1．18×0．70 28 外傾 平坦 人為 SK1554→本跡→SK1555
1558 F 7 eO N －0 。 方形 1．08×1．00 54 外傾 平坦 人為 SK1556→本跡→SK1559

1559 F 7 eO N －0 ウ 方形 1．13×1．06 5 8 直立 平坦 人為 SK1556 ・1558→本跡

SI312→本跡

15 60 G 8 c l N －55 0－W 1楕円形 0．60×0．41 3 8 外傾 平坦 人為

156 1 G 8 c l N －19 8－W 楕円形 0．42 ×0．36 3 5 外傾 皿状 人為

157 0 G 8 g 3 N －20 0－W 楕円形 1．29 ×1．02 47 外傾 皿状 自然

157 1 G 8 h2 N －0 0 円形 0．58×0．54 3 1 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器

1572 G 6 b8 N －8 0－E 不整長方形 1．23×1．02 32 外傾 段状 自然 須恵器

1573 G 6 b8 N －83。－W 楕円形 0．88×0．71 32 外傾 皿状 自然 須恵器，瓦，鉄津，陶磁器

1574 G 6 b9 N －900－E 不整長方形 1．41×1．08 66 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器
1575 1 G 6 b8 1 N －140－E 不整長方形 1．22×1．09 59 外傾 凹凸 自然 土師器，須恵器，陶器
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士枕

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　 模　 用1〕
壁面 底面 穫土 出　　 士　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）長径酌酬中軸
ヱ578 G 7 a l N …820－W 長方形 0．98×0．80 20 緩斜 段状 自然

1580 G 7 gO Ⅳ」紆∴虻 楕円形 ま．60×1．35 23 媛斜 皿状 人為 土師器，須恵器，炭化材 SI30 8 ・30 9→本跡

158 2 H 7 d9 Y －鈍い－W 円彬 1．37×1．29 19 緩斜 皿状 人為 土師器声　須恵器，剥片

1584 H 8 b4 N …850…W 楕円形 1」川×0．97 59 外傾 傾斜 人為

1585 H 8 i2 N …129－W 長方形 3．28 ×2．48 12 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器 SI3 17→本跡

1588 H 7 j8 N …0 0 円形 4ヰ33 ×4．33 233 段状 皿状 人為 土瞞腰器願 土器混雲母緒厳 炭憾 黒曜司

1589 H 8 bl N …17。…W 長方形 2．02 ×0．60 57 外傾 平坦 人為 SB94→本跡

1590 H 8 b l N …15　…JⅣ 長方形 2．62 ×0．76 38 直立 平坦 人為 SB94一→本跡

1593 G 6 a6 N 一丁0e－W 長方形 1．42×0．90 6 1 外傾 平坦 人為 土師乳 須恵乳 陶器，磁乳 瓦

薫蔽 H 8 C4 N － 0 。 円形 0．94×0。90 26 外傾 皿状 自然 土師器，黒曜石，釘

1596 H 8 h O N － 0 0 円形 L 50×1．40 58 直立 凹凸 人為 土師器，須恵器，縄文土器 本跡→SB95　P4

ユ598 G 7 f6 N … 0 0 不定形 L 52×L 24 40 外傾 平粗 人為 土師乳須恵鼠灰粕陶鼠黒曜石，陶器

1599 G 7 f6 N －42 0…E 方形 0．95×0．88 38 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，磁器

1600 I 8 e l N …90 0－E 楕円形 0．99×0．82 35 緩斜 皿状 人為 土師器，縄文土器 SI318→本跡

1601 I 8 eユ N 一寸ぐ－E 長方形 1．20×0．70 57 外傾 平班 自然 土師器，須恵器 SI318→本跡

1602 ‡8 a 2 N …38 0…E 楕円形 1．02×0．81 44 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器 本跡→SD12 A

1603 I 8 a 2 N …0 0 円形 0．59×0．55 31 緩斜 皿状 人為 土師器，陶器，土製品 SI319→本跡→SD12Å

1604 J 8 a8 N … 7 0…W 長方形 1．45×0．79 25 外傾 平坦 自然

1605 J 8 a8 N －り0ナーE 長方形 1．05×0．63 33 外傾 平坦 自然

1606 J 8 b9 N －56 0－W 長方形 1．56×0．82 4 4 直立 平坦 自然 土師器

ユ607 J 8 b9 N －0 0 円形 0．66×0．64 2 6 ′　緩斜 皿状 自然 土師器

1608 J 8 bO N －840－W 長方形 1．63×0．75 2 8 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，縄文土器 本跡→SK1691

16 09 J 8 bO N …650－W 楕円形 2。72×0。50 8 0 外傾 凹凸 自然 士師器

1610 J 8 cO N －650…W 長方形 0．98×0．68 3 5 直立 皿状 自然

1611 J 9 b3 N …900…E 長方形 2．03×0．89 3 3 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，磁器

1612 J 9 C3 N …900－E 円彬 1．01×0，97 12 緩斜 皿状 平坦

1613 J 9 b3 N －900－E 不整長方形 1．50×1．35 48 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，縄文土器

1614 J 9 b4 N －900－E 長方形 L 16×0．62 54 直立 平坦 人為

1615 J 9 C4 N …720…W 楕円形 1。18×0．85 32 外傾 凹凸 人為

1616 J 9 C5 N …0 0 長方形 140 2×0。87 3 1 外傾 平坦 自然

1617 J 9 d5 N －900ーE 長方形 1．17×0．79 22 外傾 平坦 自然

1618 J 9 bl N －0 0 円形 0．91×0．紳 15 外傾 平坦 自然 士師器，須恵器

1619 J 9 C5 ［ N …0 0 方形 0．74 ×0。74 30 直立 平坦 自然

1620 J 9 C6 N …900 …E 長方形 －1・30 ×0・85 43
l

ー　直立 平班 自然

162 1 J 9 d4 N －90キーE 円形 0．78×0．76 30 外傾 皿状 人為

1622 J 9 C7 N …900 …E 長方形 1。24×0。86 2ヱ 緩斜 平坦 自然

1623 I 9 j3 N …90 0－E 円形 0．78×0．72 36 直立 平坦 自然 土師器

1624 I 9 il N －90 0…E 長方形 1∴朔×1．（＝ 35 外傾 平坦 自然

1625 ‡9 i2 N －0 0 方形 1．12×1．08 寸0 外傾 平坦 自然 土師器

1626 I 9 i6 N …55 0－E 楕円形 1．68×1．02 31 緩斜 皿状 人為

1627Å J 9 a 2 N …90 0－E 円形 1．18×1．00 57 外傾 平坦 自然 土師器

1627B J 9 a2 N －90 0－E 方形 0．76×0．65 33 外傾 平坦 自然 土師器

1628 J 9 e6 N － 5 0－E 方形 1．24×1．15 15 緩斜 皿状 人為

1629 I 9 j2 N －85 0－W 長方形 1．16×0．75 39 直立 平坦 自然 士師器，須恵器

1630 王9 j3　－N …90 c…E 長方形 1．30×0．72 60 直立 ’ 平坦 l 自然 士師器，須恵器

1631 I 9 j3 N －82。－W 方形 私83×0．80 ．72 直立 平川 自然

1632 I 9 j4 N －900－E 長方形 1．08×0．66 舶 直立 皿状 自然 土師器，須恵器

1633
I
I 9 j4 N －908－E 長方形 1．36×0．83 60 直立 平坦 自然

ユ634 I 9 i3 N －90J l－E 長方形 L O6×0．75 29 外傾 平坦 自然

163 5 I 9 i3 N －90やーE 長方形 1．16×0。90 3 8 直立 平班 自然 土師器

163 6 I 9 i4 N …900－E 長方形 1．36×1．05 2 9 直立 平坦 自然

163 7 I 9 i5 N －900－E 長方形 1．26×0．72 4 9 直立 平坦 人為 土師器

163 8 I 9 i5 N －0 0 不定形 1．41×1．20 4 0 直立 凹凸 人為 不明鉄

163 9 I 9 i6 N －900－E 長方形 L 35×0．77 40 直立 平坦 自然

1640 I 9 i7 N …900…E 長方形 1．12×0．75 4 1 直立 平坦 自然

164 1 I 9 h7 N －pOやーE 長方形 1．25×0．76 59 直立 段状 自然 ！

i

l

i

I

！

土師器，須恵器　　　　 l

1642 I 9 h7 N －870－E 長方形 L 39×0．86 49 直立 平川 自然

1643 I 9 i8 N …900…E 長方形 1∴誉×0．73 52 直立 平坦 自然

ユ6舶 I 9 i9 N － 0 い 不定形 1．08×0．97 5 1 外傾 凹凸 自然

1645 I 9 i9 N －53 8－W 楕円形 1．08 ×0．88 20 緩斜 平坦 自然

1646 I 9 h 8 N －90 0－E 長方形 1．09 ×0．70 22 直立 平坦 自然

1647 I 9 g 6 N －50 3－W 楕円形 0．95 ×0．66 13 緩斜 皿状 自然

1649 I 9 e 7 N …10 0 …E 長方形 L 鋸×0．90 90 外傾 皿状 自然 土師器，不明鉄　　　　 l

i

土師器　　　　　　　 l

i

土師器，須恵器　　　　 i

1650 I 9 e 7 N …450－E 楕円形 0．63×0．54 22 外傾 皿状 自然

1651 I 9 e6 N －90ぐ－E 円形 1．70×1．62 45　 ［ 緩斜 皿状 自然

1652 I 9 d6 N －18 8－W 楕円形 0．86×0．69 18
i
緩斜 皿状 人為

1 653 I 9 d4 N －80 0－E 長方形 1．20×0．96 13 直立 平坦 人為

1654 ‡9 d5 N －73 e－E 円形 0．90×0．85 34 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器　　　　 l

i

i

土師器，須恵器　　　　 I

！

縄文土器　　　　　　　 l

1655 I 9 C4 N －180－W 長方形 1．12×0．88 56 直立 皿状 自然

1656 I 9 C5 N －183－W 長方形 1．19×0．82 65 外傾 段状 自然

1657 I 9 b5 N …720－E 楕円形 1．42×0．92 37 外傾 皿状 自然

1658 I 9 b6 N －790－E 長方形 1．32×0．92 63 直立 平坦 自然

1659 I 9 b4 N －0 0 楕円形 1．47×1．24 26 外傾 平坦 自然

166 0 I 9 b5 N －O e 円形 0．78×0．78 16 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器　　　　 l

I

l
166 1 I 9 b6 N …8 0－W 楕円形 1．34×1．03 14 緩斜 皿状 自然

1662 I 9 a6 N …900…E 円形 0．56×0．53 2 8 外傾 皿状 自然
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士枕

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向）
平面形

巨 濃　 横　 軸 序

底 面

巨 土

出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新）
！長細 X短細 桓 さ（cm

16 63 i I 9 a 6 l N － O e ！　 円形 恒 ．56×0．56 i 29 i 緩斜 l 皿状 1 自然 ！ ！
166 4 l I 9 b5 lN 一軒 －E I　 円形 i o．83×0．78 I 24 i 緩斜 ！ 皿状 i 自然 ！ ！

166 5！ 王9 a5 l N －0 ナ i　 円形 ‖ 湖 ×L 32 ！ 13 ！ 緩斜 l 平出 1 自然 ！

1666 l I 9 bJ l N 一軒 －E l　 円形 ！0．91×0．86 i 24 l 外傾 ！ 平坦 1 自然 i

1667 i I 9 f4 l N 一軒 －W l 長方形 l l．20×0．80 i 50 ！ 直立 平坦 l 自然 士師器
1668 l I 9 dJ N －0 0 i　 円形 l o．90×0．88 l 3 2 i 緩斜 平坦 自然

1669 l I 9 d2 N －610－E ！ 楕円形 0．48×0．39 48 直立 皿状 人為

1670 H lOg 4 N －10千一W 長方形 1．25×0．90 10 緩斜 平坦 自然

1671

1672

I 9 C 2 N …0 0

0

楕円形 0．54 ×0．38 45 外傾 皿状 自然

I 9b 2 N －27　－W 楕円形 1．85 ×L 4 3 23 緩斜 凹凸 自然

1673 I 9 b l N … 0 0 不整長方形 L 20×0．86 18 直立 凹凸 自然

1674 I 9 a l N －1ぎ ーW 長方形 L lO X 私72 31 外傾 皿状 自然

1675 I 9 a l N －80キーE 長方形 1．73×0．68 40 外傾 皿状 自然 SBl15P 7 →本跡
167 6 I 8 aO N …0 0 円形 1．10×1．10 20 外傾 皿状 自然 SBl15P 9 →本跡
1677 I 8 a2 N －90 8－E 円形 0．76×0．72 65 外傾 平坦 自然 SI319→本跡→SI）15
1678 I 8 a2 N －170－W 長方形 1．15×0．71 3 5 外傾 段状 自然 ST3 19→本跡→SD15
1679 I 9 f8 N －700－E 長方形 0．87×0．70 2 6 外傾 平川 人為 SI3 56　SB l17→本跡
1680 I 9 e3 N …750－E 長方形 私89 ×0．53 28 直立 平坦 自然 †

SI35 5→本跡
1682 I 8 b 7 N …900－E 楕円形 0．90 ×0．80 30 外傾 平坦 自然 SI35 0→本跡
1683 I 8 b 8 N －740－E 楕円形 1．66 ×1．00 50 外傾 皿状 自然 土 師器　 須恵器　 灰粕 陶器 SI350→本跡
16 84 I 8 g 9 N －90e－E 円形 0．88×0．84 39 外傾 平坦 自然 土師器，縄文土器
168 5 I 8 g9 N － 0 0 円形 0．62×0．60 23 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器

168 6 I 8 f9 N …110…W 楕円形 0．95×0．84 36 外傾 平出 自然 縄文土器

168 7 I 8 用 N －0 0 円形 0．畠×0．77 23 外傾 平坦 自然 士師器，須恵器

1688 I 9 C2 N …90 0…E 円形 0．48×0．45 25 外傾 平坦 自然
1689 I 9 b3 N …0 0 楕円形 1．17×L O5 2 5 緩斜 皿状 自然

1690 J 8 bO N －900 －E 楕円形 1．42×（0．79） 45 緩斜 皿状 人為 SK1608→本跡
1691 J 8 b O N －0 0 楕円形 0．78×（0．55） 40 媛斜 皿状 人為 SK1608→本跡
1692 王8g 2 N －0 0 円形 L O2 ×1．00 72 直立 皿状 自然 土 師器，須恵器，縄 文土器 SI34 5→本跡
ユ694 I 8 j6 N －11。一一E 楕円形 1．41×1∴悠 76 直立 皿状 自然 土師器一須恵器，縄文士器．陶器

1695 I 8 h 7 N － O c 円形 0．92×0．92 77 外傾 皿状 自然
169 6 I 8 g6 N －90 0－E 円形 0．77×0．73 45 外傾 皿状 人為 土師器，縄文土器

169 7 I 8 a8 N －72 0－E 長方形 1．04×0．70 26 直立 平坦 自然
1698 I 8 a8 N …O e 円形 0．60×0．60 9 外傾 平坦 自然

1699 I 8 a9 N －85 0－E 不整楕円形 1．54×0．85 31 外傾 平坦 自然
1700 J 8 a8 N －0 0 円形 1．01×1．02 10 緩斜 平川 自然 士師器，縄文土器

1701 王　8 a2 N 一寸0－W 長方形 1．20×0．65 3 3 直立 平川 自然
1702 I 8 b l N －0 0 円形 1．08×1．06 23 外傾 平坦 自然

1703 I 7 b 8 N －780－E 長方形 0．40 ×0．13 5 1 外傾 平坦 自然
1704 ‡7b8 N －12J－W 長方形 1．86 ×0．65 5 1 外傾 平坦 自然 SD5 0→本跡→SD12Å
1705 G 6 f8 N －16 0－E 方形 0．80 ×0．76 15 外傾 平川 自然 土師器

1710 G 6 fO N …0 0 円形 私42×0．40 13 外傾 皿状 自然

1711 G 6 eO N －34 0－W 楕円形 0．40×0．33 14 緩斜 皿状 自然
1712 G 6 eO N －0 0 円形 0．35×0．35 20 外傾 皿状 自然

1713 G 6 eO N …0 0 円形 0．30×0．30 16 外傾 皿状 自然

1714 G 7 fl N －0 0 円形 0．51×0．51 50 外傾 凹凸 人為 土師器，須恵器
1715 G 7 fl N －0 0 円形 0．51×0．50 3 6 外傾 皿状 自然

1716 G 7 fl N －38キーW 楕円形 0．75×0．55 4 3 直立 皿状 自然

1717 G 7 fl N －130－E 楕円形 0．77×0．68 3 1 緩斜 皿状 自然

1718 G 7 e l N …0 0 楕円形 0．40 ×0．35 18 外傾 皿状 自然

1719 G 7 fl N －72 0－W 楕円形 0．58 ×0．40 34 外傾 凹凸 人為

172 3 G 6 a5 N －65 0－W 長方形 1．39×0．78 23 直立 平坦 自然 須恵器 SD3 5　本跡
1724 G 6 a5 N －65 0－W 長方形 1．50×0．78 26 直立 凹凸 自然 土師器，須恵器 SD35　本跡
172 5 G 6 a4 N －67 0－W 不整長方形 0．72×0．38 49 直立 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器，不明鋸

i

i

l

須恵器，陶乳 磁器　　 l

i

l

I

i

土師乳 須恵乳 縄文土乳 降勘

陶器　　　　　　　　 i

i

i

土師器，須恵器　　　　 l

i

i

土師器　　　　　　　 l

i

SD35→本跡

本跡一→SK1743

1737 H lOj5 N 一山0－E 楕円形 0．87×0．77 43 直立 平坦 人為

1739 H lOj7 N －90㌧…E 不整楕円形 1．68×1．39 24 外傾 ・皿状 人為

1740 H lO iG N －710－E 楕円形 1．15×0．99 18 緩斜 皿状 人為

1741 H lO i7 N －170－W 不定形 1．96×1．20 3 6 外傾 平坦 自然

1742 H lO i6 N －720－E 楕円形 L 30×1．05 33 外傾 凹凸 自然

1743 H lO i6 N －O J 円形 0．72×0．70 22 緩斜 皿状 自然 SK1742－ヰ本跡
174 4 H lO i6 N －118－W 方形 0．80×0．76 42 緩斜 皿状 自然

174 5 H lO j5 N …28。－W 楕円形 1．28×0．70 33 緩斜 皿状 自然

1746 H 9 i8 N －17 0－W 不定形 1．17×1．45 106 外傾 平坦 人為

1747 H lOh6 N －65 0－E 長方形 1．18×0．95 40 外傾 皿状 自然

1748 H lOh5 ！N －20。－W 長方形 14．8×0．53 23 外傾 平坦 自然

1749 H lO h5 1 N －700－E 隅丸方形 0．90×0．80 12 外傾 平坦 自然
17叫 H lOg 5 lN －750－－E ［隅丸方形］ 1．34×細．6） 60 外傾 皿状 自然
17叫 110d 3 1N －640－E 不整長方形 1．20×0．85 18 外傾 平坦 自然
17叫 IlOc 3 ！ N －0 r l 円形 1．09×0．97 ！ 20 外傾 i 平坦 人為
17叫 I lOc4 I N －790－W l 方形　 ！1．05×0．98 ！ 28 ！ 外傾 ！ 平坦 ！ 自然

1755 H 9 j8 N －18 0－W 楕円形 1．00 ×0．65 68 直立 皿状 自炊
175 6 1 I lOc5 1 N －0 e l 円形　 l 1．00 ×0．95 1 40 I 直立 I 平坦 i ノItヽ自然 i須恵器，磁器，不明鉄　 i

l

！

鉄鉱　　　　　　　　 i

i

17呵 H lO i6 1 N －10 0－E l 楕円形 l 0．68×0．56 l 30 l 外傾 I 皿状 i 自然 ！
1758 1 H lOj4 i N －78 0－E i 長方形 ！2．00×0．70 i 16 ！ 外傾 l 平坦 I 人為 l
17叫 H lOg4 1 N －72 e－封 長方形 i L 76×1．10 i 25 ！ 外傾 i 平坦 i 人為 I

1760 1 H lO i4 1N －140－W I 長方形 l 2．00×0．66 ！ 44 l 緩斜 l 平坦 l 自然 i
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土坑
一一L

長律方向
平面形

規　　 模　 十m ）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）番号 位　　 置 し長軸方向〕 邦
三まヒ

176 1 G l旧1 N －0 0 円形 1．03×0．95 i 17 外傾 平坦 人為

176 2 H lOb l N －270…W 不整楕円形 1．42×0．80 2 1 媛斜 皿状 人為 土師器，縄文士器

178 1 H lOP 1 N －0 8 不定形 L 3後×1∴ほ 15 夕も傾 平坦 自然

ユ782 H lOdl N …900…E 楕円彬 1．氾＼冊 3 l 3 0 外傾 平坦 人為 須恵器．縄文士器

178 3 H lOL、1 N …0 0 楕円彬 L O6×0∴㍑ 45 外傾 平出 人為 土師器、須恵器

1784 H lOb l 酢1 紆㌧牒 円彬 1∴州＼L H 2 7 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器．縄文土器

178 5 H 9 aO N …0 0 円形 L 25×1．25 i 5 6 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，縄文土器

1786 H 9 aO N －0 0 円形 0．85×0．84 2 6 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，縄文土器

178 7 G lOjl N …570…E 楕円形 1せ20×0。94 11 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器．縄文土器

1788 H lObコ N …0 0 円形 L 掴×0．92 3 1 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器

1789 G lOhl N －0 ナ 楕円彬 l．1 ＼ ．把 16 緩斜 皿状 自然

1790 G 川hl N …0 0 円形 1．15×1．1日　 用 外傾 平川 人為

179 1 G lOgl N …0 0 円形 0，95×0瀾 ‖＋ 摘 緩斜 皿状 自然 士師器．須恵器

1792 G lOg3 N －900－E 円形 0。70×0．67 20 外傾 皿状 自然

1793 H 8 aO N －860…E 隅丸方形 0．98×0．89 35 外傾 皿状 自然

1794 H 8 b9 N ＋げ∴牒 方形 0．95×0。93 27 外傾 平坦 自然 土師器

ま795 H 8 b9 N －鮮 円彬 0．猫用 用‖　 17 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵乳 縄文土乳 陶器

1796 H 8 b8 N －0 0 円形 0．輔＼0油日　 37 外傾 皿状 人為 土師器，頂恵器，縄文土器

1797 H 8 b8 N …駅「⊥W 隅丸方形 0も90×0や75 40 直立 平坦 自然

1798 H 8 b8 N －880－E 隅丸方形 1．00×0．机 I 70 直立 平川 人為 縄文土器

1799 H 8 b8 N －TIJ－E 不定形 0，64×0。53 57 直立 傾斜 人為

1800 H 8 b9 N …0 0 円形 0。54 ×0．52 ！ 50 直立 傾斜 人為

ユ樟1 H 8 a9 N －680…E 楕円彬 0．58×0」3 45 直立 傾斜 l 人為

ユ802 H 8 a8 N …0 0 円形 仕18×‥∴汀 40 直立 傾斜 人為 土師器

1803 H 8 b 8 N …770…W 楕円形 0。63×0．45 33 直立 凹凸 人為

1804 H 8 b O N …0 0 円彬 0．72＼0．舟 l 寸3 外傾 段状 人為

1805 H 8 b 8 N －0 0 円形 吊 OX 」月　 53 直立 傾斜 人為

1806 H 8 cO N －16こ”－W 楕円車 0．m X Lt 6し‖　 20 外傾 血状 人為 土師器，須恵器

1807 H S e9 N …O c 円形 0．58 ×0．50 30 直立 血状 自然 土師器，須恵器

1808 H 8 d9 N 4 好㌧牒 不定彬 1e7 5×1．03 24 緩斜 皿状 人為

1809 H 8 d8 N …44 0…E 楕円彬 0。48 ×私購 40 直立 傾斜 人為

1810 G 9 b l N …750…E 隅丸長方形 L 15×01沌 13 外傾 平坦 自然

18日 G 8 b O Ⅳ…73 0…E 不整長方形 1．17 ×0。8叫　 22 外傾 平川 自然 土師器

1812 C 8 b 8 N …13 0－E 方形 0．93 ×0潮目＋ 祁 外傾 凹凸 自然 土師器，須恵器

1813 G 8 c T N …鋸「⊥W 不定形 1．15 X l．旧 l 氾 外傾 平坦 自然

ユ814 G S c 7 N …78 0…E 不定形 2。30 ×1．5月　 髭 直立 平坦 自然

1815 G 8 C 7 酢∵貯∴牒 隅丸長方形 1。15 ×0ぁ72 40 直立 平川 自然 土師器．須恵器

1820 G 8 a6 N －82 9…W 楕円彬 1ぁ17×0ぁ95 26 緩斜 皿状 自然 士師器，須恵器 S1377→本跡

1823 F 8 b4 N …28の…W 楕円彬 1．24×1せ08 27 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

1824 E 7 i7 N －22ぐ一E 再彬 L 鋸×1．00 50 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，瓦，磁器，

1825 E m 8 N …30 0…W 円形 L O2 ×0．錮 61 直立 平川 自然

1826 E 7 i7 N …510…E 楕円形 1．28×1瀾 つ ：溌 直立 平川 人為 土師器，須恵器夕　陶器，砥石

1827 E 7 jO N …0 0 楕円形 1．56 ×1∴H l 91 外傾 皿状 人為

1828 H 8 C 9 N －0 0 円形 0。65×0．55 30 夕も傾 傾斜 自然 土師器，頂恵器

1829 H 8 C8 N …0 0 円形 0．73×0．68 27 外傾 傾斜 人為 土師器，須恵器

1830 H 8 d9 N …鮮 円形 0。58×0．58 17 外傾 皿状 人為 須恵器

1831 H 8 e8 N …鋸「⊥W 楕円形 0．80×0664 24 外傾 凹凸 人為 土師器

1832 H 8 d8 N －60 0－E 楕円形 0．77＼0．6 35 外傾 凹凸 自然

1833 E 7 i9 N －32 0…W 不定彬 2．20×1．10 47 直立 平坦 人為 土師乳 須恵暮，瓦，陶器，磁器 SI393→本跡

ヱ834 E T iO N …23 0…E 楕円形 1。24×0．94 54 外傾 皿状 自然

1835 E 7 jO N … ユ＿。…W 楕円形 L 7×1。08 l 82 直立 皿状 人為 土師器須恵器瀾 鼠 磁乳 不明鉄

1836 E S h4 甘1 紆∴牒 隅丸長方形 0。88×0。68 22 外傾 平坦 自然

ユ837 E 8 h4 酢→ぽ∴戊 楕円形 0．88×0．7二三 62 直立 皿状 人為

1838 E 8 h5 N －90 J－E 円形 0．糾×0．80 24 揖斜 皿状 自然

1839 E 8 g4 ＼－53ご－W 円形 0湖 ×0．78 i 36 緩斜 皿状 人為

ま糾0 E 8 g5 N …350 －E 円形 1．0　X ．輔 31 緩斜 平坦 自然

184 1 E 8 g5 N …310…E 楕円形 0．92×0．8 l 36 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器，瓦

184 2 E 8 g5 N －790…E 隅丸長方形 0．9×0∴2 l 39 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器，磁器

184 3 E 8 g6 N －858－E 隅丸長方形 1．44×0．62 l 3 8 緩斜 平坦 自然

1844 E 8 g7 N －77。－E 隅丸長方形 2．72 X lJ H I 53 外傾 平坦 人為
！

［

本跡→SB63

184 5 E 8 g8 N …750…E 隅丸長方形 0．90×0．66 l 3 3 直立 平坦 自然

1糾6 E 8 g8 N －0 0 円形 0．糾×0諸4 i 3 4 直立 平坦 自然

184 7 D 8 i8 N →げ∴牒 楕円形 1．48×1∴B l 4 5 直立 平坦 自然

1848 D 8 iO N 二次「⊥W 楕円形 1．40×0。70 I 5 6 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

1849 D 9 hl 甘→紺∴虻 円形 0．94×0．86 l 5 8 外傾 平坦 人為

1850 E 9 a2 ＼－10ユーE 隅丸長方形 1．78×0．紺 l 5 5 外傾 平坦 人為 須恵器，陶器

1853 E 7 j9 － － （1．16）×細・8鋤　 67 － 凹凸 自然 不明鋼製品

185 7 E 7 f7 N －560…E 円形 0．86×［0瀾 月　 21 直立 平坦 人為 土師器，須恵器

1867 E 8 b7 N －57や－E 不定形 3．00×2．20 I 7 7 緩斜 皿状 人為 土師暮 ，須恵器，縄 文土器 SD25→本跡

1868 E 8 b 9 N －730－E 不定形 ∴90×1．紺 1 7 7 緩斜 皿状 人為 SI封7→本跡

1870 C 8 j8 N －8 0－W ［円形］ 0．93×［Ⅲ 封　 51 直立 平坦 自然

187 1 C 8 j8 N －鮮 不定形 L 45×0．9月　 購 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，縄文土器

1872 C 8 j8 ツー558－E 円形 1．06×0．97　　　 57 外傾 血状 自然 土師器，須恵器，陶器，キセル

1873 C 8 j8 N －63ナーE 円形 0．98×0．94　　　 41 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器，瓦，羽釜，土錘

1874 C 8 j7 N －430 …E 円彬 L O 7×1．01　　 42 外傾 皿状 自然 土師器瀾恵乳灰粕陶器瓦縄文土器

1875 C 8 j7 N …52。…W 不定形 1．30×1．20　　　 39 緩斜 平坦 自然 須恵器

1876 C 8 j4 N …650…W 円形 0．86×0．8　　　 29 外傾 望＿堅 自然 須恵器
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土坑

番号
位　　 置

長径方向

し長軸方向）
平面形

規　　 模　 （m ）
壁 面 底面　　 将士
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新旧関係（古→新）親 機潮硝 ㈲ 深さkm）

18 77 C 8 i3 六一20ナーW 円形 0．80 ×0．73 16 外傾 平出 i 自然 lsI32 1→本跡

18 78 C 8 i3 N －56 0－E 円形 0。86 ×0．77 26 直立 平出 ！ 自然 i

ま879 C 8 i3 酢∴控∴虻 円形 0．83 ＼0．76 24 外傾 平耕 l 自然 ！

188 0 C 8 i3 N …90 0…E 不定彬 1．諏＼1．川 32 外傾 平出 i 自然 ！

188 1 C 8 i2 N …18 0…E 不定彬 1．35＼。．鋸 33 直立 平出 i 自然 土師乳 須恵乳 瓦　　 i

ユ882 C 8 i2 N …15の…E 円形 ユ。25×1．13 43 外傾 皿状 1 自然 士師器，須恵甘 元　　 i

1883 C 8 il N …250…E 楕円形 1．29×0．96 24 外傾 皿状 l 自然 i

1884 C 8 il N 一旦90－W 不定形 1。44×0．75 36 外傾 平出 l 人為 土師器，須恵器　　　　 ！

1885 C 8 il N …620…E 円形 1．05×1．03 38 媛斜 平川 1 自然 ！

1886 C 7 沌 N －600…E 不定形 L 35×0．93 35 外傾 凹凸 i 人為 i

1887 D 8 b 5 N …28。－W 円形 1．04 ×0．96 2 7 直立 平出 1 自然 士師器，須恵器　　　　 lsI32い 本跡

1888 E 7 g 8 Y －70J－E 楕円形 0．87×0め66 4 6 外傾 皿状 ！ 自然 i

1889 E 7 f8 N …O e 円形 1．0×0．97 直立 平出 i 自然 士師器，須恵器　　　　 1

1890 E 7 f8 N －29の…W i 楕円形 私87 ×0∴没 34 外傾 皿状 l 自然 土師器．墳恵器，刀子，附 畑

ま891 E 7 g 9 N …3（「⊥W 円形 0．62 ×0．62 45 外傾 皿状 l 人為 土師器．須恵乳 線柚陶器 1

18 92 E 7 g 9 N － 3 0…E 円形 1．09×0．97 43 外傾 ，m 状 i 自然 土師器，須恵器　　　　 l

189 3 E 7 g9 酢」ぽ∴牒 円形 1．。5＼0．即 21 外傾 平坦 i 人為 土師器．須恵器　　　　 l

1894 E 7 g8 N …30 0－E 楕円形 1．02×0．98 40 外傾 皿状 i 自然 士師器，須恵器　　　　 l

189 5 E 7 g9 N …ユ50…E 円形 0。8×私7 41 外傾 平坦 i 人為 工師器I 壇恵器　　　　 i

1896 E 7 g8 N …40 0－E 円形 0．93×0．91 37 直立 平出 l 人為 ！

1897 E 7 h8 N …240…W 不定形 0．93×Ⅸ81 59 直立 平坦 l 自然 i

ヱ898 E 7 h8 N …450－W 円形 0瀾 戌級 頼 39 媛斜 皿状 l 自然 ！

1899 E 7 g9 N …670－W 楕円形 0．84×0．69 4 9 外傾 皿状 1 人為 工師器，須恵器　　　　 i

ユ900 E 7 h9 N …0 0 円形 0．9×私9 4 6 外傾 皿状 i 人為 須恵器　　　　　　　 ！

1901 E 7 h9 N …0 0 円形 0．85×0。84 79 直立 平出 1 自然 士師器，須恵器，陶器　 l

1902 E 7 i9 N …35。…E 楕＝彬 ま。3×0．98 飢 外傾 皿状 i 自然 工師器，頃恵器，陶器，元 1

1903 E 7 h 9 N イ貯∴虻 不定形 1．3×注 射 87 外傾 平坦 ！ 人為 土師器，墳恵器．陶器、元 l

19 04 E 7 ぎ8 N …840…W 隅丸方形 私鮮×㍑再融 36 夕も傾 皿状 i 自然 匪 396→本跡

1905 E 7 待 N …550－W 不定形 L 15×0．柿 34 直立 平出 l 人為 isI39 6→本跡

190 7 E 8 h l N …170…W 円形 仕57＼0．50 40 夕も傾 皿状 ！ 自然 士帥器　　　　　　　 ！

190 8 E 8 h l N …90 0－E 円形 0．59×0．5ユ 33 外傾 皿状 l 人為 須恵器　　　　　　　 ！

190 9 E 8 h l N 喜好∴戌 円形 086×0．55 30 直立 皿状 1 自然 i

19 10 E 8 h l N …27 0…E 出府 ［0．37×0．32 29 外傾 皿状 l 人為 i

1鋸1 E 8 g l N …67 0…W 円形 0．66×0サ62 33 直立 平出 1 人為 「上帥器　　　　　　　 1

19 12 E 8 g l N …0 0 円形 0．58×0．55 56 外傾 皿状 l 自然

ユ913 E 8 h2 N …15f－W 楕円形 0．85×0。58 3ヱ 外碩 平川 i 人為

1914 E 7 h9 N －鮮 円形 0．85×［0．86］ 71 直立 平川 ［ 人為 士師器∴須恵器，陶器　 l

1919 E 7 f9 N …800…E 楕円形 1．10 X O．80 68 外傾 皿状 l 人為 士師器，須恵器　　　　 1

ユ920 E 7 g 9 斗－18J－W 楕円形 L OX O．78 56 嬢斜 皿状 l 人為 土師器，須恵器　　　　 l

1922 D 9 dユ N …780…E 隅丸長方形 1．91X O．9 6 8 外傾 平坦 ！ 人為 土師乱 頑強私 煩 由陶器 1

1923 D 8 C 8 N －0 0 円形 1．5ユ×1．47 8 2 緩斜 平坦 ！ 人為 土師器，須恵器　　　　 l

1924 D 8 C 7 N － 0 0 楕円形 1．64×1。4 3日 外傾 平川 i 自然 士師器．須恵器　　　　 1

19 27 D 8 d 6 N … 0 0 楕円形 1，43×1．2 5〔i 外傾 平川 l 人為 ！

1928 D 8 C6 N …610－W 楕円形 1．0×0．85 22 タ沼頃 平出 l 自然 土師鼠 須恵鼠 士錘　 ！

1929 D 9 fユ N －90 0…E 隅丸長方形 1．15 ×0．93 20 外傾 平川 l 自然 土師器　　　　　　　 ！

193 1 D 8 b5 N …72 0－E 円形 0．71×0．69 35 外傾 平出 i 人為 土師器　　　　　　　 l

193 2 D 8 bLl N －84 0…E 隅丸長方形 1．4×0．86 26 外傾 平坦 i 人為 I

193 3 D 8 C4 N －52 e－E 不定形 L 81×1．03 63 外傾 平坦 i 人為 i

1934 D 8 C4 N …45 0…E 円形 0．54×0．5 42 外傾 皿状 l 自然 i

1935 D 8 d4 N 一丁やーW 円形 0．61 X O．56 19 緩斜 平川 l 人為 ［

士師器，須恵器　　　　 11936 D 8 e4 N －480－W 楕円彬 1」2×私98 25 緩斜 肛状 i 人為

1937 D 8 d3 N －320－W 楕円形 L 引）X l．30 10 1 緩斜 凹凸 l 人為 土師器，須恵乳 陶器　 isI414→本跡

i

l

！

土師器，須恵器　　　　 l

i

i

須恵器　　　　　　　 l

1938 D 8 C3 N …290…E 円形 0．65×0．58 32 外傾 皿状 l 自然

1939 D 8 C3 N －350－W 円形 0．65×0．62 39 外傾 皿状 l 自然

1941 C 7 i9 N －190…E 不正楕円形 L 74×1．13 4 7 緩斜 皿状 l 自然

1942 C 8 h l N －lGTーW 不定形 2．04 ×1．33 4 9 緩斜 平出 l 人為

19 43 C 7 h O N －150－E 隅丸長方彬 1．26×0．62 2 0 直立 平川 l 自然

ま944 C 8 h l N －25　－W 円形 0．68 ×0．66 2ユ 直立 平出 l 自然

ユ945 C 7 i9 N －84 0…W 円形 1．38 ×1．24 30 緩斜 皿状 i 自然

194 6 C 7 hO N …81で－W 円形 0．86×0．8 3 1 外傾 凹凸 1 自然 十線 刀子　　　　　　 i

194 7 C 8 h4 N －15 e－E 楕円形 0ザ85×0，58 7 緩斜 辛粗 l 自然 土師器　　　　　　　　 厘 323→本跡

i

i

l

l sI202→本跡

1948 C 8 i2 N …24 0…W 楕円形 1．28×0．89 3 1 外傾 i 皿状 1 自然

1949 C 8 h2 N …80 0…E 円形 0．58×0．55 38 外傾 ！ 皿状 l 自然

1950 C 8 g2 N …73 0…W 楕円形 0。52×0．46 30 媛斜 ！ 皿状 1 自然

195 1 E 7 fO N …9 0－W 円形 ［0．85］×0．81 29 外傾 i 皿状 ！ 自然

1952 E 7 eO N －O J 隅丸長方形 0．99×［0．78］ 33 直立 i 凹凸 1 自然 序I202→本跡→SD4 9

1953 D 8 b 5 N －228－E 円形 0．39 X O．36 10 緩斜 i 皿状 l 人為 土師鼠 須恵器　　　　 i

i

i

i

土師器，須恵器，陶器　 1

1954 C 8 g 2 N …620 －E 不定形 0．73×0．56 4 6 緩斜 ！ 皿状 1 自然

19叫 C 8 f2 N －320…W 隅丸長方形 1．48×1813 52 外傾 ！ 平出 I 自然

19 56 i C 8 f2 N －610…W 不定形 1．96×0．98 97 緩斜 i 凹凸 1 人 為

19 57 ！ C 8 i2 N －180－W 円形 1．13×1．07 8 7 直立 i 皿状 i 人為

19叫 C 8 i2 N －5 うーE 隅丸長方形 1．19×0．64 4 0 直立 i 凹凸 1 自然 土師乳 砥石，不明鉄，酢劉

19叫 D 8 d3 N …6 。－W 楕円形 1．38×［1．13］ 38 直立 I 平粗 l 人為 lS IⅢ →本跡

19叫 D 8 d2 N －11。－W 楕円形 L 26×1．18 47 直立 i 平班 l 人為 極 414→本跡

i

l

196封

1964 i

自 痛 つ

C 8 e4 i

N －47㌧ 叫

N －88㌧ W l

円形　 ！

不定形 l

1。28×1．2月

2．18×1．27 ！

90 i

30 i

直立 i

外傾 ！

平班 1 自然 i

平粗 l 自然 l
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土坑

番号
位　　 置

長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　 模　 （m ラ
壁面 底 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古…サ新）招渦潮拍 ㈲ 深さ（cm）

1965 C 8 f7 N －290－E 楕円形 1．02×0．85 77 直立 平坦 自然

1966 C 8 f7 N －15サーE 隅丸長方形 1．13×0．65 29 外傾 皿状 自然

1967 C 8 f7 N －66J－W 円形 0．96×0．90 65 外傾 皿状 自然 土師器，釘

1968 D 7 fO N …850…E 隅丸長方形 1．36×1．11 6O 直立 平班 人為

1969 D 7 f9 Ⅳ4 貯∴虻 楕円形 0．40×0．32 42 外傾 皿状 人為

1970 D 7 f8 N －10 0－W 円形 0．40×0．37 51 外傾 皿状 人為

1971 D 7 f8 N …35 0…W 円形 0．92×0．86 32 外傾 平坦 自然 土師乳　 須恵器　 雲母片岩

1972 D 7 f8 N －86 0…E 楕円形 0．99×0．85 23 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器

1973 D 7 eO N －75 0－E 隅丸方形 1．00×1．04 53 直立 平坦 人為 須恵器，磁器

1974 D 7 dO N －16ナーW 円形 0．98×0．93 53 直立 平坦 自然 土師器，須恵器，瓦

1975 n 7 dO N …67。－W 楕円形 1．41×1．25 66 直立 平川 自然 土師器，須恵器，陶器

1976 D 7 cO N …2 0－W 楕円形 1．40×1．26 35 外傾 皿状 自然

ま977 D 8 d l N －22 0－E 楕円形 1．45×1．34 33 外傾 平坦 自然

1978 D 8 bO N －140－W 隅丸長方形 1．20×0．55 24 緩斜 皿状 人為

1980 D 7 f8 N －900－E 隅丸長方形 1．33×0．86 4 1 直立 平坦 自然 土師器，須恵器

198 1 D 7 cO N －2 0－W 隅丸長方形 L 22×1．07 56 直立 平坦 人為 土師器，須恵器，陶器

198 3 D 8 fl N …820…E 隅丸長方形 L 15×0．93 3 6 外傾 平坦 自然

1984 D 8 a8 N …420－E 円形 0．39×0．38 2 6 緩斜 皿状 自然

198 5 D 8 a9 N …430…W 円形 0．73×0．68 2 1 外傾 皿状 自然

1986 D 8 aO N －750－E 隅丸方形 1．03×1．00 5 2 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

1987 D 8 a9 N …0 0 ［円　 形］ 0．66×細．32） 26 外傾 皿状 自然

1989 F 7 j2 N －900 長方形 私60×0．55． 18 外傾 平坦 人為

199 1 F 7 j3 N …900 長方形 0．77×0．68 25 外傾 平班 人為

1999 F 7 j2 N －6 0…E 正方形 0－．79×0．78 24 外傾 平坦 自然

5　中◎近世

（自　地下式墳

第瑠考地帯武威（第702図）

位置　調査区城の北東部，D8b9区。

重複関係　第408号住居跡を掘り込んで構築されていることから，本跡が新しい。

竪坑　上面は，長軸1。45mタ　短軸1。18mの，長軸が主軸に平行する長方形で，深さ0。86～1言3mである。底面

はタ　一辺がL30mのほぼ方形で，室室に向かって下るスロープ状を里している。

量窒　底面は，長軸2。19m，短軸1．76mのタ　長軸が主軸に直交する長方形でタ　平坦である。確認面から底面ま

での深さは1。67mである。天井部は崩落しており，残存していない。

主軸方向　N－820－W

壁　竪坑と主室ともに，ほぼ直立する。主室の壁高は1．54mである。

覆羞10層からなる。土層断面図中第4層のローム太ブロックはタ　天井部が崩落したものと考えられる。第8

～路層は竪坑から流れ込んだものと考えられる。第5～7層はタ　ブロック状に堆積しているためタ　人為堆積と

考えられる。第1～3層はレンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐　色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・粘土大ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

3　黒褐色

4　褐　　色

5　黒　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　黒褐色

9　暗褐　色

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック多量，ローム粒子中量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム太ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土大プロ、ソク・粘土中プロ、ノク・粘土粒子中量

ローム中ブロック・粘土大ブロック中量，ローム大ブロック・粘土中ブロック・粘土粒子少量

10　暗褐色　粘土大ブロック少量

遺物　須恵器片1点が出土している。須恵器片は混入したものと思われる。

所農　本跡の時期は，出土土器からは判断できないがタ　重複関係と遺構の形態から中世と推定される。
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第謬◎霊園　第且号地下式境実測図

（2）溝

今回の調査では言郎5条が確認された。出土遺物は混入と考えられるものがほとんどでタ　その性格は不明で

あるがタ　多くが奈良の平安時代の遺構を掘　込んでお軋　最近の地籍図の筆境と位置がほぼ一致していること

からタ平安時代前期以降の区画を目的とした港の可能性が高い。第12A e13のユ7号溝及び第34号溝の一部はタ

並行して確認されていることからタ　道路状遺構の側溝であった可能性が考えられる。確認された溝の位置や規

模などの特徴についてはタ　一覧表に記載するとともに撃　全体図と第7030704図に掲載する。

第12A号溝土屑解説

1　暗褐　色　ローム粒子少量，焼土粒J’・・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ローーム小プロ、ソク中量

－‥1　褐　　色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒千微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローーム小ブロック少量

7　褐　　色　U－ム小ブUツク少量

8　褐　　色　ローム太ブロック多量

第12B号溝土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子も炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量

第13号溝土層解説

1　褐　　色　ローム小ブロック少量，ローーム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小プロソク少量，ローム中プロソク・尉ヒ粒子微量

3　褐　　色　ローム小ブロック中量

第17号溝土層解説

1　褐　　色　口如ム粒子中邑ローム4、ブロック少亀焼土小ブロック・炭化粒子微量

第27A号溝土層解説

1暗褐色　ロトーム小プロ＼ソク・焼十粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子微量
こう　暗褐色　ローム小プロ∴ノ′ク少量，焼日日一微量

4　暗褐色　炭化粒子微量

5　褐　　色　焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒J’一微量

8　暗褐色　ローム粒子0炭化粒子微量

9　暗褐色　ローーム小ブロック少＿鼠　ローム粒子微量

10　褐　　色　ローム粒子少量

第27B号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒千・歳化粒召姓量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少数ローム申ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

第27C号溝土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ロームIl巨ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム鮮少鼠ローム中邦ック磯土小ブロック微量　4　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

：3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

第24号溝土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中鼠　口山ム小ブロック少量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

第25号溝土層解説

1　褐　　色　ローーム粒子多量，炭化物少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量

第26号溝土層解説

1　暗褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子少量

第27F号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量

第30号溝土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少亀ローム中ブロック微量

第33号溝土層解説

1暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ロレム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量

5　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
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第34号溝土層解説

1　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック少量

3　褐　　色　ローム小ブロック中呈，ローム申ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗褐　色　ローム小ブロック少量

6　暗褐　色　ローム中ブロック少量

第35号溝土層解説

1　褐　　色　粘土小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　粘土小ブロック多鼠　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

‘－1暗褐色　桝坤鼠ローム′J、ブロック・ローlム酎・少量，壌土粒子・尉ヒ粒子微量

5　暗褐色　砂粒多亀ローム粒子少量焼土粒子e炭化粒子・粘土小ブロック徽量

第36号溝土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・赦し粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子・焼玉小ブロック・焼土粒子・粘土粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・胤成子・粘土粒子微量

4　暗褐色　ローム′トブロック・ローム桂子少量　敏捷子・炭個宣子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

第37号溝土屑解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼士粒子・粘土粒子微量

2　極暗褐色　粘土粒子少量，焼土小ブロックの焼土粒子め炭相姦朝腹

3　極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子微量

∠1極暗褐色　炭化粒子・粘土粒子微量

5　暗褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第38号溝土層解説

1　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

2　黒褐色　粘土小ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

第40号溝土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第41号溝土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物微量

！㍉9ノ・一へ

竃酵癖

∴19br、

SD51・52

0　　　　　　　2m

㌧∵∴－1∴上∴．∴j

第42A号溝土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・尉脱う磯量

2　褐

3　暗褐
4　暗褐
5　暗褐
6　褐

7　黒褐
8　黒褐
9　暗褐

色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

色　ローム小プロ、ノク・ローム粒子少量，酎小ブロック微量

色　ローム粒子・焼土中ブロック・尉ヒ粒子微量

色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，尉ヒ粒子微量

色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

色　ローム中ブロック・ローム小ブロック新鹿子婚誹－ム粒子牒辻紆緒暖

色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第42B号溝土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量
‘i　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化物微量

5　暗褐色　ローム粒子少量．ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量

第43号溝土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

第44号溝土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量

4　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

第46号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　にぷい黄褐色　黄褐色粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　黄褐色粘土小ブロック多量，焼土粒子微量

第48号溝土層解説

1極暗褐色　焼土中ブロック少量，ローム中ブロック微量

第51号溝土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼士粒子・尉ヒ粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量焼土粒子微量

第52号溝土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ロー硝子少量牒土小邦ック・焼土粒子・炭個抒微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量

－975－



表7　溝一覧表

港番号 位　　 置 走行方向

規　　　　　　　　　　 模 i

壁面 断面 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新）その他
長 軸 巨 船

下幅（m ） 深さ（cm）

12Å I7C8～H9f6 N イぽ㌧虻 （75．4）

i
］；0サ64～1．30 0．10～0．62 13～46 緩斜 U 字状 土師器，須恵器

SI319，SBl15→本跡→SD3ト50
SD 13 ・17と平行

H9g2以東については勘59集参照

12B I7C8～I8a2 N …680－E 17．4 0．58～0．94 0．19～0．47 10～28 緩斜 U 字状 土師器，須恵器，縄文土器 本跡→SD50

13 I7 d9～H9h5 N …730－E （68滴 0．30、1．10 0．15～0．80 20～37 緩斜 U 字状 土師器，須恵器
SI319・359，9 115→本跡→灘31

SD12A 817と平行
H9i2以東については第159集参照

17 I8a 7～H9i6

［

N …73㌧鳶 （38．6） 0．50～1．22 0．20～0．42 33～63 緩斜 U 字状 土師器，須恵器
SI350，SBl15→本跡→SD31
SD12 A e13と平行

H9i2以東については第159集参照

24 C7d 7～D7e3
N －12㌧牒

N －230－E
（86．0） 0．亜 ＼1．03 0．60～私77 10～28 緩斜 U 字状 土師器，須恵器

S王207・217・218・220さ22ト 417・
422・灘25→本跡
D7f6以南については第159集参照

25
D7f5～D8f5
D8f5～E8d7

lE8d4～E8d7

N －90J－E

N …280－W
N l 好㌧虻

（82．4） 0．38～1．32 0．15～私55

l

15～32 緩斜

l

U 字状

l

土師器，須恵器，陶器
SI2000211・226～228，SB80→
本跡→SD24

D7f5～D8f欄については第15蟻参照

26
E6c l～E7e2

E 6c l～E5hO

N －790－W

N －9 0－E
（67．2） 0．48～L 18 0．30～私83 8 ～22 緩斜 U 字状 土師器，須恵器，陶器 SI232 ・255 も432～434，

SH2，SB12 9→本跡

27Å
F7b4～F7i5

F 7 i5～F8iO

正 ぜ －W

N …850－E
（58．4） 0．47～1．15 0．10～0．67 15～35 緩斜 日宇状 土師器，須恵器，陶器，磁器

SI286 や2鋸主 299 ・336，

SD27 C 9 2 7D ・33→本跡

27B F7b3～F7C4 Ⅳ＋ぽ⊥W （7．0ラ 0．58～1．13 0．13～0．19 22～25 緩斜 U 字状 土師器，須恵器，陶器

27C F7h 4～G7e5 N －100－W （36．0） 0．33、0．91 0．21～0．72 5 ～15 緩斜 日宇状 土師器，須恵器 SI282→本跡→SI）27Å

270 F7 i5～G7d6 N 十が㌧虻 （18湖 0．27～0．45 0．13～0．25 5 、10 緩斜 U 字状 土師器，須恵器，陶器 SI282，SB93→本跡→SD27A

27F H7C8～H7cO N －780－E
i

（7．2） 0．45～0．55 0。22～0．28 5 緩斜
！

日宇状
i

土師器夕　須恵器 SI325一→本跡
i

28 D5 j3～E5a3 N －5十一E （6滴 0．65～1．65 0．23～仇62 22 媛斜 日宇状 士師器，須恵器 SI453→本跡

29 E5C2～E5d2 Ⅳ1 好㌧虻 （6．7） 1．30～2．14 1．01～1．47 16～44 緩斜 日宇状 土師器，須恵器 SI249，SB89 0 90→本跡

30 E8h3～E8g8 N －830…E 23．0 0．31～0．58 0．10～0．30 5 ～15 緩斜 U 字状 土師器，須恵器

31 I7aO～I7cO N …4 0－E （6。4） 0．38～0．61 0．16～0．32 10 緩斜 日宇状 誹12Aや12か13→本跡→餞別

33 F7i9～H8i2
N …0 0

N －150－W
（90．0） 0．25～0．85 0．10～0．43 5 ～15 緩斜 U 字状 土師器，須恵器 SI31ト337，SB97・102→本跡→SD27A

34
I7d8～I8a6

I8 a6～J8a8

N －700－E

N －140－W
（73．6） 0．58～1．40 0．12～0．76 45～86

緩斜，一

部外傾

U 字状，

一部籍薬
師堀状

土師器，須恵器，縄文土器，

陶器
SI333㍗48・359，SD31→本跡

35
G6a4～G6dO

G6d O～G6g9

N －670－W

N －200－E
（43．0） 1．38～2．10 0．30～0．90 37 緩斜 U 字状 土師乳 須恵器，陶器，磁器 SD36→本跡

36 G6dO～G7h7 N 一山0－W （35．6） 2．12～2．81 私36～0．92 28 緩斜 U 字状 土師器，須恵器，陶器，磁器 SI276，S8119→本跡→SD35

3 7 C6e8～C6g8 N …0 0 （8．8） L 19～1．32 0．96～L 17 18～30 緩斜

U 字状 ！

土師器，須恵器，陶器 SI385→本跡

38 B2g7～B2j7 N －110－E （13．0） 0．60～0．75 0．28～0．41 17 緩斜 U 字状 土師器，須恵器 SI480，SD43－→本跡

SI469→本跡

40 F4d9～F4j7 N －260－E （2990） 0．38～0．84 0．21～0．66 15～25 緩斜 U 字状 土師器，姻恵器

41 D3bO～D4b3 N 一朗0－W （15．5） 0．62～1．04 0．22～0．52 7 ～14 緩斜 U 字状 土師器，須恵器

土師乳 須醜 i

42Å C3bO～C4fO N －900－E （38．8） 0．39～1．33 0．14～0．59 7 ～12 緩斜 U 字状

42B C4 f6～C4i6 N －50－E 10．4 0．40～0．97 0．17～0．54 7 ～17 緩斜 U 字状

43
B2i2～B2j9

B2 j9～C2i9

N －780－W

N －9こ－E
（37．2） 0．45～2．31 0．18～0．78 13～35 緩斜 U 字状 土師器，須恵器，陶器，磁器 SI480，SB142→本跡→SD38

44 B4b4～B4e4
N －0 0

N －760－W
（11．8） 0．52～1．52 0．24～0．34 5 ～28 緩斜 U 字状 土師器，須恵器
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溝 番号 位　　 置 走行方 向

規　　　　　　　　　 模

壁面 断面 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　 考

新旧 関係 （古→新 ）その他長 さ （m ） 上幅 （m ） 下幅 （m ） 深 さ （cm ）

46 H7b2 ～ H7d 2 N － 110 － E 6 ．3 0 ．87～ 1．85 0．5 1～ 1，20 20 ～ 46 緩 斜 U 字状 土師器 ，須恵 器 S I202 ・306 ・375→本 跡

47 E 7gO ～ E8 jl N － 9 0 －W （18 ．6 ） 0，65 ～ 1 ．17 0，32 一一0．75 16 ～2 1 媛 斜 U 字状 土 師器 ，須恵器 S I251－ト本跡

48 D 9el ～D 9 i2 N － 7 0－ W （19 ．6 ） （0．30 ～ 0．73 ） （0 ．2 2） （38） 媛斜 Ⅴ字状か 土 師器，須 恵器 SI39 6， SI363→本 跡

49 E7 f4～ E8 el N － 86。－E （15．5） 0 ．23 ～ 0．70 0 ．10 ～0 ．40 10 緩斜 U 字 状 S I359 ，SD12A ・12B →本跡

50 I7b8 、 I7d8 N － 130 －W （8 ．4 ） 0 ．51 、0 ．68 0 ．3 8～ 0．40 12 ～ 20 横 斜 U 字状 土師器 ，須恵器 S I330→ 本跡→ SF l

51 HlO f4～HlOf5 N －730－ E （3 ．5 ） 0．72 ～ 1．20 0．46 ～ 0．8 1 30 緩斜 U 字状 土 師器，須 恵器 ，陶器，磁 器 S I3 30－→本跡→SF l

52 HlOf4～HlO f5 N －730－ E （3 ．5 ） 0．74 ～ 1．02 0 ．28 ～0 ．35 43 外傾 Ⅴ字状 土 師器．須 恵器，陶 器，磁 器

（3）道路跡

調査区域の南東部から道路跡1条を検出した。以下，検出された道路跡の特徴や出土遺物について記載する。

第1号道路跡（第705図）

位置　調査区域の南東部，HlOf4～HlOf5区。

重複関係　第330号住居跡，第5ト52号溝の覆土上で硬化面が確認されており，本跡が新しい。

規模と形状　確認できた部分は長さ3．5m，最大幅3．3mで，直線的に延びており，東端部及び西端部は調査区域

外に続いている。路面は平坦である。

方向　N－73ニーE

土層　6層からなる。第1層から第6層まで，硬く締まっている。人為的に構築された様子が確認されなかった

ことから，自然堆積した暗褐色土が，人の往来と共に踏み固められ，硬化したと思われる。
土屑解説

1暗褐色

2　黒褐色
3　暗褐色

4　暗褐色
5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

遺物　陶器片21点，磁器片16点，土師器片38点，須恵器片30点，灰粕陶器片1点が出土している。第705図2751の

磁器染付丸碗は，土層断面図中，第4層から出土している。土師器片・須恵器片・灰粕陶器片は混入したものと

思われる。

所見　本跡の時期は，重複関係や出土した陶磁器片から近世以降と推定される。

第705図　第1号道路跡・出土遺物実測図
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第且号道路捗出土遺物観察蔑

遺物番号 器　　 種 計測値け証 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 騎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第7 05国 東付丸碗 B　 「乱射 底部から体部にかけての破片∵高台は， 外面に雪鮨草花丸　 休部下端に圃線√ 緻密　 吠白色 摘％

275ヱ 磁　　 器 H 「3．ご1 断面三角彬．休部は内攣 して立ち十が 高台に二重層線を東め付ける．透明柚 軸　 透明 肥前系

E　　 O．6 る。 施庵。 良好

、　‘∴・′′＼′　′、　　i

、ち′，′・、ノ・

調査区域南部の谷部で　遺物包含層を確認した。以下　その特徴　出土遺物に慧浴て記載する。

ノ　・′　　∵、′

′　′・　　′′、　二

J　　　　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ

′　．　　　　′　′′　－′′、　′　　　′、　・′ノ、．く　′′、′′　・－　　　　　　　　　ン　　　　÷　　　　　　　　ノ　　　ノ

．　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　′J、　　　、．く　′　　　′　　　′ノ　′

・　　．・、・　　　、1・こ　　　′　　　′′　　′　　‥　　′・　・・一　　′ノ　′′′′　バ・∴・・㌧′

土層解説

1暗褐色　ローーlム小プロノク・ローム粒子・焼工小プロ・ノク・　4　黒褐色　tコ一一ム粒子・焼十粒子・炭化粒子微量

焼十粒jナー・炭化物・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　こう　黒褐　色　ローー・F－・ム粒If一少量

2　褐　　色　ローム粒子・焼十粒Ij’一・炭化粒j’・微量　　　　　　　（う．黒褐色　ローーム粒J二一少量，ローl一一ム小ブロック微量

：3　褐　　色　Thトム粒子少量，焼‖童子・尉ヒ粒白根i享二　　　　　　7　暗褐色　ローム小ブロック・ロ・一一一ム粒召数量

′　ノ　′・　′　　　　　　　、．：　　　　∴　　・′　・・′　′　　　　　．’ノ　　　　　　・・

ノ、∴’Jl　：　　′く一・一　　　㍉′　、．　　、′雛　、′古　　、、／′　・．、・・　　！‘一′　・∴

丁．・、、′′、′・′ノ　ーろ1　　一　、′　．ノ　　　′　ノ　′∵、　　′！‥　一、′′′ノ、i・∴′　シて　　　一　．′：：．．、　′一．、

し、・′・＼、　′・ノ、‥’－、′、・ソ　′／∴′　′′）　ノ、）ぐ　ノ　・　つやパ′・′　ニニ・′′∴′　′、言．．　∴　ノ．、、

．　ノ‘′　　　　　　　　　　　　二・㌢　・∴　‾　′′ノ　′　　′∴　　′　予　、′′了－　′　ノ・－′　一　　　′．　′　′‥・‥一

′ン　∴′　∴　′　′　　　′　　　　　′′、　言∴「言　メ‾ノらノlこ、つ＿、／′，′′・、′）∴ご　一＿．′∴∵・∴　′′、了「′

ノ十∴　＼　′．′・′；　ノ′潮、・ノ　　　　　　ノこ′ニ、′、・　ノ　　′′　′、、、′　′∴　　′∴∴′．

、つ．＿ら　（・′∴　′・「‘，・J′．－　　う　工′∴　　　′一・一′ソー　′．：墨　′√′ノ　′、／言′　′　　／．　′，；こ　　　′′ン．∴

、∴主t　′、．（′′　jノ　′′／ノ　′　二　．．）了′　－．、ノ′．　　ノ＝′：・：∵　　‾一、′　ノ′　′　′′．′・∴ノ　‾　　′一つ

′ノノ、　　′　ノしノ　′　ノ′・ノ　ー、　　　ノノ　′　′　　・（　・、′ノノ、　′ノ．′ノ　′′　：一′′、　′‾　一一　二㌧：、

・　∴ノ　ノ！．．．　　　　′．　′完㍉　′∴‥十㌦－、′′－＼一　一、ノ′　信∴ん与一！ノー　∴、了、′こ／ノ、′／′　・　∴

‥、　号　′′・、．　ノこ′一ノ　　　　、　′．　′′∴∴　・∴′∴・∴ノ′∴∴′．く、、JJ　′ノー、、．′∴′　工．（′l　‥′′ノ　′

′ノC′∴′ィ．’／、′′・ノ　工ノ　　′　　　主、′∴′l一ノノ＝：－　ノ′・し、、′．　ノ∴こ　．′二、十．、′・∴　ノ′．．・′，・

い．！′：末ノ、！ノ、子＼：；・｝　∴　ノ′、、′、．．・ミ了　∴の　・、√㍉∴ノ　′、＿′；　　一′言　∴∴・ノ′′、　ノ′、∴

！、l’ノ女－　′、、・ン：て了∴ウノた　こ・′．．．ノ．　　ノ′）、ノー言′、。、言：ノ川上言．－1【‖’・、’′ニ了、上．、、

2785は線軸陶器皿である。

ノ＼ノ．ノ・′ノ：・′∴　一I　　　　．ノ　′ノ工つIノ三いル′ノ　ノノ／．′）　′・′1’－．．C、一、l∴．／．ノ、・－　、′　　．－

′′　′ばノ・t、言、l・′・・′　　′′√．．ノ　’・ハ・′ノ　ノ・′’・．∴テて′′′．
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第707図　遺物包含層実測図（2）

第708図　遺物包含層出土遺物実測図（1）
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第709図　遺物包含層出土遺物実測図（2）

遣物包含層出土遺物観察表

三亮ニ

0　　　　　　　　　　　　　10cm

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第709図

2780
快状耳飾 （4良） （2．7） 1．0 （12．7） 土　　 製

ほほ円形を皇し，中央に小孔を有する。

一端に小孔に連続する切り込みがある。

40％　P L 263

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第709図 皿 A ［13．5］ 底部から口緑部の破片。休部は外方に ロ縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・石英 4 0％　 P L 263

27 81 土　 師　 器 B　　 2．1 大 きく開き，口綾部はわずかに外反す 部下端手持 ちへラ削 り。底部 1方向の 黒色

C ［7．1］ る。 ヘラ削 り。内 ・外面黒色処理。 普通

2782

杯 B （3．9） 口緑部欠損。体部は外傾 して立ち上が 体部内 ・外面ロタロナデ。休部下端手 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ 60％　 P L 263

須　 恵　 器 C　　 7．0 る。 持ちへラ削 り。底部多方向のヘラ削 り。 石英，灰色

普通

内面漆付着

2 783

高 台 付 杯 A ［16，0］ 口縁部一部欠損。底部と体部の境に稜 口縁部，体部内 ・外面ロクロナデ。体 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ 60％　 P L 26 3

須　 恵　 器 B　　 6．4 をもつ。体部は外傾 して立ち上が り， 部下端 ・底部回転へラ削 り。高台貼 り 石英

D　　 7．8

E　　 l．4

ロ縁部は外反する。高台はほぼ垂下す

る。

付け後、ロタロナデ。 にぷい褐色

不良

2784

高 台 付 皿 A ［12諸］ 底部から口綾部の破片。休部は外方に ロ綾部，体部内 ・外面ロクロナデ。底 砂粒 ・長石 ・石英 25％　 P L 263

須　 恵　 器 B　　 2．5

D ［7．0］

E　　 O．4

大 きく開き，ロ縁部にいたる。 部回転へラ削 り後，高台貼 り付けロク

ロナデ。

灰色

普通

2 785

皿 B （1．4） 底部か ら体部にかけての破片。体部は 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転へ 緻密，胎土　 灰白色 10％　 P L 263

緑 粕 陶 器 D ［7．6］

E　　 O．6

外方に大きく開く。高台は角高台。 ラ削り後，高台貼 り付け，ナデ。

体部内 ・外面，高台部施粕。

萌葱色粕

良好

－981－
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遺構外出土遺物観察表

遺物番車 転 意 幅毎m）；摩さ毎m） 重量玩） 材　 質　 特　　 徴　 備　 考

第凋謝 状聯飾巨 e扇 紹のが i oS　 ＿……＿＿ie射　 巨　 製 ほぼ円形を凱 軸に楓 を有するo i親％PL器4

遺 物 番 号

計　　　　　 測　　　　　 値 出　 土　 地　 点

勧　 乾 と 調 整 の 特 徴　　　　 備　　 考ロ

恒海中航項酎届 重量玩）石　 恒廉 極細

3 101 有 茎尖頭 器　　 は 1）　 1．6　　　 0．7 1．0 チ ャー ト　 SI39硝 土中

両面 にわ たっ て平川 な加 工 が施 され， P L 2机

断 面 形態 が レ ンズ形 に調 磐 され て い

る√両 側縁 は直線状 に調 磐 され， 基部

は緩 やか な弧 状の決 りによ って作出 さ

れて いる子　基部 と先 端部 を 欠損 して い

る÷両 面 にわた って稜線上 に 茶色の物

質が付着 している∴

ー982－
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第710図　遺構外出土遺物実測図（1）
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遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 i石 材 出　 士　 地　 点 ！ 特　　 徴

備　　　 考
長 さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g） 出土地区 標高（m ）

第710図

310 2
石　　　 鉄 2．7 2．4 私4 L 8 チャー ト SI465覆土中 －

凹基無茎の石鉄。両面 にわたって調整

が施 されている。幅広 とりわけ基部付

近に最大幅が認め られる。

P L 2 64

3103 石　　　 鍍 3．9 1．7 0．5 2．4 安 山 岩 SI444覆土中 －

凹基無茎の石鉄。表裏にわたって周縁

部に鋸歯状の調整が施され，平面形態

は二等辺三角形を呈する。

P L 264

3 104 石　　　 鉄 2．4 L 7 0．4 1．3 安 山 岩 SI272覆土中 －

凹基無茎の石鉄。両面にわたって調整

が施されている。左右のかえしは丸 く

て，非対称形である。

P L 264

3 105 石　　　 鍍 2．4 1．6 0。4 1．1 チャー ト SI288覆土中 －

凹基無茎の石鉄。両面にわたって調整

が施されている。先端部はやや右側縁

側に轡曲している。

P L 264

3 10 6 石　　　 鉄 2．8 1．8 0．5 1．2 チャー ト 表　　 採 －

凹基無茎の石鉄。両面にわたって調整

が施 されている。左右のかえ しが非対

称形を呈する。

P L 264

3107 石　　　 鉄 L 8 1．4 0．4 0．5 黒 曜 石 表　　 採 －

凹基無茎の石鉄。両面一にわたって調整

が施されている。小形で左右対称形を

呈する。

P L 264

3108 石　　　 鉄 1．9 1．7 0」 1．2 黒 曜 石 SB92覆土中

下端 を欠損するため判然 としないが，

石鍍ないし尖頭器の可能性がある。両

面 にわたって平坦な調整が施 されてい

る。やや左右非対称である。

310 9 石　　　 鍍 1．7 軋9 0」 0．5 チャー ト SBlll覆土申

小形の縦長剥 片を素材とし，極めて細

やかな調整により，両面にわたり周辺

加工を施 し，尖頭部 を作出 している。

背面には自然面を残 し，主要剥 離面倒

にやや攣曲している。

3110 礫　　　 器 11．1 7．7 2．2 128．3 射レンフェルス 表　　 揺

扁平な礫を半翻して素材 とし，背面に

は大 きく自然画を残 している。調整は

大きく平坦な剥離によってなされ，両

側縁は鋭 く加工 されている。

下端は未調整で，丸みを帯びている。

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 恒

特　　　　　　　　 徴 備　　　 考
径（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）　　 重量毎）

第711図2807 耳　　　 環 2．1 0．7 0．4 8．7 金　　 銅 表面に緑青。金の含有量が少ないためか，銀色をしている。
P L 264

遺物 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

28 08

杯 B　 （4．7） 体 部 か ら口綾部 の破 片。 休部 は 内攣 し 口縁 部 ・体 部外 面 ロ クロナ デ。内 面へ 砂粒 ・雲 母 ・長石 5 ％　 P L 248
土　 師　 器 て立 ち上が り， 口綾 部 はわず か に外 反 ラ磨 き，黒色 処理。 にぷい褐 色 休 部外面 墨書

す る。 普通 横位 「［］福 」

2809

杯 A　 ［12．1］ 底部 か ら口綾 部 の破片 。体 部 は内攣 し 目線 部 ・体 部外 南 口ク ロナデ 。体部 下 砂粒 ・雲母 ・長 石 40 ％　 P L 248
土　 師　 器 B　　　 4．2 て立 ち上 が り， ロ綾部 は外反 す る。 端 ・底部 回転へ ラ削 り。内面 へ ラ磨 き， 赤色粒 子 体部外 面墨 書

C　 ［6．4］ 黒色 処理 。 にぷ い橙色 ，良好 横位 「福」

2810

緑彩 花 文椀 A　 ［12．6］ 日録 部の破 片 。 ロ綾部外 面 に 1 条の 沈 口緑 部内面 に緑彩 花文 を施す 。 緻密 ，胎 土　 灰 白色 5 ％
線 粕 陶 器 ノB　 （2．7） 線が巡 る。 被 熱 の た め粕 は オ リ

ー ブ黒色 ， 文様 は暗
オ リーブ色

28 11

土　 師　 器 奥行き（7．6） 硯 面部 の破片 。硯首 にか け緑帯 が巡 り， 硯 面 部内 ・外 面ナ デ。線 帯 部内面 か ら 砂粒 ・雲母 4 0％　 P L 264

二　 面　 硯 幅　 （8．8）

高さ （2．3）

中央 に内堤 を設 け る。 内堤 にかけ へラ磨 き。 にぷい褐 色

普 通

墨 痕 ， 第 15 9

集P 731 と接合

遺物番号 銭　　 名
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨 鋳年 （時代 調

特　　　　 徴 備　　　 考
径 （cm ） 孔 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

2 812 寛 永 通 賓 2．2 0 ．6 ×0．6 0 ．1 3 ．1 江戸 ，元禄 10年 （1697年 ） 銅 銭， 背面無 文。 P L 264
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表8　縄文時代住居跡一覧表

霊居笠 位置 主軸方向 平 面形 豊 ㌶ 慧 緬
内　　 部 施 設 ［「 出　 土＋ 遺　 物 備　　　　 考

新旧関係「古→新），その他壁溝主柱穴貯蔵穴ピット大口 炉　覆土

中 8g2匡618…E 赦　　　ノ　　　　　r　　　　、′頭 主上 車 縄丈土器，黒曜石楕　 円　形　 4．13×鼠欝 目上」舶平坦

中小胴 腑中 ×3・年2車凹 十 12 車 縄文土器，黒曜石 本跡▼→SKlOOl
車 中初 ［楕閥車2〕×〔3年車 十 車 縄文土器

表9　古墳時代住居跡一覧表

住居跡
番　号

i
位置 工軸方向 平面形

！ 内 部 施 設 i
出　　 土　　 遺　　 物

！　 備　　 考

新旧関係（古→新㌧その他輌 ！壁溝主柱穴
貯蔵車 ト
入日炉竃覆土

319 ‡8a3 N－111－W 長　方　形
読 車 平車

4
車

炉1 自然土師器，球状士錘
本跡→SD12Å・13
SK1603・1677・1678

322 HTIO N 一針∵W 方　　 形
5胱 22桓 車 周

4
車
1 炉1 自然工師器，不明十製品，石製模造品

3射 王8el N －16㌧W 方　　 形
7・00×6車 36車 用

2
中

炉1 自然土師器 本跡－→SI3待→SK1600

344 ‡鋸3 N －50－W
長方形又
は　方　形

2納 車 18平車 十
不明土師器

347 ‡8h4 N －58㌧W 不　　 明
（5‘35棚 恒 平年 十

自然土師器

355 I9e3 N 」鮮∵W
i
方　　 形

3．74×3．68iま2～22

！　　　 ！

車 用…

i

車
炉1 自然
i
土師器

l
本跡→SK16舶

386 G6e6 N 4プ∵W
方形又は
長　方　形

5－腑 車 平車 つ 2
薗1 自然士師器 本跡l→SI385

豪摘　奈良の平安時代住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置

！主軸方向

平 面 楷
規 模 （m ）

櫨軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面 壁藩

内 部 施 己1も「叉
！

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新主その他主柱穴貯蔵穴ピット入日 棚 竃

1 O d7 N －2 3－E 長　 方　 形 2．86×2．57 2 ～ 9 平坦 1 不明 土師器，須恵器，緑粕陶器 SI47 2→本跡

7 C5 f2 N －8 0－W 長　 方　 形 4．96×3。18 47～53 平出一部 1 1 人為 土師器，須恵器

26 C6C 7 N －5 ぐ－E ノ 3．05×3．00 4 ～18 平班一部 1 1 自然 土師器，須恵器，鉄淳 SI27→本跡
方　　 形

27 C6C 6 N －10 8－E

【

方　　 形 3．47×3．購 16＼17 平坦 全周 1 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SI26

53 D 6I5 N －10∵ E 方　　 形 4．32×4．12 46～52 平粗 一部 1 3 両棚 1 人為
土師器，須恵器，灰粕陶

器，砥石，陶器
SI54→本跡

56 B 6h8 N 一十 一E 方　　 形 7．08×6．95 4 1～51 平坦 全周 4 4 3 1 人為
土師器，須恵乱 灰粕陶乱 瓦，土

製品伎脚土嵐 紡錘部 ，火打金

65 D 6 iO N －O J 方　　 形 3．45×3．25 37 平坦 一部 1 1 自然
土師器，須恵器 ，灰粕陶

器，鉄津，黒曜石
本跡→SK 128，13 1，132

80 C 6f9 N J y －W 方　　 形 3．68×3．4 0 24～32 平坦 仝周 1 ヱ 人為 土師器，須恵器

84Å D4 g7 N －930－E 方　　 形 3．30×3030 28～20
わずかなl

起伏
1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 SI8 4B→本跡→SB14

84B D4g 7 N －5 0－W 長　 方　 形 4．97×3．95 45～4 7平坦 全周 4 1 1 人為 土師器，須恵器，閂，陶器 本跡→SI糾 A，S B14

8 5 D4 j9 N －25㌧W 長　 方　 形 3．94×3．45 13～19 平坦 一部 2 1 1 自然 土師器，須恵器
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住居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ラ

脹 軸×短舶

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内 部 施 設 ！

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 し古→師 ，その他主柱穴貯蔵穴ピット入日 棚 寵

103 F 4jl

i

N －230－W

ll

方　　 形

l

5．42×5．22 42 平坦 一部 3

I l

1 1

I

人為
土 師器 ，須恵 器，砥右 ，

鉄鉱，刀子，餃具，陶器
I

SI lO2←→本跡－→SIlOl

163 GS d3 N －13㌧E 〔長方形〕 4，86×紘30ラ15～22 ペ津状こ一部 1 自然
土師器，須恵器，吠軸陶

器，砥石，釘

171 G8 j7 N －「㌧E 方　　 形 5．15×5．10 50 平川 仝周 4 1 1 1 不明 不明鉄 本跡→ST17 0，173

172 G8 j9 N －6 8－W 長　 方　 形 6．09×5．93 40～42 平坦
碩離
柚簿
1 2 2 1 人為 土師器，須恵器，灰軸陶器 　ヽ′

本跡→双573 （平成10年度調査ラ

176 G8d8 N －37㌧ E 方　　 形 3．10×2．粥 20～22 平出仝周 1 人為 土師乳 須恵器．鉄器，不明鉄 本跡－→SIl面

194 F8 fO N －130－W 長　 方　 形 4．67×4．05 25～29 平坦全周 4 3 1 1 人為 土師乳 須恵器 鉄鉱 刀子 本跡→SI366

200 E8C6 N －3 ㌧W 方　　 形 3．42×3．32 10～32 平班一部 1 1 自然 土師器，須恵器 本跡l→SD 25

202 E 7eO N －8 ㌧W 方　　 形 5．57×5．28 28～40
わずかな

起伏
一部 4 1 1 人為

土師乳須恵器滅粕　鼠砥石藩製

紡錘亀刀子餃具湘製ラ瀾器，鉄津

SI3 06→本跡→ST203，SB時

SK6 06・195 1。1952，SD4 7 649

20 3 E 7e9 N 10。 長　 方　 形 4．92×3．96 17～20
ゆるい

傾斜
一部 4 1 1 2 人為

土師器，須恵器，灰粕陶乳 砥石，

石製紡錘軋刀子，釘き不明鉄
SI20 2 ・39 6→本跡→SD亜

211 D 8j6 N －14㌧W 方　　 形 6。74×6．18 35～54 平坦 仝周 4 1 1 1 人為 土紹 夕鵜鼠土製品種状土鮮憫 本跡→SI）25

226 D8 f3 N …6 0－W 方　　 形 3．46×3，19 8 ′～29 平坦 …郎 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SI）25

227 D8 f2 N －110－W 方　　 形 3，76×3．42 35～44 平坦 一部 1 人為 土師器，須恵器 SI413→本跡→SD2 5

228 D7 fO N 1 ㌢∵W 長　 方　 形 4．72×3．90 35～45 平坦 一部 1 3 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SB80，SK680，Sn25

229 E5d5 N 一丁「－E 方　　 形 4．73×4．38 41～52 平坦仝周 4 1 2 人為
土師鼠須恵鼠灰楓瓦，土製品（紡

錘車を土錘8支凱 政教，刀子，鉄浮
SI244→本跡→SK775

232 E6d l N －11．－W 方　　 形 3．17×3．11・30～45 平坦一部 4 1 ヱ
i
1 自然 土師器，須恵器，砥石 S王255叫本跡→SD26

2 33 E三うd9 N －6 ㌧W 方　　 形 3．13×2．92 22～33 平坦 一部 1 人為
士 師器，須恵器 ，砥 石，

鉄鉱，雲母片岩

234 E 5e9 N －100ヰW 方　　 形 3．53×3．26 5（ト60 平坦 …部 両棚 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶器，

釘，刀子，餃具，雲母片岩

235 E 5hO N －208－W 方　　 形 2，65×2．65 56～58 平坦 栓周］ 1 人為 土師器，須恵器，陶器

236 E5 e8 N －20 0－W 方　　 形 2．77×2．68 25～35 平坦 全周
i ！ i

ユ 自然 土師器 須恵鼠 刀子，鉄淳 本跡一ヰSK738

237 E5 f7 N －2が∵紺 長　 方　 形 3．85×3．26 40～47 平坦 一部 1 1 自然
土師器，須恵器，灰軸陶

器，砥石，刀子，釘

238 E5g8 N －20㌧W 長　 方　 形 4．12×3．62 40～50 平坦
一部！

尋

一部！

仝周i

一部i

」

つ

つ

つ

つ

」

」

」

」

つ

つ

」

パ

ー i

つ

」

1 両棚 1 自然

自然

自然

自然！

人為i

自然！

人為！

不明！

自然！

人為！

人為！

自然！

土師器，須恵器，土玉，

刀子，釘

SI封6→本跡

239 E5g7 N －18 0－W 〔長方形〕 3．37×2．96 20～32 平坦 1

」

一

束棚！

つ

」

酋棚！

1

－ i

つ

1 土師器，須恵器

240 D5a9 N －O J 長　 方　 形 4．96×4．34 30～40 平坦 8 3 1
土師器，須恵器，灰粕陶器夢

瓦夕土製紡錘車，刀子，釘

241 E 5a9

i

N －2 8－W 方　　 形 4．65×4．36 50～55 平坦
4 ！

つ

2 1

1

2 1

1

2 i

1 1 1
土師器，須恵器，鉄鉱，

刀子，不明鉄
本跡→SI246

24 2 E 5a5 N －110－E 〔長方形 〕 4．96×3．35 28～38
平坦！

尋

尋

2 ！

つ

」

1

2 i

1

1 i

1
土師器，須恵器，灰粕，瓦，

管状土錘，砥石，雲母片岩
SI254→本跡→SI24 3

243 E 5b4 N －5 0－W 方　　 形 4．01×3．86 37～42 一部 1 1
土師乳須恵鼠 灰粕陶乳緑粕陶

乳土製紡錘風土観 銑雲母片岩
SI242→本跡→SK75 7

244 E 5C4 N －12 0－W 〔長方形〕 3．45×3．05 45
鮒 I

」

一部！

l i

」

つ

l i

1 土師器，須恵乳 灰粕陶器，土玉 本跡→SI229

S I241→本跡→SI240

245 G5e 6 N －16 0－W 不　　 明 ［5載 ×（1．55） 4 平坦 1 土師器，須恵器

246 E5a 9 N －8 0－W 長　 方　 形 （3．90ラ×3．40 48
ゆるや兢

起伏 ユ 土師器，須恵器，瓦，刀子

247 E8a9 N －110－W 方　　 形 4．98×4．77 3 ～35 平坦

平坦

ベプ楼

一部i

尋

一部！

1
土師券，須恵器，灰粕陶

器，石製紡錘車
本跡→SK1868

24 8 E 5h6 N －218－W 方　　 形 3．46×3．37 10～18
2 i

」

1 1
土師器，須恵器，不明鉄，

鉄棒
本跡一斗SK1248

24 9 E 5d l N －79。－E 〔長方形 〕 紘62）×（4．20） 20 1 1 1
土師器，須恵器，灰粕陶器，緑

粕陶器，瓦，鑑 不明鉄，陶器
本跡→SD28
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住居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長軸×短師

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新），その他主柱穴貯蔵穴＼ピット入日 棚 竃

250 D 5hO N －9 ナーW 方　　 形 3．14×2．92 40 平坦 1 1 人為 土師器，須恵器，刀子

251 D 9h l N －18 8－W ［方　 形〕 3．80×（3．蛾 32～55 平坦 捨周］… 1 1 自然 ロ1　t右　0　　　　　　0 本跡→SD4 8
、土師器，須心器，灰粕陶器J プ子

252 E5 C7 N －7 ㌧W ［方　 形］ 3．136×（2．20ラ 2～10平坦 不明
土師器，須恵器，灰粕陶器，

本跡→SK75 2
管状土錘，鉄鉱，鉄津

253 E7g l N －3 0－W 方　　　 ≠ 3．15×2．95 40 平坦 1 人為 土師器，須恵器，雲母片岩 SI264一→本跡
形

254 E5b 5 N －13㌧W 方　　 形 3．55×3．34 30～45 平坦全周 1 不明 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→S工242 ・243

255 E6d l N －940－E ［方　 形 ］［3．弼×［2．85］ 7 平坦 2 1 不明 土師器，須恵器，白磁 本跡→SI232，SD26，SK749，750

257 F 5aO N －0 8 長　 方　 形 3．51×2．72 36～45 平坦 15 1 1 自然 土師器，須恵器，瓦

258 F 6e2 N －200－W
l

長　 方　 形 4．15×3．66 45～50 平坦 一部 4
1

1
l

1
i
自然
土師器，須恵器 ，灰粕陶

器， 帯金具，鎌，陶器
本跡→SB8 5

259 F 5eO N －2 ㌧W 長　 方　 形 4．51×3．73 38～41 平坦 一部 3 2 1 人為
土師器，須恵器，灰粕陶

SK89 6一斗本跡→SB8 5，SK 898
器，不明鉄

260 F 5gO N －2 0－W 方　　 形 5．00×4．73 35～40 平坦 一部 4 1 1 自然
土師器，須恵器，緑粕陶

器，鎌，不明鉄
本跡→SB85

26 1 F6h 4 N 」70－E ［方　 形］ （3．69）×（2．62）15～24 ペ津状一部 2 自然
土 師器，須恵器，灰粕陶

器，鉄鉱，刀子，椀状津，瓦

262 F5h 7 N －80－E 方　　 形 4．05×3。85 40～50 平坦全周 4 2 1 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SK944 ・945

263 F5 j7 N －10㌧W 方　　 形 3．82×3．55 35～40 平坦 全周 1 1 人為 土師器，須恵器，刀子，鍬先

264 E 7g2 N J貯㌧E ［長方形〕 ［2．75］×［2．29］ 43 平坦 栓舶 1 人為 土師器，須恵器 本跡→SI253

2 65 G 5b6
l
N －8 。－E

！
方　　 形 4．42×4．39 23 平坦

！ ！
4
！
2
i
1
i
1 自然 土師器，須恵器，鉄斧

！

266 F 6C7 N －980－E 方　　 形 2．92×2．87 41～ 平坦 一部 2 1 1 1 人為 土師乳 須恵器，陶鼠 鋼製品 SI26 7→本跡

267 F6 C7 N －7 0－E ［長方形］ は醐×［2潮 38～40 平坦 栓舶 1 1 不明 土師器，須恵器 本跡一ヰSI26 6

2 68Å F7b l N －19 0－E 方　　 形 2．80×2．58 8 ～15 平坦 一部 2 1 1 自然 土師器，須恵器，陶器，椀状津 SI268 B →本跡－→SK803

268B F7b l N －115二E 方　　 形 ［2．38］×は30］8 ～15 平坦 2 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SI268 A

269 F6dO N －108－W 方　　 形 4．68×4．68 50～65 平坦 全周 1 人為 土師器，須恵器，陶器，鎌，瓦

270 F 6g7 N －22。－E 方　　 形 4．50×4．20 7 、14 平坦 一部 4 1 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SK808

2 71 F 6g8 N －130－E 方　　 形 4．05×3．77 50～55 平坦 全周 3 1 両棚 1 自然 土師器，須恵器，刀子，釘

272 F 7el N －190－W 方　　 形 4．24×3．92 49～60 平坦 全周

金属i

ー ！

全周！

仝周i

尋

一部！

全周

一部

4 ！

」

つ

4

2 i

1

」

1

1

つ

1 i

」

1

2 ！

」

」

1

1 ！

1

1

1

1

1

－ ！

1 自然

自然

自然

自然

人為

人為

人為

人為

人為

自然i

土師器，須恵器，灰粕陶

器，刀子，釘

SI275 ・335→本跡

273 ぎ6g O N －4 ㌧W 方　　 形 3．12×2．99 39～45 平坦
1 i

1

1

1

1

1

1

1

1

土師器，須恵器，陶器

274 F7g 2 N －0 0 方　　 形 2．95×2．95 28～30
わずかな

起伏
土師器，須恵器，灰粕陶器，鉄津

275 F7g2 N －0 0 長　 方　形 4．60×3．80 47～63 平坦
土師器，須恵器，灰粕陶

器，刀子，釘
S工335→本跡→SI2 74

276 G7f5 N －9 0－E 方　　 形 4．41×4．28 14～22 平坦 土師器，須恵器，砥石，陶器 本跡→SI）36

2 77 F 6 i8 N －6 ㌧W 長　 方　 形 3．97×3．52 35～44 平坦 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SK811

278A i

2 78B ！

279 ！

F6 i6 i

F6 i6！

F6 j8 i

N －190－E i

N －19。－E ！

N －110－E i

方　　 形

長　 方　 形

方　　 形

［6．咄×獅 5］

5・95×5・25 ！

3・48×3・24 ！

9 ～16！

9～16！

8 ～30！

平坦

平坦

平坦！

尋

土師器，須恵暮，灰粕陶器，管状

土錘，刀子，棒状金具羽釜

土師器，須恵器，陶器

SI2 7 8 B 一→本跡→SK80 7 ・

812 ・814

本跡→SB87280 G7b l N －4 8－E ［方　 形］ 2．81×（2．65） 6 ～8 土師器，須恵器
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住居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長軸×短師

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内　 部　 施　 設 ！

出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新主 その他主柱穴膳 蔵穴
回 入日

棚
竃 i覆土

281 G7d3 N －16㌧ E 方　　 形 6．36×6．36 21～73 平坦金屑 4
斗

1 1 人為
土師器，須恵器，灰粕陶

器，瓦，鎌

282 G7a5 N …100－E 方　　 形 3．91×3．68 14～22 平坦 金属 1　 … 1 人為 土師器，須恵器
本跡→ S K 8 33 ・834，SD 27

C 。27 D

283 G7e5 N －5 ㌧E 方　　 形 3．53×3．52 15～47 平坦 全周 3 1 1 人為 土師器，須恵器

284 G7d6 N －17㌧W 方　　 形 3．86×3．83 15～34 平坦 一部 4 1 1 人為 土師器，須恵器

285 F 7d3 N －10㌧E 長　 方　 形 3．15×2．75 25～28 平坦 一部 2 1 自然 土師器，須恵器，緑粕陶器

286 F 7d4 N －7 0－W 方　　 形 4．25×4．25 20～41 平坦 全周 4 1 1 自然 土師器，須恵器，刀子，鎌 本跡→SD2 7A

287 F 7b 7 ［N －10∵W ］ 不　　 明 4．14×（2．18ラ48～53 平坦 金属 1 3 1 人為 土師器，須恵器

288 F7 f5 N －O e 長　 方　 形 5．52×4．85 27～54 平坦全周 4 2 1 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SD27 A

289 F7b 9 ［N －10∵W 」 不　　 明 4．32×（2．62）47～50 平坦全周 2 3 1 自然 土師器，須恵器

290 F7C 9 N －15 0－E 長　 方　 形 2．60×2427 10～14 平坦 1 1 1 1 自然 土師器，須恵乳　 刀子

291 F8d8 N 」げ－E 方　　 形 2．89×2．77 15′・一一18 平坦 一部 1 1 1 1 自然 土師器，須恵器，石製支脚

293 F8d2 N －5 0－E 長　 方　 形 3．72×3．28 28～30 平坦 全周 1 1 自然 土師器，須恵器，鉄鉱，鉄淳

294 F 7dO N －150－W 方　　 形 3．16×3．05 26～35 平坦 全周 2 1 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器
l

29 5 F 7gO N －9 0－W 方　　 形 3．78×3．61 48～60 平坦 仝周 1 1 自然 土師器，須恵器，刀子，銑鉄

296 F 8f3 N －12㌧W 方　　 形 4．49×4．38 40～45 平坦 全周 4 2 1 1 人為 土師器，須恵器

297 F 7hO N －130－E ノ 2．97×2．97 27～35 平出 一部 2 1 1 人為 土師器，須恵器
方　　 形

298 F7h 8 N －8 。－W 長　 方　 形 3．18×2．75 32～35平坦 1 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SBlO5∴SK 858

299 F8 il N －7 0－W 方　　 形 3．17×3．17 10～34 平坦 一部 1 自然 土師器，須恵器 本跡－ヰSD2 7Å

300 F8h4 N －110－W 長　 方　 形 4．31×3．56 25～45 平坦全周 4 1 1 人為 土師器，須恵器
i

301 F7 j7 N －16 0－E 方　　 形 4．20×3．60 8 ～20 凹凸 一部 1 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶鼠 鎌 本跡→SK854

3 02 G8b l N －9 0－W 方　　 形 4．77×4．70 27～43 平坦全周 4 1 1 人為
土師器，須恵器，管状土

錘，石製紡錘車

303 F8f4 N －12。－W 方　　 形 4．10×4．06 40～56 平坦全周 4 1 1 人為 土師器　 須恵乳　 石器 SI374→本跡

304 H 8dl N －3 0－W ［方　 形 ］ 2湖×（2．68） 5 ～9 凹凸 1 1 不明 土師器，須恵器

305 G 8C2 N －340－E 方　　 形 3．14×3．06 27～39 平坦 一部 2 1 人為 土師器，須恵鼠 緩和陶鼠 砥石

306 E 7fO N －5 0－W
長 方形又

は　方　 形
2．80×紬．78）24～30

わずかな

起伏
一部

全局

全周

一部

全周

全周

一部

十十

つ

」

つ

つ

つ

」

」

つ

つ

」

」

」

」

」

」

」

自然

人為

人為

自然

自然

人為

人為

人為

土師器，須恵器 本跡→SI202，SD47

本跡→SK 1580

307 G7 fO N －110－E 長　 方　 形 4．16×3．57 31～36 平坦 1 1 1 土師券，須恵器

308 G8g l N －2 0－E 長　 方　 形 3．58×3．21 14～21 平坦 4 1 1 土師器，須恵器，土製支脚

310 G7h 9 N －28 0－E 長　 方　 形 3．36×3．01 12～42 平坦 1 1 土師器，須恵器 本跡→SI337

311 G7 i9 N －5 0－E 長　 方　 形 3．03×2．34 46～50 平坦 2 1 1 土師器，須恵器 本跡→SI337，SD 33

3 12 G8 i3 N －5 0－E 長　 方　形 3．58×2．65 45～56 平坦 1 1 2 1 土師乳 須恵器，灰粕陶器，砥石 SB54→本跡→SK157 1

3 13 H 8a2 N －168－E 方　　 形 3．36×3．16 20～37 平坦 1 1 1
土師器，須恵器，灰粕陶

器，銑鉄，釘
SB鋸→本跡

314 H 8a4 N 1 3 0－E 方　　 形 3．41×3．41 32～35 平坦 1 1 1 土師器，須恵器 SB92→本跡
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住居跡

番　 号
ヽ位置 主軸方向

！平 面 形
規 模 （m ）

餞 軸×短軸ラ

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内 部 施 設 i

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 活 →新㍉ その他主産ノ穴貯蔵穴ピット入日 棚 竃

315 H 8f4 N －3 ナーE 長　 方　 形 3．33×2．87 35～45 平坦 全周 1 自然
、土師器，須恵器，灰軸陶

’器，雲母片岩
SB9 1→本跡

317 H8 i3 N －5 8－W 方　　 形 6．40×6．40 52～57 平坦仝周 4 1 1 1 自然
、土師器，須恵器，灰粕陶器，

、土製紡錘車，鎌，餃具
寒路→SK1585

318 ‡8el N －1 0－W 方　　 形 3．06×2．98 31～37 平出 一立口β　… 2 1 人為
土師乳 須恵器，灰粕陶器，銑鉄誹

子，鉄製紡錘車，不明鑑雲母片岩
SI341中本跡→SK1600 ・1601

320 D8a2 N ！㍗∵W 方　　 形 5．20×4．92 30～42 平坦－立口β　4 1 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶器，

本跡→SI418 ・419
、土製紡錘車，砥石，鉄淳

321 C8I3 N －O e 長　 方　形 2．43×2．17 2 、6 平坦 一部 1 不明 土師器，須恵器，灰軸陶器
本跡→SK18 77，SI32 3との

新旧関係不明

323 C8 i4 N ←O J 方　　 形 2．68×2．60 10～15 平坦 一部 人為 土師器，須恵器，管状上線 鉄鉱
本跡→SK194 7，SI32 1との

新旧関係不明

324Å 84b7 N －95㌧E 長　 方　 形 3．36×2．90 33～36 平坦 1 自然 土師器，須恵器 SI3封 B →本跡

324B Bこlb7 N －100－E
i

長　 方　 形 3．36×（2．20）
！

13～27
わずかな

樫 伏 ！ i
1 人為 土師器，須恵器，瓦
i

本跡→SI324 A

325 H7 C9 N －13㌧E 方　　 形 3．60×3．52 29～32 平坦栓周〕 1 1 人為 土師器，須恵器 本跡→SD27 F

326 H7b 9 N 一㌢㌧E ［方　 形］ 練15）×且顧 平坦 1 土師器，須恵器

327 G7 j7 N －O e ［方　 形〕 4．15×（3．72ラ 9 ～31 平坦 一部 4 1 自然 土師器，須恵器，陶磁器片

328 D 8a5 LN －2 ∵W ］
長 方形又

は　方　 形
（3．30）x（1潮 34～42 平坦 一部 1 自然 土師器，須恵器，鉄樟 SB145→本跡→SI4 11，SK 1887

329 D 7e5 N －210－W 方　　 形 4，18×3．96 12～30
ほぼ

平坦
一部 4 1 1 人為 土師器，須恵器，刀子 本跡→SI4 16

330 HlOf5 N －23 0－W 長　 方　 形

圭

4．78×4．25 20～25 平坦 栓周］ 4 1 1 1 人為
土師器，須恵器，灰粕陶乳 緩

和陶鼠 瓦，土製支脚，銑 鉄津
本跡→SD5「 52，SF l

331 B6g l N －O J 方　　 形
i
3．41×3．35 38～43

！
平坦 金属 1

！
1
！ ［
1 自然 土師器，須恵器ニ／

332 B6g2 N －0 0 方　　 形 3．06×2．95 25～33 平坦 一部 1 1 自然 土師器，須恵器，手鎌

333 J 8a8 N －0 じ 方　　 形 2．糾×2．40 平坦 一部 土師器 本跡－IS［）封

335 F 7gl N －0 0 方　　 形 5．35×5．23 56～58 平坦 一部 4 1 1 自然 土師鼠 須恵鼠 刀子，不明鉄鉱 本跡→SI2 74 ・275，SB8 4

336 F7 i6 N J 60－E 方　　 形 3．78×3．64 20～30 平坦 一部 1

i
1 人為 土師器，須恵器 本跡→SD27Å

337 G7 I9 N －18 0－E 方　　 形 3．52×3．35 14～16 平坦 一部

1

1 人為 土師器，須恵器， S1310 ・31 1→本跡→SD33

338 H8d6 N －2 0－E 方　　 形 3．86×3．58 40～48 平坦全周 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶鼠 刀

子，棒状金見 鋼製品，陶器
SB123→本跡

339 H8b6 N －13㌧W 長　 方　形 6．50×6．16 47～52 平坦 全周 4 1 1 人為
土師器，須恵器，灰紬陶

器，土製支脚，刀子
SB122 ・123→本跡

3∴10 H 8d7 N －O e－ 方　　 形 4．32×4．10 48～52
尋

平坦i

尋

平坦i

尋

平坦！

平坦！

丁目I

平坦！

十日I

尋

金屑i

尋

尋

十十I

つ

つ

」

尋

一部！

」

」

つ

」

つ

つ

つ

3 1

－ i

l

つ

」

つ

」

つ

つ

」

2 i

3 ！

」

」

」

つ

つ

1 i

1

1

1 i

つ

つ

」

つ

l i［

1

」

つ

つ

つ

」

」

」

西郷

」

1 ！

1

1 ！

1

1 i

」

i i

1 ！

1

人為i

人為！

人為

人為

人為i

人為i

不明

自然i

自然

自然

土師鼠 須恵乳 土製品（紡錘車，

管状土鑑 支緋 ，銑鉄 不明鉄
SB122→本跡

342 I8 d4 N 一m ㌧虻 長　 方　 形 3．93×3．53 48～58
土師器，須恵器，灰粕陶

器，椀状淳，鉄津
SIil12→本跡

本跡→SK169 2

本跡→S工）34

本跡叫SK1682 0 1683，SD 17

343 I8 C5 N －100－E 方　　 形 2．72×2．60 36～46 土師器，須恵器

345 I8g 3 N －1 0－E 方　　 形 4．10×3．97 24～28 土師器，須恵鼠 灰粕陶鼠 刀子

346 I8h3 N －17 0－E 長　 方　形 3．53×2，99 13～18 土師器，須恵器，灰粕陶器

348 I8d6 N －7 0－W ［方　 形 ］ 3．70×ほ70］ 10 土師器，須恵器

349

350 ！

351 ！

352 i

H8 el i

工8b 7 i

I8C9 ！

I8gO i

N 可

N 五 w i

N －12 0－E i

N －8 0－E i

長 方 形 i

方　 形 i

長 方 形 ！

長 方 形 ！

3・45×2・98 ！

3・24×3・24 i

5湖 ×4・13 ！

3・38×2・82 ！

6 ！

5～10！、

25～35！、

28～39！、

土師器，須恵器，砥石

土師器，須恵器

孟：市告 ，慧 摘 陶 ！

孟霊誓 悪 霊欝 ！
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住居跡

番　 号
位ヽ置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内　　 部　　 施　　 設 ！

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新），その他主柱ア穴貯蔵ノ穴ピッ
ト人中

竃

353 J9a l

l

N －8 ㌧W

l

長　 方　 形

l

3．64×3．40 26～30

l

平坦

l

全周

l t

i

l

1

l

洒棚

I

］ l

I

自然
土師器，須恵器，釘，不

’明鉄，鉄薄
暑

354 19d二三N －8 ㌧W 長　 方　 形 4．26×3．糾 21～32 ペプ楼－4立‖β　－ 旛棚］ 1 人為
土師器，須恵器，灰粕陶

器，刀子，不明鉄，鉄浮

356 I9f8 N －770－E 長　 方　 形 3．22×2．84 18～38 平坦 全周 2 2 1 1 人為 土師器，須恵器 SBl17一斗本跡→SK1679

35 7 I9g3 N －130－W 長　 方　 形 3．76×3．36 16～18 平坦 一部 2 2 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶

、器，土製紡錘車

358 H9 j4 N 一針㌧E 長　 方　 形 3．81×3．33 25～37 平坦 一部 1 洒榔 1
自然・

人為

土師器，須恵器，釘夕　鉄

鉱，不明鉄

359 I7d 9 N －3 0－E ［方　 形］ 3瀾 ×（2．00） 10 平坦 1 不明 土師器，須恵器 本跡一→SD13 ・封 ・50

360 GlOd二 N －0 0 長　 方　 形 3．28×2．85 12～30 平坦 一部 1 1 自然 土師器，須恵器

361 G9e9 N 4 ㌢－E 方　　 形 4．30×4．30 6 ～8 平坦一部 1 1 1 不明 土師器，須恵器，鉄淳

362 GlOel N －13㌧W 長　 方　 形 3．95×3．55 12～22 平坦一部 1 1 自然 土師器，須恵器，砥石

i

36 3 G 9f9 N －150－W 方　　 形 3．38×3．35 24～25 平坦 一部 1 1 1 人為 土師器，須恵器，土製支卿

364 GlOf2 N －0 0 方　　 形 4．45×4．32 2 ～36 平坦 一部 2 1 自然 土師器，須恵器ニ／

365 G9g 9 N －22。－W 方　　 形 3．00×2．80 24～28 平坦 1 1 1 自然 土師乳 須恵器，土製紡錘車

366 F8g O N －0 0 方　　 形 3。41×3．14 19～30 平坦 一部 1 人為 土師器，須恵器， 餃具 SH 94→本跡

367 GlOj2 N －17㌧W 長　 方　形 3．55×3．22 6 ～24 平坦一部 1 自然
土師器，須恵器，刀子 ，

鎌，不明鉄

368 HlOc3 N －240－W 方　　 形 3．00×2．79 18～36 平坦 一部 1 自然
土師器瀾 恵器，石製支卿 i

SI369→本跡

369 HlOc3 N －24㌧W 長　 方　 形 2．70×2．20 10～27 平坦 人為 土師器，須恵器 本跡→SI368

37 0 HlOe3 N －13J－W 長　 方　 形 2．72×2．47 24～44 平坦 一部 1 自然 土師乳 須恵器，灰粕陶器，刀子 本跡→SI3 71

37 1 HlOe3 N 」千㌧W 長　 方　 形 3．44×2．83 7 ～10
わずかな

起伏
一部 1 不明 土師器，須恵器，灰粕陶器，釘 SI37 0→本跡

372 F8C 8 N －10 0－W 方　　 形 3．82×3．70 29～36平坦全周 4 1 1 自然 土師器，須恵器

373 F8d6 N －9 0－W 方　　 形 3．52×3．48 18～21平坦全周 4 1 1 人為 土師器，須恵券，土製支脚

374 F 8f5 N －0 0 不　　 明 2．68×（1．35）20～27 平坦 栓胤 1 人為 土師器 本跡→SI303

37 5 E 7hO N －4 0－W 長　 方　 形 2．87×2．40 36～51 平坦 全周 1 人為 土師器，須恵器 本跡→SD47

376 F8h 6 N －9 0－E 方　　 形 3．50×3．36 22～24 平坦 全周 1 1 人為 土師器，須恵鼠 不明鉄製品

377 F8 j6 N －12 0－W 方　　　 ′［2．54］×［2．54］ 平坦

全周！

全周i

全周

全周

全周

尋

一部！

1

4 ！

4

4

－ i

」

つ

」

」

つ

」

1

1

－ ！

」

1 i

」

i i

1 i

つ

1 i

1 ！

」

」

」

」

」

」

つ

」

ー i

」

1 ！

1 i

1

1

1

1

1

1

つ

人為i

人為

人為

自然

人為

人為

人為

不明

土師器，須恵器 本跡→SI378，SK 1820
形

378 F8 j6 N －13 0－W
方　 可

方　 形 i

方　 形 ！

3．75×3．60 29～40平坦

平坦

平坦

土師器，須恵器 SI3 77→本跡→S王3126

3 79 F8j9 N －82 0－E 2．67×2．44 29～31 土師器，須恵器 SI38 0→本跡

38 0 F 8jO N －3 。一W 4．56×4．51 45～47
土師器，須恵器，土製支

脚，火打金
本跡→SI3 79

本跡→SI384

38 1 G 8b9 N －O J 長　 方　 形 4．20×3．57 47～53 平坦 土師器，須恵器，鉄鉱

382 G8 C9 N －O e 方　　 形 2．86×2．85 34～39 平坦

平坦

尋

十日I

土師器，須恵器

383 G6h O N －7 0←E 長　 方　 形 3．90×3．50 26～36 土師器，須恵器

384 G6gO N －104㌦E ［方　 形］ （3．53）×（3．50）5 ～31 土師鼠 須恵器，灰粕陶器，鉄棒 SI383→本跡

385 G6f8 N －110車E ［方　 形］ （3．顧×ほ頼 19　 、 土師器，須恵器 SI3 86→本跡→SI）37
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住居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長軸×短縮

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新），その他主柱穴漉蔵穴泄 ット入口 棚 薗

387 G 5C4 N －18－W 方　　 形 4．78×4．75 11～46 平坦 全周 4 3 1 1 1 自然、土師器，須恵器，刀子，釘 本跡－ヰSK967

38 8 G 6b6 N －「 －E 方　　 形 4．33×4．22 14～28 平坦 全周 4 1 1 自然、土師器，須恵器

389 F 5j5 N －9 0－E 方　　 形 3．35×3．15 32～37 平坦 栓周］ 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SK9 87 ・1002

390 H7 d2 N －0 0 不　　 明 （4．20）×（3．20）8 ～45 平坦 一部 1 1 人為 土師器，須恵器，土製支脚

391 E8h 9 N －20．一W 方　　 形 4．04×3．72 21～27 平坦 一部 2 1 人為 土師器，須恵器

392 E8 i7 N －14 0－W 方　　 形 3．22×3．18 28～33 平坦 一部 1 1 人為 土師器，須恵器，砥石，刀子

393 E7 i8 N －6 ㌧W 方　　 形 3．94×3．86 28～30 平坦 一部 4 1 1 人為 土師器，須恵器
本跡→SK18 33 A も183 3B ・

1833C

394 E7 i4 N －9 0－W 長　 方　 形 3．84×3．20 36～50 平坦一部 1
l

1 人為 土師器，須恵器

395 E7f5 N －110－W 方　　 形 3．60×3．54 35～43 平坦 仝周 4 1 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器

396 E7f8 N －100－W 方　　 形 3．20×3．02 28～37 平坦 全周 1 1 自然 土師器，須恵器，土製支軌 刀子
本 跡 → S I2 0 3 ，S B 6 3 ，

SK 1904 ・1905→SD49

3 97 B 6h7 N －130－E 長　 方　 形 3．80×3．20 4 ～8 平坦 1 不明 土師器，須恵器，瓦 本跡一→SK1294～1297

39 8 B 6h6 N －110－W 方　　 形 2．75×2．65 10～14 平坦 一部 1 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SK1298

39 9 B 6i2 N －170－E 長　 方　 形 4．32×3．76 26～32ベッド状一部 1 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶

器，砥石，刀子，銑鉄

100 E8 f4 N －160－W 方　　 形 4．92×4．52 45～50 平坦全周 4 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶器，

小札，銑鉄，鎌，釘，火打金

401 E8 e6 N －30 0－W
i
方　　 形 4．52×4．30 28～38 平坦全周

l
4 1 1

I
自然
土師器，須恵器，土製支

脚，刀子，不明鉄

402 D8g 9 N －0 0 方　　 形 3．84×3．80 10～20 平坦一部 1 1 1 自然 土師器，須恵器，刀子

403 D8g8 N －90。－E 方　　 形 3．52×3．20 23～34 平坦一部 1 1 1 自然 土師器，須恵器，釘，鉄浮

404 D8h6 N －0 0 長　 方　形 3．96×3．24 15～22 平坦 一部 1 1 人為 土師器，須恵器，鉄鉱，椀状津

405 C6f7 N 」甘㌧E 方　　 形 3．42×3。28 30～32 平坦 一部 1 1 酋棚 1 自然 土師器，須恵器，砥石，鉄鉱

406 D 8e7 N －4 0－E 長　 方　 形 6．08×5．10 9 ～29 平坦 一部 4 ‘3 1 1 自然
土師器，須恵器 ，灰粕陶

器，砥石，刀子，鉄棒

407 D 8eO N －4 0－E 方　　 形 2．52×2．49 32～34 ペ津状一部 1 1 自然 土師器，須恵器 本跡→SB130

40 8 D8b 9 N －5 0－W 方　　 形 3．34×3．24 35～37 平坦 一部 1 1 人為 土師器，須恵器，瓦，鎌 本跡→第1 号地下弐蠣

409 D8 j9 N －120－W 方　　 形 3．84×3．68 8 ～30平坦 一部 3 1 自然 土師器，須恵鼠 灰粕陶器，銑鉄 SI4 10→本跡

410 D8a 7 N －13 0－W ［長方形］ 3．38×（2諸4）5 、9 平拇
つ つ

4

－ i

1
」

」

1
不明i

自然

自然

自然

人為

自然

人為

人為

自然

土師器，須恵器，釘 本跡－ヰSI40 9

41 1 D8a6 N －4 0－E 方　　 形 3．48×3．34 23～30 平坦 一部

全周！

一部

4 1 土師器，須恵器，瓦 SI328→本跡→SB14 5

本跡→SI227

412 D8e5 N －10－E 方　　 形 3．36×3．12 28～35 平坦 2 1 1
土師器，須恵器，灰粕陶器，

管状土錘，砥石，不明鉄

413 D 8e2 N －4 0－W
方形又 は

長　 方　形
2遁0×（2．15）40～44 平坦 1 土師器，須恵器，土製支脚，砥石

414 D 8d2 N －4 ㌧W 方　　 形 3．10×3．03 26～30 平坦 1

1

ー ！

1 ！

1
土師器，須恵器，緑粕陶

器，不明鉄
本跡一→SK1937 ・195 9 ・196 0

S I329→本跡

415 B8 el N －100－W 長　 方　 形 3．60×3．26 15～21
わずかな

起伏
一部

全周

一部

1 土師器，須恵器，管状土観 釘

416 D7 e6 N －0 0 方　　 形 3．72×3．40 15～37 平坦 1 土師器，須恵器，瓦

417 D7b 7 N －89 0－E 長　 方　 形 6．48×4．40 32～40 平坦 1
土師器，須恵器，緑粕陶器，羽口，鉄

私鉄淳，椀状軋粒状津溜造凱片
本跡→SD24　　 鍛冶炉 1

418 D8C2 N －5 0－W 長　 方　 形 4．20×3．42 34 平坦 一部 1 土師器，須恵器，灰粕陶器，銭貨 SI3 20→本跡
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住 居跡

番　 号
ヽ位 置 主軸方 向 平 面 形

規 模 Lm ）

脹 軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内　　 部　　 施　　 設 ！

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新 旧関係 （古→新 ），そ の他主柱穴＼貯蔵穴ピッ卜入口 棚 奄

射9 D8 a2 N －9 ㌧ E 長　 方　 形 3．60 ×3．20 5 ～ 20 平 坦

l

l

l

自然

l

土 師器，須 恵器 ，土製 品，

、瓦，土 製支卿 ，雲 母片岩
l

S王32 0→本 跡

l

420 D8a l N －0 0 方　　 形 2．80×2 ．72 34～40 平 坦 －立
ロ
β　… 1 自然

土 師器 ，須 恵 器 ，土 製 紡

、錘車 ，鉄 鉱 ，刀子 ，鉄津

4 21 C7 j7 N －103二E 長　 方　 形 3．73×3．40 55～62 平 坦 一 部 1 1 人為
土 師器 ，須 恵 器 ，土 製 支

脚 ，釘 ，椀状 津

4 22 C7e9 N －O c 方　　 形 3．50 ×3．30 34 平坦 一 部 1 1 自然、土 師器 ，須 恵器，土 製紡錘 車 本 跡→SD 24

42 3 C7 i5 N …6 0－W 方　　 形 3．77×［3．73］ 2 ～ 3 平坦 一部 2 1 1 不 明 土 師器，須 恵器

424 C 8f4 N －6 ㌧ W 長　 方　 形 3．41 ×2．56 16 平坦 一部 1 1 自然 土 師器，須 恵器，石 製支卿

425 E 6aO N －4 0－E 方　　 形 3．77 ×3．50 21～ 25 平坦 一部 3 1 東 棚 1 人為
土 師器，須 恵器 ，灰 粕陶 器，

銑鉄 ，刀子 ，鎌 ，釘 ，不 明鉄

426 E6 a9 N －8 J－W 長　 方　 形 3．55 ×3 ．08 22～27 ベッド状一部 1 自然
土師器 ，須恵 器，灰 粕陶器 ，

瓦，雲 母片岩 ，縄文 土器

427 E6C 9 N －1 1㌧ W 方　　 形 3．10×3．00 40～45
ゆるや純

起伏
一 部 1 1 自然

土 師器 ，須 恵 器 ，灰 粕 陶

器，瓦 ，刀子

4 28 E6C 7 N －2 ㌧ E 方　　 形 2．75×2．70 4 ～10 平坦 2 1 不 明 土師器，須恵器，不明鉄，陶器 本 跡→S I429A

429A E6C8 N －100－E 長　 方　 形 4．65 ×3．4 8 18 ～24 平坦 3 1 東棚 1 自然
土 師 器 ，須 恵器 ， 灰粕 陶

器 ，釘， 雲母片 岩，陶 器
S I4 28 ・4 29 B → 本跡

4 29B E 6C8 N －8 8㌧ W 方　　 形 3．14 ×2．73 5 ～10 平坦 一部 1 1 不 明 土 師器 本跡 →S I4 29A

43 1 E 6a5 N －7 0－W 方　　 形 3．73 ×3．60 41～ 45 平坦 全周 4 1 1 自然
土 師器 ， 須 恵器 ，灰 粕 陶

器 ，鉄鉱 ，鎌，釘 ，陶器

432 E6 d6 N －5 0－W 方　　 形 2 ．80 ×2 ．78 7 ～ 12 平 坦 1 1 1 不 明
土 師器，須 恵器 ，砥 石 ，雲

母片 岩，陶 器
SB12 9→本跡 →SD2 6

433 E6d4 N －10 0－W 方　　 形 3．52×3 ．50 37～50 平 坦 栓剰 3 3 1 1 自然
土 師器 ，須 恵 器 ，灰 粕 陶

器，土 製紡錘 車，鉄 鉱

本跡 →第 6 号方 形竪穴 状遺

構，SB 129 ， SD26

4 35 E6e3 N －3 ㌧ W ［方　 形 ］ 3．15×（2．00） 40 平坦 ［仝周］ 1 1 自然 土 師器 ，須恵 器

4 36 G5C2 N －0 0 方　　 形 6．58 ×6 ．1 3 ～60 平坦 全 周 4 1 1 自然
土 師 器 ，須 恵 器， 灰 粕 陶

器 ，石製 紡錘 車，鉄鉱
本 跡→SK 983 ．

43 7 G 4cO N －110－E ［方　 形 ］ 5諸4×（4．93） 42 平坦 栓舶 4 1 1 1 人為 土 師器 ，須恵器

438 G4 a9 N －4 60－E 不 整 方 形 3．82 ×3．42 30 ～45 平坦 4 1 自然 土 師器，須 恵器

439 G5 al N －O e 方　　 形 3 ．20 ×3．20 5 ～ 20 平坦 1 自然 土 師器，須 恵器
S I 450 →本跡 → S K 972 ・

S K 979

4 40 F5 jl N －10 0－E 方　　 形 5．80 ×4 ．80 26～45 平 坦 仝 周 4 2 1 1 自然 土 師器，須 恵器，灰粕 陶器 本跡 →S I4 50

4 41 F4 j9 N －10 。－W 方　　 形 3．55×3 ．35 14～32 平 坦 一部

仝周

一 部

全周

一部

全周

栓周］

［全局］

全剰

3

4

4

4

1

3

1

1

2

3

1

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

両棚

1 人為

人 為

自然

人為

人為

人為

自然

自然

自然

自然

人 為

土 師器 ，須 恵 器 ，瓦 ， 不

明鉄鉱 ，刀子 ，鎌

SI444→ 本跡

44 2 F4h9 N －3 0－W 長　 方　 形 2．95 ×2．69 30～40 平 坦 1 土師器 ，須恵 器，瓦

44 3 F 5h2 N －7 0－W 方　　 形 3．32 ×3．15 12 ～17 平坦 1 土 師器 ，須恵器 ，釘 ，鉄 棒

444 F 5g2 N －4 0－W 方　　 形 4 ．00 ×3．70 43 ～48 平坦

平坦

平坦

1

1

1

1

1

1

1

1

土 師 器 ，須 恵 器， 灰 粕 陶

器 ，刀子 ，釘 ，不明鉄
本 跡→ SI443

S I4 48→ 本跡→ SK980 ・98 1

446 F5 e2 N －3 ．－W 方　　 形 3 ．34 ×3．24 40
土 師 器 ，須 恵器 ， 灰粕 陶

器 ，雲母片 岩

447 F5 f4 N －1 10－W 長　 方　 形 4 ．40 ×3．9 1 40
土 師器 ，須 恵器 ，灰粕 陶器 ，

刀子 ，銑鉄 ，雲母片 岩

4 48 F5d5 N －0 0 方　　 形 6．85 ×6 ．70 35～43 平 坦
土 師器 ， 須 恵器 ，灰 粕 陶

器 ，鉄棒 ，雲母片 岩

本 跡 → S I 4 4 7 ・4 5 2 ，

SK lO22 ・102

44 9 F 5a6 N －8 0－W 方　　 形 3．49×3 ．37 50 平 坦 土 師器，須 恵器 ，瓦 本跡 →SK 957

450 G 5a2 N －8 90－E ［長 方 形 ］ 3．60 ×3．04 16～35 平 坦
土 師器 ，須 恵 器 ，灰 粕 陶

器，瓦 ，砥石

S I4 4 0 → 本 跡 → S I4 3 9 ，

SK97 9 ・97 5 ・972

SI448 →本跡

45 1 F3 fO N －0 0 ［長 方 形 ］ 4．92 ×4．66 20 ～45 平坦 ［

尋

土師器 ，須恵 器，灰粕 陶 器，

瓦，球状 土錘 ，砥石 ，刀子

452 F5e 5 N －0 0 ［長 方 形 ］ 3．17 ×3．00 35 ～40
土 師器 ，須 恵 器 ，灰 粕 陶

器 ，雲 母片岩
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住居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

ほ軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内　　 部　　 施　　 設 i

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新主 その他主柱穴貯蔵穴肥 ット入日 棚 竃

453 E5a3 N －105こW 長　 方　形 4．55×4．40 19～21 平坦 全周 7 1 北棚 1 人為
土師鼠須恵器滅粕陶器瓦 土製品瀬

錘車漕状鍬支頼 誹子 餃見納 品
本跡→SD28

4 54 E 4aO N …1㌧虻 方　　 形 2．87×2．76 10～17 ペ津状 1 不明 土師器，須恵器，灰軸陶器 SI455一斗本跡

455 D 4jO N －2 0－E 方　　 形 3．54×3．54 2（ト25 平坦 金閣 1 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶器，

本跡→SI4 54
、土製支脚，石製紡錘車

456 D 4d7 N －148－W 方　　 形 2．80×2．62 24～34 平坦
！
全周 1 1 自然 土師器，須恵器

457 D 3dO N …120…E 方　　 形 3．56×3．42 9 、11平坦 全周 1 1 自然 土師器，須恵器

458 D3 cO N －13㌧E 方　　 形 4．9×4．77 20～30 平坦 全周 4 1 1 人為 土師器，須恵器

459 D4b 9 N ←0 0 方　　 形 3．47×3．37 6 ～26 平坦 一部 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶鼠 緑

粕陶器，刀子，鎌，鋤先
SI460→本跡

460 D4b 9 N 一針∵W 方　　 形 5．56×5．26 44～69 平坦全周
l
4 8
！
1
！
1 自然

土師器，須恵器，灰粕陶器，石

製紡錘車，砥石，鉄鉱，鉄 鋼椀
本跡→SI459

461 D4b 5 N －16。－E 長　 方　 形 3．40×2．87 20～23 平坦 全周 2 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 SB134 ・135→本跡

462 C4h9 N －3 0－W 方　　 形 4．30×4．24 32、40 平坦 全周 2 1 1 人為
土師器，須恵器，灰粕陶

器，不明土製品，鉄鉱
SI4 75→本跡

463 C4jO N －5 0－W 方　　 形 3．36×3．08 3 ～7 平坦 2 不明 土師鼠 須恵器，灰粕陶乳 刀子

464 D 4aO N －3 0－E 方　　 形 3．22×2．92 12～24 平坦 全周 1 1 1 自然 土師器，須恵器 本跡→第7 号方形竪穴状遺構

465 D 5bl N －6 ㌧W 方　　 形 3．70×3．70 30～32 平坦 一部 3 1 1 人為 土師器，須恵器，灰軸陶器 SH 6 6→本跡

466 D5 al N －2 ㌧W 方　　 形 3．11×2．88 18～20 平坦 仝周 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SI46 5

467 D5 dl N －3 0－E 方　　 形
l
2．66×2．66

i
20～27 、′遁 一部

i ［
！－

i
1
i
1
i
1
l
人為
i
土師器，須恵器，刀子，銑鉄 SB13 1→本跡

平 ＿

468 C4 i5 N －110－E 方　　 形 3．53×3．26 14～15 平坦金屑
I
5 1 1 自然 土師器，須恵器

469 C4g 5 N －0 0 方　　 形 3．37×3．20 18～26 平坦一部 1 人為 土師器，須恵器 本跡→SKl160・117 1，SD 42 B

4 70 C3gO N 」30－E 方　　 形 3．00×2．56 10～14 平坦 1 自然 土師器，須恵器，雲母片岩

471 C4e5 N －14e－W 方　　 形 3．98×3．90 27～36 平坦 金屑 1 1 人為 土師器，須恵器，砥石，鉄鉱 本跡→SI4 72

4 72 C4e6 N －2 0－W 長　 方　 形 3。35×3．03 18～36 平坦 全周 1 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器 SI4 71→本跡→SI l

47 3 C4 C5 N －130－W 長　 方　 形 5．28×4．14 20～38 平坦 全周 4 1 1 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器，刀子

474 C4 d3 N －150－W 長　 方　 形 4．65×4．18 43～52 平坦 全周 4 1 1 人為
土師器，須恵器 ，土玉，

銑鉄，鎌，不明鉄

475 C蝕9 N －1 0－E 方　　 形 3．08×2．90 18～26 平坦 一部 1 1 人為 土師器，須恵器 本跡→SH 6 2，SK 1142・1143

476 C4g 9 N －7 0－W 方　　 形 3．33×3．23 22～27 平坦 一部

仝周

一部

十日I

仝周

一部

」

」

」

1

4 ！

」

」

」

」

つ

」

1
1 ！

1

1 ！

」

つ

」

2
自然i

自然i

自然

人為

自然

人為i

自然

人為

不明

土師器，須恵乳 灰粕陶器，瓦 本跡→SI477

477 C4hO N －1 0I E 長　 方　 形 3．00×2．53 14～19 平坦 2 1

1

土師器，須恵器，灰粕陶器 SI476→本跡

本跡→SD38 ・43

4 78 C4b2 N －4 0－E ［方 形 ］ （3．24ラ×3．20 28～36 平坦
1 ！

1

1 i

つ

2 i

土師器，須恵器，瓦

479 C 2a7 N －210－W 長　 方　形 4．24×3．52 16～36
靂ずか産！

平坦i

辛P i

1 土師器，須恵器

480 B 2 i7 N －3 0－E 長　 方　 形 5．03×4．13 25～31 1 1
土師器，須恵器，土製支

脚，石製紡錘車

481 B5 I9 N －120－E 長　 方　 形 3．57×3．10 28～35 1 1
土師器，須恵器，土製紡錘車，鉄

製紡錘車，不明鉄
本跡→SB147

482 B5h 9 N －6 0－E 方　　 形 2．40×2．33 14～18
尋

尋

尋

1 1
土師器，須恵器，羽ロ，刀子，

椀状津，鉄津，粒状津，鍛造糾

本跡→SB147

鍛治炉 1

483 B3 jl N －2 0－E 方　　 形 2．92×2．70 7 ～25
1 ！

」

1 土師器，須恵器，鉄津

484 B 3j2 N －110－E 方　　 形 2．925×2．74 8 ～12 土師器，須恵器
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住I居跡

番　 号
位置 主軸方向 平 面 形

規 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面 壁溝

内 部 施 員封もL叉
！

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新），その他主柱穴貯蔵穴ピット入日 棚 寵

485 B 3j6 N －3 ㌧E 長　 方　 形 5．10×3．90 20～42 平坦 1 1 人為 土師器，須恵器

486 C 3b3 N －38㌧虻 方　　 形 2．87×2．64 12～26 平坦 一部 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶器 SI4 88→本跡

487 C3b 6 N －110－E 長　 方　 形 4．13×3．65 15～20 平坦 仝周 4 1 1 自然 土師器，須恵器

488 〔3b 3 N －6 J－E
方形又 は

長　 方　 形
4．48×眩頼 23～56 平坦 栓周］ 2 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器 本跡→SH 8 6

4 89 B5d l N －10 8－W 方　　 形 3．40×3．30 32～40 平坦 一部 2 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶乳砥石 SI490一ヰ本跡

490 85e l N －6 0－W 方　　 形 3．20×3．16 34～38 平坦一部 1 1 自然 土師器，須恵器，灰粕陶乳 砥石 本跡→SI489

49 1 B5f l N －6 0－E 長　 方　 形 3．68×3．35 45～50 平坦全周

！

2 1 両棚 1 自然 土師乳須恵鼠鉄製紡錘車胤 鉄浮

492 B 5g4 N －13㌧E 長　 方　 形 3．03×2．69 30～35 平坦 一部 1 1 人為 土師器，須恵器，灰粕陶器

493 B 5e7 N －4 ㌧E 方　　 形 3．16×2．98 12～18 平坦 一部 1 1 自然

【

土師器，須恵器

494 B 5h6 N 1 9 0－E 長　 方　 形 4．00×3，56 28～30 平坦 一部 1 1 自然
土師器，須恵器，灰粕陶

器，土製紡錘車
SI49 6→本跡

496 B5h 7 N ∴㌢㌧E ［方　 形〕 2．90×（1．03ラ26～31 平坦 一部 1 自然 土師器，須恵器 本跡・→SI494

497 83h 6 N －5 1－E
方形又 は

長　 方　形
3．50×江70ラ18～40 平坦一部 人為 土師器，須恵器

499 H7b l N －0 ． 長　 方　形 3．90×3．50 47＼53 平坦 1

墓

1 自然 土師乳 須恵乳 鉄鉱，不明鉄

表は　方形竪穴状遺構一覧表

粧 置

工 軸 方 向 平 面 形
規 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm）
床面 壁薄 ピット 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係摘予 新），その他

1 巨 6g2
N －9 0－W 方　　 形 2．67×2．42 24～25 平　 坦 全　周 1 自　然

土師器，須恵器，灰粕陶

器

2 巨 6 gl
N …22 0－W 方　　 形 3．07×3．04 35～45 平　坦 一　部 － 自　然 土師器，須恵器 本跡→SD26

3 i F 8 d3
N －3 0－E 方　　 形 2．61×2．44 29～32 平　坦 一　部 1 人　為 土師器，須恵器

4 巨 7 fO
N －64。－W 長　 方　 形 3．14 ×2．72 17～20 平　 坦

l

l － 人　為 土師器，須恵器

5 巨 6 b5
N －9 0－W 隅丸 方形 2．78 ×2。75 25～28 平　 坦 － 1 自　然

土師器，須恵器，灰粕陶

器，瓦

6 i E 6 d3
N －5 ぐ－W 方　　 形 3．25×2．96 40～45 平　 坦 － － 自　然

土師器，須恵器，灰粕陶

器，錬鉄，雲母片岩
SI43 3・→本跡

車 4 aO
N － 0 0 方　　 形 2」0×2．20 10 平　 坦 － － 不　 明 土師器，須恵器 SI464→本跡

表12　掘立柱建物跡一覧表
※規模及び面積の欄の上段は身舎部分の数値であり，下段は庇部分を含めた数倍である。

遺構
位　　 置 桁 行方 向

柱 間糞 規模 （m ） 面 積
構　 造

桁行柱間寸法 梁行柱間寸法
柱 穴平面 形 出土 遺物

備　　　 考

番号 斬弼縮 （桁行×梁相 （正） （m ） （m ） 新 旧関係 （古→新 ）

S I84 A ・B → 本 跡14

15

52

54

63

D 4 g7～ D 4 h8 N － 11。一一W 3 × 2 6．26 × 4．43 27 ．73 側 柱 2．05 ～ 2．15 2 ．10～ 2 ．4 0
隅 丸長方形　 楕円

形

D 4 f4～ D 4 h5 N － 7 ラーW 3 × 2 6．40 ×4 ．46 28 ．54 側 柱 2．10 2 ．20 ～ 2 ．35
隅 丸 方形，隅丸長

方形，楕円形
本 跡→ SB 138

G 8 f2～ G 8 g4 N － 920 － E 3 × 2 5 ．50 ×4 ．25 23 ．38 側 柱 1．70 ～ 1．90 2．00 ～ 2．20 隅丸 長方形 土師器，須恵器

G 8 h 2～ G 8 i4 N － 89ロー E 3 × 2 7 ．65 ×4 ．90 37 ．49 総 柱 2 ．40～ 2 ．80 2．40 ～ 2．50
隅 丸 長方形，隅丸

方形

土 師器 ，須 恵器 タ

雲母片岩
本 跡→ S I3 12

E 7 d7 ～ E 7 f8 N － 11e－ W 2 × 2 4 ．3 4 ×3 ．92 17．0 1 総 柱 2 ．13 ・2 ．2 0 1．90 ・2．03
隅 丸 長方軌　 不整

円形

土 師器 ，須 恵器 ，

灰粕陶器

SI396，SK1857→本跡→

双605 欄 9 ・610，SⅢ9
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遺構
位　　 置 桁行 方向

柱 間’ 規模 （m ） 面積
構　 造

桁行柱間寸法 梁行柱間寸法
柱 穴平面 形 出土 遺物

備　　　 考

番 号 酢 X断j （桁行×梁輔 （正） （m ） （m ） 新 旧関係 （古→新 ）

64 E 7 dO ～ E 8 g l N － 163 －W 4 × 3
9 ．3 3 ×6 ．30

1私 9 1 ×6 ．30

5 8．78

68 ．73

側 I柱

一面庇
2 ．24 ～2 ．40 2 ．0 0～ 2 ．10 隅丸方形，円形

土師器 ，須 恵器 ，

灰粕陶器，鉄淳

SI202 －→本跡→SB 60，

SK606

80 D 7 f9 ～ D 8 h l N － 13e －W 3 × 2 8．12 × 4．80 38 ．98 側 I柱 2 ．70 2 ．40
隅丸長方形，楕 円

形
土師乳 須恵器

S I215 ・2 16 ・228→

本跡 →SD2 5

8 1 D 6 i2～ D 6 j3 N － 5 0－ W 2 × 1 4．06 × 4．34 17 ．62 側 柱 2 ．0 5～ 2 ．10
－

円形

82 D 6 j2～ E 6 b3 N － 3 0－ W 3 × 2 5．38 × 4．10 22 ．0 6 側柱 1．75 ～ま．80 2．00 ～ 2．10 楕円形 土師器，須恵器

84 F 6 hO～ F 7 i2 N －86 0－ W 4 × 3 8．20 × 5．20 42 ．64 側柱 1．94 ～2 ．16 1．70 ～ 1．80 隅丸方私 不定形 土師器，須恵器 S I335→ 本跡

85 F 5 d9～ F 6 f2 N －90。－E 3 × 2
7．32 ×4 ．20

11．70 ×9 ．60

30．74

112．32

側 柱

四面庇
1．8 0～ 3 ．0 0 2．10 隅丸方形，円形

土産緒 ，須恵乳　 輌 乱

縁粕陶乳 青磁，銑 不順

S I25 8 ・259 ・260 →

本 跡→SK 740

86 F 7 j2～ G 7 b4 N －780 －W 4 × 2 7．90 ×5 ．26 4 1．55 側柱 1 ．60 ～ 2 ．28 2 ．3 9 ・2 ．55
隅丸方玖 隅丸長方私

円形，楕円玖 不定形
土師乳 須恵器 本 跡→SB 87

87 F 7 jl～ G 7 b2 N －130 － E 4 × 2 8 ．3 2 ×4 ．82 40 ．10 側 柱 L 85 ～ 2．63 2 ．3 0 ・2 ．5 0 隅丸方形，円形 土師器，須恵器 S王38 6 ・88→ 本跡

8 8 F 6 j9～ G 7 al N － 800剛…E 4 × 3 8 ．30 ×5 ．00 4 1．50 側柱 1．9 1～ 2．20 1 。5 1～ 1 ．9 1 隅丸方形，円形
土師器 ，須 恵器 ，

灰粕陶乳 砥石
本跡 →SB87

89 E 5 d2 ～ E 5 f3 N － 29。－W 3 ×不明 － － － 1 ．60 ～ 1．70 －
隅丸方形 土師乳 須恵器

SK796→本跡→SD29

SB90 との新旧関係不明

90 E 5 e2 ～ E 5 f2 N － 290－ W 3 ×不明
－ － － 1．60～ 1．70 －

隅丸方形
SK796→本跡→双797，灘29

繋89 との新旧関係不明

9 1 H 8 e4 ～H 8 g5 N － 2 。－W 4 × 3 7．70 ×5．30 40 ．8 1 側 柱 1．60 ～ 2．00 1．50 、 1．90 隅丸方形
土 師 器 ，須 恵 器 ，

石製模造 品
本跡→SI315

92 G 8 j3～ H 8 a4 N － O e 3 × 2 6．53 ×4．14 27 ．03 側 柱 2．00～ 2．30 2 ．00 ～2 ．10 隅丸方形
土 師 器， 須 恵 器 ，

不 明鉄
本跡→SI314

93 G 7 a6～ G 7 C8 N －730 － E 4 × 2 7．83 × 5．08 39 ．77 ．側柱 1．83～ 2．04 2 ．4 1 ・2 ．67 隅丸方形，円形 土師器，須 恵器
本跡→SD27D

繋 108 との新旧関係不明

94

lG 7 j… 8 b2

N 一 十 一W

13 × 3

6 ．35 ×4 ．75 30．16 総社
i 2 ．00 ～ 2．20

1 ．50 ～ 1 ．60 隅丸方形 土師器，須 恵器
本跡→SI313，SK1589 ・

1590

95 H 7 g8～ H 7 hO N － 8 。－W 3 × 3 6 ．30 ×4 ．50 28．35 総柱 2 ．10 1．50 隅丸方形 土師器，須恵 器 SK1596・→本跡

9 6 G 7 f7 ～ G 7 h8 N … 5 0叫－E 3 × 2 6．41 ×4 ．36 27．95 †則柱 1．94～ 2．25 2．15 ・2．2 ユ 隅丸方形，円形 土 師器，須恵 器

97 G 7 C8 ～ G 7 f8 N － 9 0… E 4 × 2 8．70 ×3 ．75 32．63 側柱 1．95～ 2．35 1．87 ・L 99 隅丸方形，円形 土 師器，須恵器

i

土 師器 ，須恵器

本跡→繋102，SD33

98 G 5 C8～ G 6 el N － 78 0－ W 4 × 3
10．80 ×6．20

12．94 ×6．20

66 ．96

80 ．23

側 柱

一 面庇
2．30～ 2 。80 1．90 ～2 ．30 隅丸長方形

本 跡→SK 78 5 ・78 6 ・

791 ・793

SB97→本跡→SD33

SI298→本跡

S 王39 3 と の新 旧 関係

不 明

本跡 →S I342

99 F 6 jl～ G 6 b2 N … 2 0－ E 3 × 2 6．20 ×3．60 22 ．32 側 柱 1．90～ 2 ．10 1．80 隅丸方形，円形

100 甘 6 fl～ F 6 h2 N － 2 0 － E 3 × 2 5．25 × 3．06 16．07 側 柱 1．70～ 1．80 1．50～ 1．55 隅丸方形，円形 土師器 ，須 恵器

土師器，須恵 器

10 1 F 4 i8～ G 4 a9 N － 2 0 － E 4 × 2 8 ．96 ×5 ．28 4 7．31 側 柱 2．00～ 2．50 2 ．6 0～ 2 ．70 隅丸方形，楕 円形

102 G 7 d8 ～ G 7 g9 N － 100 － E 4 × 2 9．37 ×4 ．32 40 ．48 側柱 2 ．14 ～ 2．46 2 ．23 1 2 ．32 円形

104 H 7 c l～ H 7 d2 N ＋ ぽ － E な×2） 3．36 ×3 ．00 10 ．08 不明 1．60 ～ 1．76 1．50 隅丸方形，楕円形 土師器，須恵 器

105 F 7 g7 ～ F 7 i9 N － 780－ W 3 × 2 7．86 ×4．64 36 ．4 7 側柱 2 ．32 ～2 ．80 2．3 1 ・2．46 隅丸方形
土 師器 ，須 恵 器 ，

土 製支脚

土 師器 ，須恵器

106 E 6 i9～ E 6 iO N …90 0 3 × 2 4．80 ×3．15 15 ．12 側柱 1 ．60 1．45 ・1．70 円形

10 7 H 8 e2～ H 8 g3 N － 4 0 － E 3 × 2 6．60 × 4．45 29．37 側 柱 2．10～ 2 ．40 2．00 ～2 ．40 隅丸方形

108 G 7 a7～ G 7 b8 N － 3 0 － E 3 × 2 5．86 ×3 ．20 1臥 7 5 側 柱 1 ．8 9～ 2 ．0 9 1．56 ～ 1．64 円形 土 師器，須 恵器

109 H 8 e6～ H 8 g7 N － 6 0 －W 5 × 3 9 ．35 ×5 ．56 51．99 側柱 1．70 ～ 2 ．10 1 ．8 0～ 1．90 円形，隅丸長方形 土 師器 ，須恵 器

111 H 8 e8 ～ H 8 f9 N － 12。－W 3 × 2 6 ．90 ×4 ．20 28．98 側柱 2．10 ～ 2．50 2 ．10
隅 丸 方 形 ， 隅 丸

長方 形
土師器 ，須恵 器

112 I 8 e3 ～ I 8 g5 N － 130－ W 4 × 2 8 ．40 ×5 ．2 5 4 4．10 側柱 2 ．10 1．60 ～ 1 ．8 0
隅 丸 方 形 ， 隅 丸

長方形 ，楕 円形
土師器 ，須恵 器

113 H 8 C8～ H 8 d9 N － 0 。 3 × 2 5．60 × 3．98 2 2．29 側柱 1．80 ～ 1．90 1．90 楕 円形，不整円形 土 師器 ，須恵器 本跡 －→SB l14 ・121
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遺構

番号
位　　 置 桁行 方向

；∵
支　 規 模 （m ）

j （桁行×梁輔

面 積

（正1
構　 造

桁行柱間寸法

（m ラ

梁行柱間寸法

（m ）
柱 穴平 面形 出土遺物

備　　　 考

新 旧関係 （古→新 ）

1 14 H 8 C8～ H 8 d9　N － 0 0
t

3 × 2 5 ．40 × 3．80 20 ．52 側 柱 1．80 1．90
隅丸 方 形 ， 不 整

楕 円形
土師器 ，須 恵器

S 王31 13 ・1 22 → 本 跡

→ SB12 1

115

iH 8 h… 9 a
1 N 一 丁やーW 5 × 3 9 ．4 5 ×4 ．85 45 ．8 3 側柱 1 ．80 ～ 1 ．90 1 ．60～ 1．65

隅 丸 方 形 ， 隅 丸

長方 形

土 師器 ， 須 恵 器

瓦

，本跡→SK 1675 ・1676，

SD12 Å ・13 ・17

116 H 9 a2～ I 9 b3　 N ＋ ぽ －W 3 × 2 5 ．0 0 ×3 ．84 19 ．20 側柱 1．60 ～ 1．70 L 90
隅 丸 方 形 ， 隅丸

長方 形
土 師器 ，須恵器

117 I 9 f8 ～ I 9 g9 N － 6 3 －W 3 × 2 7．32 ×4 ．9 2 36．0 1 側柱 2．00 ～ 2．80 2 ．4 5 隅丸方 形 土 師器 本跡 →SI356

118 G 7 hl～ G 7 i3 N …850 －W 3 × 2 5．90 × 3．96 2 3．36 側 柱 1．78 ～2 ．06 1 ．94
隅丸 方 形 ， 隅 丸

長 方形 ，円形
土 師器，須 恵器

1 19 G 7 d2～ G 7 f4 N －740 …W 4 × 2 9 ．64 × 5．48 52 ．82 側 柱 2 ．2 4～ 2 ．62 1．72～ 1．88 隅丸 方形 ，円形 土 師器，須 恵器 本跡→SD 36

12 1 H 8 b9～ H 8 d9 N － 2 0－ E 3 × 2 5 ．4 0 ×3 ．62 19 ．55 側 柱 1．80 1．80 円形 ，楕 円形 土師器 ，須 恵器 SB l13 ・114→本 跡

122 H 8 b7～ H 8 d8 N － 2 0－ W 3 × 2 5 ．7 6 ×4 ．12 23 ．7 3 側柱 1．70 ～ 2．00 2 ．10 不整 円形 土 師器
本 跡→ SI 339 ・3 40 ，

S王葺114

123 H 8 a4 ～ H 8 d6 N － 2 0－ W 4 × 2 8．94 × 5 ．0 4 4 5．06 側柱 2．10 ～ 2。30 2．45 ～ 2．60 不 整 円形 本跡→ SI338 ・339

124 G 9 i9～ G lOjl N …27 0－W 3 × 2 5．25 × 4 ．00 2 1．00 側 桂 1．70～ 1．85 2 ．00 円形 土 師器

125 F 8 C2～ F 8 e5 N －1（うC 一一W 5 × 3 9 ．90 × 5．52 54 ．65 側 柱 1 ．90～ 2 ．0 6 1．74～ L 96 隅丸 方形 土 師器 ，須 恵器

126 F 8 j7～ G 8 b 8 N － 120 － E 3 × 2 5 ．4 6 ×3 ．74 20 ．4 2 側 柱 1 ．7 0～ 1 ．94 1 ．7 7 ・2 ．10 隅丸 方形　 円形 土師 器，須 恵器 S I378→本 跡

128 F 4 fO～ F 5 g l N － 870－ W 3 × 2 6 ．2 0 ×4 ．10 25 ．4 2 側柱 1．80 ～ 2．50 2．00 ～ 2 ．10 円 形

129 E 6 b4 ～ E 6 d5 N －85 0－ E 3 × 2 5．34 ×3 ．9 8 21．25 側・柱 1．80 ～ 1．94 1．78 ～ 1．80 円 形 土 師器 ，須恵 器
SI433→本跡→SI432 ，

9 26

13 0 D 8 d9 ～D 8 用 N …270 －W 3 × 2 5。68 × 4 。50 2 5。56 側 柱 L 80 ～2 ．03 1．90 ～ 2．40 楕 円形
土 師 器 ，須 恵 器 ，

灰粕 陶器
SI407 →本跡

13 1 D 4 dO～ D 5 fl N － 2 0 … E 4 × 2 6 ．40 × 3．64 23 ．30 側 柱 1．4 5～ 1．55 1．90 楕 円形 土 師希，須 恵器 S王3132→本跡→ SI467

132 D 4 d9～ D 5 el N … 5 0 －W 3 × 2 6 ．00 ×3 ．90 23 ．4 0 側柱 1 ．90 ～ 2 ．0 0 1．90 隅丸 方形 ，円形
土 師器 ， 須 恵器 ，

灰粕 陶器
本 跡→SB 131

133 D 4 d4～ D 4 f5 N － 8 0－ W 3 × 2 4 ．8 0 ×3 ．80 18 ．24 側 柱 1．50 、 1．60 1 ．6 3～ 2 ．0 0 隅丸 方形 ，円形
土 師 器 ， 須 恵 尋

土 師器 ，須恵器

i

！

土 師器 ，須恵 器 i

本 跡→SB 138

134 D 4 b4 ～ D 4 d5 N － 9 0… W 5 × 2 9．60 ×4 ．2 0 4 0．32 側柱 1．80 ～ 2．00 1．90 ～ 2．10 楕 円形 S王3135 －→本跡→ SI461

13 5 D 4 a3 ～D 4 b5 N － 110 －…W 3 × 2 4．74 × 3．22 15．26 側 柱 1．40 ～ 1．70 1．6 0 楕 円形 ，円形 本跡→ SI46 1，SB134

SB 15 ・133→本 跡

136 C 4 i4～ C 4 j6 N －800 － E 3 × 2 5．70 × 4．20 23 ．94 側 柱 1．8 0～ 2 ．00 2 ．00 ～2 ．20
隅丸 方 形 ， 隅 丸

長 方形 ，円形

137 C 4 j5～ D 4 b 6 N … 11。－W 3 × 2 6 ．40 ×4 ．20 26 ．88 側柱 2．00 2．10 隅 丸方形

138 D 4 d4 ～ D 4 f6 N － 5 0－ W

3 × 2 ！

3 × 2 i

3 × 2

3 × 2

3 × 2

3 × 2

3 × 2

4 × 2 ！

3 × 2 ！

3 × 2

6 ．18 ×4 ．10 25 ．34 側柱 2．00 ～ 2．10 2 ．0 0～ 2 ．2 0
隅 丸 方 形 ， 隅 丸

長方 形

13 9 C 3 co ～ C 4 dl N － 2 0－ E 5．46 ×4 ．4 0 24．02 側柱 1．60 ～ 1．90 2．10 ～ 2．20
隅 丸 方 形 ， 隅 丸

長方 形， 円形
SK l194→ 本跡

本跡→ SK120 2，SD43

140 B 3 h3～ B 3 j5 N － 3 0－ E
6．10 × 4 ．6 0

7．95 × 4．60

2 8．06

36 ．5 7

側柱

二面庇
1．90 ～2 ．20 2．20 ～ 2ぁ30 隅丸長 方形 土 師器 ，須恵器

14 1 B 2 gO～ B 3 il N … 170 － E 4 ．58 × 4．45 20 ．38 側 柱 2 ．10一～2 ．20 2 ．20 隅丸方 形 土 師器 ，須恵器

142 B 2 j9～ C 2 aO N － 140 － E 5 ．76 ×3 ．85 22 ．18 側 柱 1 ．9 0～ 2 ．0 0 1．90 隅丸方形 土 師器

14 3 B 4 i3 ～ B 4 j4 N － 850－ E 5 ．3 4 ×3 ．84 20 ．5 1 側柱 1．70 ～ 1 ．90 1．90
隅 丸 長 方 形 ， 楕

円形

土 師器，須 恵器 ，

土製 品

S王3146 との新 旧関係

不 明

本 跡→S I328 ・4 11

144 B 4 i5 ～C 4 a6 N － 5 0－ W 6．40 ×4 ．4 0 28．16 側柱 2．00 ～ 2．30 2．10 ～ 2 ．30
隅 丸 長 方 形 ， 楕

円形
土師器 ，須 恵器

145 D 8 a7～ D 8 C7 N －770 － E 8．20 × 4．50 3 6．90 側柱 1．90 ～ 2．20 2 ．25 円形 土 師器 ，須恵 器

146 B 4 i4～ B 4 j5 N － 850 － E 5 ．36 × 3．80 20 ．37 側 柱 1．70 ～ 1．80 1．60 ～ 1．90 円形 ，楕円形 土 師器
SB 14 3 との新 旧関 係

不 明

14 7 B 5 h 8～ B 5 iO
N － 820－ W i 8 ・36 ×4 ・50 ！

37 ．60
側柱 ！

2 ．6 0～ 3 ．20 2 ．05 ～2 ．45 楕 円形
土 師 器 ， 須恵 器 ，

鉄 製品
SI48 1 ・482 →本跡
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第4節　まとめ

中原遺跡からは　既に刊行されている　第蟻5集』「中原遺跡1圭『第159集』「中原遺跡2」と今回報告分を

併せて，竪穴住居跡507軒　掘立柱建物跡B棟　土坑833基夕　溝1条が検出されている。これらのうち，縄文

時代の竪穴住居跡3軒，古墳時代の竪穴住居跡7軒，中世の地下式境1基を除くすべてが，奈良の平安時代の

8世紀から10世紀前葉に営まれていたものである。ここでは，中原遺跡の中心となる「奈良。平安時代の土器

の変遷」，「文字資料について圭「集落の変遷圭「中原遺跡の性格について」にふれ，まとめとしたい。なお，

既に刊行されている『第155・159集』の報告分についてもタ　同一視点で観察するという観点から，今回再検討

を加えたので，既刊の報告とは時期が異なっている場合もある。

1奈良。平安時代の土器の変遷

中原遺跡から出土した土器の概要及び器種については，竪穴住居跡・掘立社建物跡などの項で述べたので芦

ここでは，出土した土器を7期に分類し，その変遷を把握し，本遺跡の動向を知る基礎としたい。

なおタ　棒も婆については形態や製作技法によって以下のように分類した。

土師器杯A類

B類

C類

D類

E類

土師器椀A類

B類

C類

D類

E類

須恵器杯A類

B類

C類

土師器嚢A類

B類

C類

丸底で，半球形状を呈するもので，目線部が内攣するものと，直立するものがある。

丸底で，目線端部内面に沈線をもつもの。

丸底もしくは扁平気味の丸底で，底部と目線部の境に稜をもつもの。いわゆる内攣目線杯

といわれているもの。

器高が高く，底部と日経部の境に稜をもちタ　ロ縁部が直立，もしくは外傾するもの。

ロクロ成形のもの。

体部が直線的に外方に開くもの。

体部はわずかな丸みをもち，外方に開くもの。

体部は内管し，丸みをもち，目線部で外反するもの。

器高が比較的低く，半球形状を呈するもの。

器高が高く，体部は球形状を里し，高台が低いもの。

丸底で，口径と底径の差が小さいもので，底部外周に段があり，いわゆる二次底面を有す

るもの。

平底で，口径と底径の差が小さいもので，底部外周に段があり，いわゆる二次底面を有す

るもの。

平底のもの。

体部外面にヘラ磨きが施されるもの。いわゆる「常総塑」といわれているもの。

体部外面にヘラ削りが施されるもの。

寸胴形で，目線部が外に大きく開くもの。最大径はロ緑部にあるもの。

第亘期（第712図）　　竃㌦

古墳時代後期に属する第386号住居跡以降約1世紀の間をおいて，中原遺跡の奈良・平安時代の集落が展開

される。券種構成は，土師器杯e皿。嚢の甑・捏鉢，須恵器杯・高台付杯の蓋。鉢である。須恵器生産の操業

開始後間もない時期であり，土師器と須恵器の割合は須恵器が多くなっていく段階である。第2590387・

437・439号住居跡などの土器群が該当する。
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土師器杯は，丸底で，半球形状を呈するA類（2・3），丸底で，口縁端部内面に沈線をもつB類（4），丸

底で，底部と口緑部の境に稜をもつC類（1・5）がみられる。A・C類は，大形と小形があり，いずれも底

部は手持ちへラ削り調整が，口綾部には横ナデが施される。B類の底部には手持ちへラ削りが，内面は放射状

のヘラ磨きが，口緑部には横ナデが施されており，畿内系暗文土器の影響を受けているものである。皿は，

底部と口緑部の境に稜をもち，底部には回転へラ削りが・口縁部には横ナデが施される（6）。

須恵器は新治古窯跡群の一丁田窯跡に後続する段階の製品である。須恵器杯は丸底のA類（7～11）と平底

のB類（12～17）があり，両者ともに大・中・小に法量分化しており，口径は大形が約15cm，中形が約12cm，

小形が約10cmである。A類の底部調整は，一方向の雑なナデまたは手持ちへラ削り後，外周に手持ちへラ削り

を施すものと，回転へラ削り後，外周にロクロナデを施すものがある。B類の底部調整は，底部及び段をもつ

底部外周まで回転へラ削りを施すものが大部分で，一部，底部外周がロクロナデのものがみられる。A・B類

の間には形態的にも丸底から平底，技法的にも手持ちへラ削りから回転へラ削りという変化がみられることか

∈覇詔7 ∵二這聖S1396
6　⊂王訊
SI259　　　　　　　　　　　　　S1288

第712図　中原遺跡I期の土器群

忘’．‥、‾で
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′　　′、∴∴　　ノ　　′　・′　∴′　′」、　　　　　　　、、八　　　　　　　㌧　　′．：　・ノ　、′ノノ　　　ミ　ノ　ー三‥　∴

′　　ノ、ノ・プ∵′′工‥、′′ノ′′。　▲十’∴　　　・　　、．　．′′′　・′∴　　、′　．，ノ　二、．∴、‾・∴了．＼

・∴　′′　　　　　　∴　′　′そ・　　′′．　、′　　　　′　　　．　　　′・′　　′′・‘、′ノ′′！′ノ1　ノ．．／　′

ノ　　　　・′．／　　　　′ノ　ノ、．言、′‾　、　∴　二．－　り　　．・・′、　′　′（、′′　ノ　′　′′ノ　∴∴・、了J′㌧′

一′′・、ノ　　′　　　　　′′　ノ’　′　　　　　′、．ノ′　　′　　　ィ　、ニ‥、、′　　　　　な′‘′ら∴（　′　二．．

′　　ノ．′、　、　一′、′　′　　・　　　ノ、‾．′　　　一、・′ノ　ー，　　　∴　　　）　　　′．′ノ‘、′：　一　＿．ノ、

、　　　　’　′　′ノ・、‘一．′　　　　　　　　　　′、、　′．ノノ　．・′′・′．．へ．′∴　　′ノノ

ーメ　．ニ）′・‥　ノ二　∴′‾′．　　・ノ　1ノ′　　∴、　、’′　∴′　ノ　’′、′・’′’ノ　．ノ　′ノ　　ノ′′ノ　∴㍉J

′、ニ　　　ー　′、∴′′．　．ノ　　　‥　′　　　　上し′　・ク　ー　′　　∴、′；（、一‥　′、・　ノ　・

平底紹鋸があ軋　前者は底部が回転へラ削軋　後者は多方向の手持ちへラ削軋外周回転へラ削　調整が施

される。

－　　∴、　　＿、′‘・′∴　　－′、′′．、′ノ∴　′　′，．j　ユ′′　′ノ1．　一．　′エ　バ　ノ、．′　　　　‥　　′

‥　′言∴二　　　誉　ニ′、つ／・、′′′こ・－・：弓、　′三7∴－∴∴プ′：、，ノ　ー；上、∴・．㌧l′ニノ′・′．ノ‘．三二・．′・、、言．′′、言′ノ

′′　二へ∴、′、‾、！′ノ　ノ告ウノ・了、・　　′ノこ、訂‖り＿か告′．こ・∴　　　′‥プノ、．′言′ノ∴　＿　∴‘′′　　　∴：、

・ノ、′　・′ノーノ♪ハ＼　′・′．、・′′／ノ　　∴　ハ　　ニ・ノ・、ノブ　　ノ、－ク　　ノ、ノ　ノノ、′ソノ　ノ　　′・＼．　．′、！∴′　　　＼

ラ削り調整が施される。打線端部はÅ類のようにつまみ上げられるものと断面長方形に角張るものがある。こ
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第714図　中原遺跡第I期の土器群（2）
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の外に客体的ではあるが，緩やかなカーブを描き細長い休部で，頚部のくびれが不明瞭なものもみられる（38）。

甑は前期と同様で変化は見られない（47）。鉢は体部に丸みを持ち，口綾部で外側に屈曲し水平面をもつもの

である（36）。体部は縦位のヘラ磨き，口緑端部は上方につまみ上げられ，技法的にはA類の嚢と同様である。

控鉢は前期と同様で変化はみられない（30）。

須恵器嚢は，体部上位に最大径をもち，肩が張り，頚部がくの字状を呈する（45）。口縁端部はつまみ出し

などはされずにおさまる。鉢は，前段階に比べると体部の丸みがなくなり，口縁部で外側に屈曲し，水平面を

もつ（44）。嚢・鉢共に体部は斜位の細かい平行叩きである。甑は鉢形で，中央部が円形，周りが扇形の孔が

開く5孔式である（46）。鉄鉢形の土器は当期に出現する。口緑端部のつくりがシャープで断面三角形を呈し，

須恵器でありながら，口緑部内・外面には丁寧な磨きが施される（29）。控鉢は，直線的に外傾し，口緑端部

は細くつまみ出さる（34）。須恵器小形薬壷は，肩が大きく張り出し，器高が低く，扁平であり，体部下端に

は手持ちへラ削りが施される。この外に破片ではあるが，須恵器長頸瓶（35）・高盤（32）・短頸壷（33）・

短頸壷蓋（15）がみられる。

第Ⅱ期（第715・716図）　　　も

当期から灰粕陶器長頸瓶が共伴するようになる。器種構成は，土師器杯・皿・嚢・甑・鉄鉢形土器，須恵器

杯・高台付杯・盤・高盤・小形短頸壷・コップ形土器・牽・甑・鉢・長頸瓶である。食膳具では土師器は極稀

れにみられるだけで，須恵器が大部分を占める。第294・298・320・434号住居跡などの土器群が該当する。

土師器杯はA（2・4）・D（1）類のみで，個体数は極少量である。D類は前段階と同様に大形であり，

内面にはへラ磨き・黒色処理が，外面はロクロナデが施される。皿は底部に手持ちへラ削り，口緑部ロクロナ

デが施されるようになる（3）。土師器皿は当期をもって消失する。

土師器聾のA類で確認できたのは大形と中形である。いずれも体部最大径が体部の上位にあり，最大径が小

さくなり肩の張りも弱くなる（9・33）。B類で確認できたのは中形と小形である。B類もA類と同様，最大

径が小さくなり肩の張りが弱くなる傾向があるが，A類ほど顕著ではない（5～7）。甑は砲弾形は見られな

くなり，変わって，嚢形の甑が出現する。この嚢形の甑は当期にだけみられるもので，体部下半には手持ちへ

ラ削り，上位にはヘラ磨きが施される無底式（34）と縦位のヘラ削りが施される無底式（35）がある。鉄鉢形

土器は尖底で，口緑部は内側に屈曲する。底部付近は縦位，体部は横位，口緑部内・外面は横位に丁寧な磨き
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が施される（10）。

須恵器は新治古窯跡群の東城寺桑木窯跡段階の製品である。須

恵器杯は，口径13～14cm，底径9cm，器高3．5～4．5cmで，前段階

よりも底径が小形化する（10～12）。底部調整は1方向または多

。監方向の手持ちへラ削り，体部下端手持ちへラ削りが主体である。

高台付杯は，前段階まで底部と底部外周にあった段が不明瞭にな

る。計測値は前段階と同様，大（16）・中（17）・小（18）がみ

られ，蓋も同様に大（13）・中（14）・小（15）がある。蓋の口

縁端部は短くつまみ出される。盤は休部の立ち上がりが外傾して

直線的になる（19・22）。高盤の杯部は直線的に外に開き，脚部

の裾も大きく開く（28・29・31）。高盤は前段階ではわずかに破

片でのみ確認されてはいるが，定着するのは当期からである。

須恵器賓は，全容がうかがえる資料がないが，口縁端部が上下

？　こ　1！Ocm　　につまみ出されるようになる（38）。また，肩部の張りは前段階

第716図中原遺跡第Ⅲ期の土器群（2）　より弱くなる（37・39）0鉢（36）と鉢形の甑（40）は底部が残

存しなければ区別が困難であるが，この段階では，鉢の方が器高

が浅い。両者共に，体部の形態は前段階と同様であるが，口縁端部が上下につまみ出されるようになる。嚢・

鉢・鉢形甑の体部は横位・斜位の平行叩きで，体部下端に手持ちへラ削り調整が施される。コップ形土器は器

高が低いものである（23）。外に，須恵器短頸壷（32）・短頸壷蓋（21）・小形短頚壷（20・24）・長頸瓶

（25），灰粕陶器長頸瓶（26），控鉢に似た器形のもの（30）がみられる。

第Ⅳ期（第717図）　酌∴ノノ

この段階から灰粕陶器の長頸瓶（21）に加えて黒笹14号窯式段階の皿（13）も共伴するようになる。前期と

同様，食膳具では須恵器が主体で土師器はごく少量であるものの，土師器は新たにロクロ使用のものに変わる。

器種構成は，土師器杯・賓，須恵器杯，高台付杯・盤・高盤・蓋・コップ形土器・賓・鉢・甑・鉄鉢形土器で

ある。第265・282・339・383・389・447号住居跡などの土器群が該当する。

土師器杯は，古墳時代からの流れを汲んだA～D類はなくなり，変わってロクロ使用のE類が出現する

（1・2）。体部は内攣気味に立ち上がり，口径と底径の差が小さいものである。体部内面にはヘラ磨き・黒色

処理が，外面にはロクロナデが，底部・体部下端には手持ちへラ削り調整が施される。この段階では，ロクロ

土師器の出土量はごく少量である。

土師器嚢A類は，前段階よりも長胴化し細長くなる（17）。B類の大形のものはA類と同様に長胴化する

（18）。B類の中・小形は前段階と同様で変化はあまりみられない（19・20）。

須恵器は新治古窯跡群の小高村内・東城寺寄居前B窯跡段階の製品である。須恵器杯は，口径14cm，底径8

cm，器高5cmで前段階よりも底径が小さくなり，器高が増し，口綾部で外反するものが多くなる（3・4）。

底部・体部下端の調整は手持ちへラ削りで，体部下端のヘラ削りの幅は広くなる。高台付杯は，大（9）・中

（7・8）の2法量になる。蓋も同様に大（5）・中（6）の2法量で，形態は天井部が低くなり扁平になる

傾向がある。盤は大（16）・中（15）・小（10）の3法量がみられる。高台は径が小さくなると共に高くなり，

前段階では体部が深かったのに対し体部が浅くなる（16）。高盤は，杯部は内攣し，脚部は太く，裾の反りは

弱くなる。高盤は当期で消失する。コップ形土器は器高が高く細長い（11）。鉄鉢形土器は内暫したまま口縁
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の3種類に大別され，バラエティーがみられる。前段階の技法は数量が少ないながら①の手持ちへラ削り技法

であったので，おそらく回転へラ削り技法が新しい段階の技法であると思われる。当期から出現するものとし

て高台付椀・耳皿・羽釜がある。高台付椀はA・B・C類の3類に分けられ，A類は直線的に外方に開くもの

（6），B類は体部にわずかに丸みをもち，外方に開くもの（7），C類は体部が内攣し，口緑部で外反するも

の（8）である。いずれも内面はヘラ磨き・黒色処理がなされ，休部下端は，手持ちへラ削りか回転へラ削り

調整である。高台付皿は前段階と同様のもの（9）の他に，口緑部が強く外反するもの（10）もみられるよう

になる。耳皿は内面へラ磨き・黒色処理がなされる（11）。羽釜はA類の寮に鍔を付けたような器形である

（33）。この外に特殊なものとして筒形椀（18）・大形椀（16）・浅鉢（17）がみられる。

土師器嚢は，A・B・C類がある。ヘラ磨きであるA類の割合はごく少量になり，へラ削りのB類が割合を

ます。また，新しい器形として寸胴形を呈すC類がみられるようになる。A類は大形（20）のものしか確認さ

れていない。B類は大（30）・中（21）・小形（27）があり，前段階と同じ様相である。B類の小形のものに

は，最大径を口緑部にもつもの（26）がある。C類の体部外面は丁寧にナデられており，胎土は比較的精製さ

れている（22）。寸胴形には，口緑部が直立する筒状のもの（24・25）があり，胎土が精製されている。

須恵器杯・高台付杯はごく少量みられる程度である。杯は，前段階よりは底径が小さくなり，休部が内攣す

るもの（12）があり，前段階より底径がさらに小さくなり体部の外反が強くなるもの（13），というように，

前段階までの規格性はみられなくなる。高台付杯は，底部外周と体部の段は全くみられなくなる（14）。

須恵器嚢（29・31）・鉢（28）・鉢形甑（32・34・36）の形態は前段階と同様である。但し，口緑端部のつ

まみ出しがさらに鋭くなる。休部の叩きは縦位の平行叩き・格子目叩きが多い。格子目には正方形格子目と長

＿∃芦戸’二

第719図　中原遺跡第Ⅵ期の土器群（1）
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以上　中原遺跡の土器は　期にわたる変遷が認められる。各期の年代的位置柚須こついては　須恵器が　数

鰯を除いて　太部分が新治窯跡群産の製品であることから　当地における近年の窯編年による須恵器の年代観

を参考に汐　また　灰粕陶器の編年観を参考にして　次の豊　に考えてお。第　期は　世紀前葉　第　期は8

世紀中葉　第Ⅲ期は　世紀複葉　第Ⅳ期は　世紀前葉　第V期は　世紀中葉　第Ⅵ期は9　摘後柔　第Ⅶ期は

10世紀前葉である。
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2　文字資料について

当遺跡から出土した文字資料は，表13に示したとおり231点にのぼり，出土した遺構は，住居跡109軒，掘立

柱建物跡3棟，竪穴遺構3基，土坑10基などである。このうち墨書が211点と大多数を占め，その他朱墨書が

5点，箆書あるいは刻書が16点である。また，文字が明瞭なもの，あるいは部分的にも判読が可能なものは

154点で，他は字形の一部を残すだけか，墨痕が極めて薄いために釈読できないものである。

文字が記された材質は，土師器が162点，須恵器が65点，灰粕陶器．土製品が各2点で，時期を考慮しなけ

れば土師器が70％と圧倒的である。器形別では，土師器は，杯が135点で82％を占め，以下，高台付杯の18点，

高台付皿の6点，嚢2点，盤，耳皿の各1点と続く。須恵器は，杯が48点で74％を占め，以下，高台付杯の7

点，高台付皿の3点，盤、高盤の各2点，蓋，賓，短頚壷の各1点と続く。このように文字が記されたものは，

その材質を問わず杯や皿などの供膳具に多いことが明らかである。

さらに文字が記された部位は，須恵器の杯類では底部が38点で体部が22点と底部が多いのに対して，土師器

の杯類では体部が93％にあたる150点と圧倒的である。体部に文字が書かれたものの方向は，確認できるもの

は須恵器の場合，正位が10例，横位が2例，倒位が1例である。土師器の場合は，正位が58例，横位が32例，

倒位が9例で，全体的にも正位が多い。

こうした墨書土器を主体とする文字資料は，集落が形成された8世紀前葉から出現し，次第にその数を増し

て9世紀後半に盛期を迎え，集落が終焉となる10世紀前葉まで継続している。以下，各時期毎にその様相をみ

ていくことにする。

まず8世紀前葉のものとしては，165・288・289号住居跡から墨書土器各1点が出土している。文字資料を

出土した住居跡の割合は，9％と少ない。3軒の住居跡は，165号住居跡がやや南東に距離を置いているが，

おおむねまとまりをみせている。このうち165号住居跡のもは土師器で，他の2点は須恵器である。文字が判

読できるものは289号住居跡の「主万」のみである。これらは，県域における文字資料としては初期のもので

ある。

次の8世紀中葉のものは，176・373号住居跡から墨書2点，346号住居跡から箆書1点が出土している。3

軒の住居跡は，346号住居跡が南端部に存在しているが，他の2軒は中央部東側に存在している。文字資料を

出土した住居跡の割合は，4％と前の時期より下回っている。材質はすべて須恵器である。文字は「富」「九

十」などがみられるが，その意味するところは不明である。

8世紀後葉では，住居跡13軒，掘立柱建物跡1棟，土坑3基から25点確認されている。このうち19・335号

住居跡及び68号掘立柱建物跡から出土している墨書土器3点は，9世紀後葉のものが何らかの理由で混入し

たものとみられるので，実質的には22点である。19・335号住居跡を除いた，文字資料を出土した住居跡の割

合は，20％と前の時期より上昇する。住居跡は，342号住居跡が南端部に隔絶しているほかは，ほぼ中央部に

存在しており，2ないし3グループに分けることが可能である。文字資料の内訳は，墨書13点，朱墨書2点，

箆書3点，刻書4点である。材質は，209号住居跡から出土している土師器盤以外は須恵器である。文字が書

かれた部位は，土師器1点と須恵器2点が体部である以外は底部である。文字の方向は，確認できるものは

正位である。文字は31号住居跡と296号住居跡及び384号土坑の「度」，56号住居跡の「十」（朱墨）と373号住

居跡の「十」（刻書），48号住居跡の「⊂山口」と56号住居跡の「山川」に共通点がみられるが，住居跡は離

れて存在していることから関連は不明である。また，当遺跡から出土した墨書土器のなかで，唯一多文字で，

しかも「常陸国河内郡真幡郷　戸主刑部歌人」と，人名とその本貴地が記されている土師器小形賓が1588号

土坑から出土している。土坑の時期は8世紀前葉であるが，土器はこの時期のもので，他の多くの土器類と
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共に投棄されている。この土器は，墨書の記載から道教思想の影響により，病を封じこめた土器と考えられる

が，当集落が存在するのは河内郡でも菅田郷であり，郡街による徴発など，何らかの理由でこの地に赴いて居

た際に記したもので，その後何らかの理由で廃棄されたものと考えられる。そのほか，298号住居跡から出土

した「大家カ」は，官衛遺跡あるいはその周辺の集落跡から出土する例が多いもので，当集落の性格あるいは

河内郡衛との関連で注目されるものである。

9世紀前葉になると，出土遺構，出土点数ともに前の時期よりやや減少し，7軒の住居跡と1基の竪穴遺構

及び土坑から15点となる。文字資料を出土した住居跡の割合も，15％と下降している。住居跡は，84B号住居

跡が北西部に位置しているほかは，おおむね南半部の2グループにまとまりをみせている。263号住居跡から

出土した2点が漆書タ275号住居跡から出土した「酒」が箆書であるほかは，墨書である。この時期も須恵器

が主流で，土師器が2例みられるほか，灰粕陶器が登場する。文字が書かれた部位は，前の時期より体部が増

加し，体部と底部の数がほぼ同数となる。文字の方向は，この時期に初めて横位と倒位のものが出現する。文

字では5号竪穴遺構の「万杯カ」が，この時期以降継続してみられることから注目される。そのほか，258号

住居跡に「万上　275号住居跡に「酒」，310号住居跡に「家」などの文字がみられる。

9世紀中葉のものは言8軒の住居跡及び1棟の掘立柱建物跡から合わせて32点確認され，前の時期より出土

遂軋　出土点数ともに増加している。文字資料を出土した住居跡の割合は，29％となる。住居跡は，10軒ほど

が北半部にまとまりをみせているほかタ南半部には4軒が散在している。大部分は墨書であるが，そのうちに

は朱墨書目監箆書3息刻書2点が含まれている。墨書土器26点と朱墨書土器のうち須恵器は10点で，土師

器が16点と前の時期より増加している。この割合は，この時期の健勝具における土師器と須恵器の割合とおお

むね符合している。文字が書かれた部位は，前の時期と同じように体部と底部の割合がほぼ同じである。体部

に記された文字の方向は，確認できるものは正位を主体とし，倒位が2例，横位が1例みられる。文字では，

前の時期に登場した「万杯」が，202住居跡から1例，426号住居跡から2例と微増している。ほかに38号住居

跡から「宗門工39A号住居跡から「本戸」が出土しているが，その意味するところは明らかでない。

9世紀後葉のものは，出土遺構，出土点数ともに飛躍的に増加し，住居跡54軒，竪穴遺構，掘立社建物跡各

l棟，土坑4基および遺構外から合わせて117点確認されている。文字資料を出土した住居跡の割合も45％と

上昇し，半数に近い住居跡から出土していることになる。文字資料のうち，朱墨書の箆書各2息刻書1点以

外は墨書である。材質は須恵器13氏灰粕陶器1息土製品2点以外は土師器で，土師器が圧倒的である。文

字がかかれた部位は，土製品を除けば95％が体部であり，底部は3例と減少している。文字がかかれた方向

は，正位が44例と多く、横位の29例，倒位の9例と続く。文字では，9世紀前葉から継続してみられる「万

杯」が，740403e4158422e492e494号住居跡の各1例，247の2510414号住居跡の各2例の12例と増加して

いる。これに「万捧」との関連が想定できる「万」の3例，「杯」の2例を加えたものは，おおよそ集落の北

半部に位置する住居跡から出土している。なお，9世紀前葉及び中葉のものも，同様に北半部の住居跡から

出土している。また，この時期に多くみられる文字に「又上」があり，154つ85・354・366号住居跡から各

日軋163号住居跡から4例の合わせて8例出土している。この文字は，集落の南東部に位置する住居跡から

出土しており，先の「万杯」とは分布域を異にしている。このことは、その意味するところはともかくとし

て，それぞれを共通の標識文字とする集団に分かれていたことが考えられる。また，「又上」と記されたもの

のうち，163号住居跡から出土している灰粕陶器は，底部内面に箆書きされたものであり，墨書との関わりで

注目される。すなわち，大別して墨書が灰粕陶器の「又上」を手本として書かれたか，この地の郡司層等の

財力者が「又上」と記すように生産者に発注したかの二者が想定できる。前者については，さらに生産者の

意図で記されたもの，当地以外の発注者からの依頼で記したものの両者の可能性が想定できる。このことにつ
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いては，灰粕陶器の生産地や他県に「叉上」の例がみられるかなどを探索した上で検討しなけらばならないがタ

原則的には前者の可能性が考えられよう。ほかには「上」の7例言十」の4例，「冨」「本」の3例言永成」

「徳」「川」「大門」（朱書）の2例などがみられる。「冨」「福」「徳」などが吉祥的な文字である以外は，その意味

するところは不明である。

10世紀前菜のものは，前の時期より大幅に減少し　住居跡H軒　竪穴遺構　基，士坑2基から27点となる。文

字資料を出土した住居跡の占める割合は，26％である。住居跡の分布状況は，2100212。213号住居跡など6軒

が集落の北東部にまとまりをみせている以外斌　北西部から南部にかけて散在している。これらの住居跡のう

ち，北東部に存在する2120213号住居跡は，この時期としては例がないほど大形のものである。文字資料はすべ

て墨書であり，材質もすべて土師器である。器形は，埠が20点を占め，他は高台付杯である。文字が書かれた

部位は，体部が24点と多数を占め，残りの3点は底部である。体部に書かれた文字の方向はタ　正位が12例と最多

でタ　以下横5例，倒位1例である。文字では，前の時期から継続する「万」あるいは「万□」が212号住居跡と

949号土坑にみられる。また，この時期に初めて登場するものとして「生」があり，210号住居跡から3点，213

号住居跡から2点出土している。両住居跡はタ　北東部のまとまりのなかにありタ　9mほどの距離をもって南北

に位置している。そのほかには言成万」「上田」「又」「南」などの文字がみられる。

各時期ごとの様裾は以上の様であり，8世紀中葉までは量的に少ないが，8世紀後薬に増加し，以後は集落

の盛衰とおおむね合致していることが明らかになった。1軒の住居跡からの出土数は，9世紀前葉までは多く

て3例であるがタ　9世紀中葉になると2m号住居跡の6例，9世紀後葉には1630323号住居跡の　例言世紀前

葉には212号住居跡の7例など，多数を出土するものがみられるようになる。

当遺跡において確認された文字資料は，前に述べたとおり231点である。この数は本県域において確認された

鼠遺跡における文字資料としては，鹿鴫市神野向遺跡の512点、結城市峯疇遺跡の250点に次ぐものであり，文字

資料の在り方を考えるうえにおいては有効な資料となるであろう。ただ，当遺跡が河内郡衛に近接しタ　郡街と

何らかの関わりが考えらるにしてほ，神野向遺跡の例のように，その遺跡の性格を示唆するような文字の語句

はみることができず，その意味を解することが不可能なものが多い。文字数も，人名と本貰地を記したものを

除けば，3文字の可能性が想定できるものが1例みられるほかは，1ないし2文字である。

そうしたなかで，集落における共通の標識ともいえる文字として「万杯」「又上」「度」「生」が，時期を限っ

てみられることはすでに述べたとおりである。それ以外に，時期的には集中しないがタ　通してみられるものに

「川」6例，「冨」4例，「十」11例，「本」5例など東日本における他の遺跡とも共通する文字がある。そのうち

「十」は墨書6例，刻苦3例夕　朱墨書の漆書各1例で，8世紀後業以降継続してみられる。この「十」は「×」

である可能性も有り言井」や「☆」などのように睨符の魔除け記号の可能性が考えられているものである。2

文字のものとしては，「万杯」「又上」のほかは複数例のものは少なく，30号住居跡の「永成」，229号住居跡「大

門」の各2例がみられるのみである。

以上のように，当遺跡において確認された出土文字資料は，人名と考えられる例もあるが，吉祥的なものな

ど東日本の多くの遺跡から出土する文字，あるいはその意味を解することができない語句が大部分で，記載内

容に基づいて分類することが不可能なものが多い。このことは，官街遺跡における所属e所有などを意味する

ものとは異なり，平川南氏などが述べているように，集落内における祭祀や儀礼行為に際してタ　一種の符号あ

るいは記号として記されたものと考えることができよう。よって，当集落は河内郡衛との関わりあるいは郡領

層の居宅などが想定されているが，文字資料が一般の集落より多いこと以外に，文字の内容からはそのような

性格を読み取ることはできない。
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表13　出土文字資料一覧表

文　　 字 ！ 種 別 ！ 器　 種 巨 醜 ∴ 摘 ！ 遺構番号 ！遺物番号 恒 土遺構時期 ！　 備　　　 考

本井 i 墨書 巨 瞞 杯 i体部外面横位 i sI16
Pユ20 巨 戦 後葉 『155集』参照

大山 i 墨書 巨 師継 恒 鍼 正位
SI19 巨 摘3 9 世紀複葉 『155集』参照

工
！ 墨書

須恵器高台付皿
！休部内面

SI27 i p 206 9 世紀中葉 『155集』参照

永成
！ 墨書

土師器杯 休部外面正位 SI30
i p 217

9 世紀後発 『155集』参照

永成 墨書 土師器杯 休部外面正位 SI3 0 P 219 9 世紀後菓 『155集』参照

度 墨書 須恵器杯 底部外面 SI3 1 P22 2 8 世紀後発 『155集』参照

宗門 墨書 土師器高台付杯 底部外面 SI38 P二26 7 9 世紀中葉 『155集』参照

本戸 墨書 土師器杯 底部外面 SI39 A P273 9 世紀中葉 『155集』参照

壬 墨書 灰粕陶器椀 底部外面 SI39 A P289 9 世紀中葉 『155集』参照 猿投窯産 （黒笹14号窯式）

前 墨書 須恵器杯 底部内面 SI47
l
P 323 9 世紀中葉 『155集』参照

□山口 墨書 須恵器高台付杯 底部外面 SI4 8 P 329 鋸 摘己後薬 『155集』参照

！コ 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI5 3 106 9 世紀中葉

□ 羞邑患9良さ　Eヨ 土師器杯 体部外面 SI53 107 9 世紀中葉

［］ 墨書 土師器杯 底部外面 SI53 9 世紀中葉

＋ 朱書 須恵器杯 底部外面 SI56 117 8 世載後菓

山川 刻苦 須恵器杯 休部外面正位 SI56 P363 8 世紀後薬 『155集』参照

富 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI67 P 422 9 世紀後菓 『155集』参照

千 塵は汝慧疾さ　巨ヨ 土師器高台付杯 休部外面正位 SI71 ㌘441 9 世紀後菓 『155集』参照

万 墨書 須恵器高台付杯 体部外面横位 SI7 2 P4 43 9 世紀後薬 『155集』参照

万杯 墨書 土師器杯 休部外面横位 S‡74 P44 9 9 世紀中葉 『155集』参照

咋 義臣患
慧豪‡Eヨ

土師器杯 体部外面横位 SI74 P450 9 世紀中葉 『155集』参照

□ 墨書 須恵器杯 底部外面 SI84 B 134 9 世紀前葉

□ 墨書 須恵器杯 底部外面 SI84 B 136 9世紀前葉

□ 墨書 土師器杯 休部外面 SI94 P 47 9 世紀後葉 『159集』参照

⊂〕 墨書 土師器杯 体部外面 SIlO l P 49 9 世紀後薬 『159集』参照

仲 墨書 土師器杯 体部外面正位 SIlO6 P 71 9 世紀後発 『159集』参照

前東 軍書 土師器杯 体部外面横位 SllO9 P 8 1 9 世紀後菓 『159集』参照

十八 墨書 須恵器杯 体部外面正位 SIl16 P lO6 9 世紀中葉 『159集』参照

大口 刻苦 土師器小形愛 体部外面 SI135 P 173 9 世紀中葉 『159集』参照

□ 墨書 土師器杯 体部外面 SI14 0 P 202 9 世紀後薬 『159集』参照

川 墨書 土師器高台付杯 体部外面正位 SI140 P 2 03 9 世紀後薬 『159集』参照

上 当星盤
公　Eヨ

土師器埠 休部外面正位 SI147 P 2 52 9 世紀後菓 『159集』参照

文士 墨書 土師器杯 休部外面横位 SI154 P 758 9 世紀後菓 『159集』参照

又上 墨書 土師器杯 休部外面正位 Sl163 15 1 9 世紀後菓

又上 墨書 土師器杯 休部外面正位 SI163 152 9 世紀後薬

本 墨書 土師器杯 体部外面倒位 S工163 153 9 世紀後葉

『159集』参照

又上 カ 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI16 3 154 9 世紀後菓

本カ 墨書 土師器杯 体部外面倒位 SI163 15 5 9世紀後薬

又上 墨書 須恵券種 体部外面 SI163 P 804 9 世紀後業

又上 里童9良さ　Eヨ 土師器皿 体部外面横位 SI163 P 805 9 世紀後菓 『159集』参照

文士 箆書き 灰粕陶器椀 底部内面 SI163 P 8 11 9 世紀後葉 『159集』参照 猿投産　 黒笹的号窯式）

［コ 墨書 土師器杯 体部外面 SI165 P 818 8 世紀前葉 『159集』参照

主 刻書 須恵器埠 底部外面正位 SI168Å P 830 9 世紀中葉 『159集』参照

『159集』参照

富　 i 墨書 i須恵器量　 i
天井部内面 SI17 6 168 8 世紀中葉

春　 ！ 掴 つ 須恵桝　 i底部外面正位 i
SI180

P 2 8日 9世紀中葉

井　 i 墨書 i土師桝　 ！体部外面正位 ！
SI182

P 2 99 ！ 9 蠣 朋 ‖ 『159集』参照
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文　　 字 種 中　 器　 種 部 位 ・方 向 遺構番号 遺物番号 出土遺構時期 備　　　　　　 考

又上 墨書 土師器高台付皿 休部外面正位 SI185 P 30 8 9 世紀復業 『159集』参照

□ 墨書 土師器杯 体部外面 SI200 P 502 9 世紀後葉 『159集』参照

□ 墨書 須恵器土不 底部外面 SI20 1 P 503 8 世紀後葉 『159集』参照

□ 墨書 須恵器杯 底部外面 SI201 P 504 8 世紀複葉 『159集』参照

万杯 墨書 土師器杯 体部外面倒位 SI202 177 9 世紀中葉

［］ 墨書 土師器杯 体部外面 SI202 9 世紀中葉

犬 刻書 須恵器杯 底部外面 SI206 P 552 9 世紀中葉 『159集』参照

□ 墨書 須恵器杯 体部外面 SI207 P 544 9 世紀後葉 『159集』参照

上カ 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI2 07 P 551 9 世紀後葉 『159集』参照

□ 巌患
竺史上　巨ヨ

土師器盤 体部外面 SI2 09 P 563 8 世紀後発 『159集』参照

生 朱書 土師器杯 体部外面正位 SI2 10 P 573 10世紀前葉 『159集』参照

□ 墨書 土師器杯 体部外面 SI2 10 P 574 10世紀前葉 『159集』参照

生 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI2 10 P 5 75 10世紀前葉 雄159集』参照

生 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI2 10 P 5 76 10世紀前葉 『159集』参照

万□ 墨書 土師器杯 体部外面横位 SI2 12 P 594 10世紀前葉 『159集』参照

念 力 当芝意思　巨ヨ
土師器杯 体部外面正位 SI2 12 ㌘59 5 10世紀前葉 『159集』参照

封 墨書 土師器杯 体部外面横位 SI212 P 596 10世紀前葉 『159集』参照

万ロ 里重患　仁ヨ 土師器高台付杯
体部外面横位 SI212 P 598 10世紀前葉 『159集』参照

南 墨書 土師器高台付杯 底部外面 SI212 P 599 10世紀前葉 『159集』参照

□ 墨書 土師器高台付杯 体部外面 SI212 P 600 10世紀前葉 『159集』参照

合 墨書 土師器高台付杯 底部外面 SI212 P 60 1 10世紀前葉 『159集』参照

生 墨書 土師器土不 体部外面正位 SI213 P 614 10世紀前葉 『159集』参照

牛 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI213 P 615 10世紀前葉 『159集』参照

［］ 墨書 土師器杯 体部外而 SI213 P 616 10世紀前葉 『159集』参照

本 墨書 土師器杯 体部外面横位
i
SI214 P 623 10世紀前葉 『159集』参照

十 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI2 15 P 629 9 世紀後菓 『159集』参照

十 里蛮誓良さ　日
須恵器土不 体部外面正位 SI2 15 P 631 9 世紀複葉 『159集』参照

十 刻書
！土師器高台付皿 体部外面正位 】

SI2 15 P 6 34 9 世紀復業 『159集』参照

□ 墨書 須恵器高台付皿 体部外面 SI2 17 P 64 8 9 世紀後菓 『159集』参照

□ 墨書 土師器土不 体部外面 SI2 18 P 6 58 9 世紀復業 『159集』参照

士 墨書 須恵器高台付皿 体部外面正位 SI2 18 P 66 0 9 世紀後葉 『159集』参照

上 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI2 19 P 66 3 8 世紀後葉 『159集』参照

集 墨書 須恵器J不 底部外面正位 SI224 P 68 8 9 世紀中葉 『159集』参照

4日ト十 朱書 須恵器高盤 裾部内面正位 SI224 P 703 9 世紀中葉 『159集』参照

坤 墨書 士師器杯 休部外面正位 SI226

P 7 11 i

I

232

10世紀前葉

『159集』参照万□ 羞邑盤
盤　Eヨ

土師器ゴ不 体部外面横位 S工227 9 世紀後葉

□十 カ 墨壷
盤　Eヨ

土師器土不 体部外面横位 SI227 9 世紀後葉

十 カ 羞昆虫盤　Eヨ
土師器杯 体部外面正位 SI227 9 世紀後葉

□ 墨書 土師器杯 体部外面 SI227 9 世紀複葉

古 里登
慧史上　Eヨ

土師器杯 底部外面 SI229 9 世紀後葉

大門 朱書 土師器杯 休部外面横位 SI229 233 9 世紀後葉

大門 末書 土師器杯 体部外面横位 SI229 234 9 世紀後葉

七十 鰯邑垂
坐　臼

土師器杯 体部外面正位 SI2 29 235 9 世紀後菓

古 里垂盤上　巨ヨ 土師器捧
体部外面正位 SI2 29 2 36 9 世紀後葉

福 カ 墨書 土師器埠 体部外面横位 SI2 29 2 37 9 世紀後菓

徳カ 長邑羞
竺史：巨ヨ

土師器杯 体部外面倒位 SI2 29 2 38 9 世紀後葉

徳 墨書 土師器杯 体部外面倒位 SI23 4 2 64 9世紀複葉
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文　　 字 ！種 別 ！ 器　 種 ！ 部位 ・方向 ！遺構番号 ！遺物番号 ！出土遺構時期 ！　 備　　　 考

徳徳
！ 墨書 巨 師継 極 部外面 ！ sI234 巨 65 i 9世紀後葉 ！

万
！ 墨書 巨 師桝 i体部外面正位 i sI234 ！ ！ 9醜 後菓 I

□ ！ 墨書 巨 師桝 ！体部外面 ！ sI234 ！ ！ 9醜 後葉 ！

□ ！ 墨書 巨 師綱 i体部外面 i sI234 ！
9世紀後薬

［コ i 墨書 巨 師桝
体部外面 SI236 287 10世紀前葉

［コ
！ 墨書

土師器杯 体部外面 SI237 293 9世紀中葉

［］ 墨書 土師器杯 底部外面 SI240 318 10世紀前葉

万杯 羞敵意
翌　日
土師器椀 体部外面正位 SI247 364 9世紀後葉

杯 墨書 土師器j不 体部外面横位 SI247 366 9世紀後葉

万杯 墨書 土師器捧 体部外面正位 SI247 367 9世紀後菓

［コ 羞邑患公　田 土師器杯 底部外面 SI250 385 9世紀中葉

万杯カ 墨書 土師器土不 体部外面横位 SI251 389 9世紀後葉

万力杯 墨書 須恵器埠 体部内面横位 SI251 394 9世紀後菓

万 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI258 408 9世紀前葉

万 墨書 土師器j不 体部外面正位 SI261 438 9世紀複葉

万 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI261 439 9世紀復業

十 漆書 須恵器杯 底部外面 SI263 448 9世紀前葉

⊂］ 漆書 須恵器杯 底部外面 SI263 450 9世紀前葉

九カ 箆書 須恵器高台付杯 底部外面 SI263 451 9世紀前葉

成万 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI266 482 10世紀前葉

□⊂］ 墨書 須恵器杯 底部外面 SI271 512 9 世紀中葉

［コ士 羞昆虫蛍　臼 須恵器杯 底部外面 SI271 515 9世紀中葉

太 墨書 須恵器杯 体部外面倒位 SI271 516 9世紀中葉

出 墨書 須恵器杯 底部外面 SI271 517 9世紀中葉

十 刻書 須恵器杯 底部外面 SI271 1278 9世紀中葉

十 刻書 須恵器高台付盤 底部内面 SI271 1280 9世紀中葉

酒 箆書 須恵器短頸壷 体部外面横位 SI275 524 9世紀前葉

下カ 墨書 土師器杯 体部外面倒位 SI285 580 10世紀前葉

末ヵ 月呈患
公　臼
須恵券種 体部外面正位 SI288 582 8世紀前葉

主万 墨書 須恵器高台付杯 底部内面 SI289 585 8世紀前葉

中 箆審 須恵器高台付杯 底部外面 SI294 616 8世紀後葉

度 墨書 須恵器ゴ不 底部外面 SI296 627 8世紀後菓

大家ヵ 主監変
態良さ　Eヨ
須恵器杯 底部外面 SI298 635 8世紀後菓

川カ 墨書 須恵器杯 体部外面正位 SI298 642 8 世紀後菓

［コ 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI305 606 10世紀前葉

家 墨書 土師器高台付埠 体部外面倒位 SI310 693 9世紀前葉

合 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI312 695 9世紀後菓

介カロ 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI312 698 9世紀後菓

十 墨書 土師器杯 外面正位 SI323 845 9世紀後葉

j不 墨書 土師器椀 外面横位 SI323 846 9世紀後葉

杯 墨書 土師器杯 外面横位 SI323 847 9 世紀後葉

［コ 墨書 土師器杯 体部外面 SI323 9世紀後葉

□　 ！ 報 つ 土師桝　 ！体部外面　 ！
SI323

i
9世紀後葉

五カ　 ！ 墨書 i卵 桝　 ！体部外面横位 ！ SI323 i ！

！

！

872 i

9蠣 後葉 ！

2か所

ロ　 ！ 墨書 ！須恵桝　 i体部外面　 i SI323 ！ 9蠣 後葉 l

□　 i 墨書 ！須恵桝　 ！体部外面　 ！ SI32日 9醜 後葉 i

ロ／□ ！ 墨書 i土師器高帥 椀 ！体部外面　 i SI330 i 9醜 後葉 i
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文　　 字 種　 別 器　　　 種 部 位 ・方 向 遺構番号 遺物番号 山千遺構時期 備　　　　　　 考

九カロ 墨書 土師器杯 体部外面横位 SI332 2 813 8 世紀中葉

本 墨書 土師器杯 休部外面横位 SI335 913 8 世紀後葉

上 墨書 士師器杯 休部外面正位 SI337 934 9 世紀後葉

□ 恩恵
蔓豪亡　巨ヨ

須恵器杯 休部外面 SI339 953 9 世紀前葉

□ 墨書 土師器堵こ 体部外面 S王340 982 9 世紀複葉

□ 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI340 983 9 世紀後葉

草 墨書 須恵暮ま不 底部外面 SI342 10 05 8 世紀後貴

千 墨書 須恵器杯 休部外面正位 SI350 10 26 9 世紀中葉

甘カ 墨書 土師器杯 休部外面正位 SI35 1 10 28 9 世紀後葉

甘万一 里蟄悪　日 土師器杯
休部外面横位 l sI352 104 3 9 世紀後菓

叉上 墨書 土師器杯 休部外面正位 S‡354 10 60 9 世紀後薬

田 墨書 土師器均こ 底部外面 SI357 1 16 6 9 世紀後葉

東 墨書 須恵器杯 体部外面正位 SI357 1 16 7 9 世紀後薬

川 刻苦 土製品 側面 SI357 1 17 1 9 世紀後葉

文士 墨書 土師器杯 体部外而正位 S‡358 1 17 3 9 世紀後葉

叉上カ 墨書 士師器［m 体部外而正位 SI358 1 174 9 世紀後薬

工下カ 墨書 土師器ま不 休部外面倒位 S‡366 9 19 9 世紀後葉

上 墨書 土師器杯 休部外面正位 SI366 9 39 9 世紀後薬

叉上 墨書 土師器杯 休部外面正位 SI366 1095 9 世紀後菓

□ 墨書 土師器高台什椀 体部外面 SI366 1098 9 世紀後薬

九十 恩愛悪　日 須恵器杯
底部外面 SI373 1143 8 世紀中葉

「H 」享状 刻審 須恵器杯 底部内面 SI378 119 1 8 世紀後発

万 墨書 灰柚陶器椀 底部外面 S‡389 1268 9 世紀前葉 猿投産　 黒笹摘号窯式）

□ 里意
思　巨ヨ

土師器耳皿 体部外面 SI3 99 1342 9 世紀後菓

□□ 墨書 土師器杯 体部外面 SI4 02 1387 10世紀前葉

□ 墨書 土師器杯 休部外面 SI4 03 1393 9 世紀後葉

万杯 墨書 須恵器杯 体部外面横位 SI4 03 1394 9 世紀後葉

ロ 墨書 圧 嗣 締 休部外面
！ sI揃 l m 5 9 世紀後発 ！

谷 墨書 土師器杯 体部外面横位 SI4 07 1428 9 世紀後薬

工 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI40 7 1429 9 世紀後葉

ロ 墨書 土師器椀 体部外薗 S‡412 1444 9 世紀後葉

万杯 墨書 土師器杯 体部外面横位 SI4 14 1454 9 世紀複葉

万杯 カ 里丑
望良：Eヨ

土師器土不 休部外面倒位 SI4 14 1456 9 世紀複葉

万杯 羞昆虫
竺蓋2　巨ヨ

土師器杯 休部外面倒位 SI4 15 1∴160 9 世紀後菓

□ 墨書 土師器杯 体部外面 SI4 15 ＝61 9 世紀複葉

上冨 墨書 土師器杯
l休部外面止位 匿
SI4 16 1469

！
9 世紀後薬

ロ 巣童竺鍍主　だヨ 土師器高台付杯
体部外面 SI4 16 147 1 9 世紀後薬

万埠 カ 墨書 土師器杯 体部外面横位 SI422 1525 9 世紀後菓

口 墨書 須恵器杯 体部外面 SI422 1529 9 世紀後葉

万杯 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI426 1544 9 世紀中葉

本 墨書 土師器高台付皿 体部外面正位 SI426 15！15 9 世紀中葉

万力 羞邑意：慧1白日≡ヨ 土師器杯
体部外面正位 SI426 9 世紀中葉

□ 墨書 土師器杯 休部外面 S工426
】

1557

9 世紀中葉

富 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI428 9 世紀中葉

又 墨書 土師器高台付椀 体部外面正位 SI442 1655 10世紀前葉

万 鰯邑金
蔓皇三　日

土師器椀 体部外面正位 SI443 1659 9 世紀後発

川 墨書 須恵器杯 底部外面 SI447 20 43 9 世紀前葉
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文　　 字 種　 別 器　　　 種 部 位 ・方 向 遺構番号 遺物番号 出土遺構時期 備　　　　　　 考

川 墨書 須恵器杯 底部外面 SI舶7 204 6 9 世紀前葉

川カ 墨書 須恵器高盤 脚部内面 SILH 7 2050 9 世紀前葉

下 刻書 須恵器高台付杯 底部外面 SI4 60 1794 8 世紀後業

□ 里登
強　巨ヨ 士師器杯 体部外面 SI4 65 1829 10世紀前葉

仲村 墨書 土師器j不 休部外面横位 SI47 2 1864 9 世紀後薬

□ 朱書 須恵器杯 底部外面 SI488 1958 8 世紀後菓

上カ 羞邑羞
竺良さ　Eヨ

土師器ま不 体部外面正位 SI49 1 1979 9 世紀後葉

万杯 墨書 土師器杯 体部外面横位 S‡492 ユ992 9 世紀複葉

□ 墨書 土師器杯 休部外面 SI492 19 93 9 世紀後発

本カ 果壷強　巨ヨ 土師器杯 体部外面横位 S工492 19狙 9 世紀後発

万力 墨書 土師器捧 体部外面正位 S‡494 200（う 9 華摘己後葉

□大 墨書 土師器杯 体部外面正位 SI4 94 2009 9 世紀後薬

□ 墨書 土師器椀 体部外面 SH4 690 9 世紀後発

万杯 カ 月監査竺良さ　臼 須恵器率 体部外薗正位 SH5 2814 9 世紀前葉

七 墨書 土師器杯 体部外面横位 SH6 1591 10世紀前葉

富 墨書 土師器杯 体部外面倒位 S鋸8 P 724 8 世紀末葉 『159集』参照

□ 月監査
盤　巨ヨ

須恵器杯 底部外面 SB8 6 22 19 9 世紀前葉

□ 墨書 須恵器杯 底部外面 SB139 2274 8 世紀後薬

度 墨書 須恵器杯 底部外面 SK3糾 P604 8 世紀後葉 『155集』参照

［コ 月邑放題　Eヨ 土師器高台什皿 体部外而 SK4 17 P 220
恒 醜 複葉～

ぼ 豊 霊

！前　 i

『159集』参照

新 墨書 須恵器杯 底部外面 SK4 17 P 216 『159集』参照

1トか 月邑盤
竺色！日

須恵器高台付杯 底部外面 SK4 17 P 2 23 『159集』参照

九 刻審 須恵器高台什杯 底部外面 SK舶3 P 3 51 よ くはそれ以 ！9 世紀中葉も 『159集』参照

「川」字状 刻書 須恵器盤 底部外面 SK443 P 352 F159集』参照

□ 刻書 土製紡錘車 上面 SK633 D PlO8 9 世紀後薬 『159集』参照

□ 墨書 土師器杯 体部外面 SK635 P T∴10 9 世紀後葉 『159集』参照

⊂］ 墨書 土師器高台付杯 体部外面 SK7潮A ・B 2507 9 世紀後楽

万 墨書 土師器杯 体部外面横位 SK898 256 1 9 世紀後薬

万 墨書 土師器杯 体部外面横位 SK8 98 2562 9 世紀復業

□ 墨書 土師器棒 休部外面 SK90 8 2584 不明

万 墨書 土師器高台付杯 休部外面正位 SK94 9 2592 10世紀前葉

上田 墨書 土師器高台付椀 体部外面正位 SK1295 2642 10世紀前葉

常陸囲河内郡真槽郷

戸主　 刑部歌人
羞邑登竺史：巨ヨ 土師器襲 休部外面正位 SK1588 2 654 8 世紀前葉以前

山川 箆書 須恵器高台付杯 底部外面 SDll P 553 8 枚妃代 『155集』参照

□ 里患
竺良三　Eヨ

土師器杯 体部外面 遺構外 P 360 『159集』参照

□ 墨書 土師器杯 体部外面 遺構外 P 743 『159集』参照

下 里愛竺巨と　臼 土師器杯 体部外薗横位 遺構外 P 744 『159集』参照

太 墨書 士師器杯 体部外面横位 遺構外 P 745 『15 9集』参照

「宍」か 「定」 巣童
霊長≧　日

土師器高台付杯 休部外面正位 遵構外 P 746
i

l

i

！

i

i

『159集』参照

□ 墨書 土師器高台付皿 体部外面 遺構外 P 74 7 『159集』参照

□ 墨書 土師器高台付皿 休部外面 遺構外 P 74 8 『159集』参照

L］ 墨書 須恵器高台付皿 体部外面 遺構外 P 749 『159集』参照

□福 墨書 土師器杯 休部外面横位 遺構外 2808

福 墨書 土師器杯 休部外面横位 遺構外 2809
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3　集落の変遷

前項で示した土器の変遷に基づく時期区分に従って集落の変遷を述べる。特に掘立柱建物跡が集中している

区域を，便宜上北西部から時計回りにA～E群と称して記述する。

第I期

第113・120つ60・165つ88・191・194・259・262・264・269・272・276・284・286・288・289・360・

374・380・387・388・390・391・393・396・436・437・446・448・451号住居跡の31軒，第6・9・13・14・

15弓6el8022827052。54092e122。132号掘立柱建物跡の14棟，第1号堀が該当する。

中原集落の出現期である。竪穴住居が集中している区域と掘立柱建物が集中している区域が意図的な空白域

と堀により明確に区画されている。

北西部には第1号堀よって区画された掘立柱建物A群がある。しっかりとした規格性はないものの，第90

22。27・14。15号掘立柱建物跡が東西に並び，その北側には第6弓8e16e132号掘立柱建物跡が東西に並び，

さらに北側に第13号掘立柱建物跡が位置する。いずれの建物も軸方向が　～H度西に振れており，堀と軸方向

が一致する。第6号掘立柱建物跡は3間×3間の総社建物で，面積は40m2を超え，A群の中では最も大きい。

第13・16号掘立柱建物跡が総柱建物で，そのほかは側柱建物である。面積は第9・22号掘立柱建物跡が30nfを

超えるが，その他は30m2以下と小規模である。掘立柱建物跡A群の建物は小規模であるが，10棟もの建物が建

ち並んでおり，倉庫群としての機能は十分果たせたものと思われる。堀によって明確に区画されているという

ことから，郡衛関連の倉庫群の可能性がある。

集落の南東部には掘立柱建物C群の第52・54・92・122号掘立柱建物跡が展開する。これらは第160・380号

住居跡等の軸方向とほぼ同一である。第1号堀に区画されている掘立柱建物A群同様，しっかりとした規格性

はみられないものの，第52e54。92・122号掘立柱建物跡は，L字形の配置をとっている。第54号掘立柱建物

跡は面積30扉を超える総柱建物である。C群の建物群は，おそらく集落の倉庫として，穀e穎類などを保管し

ていたものであろう。

竪穴住居は第113弓200451号住居跡の1単位，一辺が6mを超える比較的大形の第4360437・448号住居跡

のほか第25902620446号住居跡で構成される1単位，第264e269・272・286。288e289・391・393・396号住

居跡の1単位，第160e165・191e194・374・380号住居跡の一単位，第276e284。388・390号竪穴住居跡の一

単位の5単位に分けられる。これらの住居の軸方向は，東に振れるものはごく一部で，大部分が真北から0～

H鹿西に振れており，第1号堀，掘立柱建物A群の軸方向と一致している。

第I期

第2・3・14・17・20・24・44・58・76・79・80・81・85・87・91・102・104・117・125・126・129・

152・153・156・159・171・176・177・184・187・189・190・241・244・253・257・260・287・293・295・

297・300・302・311・317・324B・328・332・346・348・373・381・382・392・401・408・421・440・444・

449・4740479・480。484e485e487e497号住居跡の67軒，第3号竪穴状遺構の1軒，第1・2e3・12e

17・24・25・29・30・131・133・135・137・138号掘立柱建物跡のA群，第65・70・71・79・145号掘立柱建物

跡のB群，第45e95弓12つ13・1158116号掘立柱建物跡のC群，第104e H8号掘立柱建物跡のD群，第440

100・101・128号掘立柱建物跡のE群が該当する。

第‡期の段階では，居住区域と掘立柱建物の倉庫群が堀や空白域によって明確に分離e区画されていたが，

当期には堀がなくなり，住居も台地全体に拡散する。竪穴住居・掘立柱建物は共に前期に比べ倍の数に膨れ上

がり，集落の成長期といえる。
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掘立柱建物Å群の周りにはこれを区画するように第3014844の58080e474号住居跡等が配されている。

このA群はタ　第‡期の第1号堀に区画された倉庫群の規模と規格を受け継いでいると思われタ　建物の軸は前期

に存在した第1号塊の軸と同様に芦　3～8度西に振れタ　周囲の住居跡の軸も同様な方向である。当期には城の

区画ばな　な軋　Å群の周りの空白域が長方形にとられ居住域と区別されている。掘立柱建物跡A群は第ユ7。

30の且3ユ01338138号掘立柱建物跡が北の梁行きの柱筋を通して，東西に配列される。その北東側にタ　第ユ8

2の3812024025号掘立櫨建物跡が北の桁行きの柱筋を通して配列される。掘立柱建物跡の規模はタ　面積15

～39扉と顔形である。前期の特徴を残していることから，この段階まではタ　郡衛関連の倉庫群として機能し続

けていると思われる。またタ　この倉庫群の南側には比較的太形の第44058号住居跡がありタ倉庫群の管理的役

割をもった階層の住居と考えられる。

また，第‡期には全く建物跡がみられなかった掘立柱建物A群の北側に　第　e e m0鮮号住居跡をは

じめとした，竪穴住居群が展開する。この一群の第324Be474号住居跡からは鉄鉢形土器がタ　第2号住居跡か

らは金床石あ金槌が出土している。さらに，北西端部にも第48584870484号住居跡夕　第摘号掘立桂建物跡が

みられるようになる。

北東部には掘立柱建物B群がタ　軸方向が西に舗度前後の振れで　不規則に配置される。第65号掘立柱建物跡

は面積40感以上の南北棟の側柱建物で比較的大形であるが　それ以外は、規模である。掘立柱建物B群の周り

空白域で　居住域　区別され　その外周に第3封の　鋸の購　0姐号住居跡が配置されている。第射7号住居

跡からは，鍛冶関連遺物が出土しタ　床面には3か所の鍛冶炉が検出されており，鍛冶工房と考えられる。この

区域では，当期から鉄関連の手工業が始められたと思われる。このことから，掘立柱建物B群は，穀e穎類だ

けの倉庫として機能していた　いうよ　は　鍛冶関連の倉庫としても使用されていた可能性がある。

南東部には第‡期から引き続いて掘立柱建物C群があ軋　棟の掘立柱建物と，5軒の竪穴住居からなる建

物群がみられる。建物群の西端には第1588号土抗があ軋　常陸囲河内郡眞楢郷戸室刑部歌人」の人名墨書土

器が出土している。C群の建物の中心となるのは，第95号掘立柱建物跡と大形の第317の346号住居跡である。

第H eH号掘立柱建物跡は3間×5間で面積50戒以上，柱穴は一辺が約1m，深さが70cmと大形のもので，

穎稲類保管の「屋」と考えられる。第95号は3間×　間の総柱建物で　面積的鋼が　柱穴は一辺が約1m，深

さ1mであり，穀類保管の「倉」と考えられる。第317や346号住居跡は一辺が6mを超える比較的大形のも

のである。このように，この一群は大形の第346号住居跡を中心にタ　小形の第348号住居跡　第H号掘立柱建

物跡の屋で構成される　単位　大形の第別号住居跡を中心に，中形の171号住居跡，第95号掘立柱建物跡の倉，

第は号掘立社建物跡の屋　第鵬のH oは6号掘立桂建物跡の雑合で構成されている。

掘立社建物D群は　第摘　o n号掘立柱建物跡がみられるのみでタ住居跡もみられずタ　周りは空白域になっ

ている。D群は集落の中央部南端に位置するため，2棟だけの構成にみえるが，D群の建物群はさらに南もし

くは西に展開されるものと思われる。

南西部には新たにみられるようになった掘立柱建物E群の4棟の建物，3軒の住居からなる建物群がみられ

る。この建物群は，第260号住居跡と第100号掘立社建物跡，第444号住居跡と第128号掘立柱建物跡，第440号

住居跡と第101号掘立柱建物跡がセッ吊こなり，長方形の配置をとっている。

以上のように掘立柱建物A群はI期の影響を残した配置をとり，機能としても受け継いでいると思われる。

掘立柱建物B群は新たに展開されるようになる。C。E群は「大形住居跡＋掘立柱建物跡＋小・中形住居跡」

という構成になっている。また，住居だけで構成される一群は，5軒前後が一単位となり，12単位みられる。

当期にはタ鉄鉢形土器や銅鋏を保有するようになり，集落内に仏教の浸透がみとめられる。また∴刀子は10息
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鎌2点，短刀2点，石製・鉄製e土製の紡錘車は5点出土している。第417号住居跡は鍛冶工房であり，この

外の住居跡からも鉄淳が出土している。これらのことから，中原の集落では第Ⅱ期から鉄関連・繊維関連に関

わる手工業が開始されたと思われる。

第Ⅱ期（第724図）

第4・6・13・31・35・36・39B・41・48・56・73・75・90・103つ08・110・124・131つ37・141・158・

170・172・174・179・186・201・206・209・211・216・219・225・232・289・283・294・296・298・308・

320・324A・325・331・335・342・372・378・379・395・400・405・411・433・457・460・469・471・481・

メダ

482も488号竪穴住居跡嘩61軒三　第4A。4B e5819e23826・42861666。67068・81の82e89090や910
㌔

107・111・114・123・139号掘立柱建物跡の21棟が該当する。

前期の集落規模を保ち，中原集落の充実期である。

第I。Ⅱ期と受け継がれてきた北西部の掘立柱建物A群にはこれまでのような明確な区画はみられなくな

る。ここには9棟の掘立柱建物と10軒の住居跡の建物群がみられる。第23e81・82号掘立柱建物跡と第5・19

号掘立柱建物跡が逆L字状に配置されている。この北側には第4A・4B・第26号掘立柱建物跡が北梁行きを

通して並んでいる。これらの周りには，灰粕陶器の長頸瓶や「十」の朱書土器，「舶用の刻書土器，短刀，

刀子7本等が出土した，一辺が6mを超える大形の第56号住居跡が，西側には火打金や鉄浮が出土した第35号

住居跡がある。これらの建物群の北西部には第41e39B号住居跡が重複して位置するが，出土土器からは大きな

時期差は認められないことから，短期間のうちに第41号から第39B号住居に建て替えがおこなわれたものと思

われる。

Å群の北側には5軒1単位の住居がみられ，住居の規模はすべて小形である。このうちの第4号住居跡から

ほ石製紡錘車，第6号住居跡からは3点の刀子，第13号住居跡からは石製紡錘車，2点の刀子，灰粕陶器平瓶

が出土している。

北東部の掘立柱建物B群の区域には，4棟の掘立柱建物と8軒の住居の建物群がみられる。第219e225。

206。395号住居跡の軸方向は10度前後東に振れ，第201・209e211e216・400号住居跡の軸方向は15度前後西

に振れて，ハの字状に建ち並び，その内側に掘立柱建物群が配される。第61e66・67。68号掘立柱建物跡に規

格性はないものの，第61e66号掘立柱建物跡は，住居跡同様にハの字状に並ぶ。この区域の中心となる第211

号住居跡は一辺が6m以上の大形で，短刀・刀子などが出土している。この外の住居からも短刀の刀子の外に

紡錘車や鉄淳が出土していることから，この区域は第Ⅲ期に引き続き，鉄e繊維関連の手工業が行われていた

ものと思われる。そして掘立柱建物は手工業関連の屋としての役目をしていたのであろう。

B群の南側には空白域があり，その南には，第294e296・378号住居跡をはじめとする6軒の住居跡で構成

される建物群がある。これらは軸方向が12度前後西に振れる一群で，第296号住居跡からは「度」の墨書土器，

第294号住居跡からは「中」の箆書土器，第378号住居跡からは「十」の刻書土器が出土している。

南東部の掘立柱建物C群の区域には，5棟の掘立柱建物跡と6軒の住居跡の建物群がみられる。建物の軸方

向は，第111号掘立柱建物跡が12度西に振れ，外の第91elO7el14e123号掘立柱建物跡は2度前後東に振れる。。

第Ⅲ期には3間×5間の大形の屋が存在しており，当期にも面積をわずかに縮小した3間×5間の第91号掘立

柱建物跡がある。これらの掘立柱建物跡群の北側には一辺が6mを超える第172号住居跡や170号住居跡があり，

「大形住居＋屋」で構成されている。南端には，鉄鉢形土器や「草」の墨書土器が出土した第342号住居跡があ

る。

第Ⅱ期に存在した南部の掘立柱建物D群は当期にはなくなり，中央部寄りに竪穴住居が移動する。第280・
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283。298。325号住居跡の4軒がみられる。住居跡の規模は中形と小形で，掘立柱建物跡も小形である。第298

号住居跡からほ「大家圭「川カ」の墨書土器が出土している。

第Ⅲ期に存在した南部の掘立柱建物E群の区域には全く建物跡はみられなくなり，大きな空自地域となる。

中央部西端には3棟の掘立柱建物跡と7軒の住居跡がみられる。これらの建物群の軸方向はいずれも5～15

度西に振れている。第89090号掘立柱建物跡は調査区城外であるため詳細は不明であるが重複しており，当期

内で建て替えがおこなわれているものと思われる。一辺7mを超える大形の第1100137号住居跡をはじめタ　第

ま03。108や1240137号住居跡からは複数の刀子言軋　銑鉄，紡錘車，鉄浮が出土している。集落の北東部の第

2は号住居跡を中心とする建物群と出土遺物の横磯が似ており，鉄関連e繊維関連の手工業が行われていたと

思われる。

以上のように当期には鉄器の出土量が多くなり，住居跡3軒に1軒の割合で保有している。鉄関連欄摘瀾

連遺物の内訳をみると，刀子26氏鎌5氏　短刀の小刀3息鉄鉱6息　斧1氏　石製も土製e鉄製紡錘車14

点である。特にタ　太形住居では必ず鉄器0紡錘車等を保有しており，各建物群を形成した集団間に建物規模や

保有物等で具体的に格差が生じてきている。鉄器の保有率は手工業の発展を示すと共に，中央部と北東部が保

有率が高いことから集団間の格差も意味している。

第紺期（第725号）

第70901巨28032050・65070880084Ae84Bの10501230132や134eユ38。143の148e15001550

157・173・192・204・239・252・254・255・258・263・265・275・277・282・301・303・307・310・327・

3368339・353・363e3830389e姐8。425。42704350447も456・45804738499号竪穴住居跡の54軒夕　第5

号竪穴状遺構の1軒，第7e8。58059ゆ62。69872・73075e78。84e88の98el190121の126号掘立柱建

物跡の蟻棟　第根号土塊が該当する。

前期まで増加していた建物もタ　当期には数を減らし，集落の規模が縮小する時期である。

集落の北西部では，4～6軒を1単位とするまとまりが5単位みられる。第473号住居跡を中心とする単軌

第458号住居跡を中心とする単軌　第252号住居跡を中心とする単位夕　第50号住居跡を中心とする単位，第435

号住居跡を中心とする単位の5単位である。この内，第50号住居跡を中心とする単位は第708号掘立柱建物

跡をタ第435号住居跡を中心とする単位は第129号掘立柱建物跡を含む建物群である。第5号竪穴状遺構からは，

「万杯」の墨書土器が出土している。第658425号住居跡からは銑鉄・釘e鉄淳が出土しており，北東部の掘立

棍建物B群の区域内でⅢ～Ⅲ期を通して行われていた鉄関連の手工業が西に区域を広げたものと思われる。

北東部には工期から継続される掘立桂建物B群の建物群がみられる。Ⅲ期には掘立社建物群の東西には大形

の住居跡が配されていたがタ　当期は南に小規模の第2糾号　北には第418号住居跡が配されるだけである。中央

部に第62・69・72号掘立柱建物跡がみられる。第62号掘立柱建物跡は2間×5間の身合の南面に庇が付く。柱

穴も大きく，面積は庇も含めると約80扉で大規模な建物である。この北西側には小規模な2間×3間の側柱建

物である第69号掘立柱建物跡が，西側には2間×3間の総柱建物である第72号掘立社建物跡がある。この掘立

柱建物B群は，Ⅱ期以来，鉄関連の遺物や紡錘車などが多く出土し，鍛冶工房跡も確認されていて，早くから

手工業による経済活動がみられる区域であることから，第62号掘立柱建物跡はその優位な経済基盤をもつ有力

者の居住施設と考えられ，第69e72号掘立柱建物跡は付属の倉庫と思われる。このように大規模な居宅が出現

したことは，管理者と働き手の階層分化も意味する。労働力を提供したのは，先に述べた第65・425号住居跡

の居住者であろう。

B群の南から集落の中央部には空白域があり，その南には3軒の住居跡と6棟の掘立柱建物跡の建物群があ
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る。第148。192・303号住居跡，第58e59・73e75。78・126号掘立柱建物跡である。

南東部はI期以来掘立柱建物C群の建物群がみられる区域で，第Ⅲ期も，大形の倉や屋，大形の住居を中心

に栄えており，当期にも4軒の住居と2棟の掘立柱建物で構成される。そのなかでも第339号住居跡は一辺が

6mを超える大形のもので，灰粕陶器。刀子e鉄鉢形土器が出土しており，中心的な存在であったことがうか

がえる。この周りには，3間×3閏で面積30r迂以上の総柱建物である第94号掘立社建物臥　3間×5間で面積

50m2以上の側柱建物である第109号掘立柱建物跡が配され，「大形住居＋倉＋屋」の構成をとる。第155号住居

跡から短刀・刀子の石製紡錘車，第173号住居跡からは刀子が出土している。第121号掘立柱建物跡は2間×3

間の小形の側柱建物である。

第Ⅲ期には小規模であった掘立柱建物D群は当期になると，10軒の住居と3棟の掘立柱建物の大規模な建物

群になる。第84e880119号掘立柱建物跡を囲むように住居が配される。これらの掘立柱建物跡はいずれも3

間×4間の面積40汀f以上の側柱建物で，柱穴も大きい。第275号住居跡からは「酒」と箆書された短頸壷が出

土しており，労働力確保の饗宴などに関連している可能性もある。第310号住居跡からは「家」の墨書土器が

出土している。

第Ⅲ期には空白域であったE群には，再び5軒の住居跡と1棟の掘立柱建物が出現する。第99号掘立柱建物

跡は3間×4間の身合に酋面庇が付く大形の建物である。この北側に位置する第258号住居跡からは帯金具の

鎌0灰粕陶乳「生」の墨書土器，第389号住居跡からは「万」と墨書された灰粕陶器札　第263号住居跡から

は刀子言十」の漆書の土乳　第256号住居跡からほ鉄斧，第447号住居跡からは3点の「川」の墨書土器が出

土している。

中央部西端には6軒の住居跡があり，第Ⅲ期同様に建物の軸方向は西に15度前後振れ，前期からの特徴を受

け継いでいる。第105号住居跡からは釘e不明鉄製品　第134号住居跡からは帯金具e刀子e銑鉄，第138号住

居跡からは火打金が出土している。

以上のように，南西部から南部にかけて展開する掘立柱建物C・D群は「大形住居＋倉＋屋」，「大形住居＋

屋」で構成され，北東部の掘立社建物B群とは異なり経済基盤は農業であったことが想定される。

第V期（第726図）

第15・21の23e25e27e38・39Ae46e47・49ゆ53e64e66069。74088097の100el160118の135・1390

149・151・167・168A・168B・169・175・180・181・182つ93・202・205・208・221・224・228・233・237・

238・250・270・271・338・350・362・376・384・413・424・426・428・431・438・452・466・468・476・

478・486・496号住居跡の63軒，第86e97。93・96・105号掘立柱建物跡の5棟，第417・720号土坑が該当する。

集落が再び増大する時期である。掘立柱建物跡はD群だけになる。

北西部は第Ⅳ期同様，4～6軒1単位の住居跡群が3単位みられる。第38号住居跡からは，灰粕陶器長頸

瓶e刀子，「宗門」の墨書土器，第39A号住居跡からは，灰粕陶器施　5点の刀子，2点の銑鉄，「壬」「本戸」

の墨書土器，第47号住居跡からは鉄淳，漆容乳「前」の墨書土乳　第46号住居跡からは鉄鎖が出土しており，

これらの住居跡は1単位を構成している。第426号住居跡からは「万年」「万」「本」の墨書土器が出土してお

り，Ⅳ期に初出した「万杯」の文字が同じ群の中で受け継がれている。この外にも第74号，B群の第202号住

居跡でも出土している。

北東部の掘立柱建物B群の区域は前期までとは異なり，住居跡のみで構成される。第202号住居跡からは前

出の「万杯」の墨書土器をはじめ，石製紡錘車・餃具・刀子・鉄淳，第205号住居跡からは灰粕陶器3息短

刀，刀子3点，手鎌2点，鉄製紡錘車・閂・鉄棒各1点，不明鉄製品3点，第208号住居跡からは灰粕陶器1

－1028－
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点，鉄浮の不明鉄製品，第224住居跡からほ灰粕陶器1点の銑鉄2点夕　第228号住居跡からは土製紡錘車が出土

しており，Ⅲ期以降から開始された鉄関連。繊維関連の手工業生産が定着し，この区域は経済的にも優位にな

ってきたことがうかがえる。

南東部は2、4軒で1単位の住居跡群が4単位点在する。

南東部の前期まで存在していた掘立柱建物C群の建物群は，当期には住居だけにな軋建物群の主体はD群

に移動している。第86093の96097号掘立柱建物は軸方向が12。13度東に振れる側柱建物でタ　達し字形の配置

をとる。この建物群の北に第105号掘立柱建物跡がある。この建物群の周りは空白域になっており，居住空間

との区別をしている。

前期まで存在した南部のE群は，当期には無くなりタ　再び空白域となり，わずかに第4520438号住居跡がみ

られる。第438号住居跡からは2点の鉄鉢形土器が出土している。

中央部西端には第97。10001160118。1356139号住居跡があり，1単位を形成している。これらの住居跡

からはⅣ期に引き続き，刀子0手鎌e釘の不明鉄製品。土製紡錘車等が出土している。

第闇期（第727回）　　　　　　　が

第1・5・8・16・19・22・26・29・30・45・51・63・67・78・71・72・82・86・93、95・98・101つ06・

109つ12・114・115・119・121・122・127・128・130・133・140つ44、147・154・161、164・166・185・

200・203・207・215・217・218・223・227・229・234・242・247・251・261・268B・273・278A・279・281・

291・312・313・321・323・330・337・340・351・352・354・357ノ、359・361・365・366・369・370・385・

398・399・403・404・406・407・409・412・414、416・419・420・422・423・439・443・450・454・455・461

～464も467047004720489049～購号住居跡のH軒　第　号竪穴状遺構の1軒，第46047。530560630

64・74・85・87・102・108・124・125・136・144・146・147号掘立柱建物跡の17棟が該当する。

中原集落の最盛期であり，転換期でもある。一般的に9世紀復業という時期は住居跡が小形化し，数も減少

する傾向にあるなか，中原の集落では一辺が6mを超す大形の住居跡がみられ，軒数も集落の出現以来最大に

なる。さらにこれまでは，鉄関連遺物や繊維関連遺物，灰粕陶器等の遺物は北東部の区画と中央部西端の区域

に集中してみられたが診　当期には集落全体に及びタ　点数の多少はみられるが，ほぼどの住居跡からも出土する

ようになる。

北西部ではこれまで中央付近にみられた住居跡は，北端部と西寄りに分離するようになる。北端部の住居跡

の軸は0～8度東に振れるものが多くタ「万杯」「本」「本井」「大山」の墨書土器が出土している。なお，第I

からVにかけて掘立柱建物跡A群が展開していた区域はタ　当期には空白域になる。

北東部には住居跡が密集する。大形の第2176218号住居跡を中心とする単位，第207号住居跡と第64掘立柱

建物跡を中心とする単位，第227号住居跡を中心とする単位，大形の第406号住居跡を中心とする単位の4単位

がある。これら住居群は東寄りのブロックと西寄りのブロックに分かれる。これらの住居からほ鉄関連e繊維

関連の遺物はもとより，外の建物群よりも多くの灰粕陶器や緩和陶器が出土しており，最も経済基盤が優位で

あることを裏付けている。また，また東寄りのブロックは「万杯」の墨書土器を多量に保有している。この一

群と北西部北端の一群は共に「万捧」を使用しており，これらは同族集団で，その表示記号としてこの文字を

使用していたものと思われる。

北東部南側の空白域を隔て，南東部には3～6軒で1単位の住居が6単位ある。集落は南端まで広がりをみ

せている。この一群からは「又上」の墨書土器が多く出土している。後に「文字資料について」の項でもふれ

るが，灰粕陶器椀に焼成前に「叉上」の文字が箆書されておりタ　流通経済の発展がうかがえる。この南東部の
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中央には，小規模の第46。47e53・56e124号掘立柱建物跡が点在する。

南部の中央には大形の住居と3棟の掘立柱建物で構成される建物群がある。これらは前期の掘立柱建物跡D

群を引き継いだ建物群である。これらの建物群は軸方向が5～20度東に振れている。掘立柱建物の南には大形

の第281号住居跡が，西には大形の第278A号住居跡が，東には小形の住居跡が弧を措くように南北に立ち並ぶ。

中央部南側には，2間×3間の身合に四面庇が付く大形の掘立柱建物跡が配される。周りは空白域になって

おり，意図的な空間づくりが感じられる。この建物は火災で焼失しており，第740号廃棄土抗から多量の灰粕

陶器・緑粕陶器と共に越州窯系の青磁が出土している。このような陶器類を保有していた第85号掘立柱建物跡

は仏堂的建物と思われる。

中央部西端には前期から引き続き，住居が密集する。これらの住居の軸方向は西に15度前後振れるものが多

い。集落の出現以来，この区域は規模を増大している。

中原の集落では　期以降，鉄鉢形土器e銅鏡等をはじめとする仏教関連の遺物が出土しているが，仏堂とみ

られる建物は確認できなかった。当期ではじめて仏堂が出現することになる。これは，おそらく谷を隔てたと

ころに存在していた郡寺が衰退したことに起因すると思われる。ここで仏堂が出現する背景には，郡寺の盛衰

が影響しているものと思われる。

第闇期（第728図）　　タ

第92・107・111・136・196・210・212・213・214・220・222・226・236・240・243・249・266・268A・

285・290・305・314・315・318・345・356・367・368・371・397・402・432・441・442・453・459号住居跡の

36軒，第1・2・6号竪穴状遺構の3軒，第60・63880弓30号掘立柱建物跡の4棟が該当する。

中原集落が衰退する時期である。

住居は中央部に集中し，そのほかの区域には数軒ずつ点在する。依然として，北東部の一群は大形の第

2126213号住居跡を中心に配置され，灰粕陶器。緩和陶器e刀子も釘e鉄製紡錘車・石製紡錘車・鉄棒等が出

土している。北東部の区域は，第Ⅵ期には「万杯」の墨書土器を所有する集団の居住区であったが，当期には

「生」の墨書土器を所有する集団の居住区になる。この外の区画からも，鉄関連e繊維関連の手工業に関わる

遺物が出土している。当期の住居跡は火災で焼失しているものが多い，その状況は，床面や床面近くから遺物

が出土している場合が多く，食膳異類をあらかじめ持ち出した形跡は見られないことなどから，自発的に放棄

したとは考えられない。この時期は東国が乱れ始めている時期で，集落を自発的に放棄したというよりはタ　第

三者によって放乗せざるを得ない状況に陥れられたことも考えられる。

以上，中原遺跡の集落の変遷を概観してきた。8世紀前葉に突然出現した中原の集落は，当初夕　区画を設け，

計画的に居住域と倉庫域を分けていた。郡衛と密接な関係を持ちながら，農業生産や手工業による経済活動を

行い成長していく。第Ⅵ期の，集落として最も栄えているなか転換期を迎える。しかし，急激に衰退し，第Ⅶ

期をもって200年以上に及んだ集落は突如として姿を消していく。まさに律令制と消長とを共にした集落であ

る。
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第7諸因　中原遺跡第Ⅶ期遺構群
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4　中原遺跡の性格

中原遺跡の調査は言河内郡街e郡寺と密接に関係をもった集落を念頭において調査を行ってきた。その結乳

多数の竪穴住居跡，掘立柱建物跡を検出した。遺物も豊富で，地方では芦　国府跡e国分寺跡などからしか出土

しないような舶載陶磁器の青磁・白磁や線粕陶器ゆ灰粕陶器が出土した。これらのことから，中原遺跡は一般

集落とは異なるという感が強く，律令期の郡街周辺の集落とはどのような景観であったのだろうかという間道

提起にもなった。

まずタ　一般集落との対比という意味で，中原遺跡の遺構e遺物の特色を挙げてみる。

①　堀で区画された掘立柱建物跡が存在する。

②　大形住居跡と掘立柱建物跡等で構成される建物群がある。

③　鍛冶遺構があり，鉄関連の遺物が出土している。

④　富裕な生活を繁栄して，灰粕陶器442鼠緩和陶器98息青磁16息　白磁が1点など，嗜好品が多く出

土している。

⑤　銅鏡破片3点き　鉄鉢形土器6点，灯明具（杯転用が太部分）など仏具が多く出土している。

⑥　刀子（109点）タ　短刀及び小刀は点　硯，朱墨書，腰帯具など，宮入に関わる遺物が多い。

②　石製紡錘車27息　土製紡錘車23息　鉄製紡錘車4点。など繊維関連などの遺物が多量に出土している。

⑧　竃の部材として瓦を使用している住居跡がある。（特に9世紀復業以降に多くなる。）

⑨　8世紀初めから10世紀初めまでの約200年間に及ぶ集落である。

以上のような特徴から言官街」的な遺跡言公的」性格をもつ集落，「宮衛とは言い難いが一般集落とも

違う」というように，「官街関連遺跡」の範疇に入れることができる。「官衛関連遺跡」といわれるなかでも，

特に地理的。歴史的な環境からも河内郡衛e九重廃寺の関連遺跡として考えられてきた。そして，時期別の遺

物の変遷や遺構の変遷をみていくなかで，時期毎にあるいは，区域毎にそれぞれ違った機能を持っていること

が明らかになってきた。そこで，ここでは前項の「3集落の変遷」の時期別遺構群全体図をもとに，どの建物

がどの建物へ発展したり，機能が移転したのかを推定し，各機能を担った建物群がどのように推移したかを探

ることを心がげ，中原遺跡の性格に迫れればと考えている。

中原第三期の集落の景観は，倉庫群である掘立柱建物A群と，居住区域である住居群ははっきりと区別され

ていた。何よりも重要なことは，この倉庫群が全長44m，幅1．2～工8m，深さ約0。7mの堀によって明確に区

画されていることである。建物は小規模な総柱建物と側柱建物が，ある程度の企画性をもって立ち並んでいる。

これらの倉庫群と居住域はさらに，空白域で隔てられている。このような区画をもった集落はまさしく官的な

様相を示している。そこで，中原の集落から東へ700mほどに所在する「河内郡街」との関わりが想定される。

常陸国の郡の成立の事情は『常陸国風土記』に記載があり，比較的明らかになっている。しかし言町内郡につ

いては，その記事がなく明らかでない。河内郡の成立は，『新編常陸国誌』による，「難波長柄豊崎朝筑波郡ヲ

割テ置キシト見ユタリ，…」という説が有力である。分割されて成立した河内郡は，郡の成立当時から大規模

な正倉をもっていたのか，そして，その時期はいつ頃になるのだろうかという疑問が出てくる。

河内郡の元とされる筑波郡でも，正倉である平沢官街の成立時期は8世紀初頭とされている。さらに，大化

5年に下総国海上国造の部内の1里と，那賀国造部内の5里を割いて置かれた鹿島郡の郡衛である神野向遺跡

の成立も8世紀初頭である。このように，当初から存在した郡衛でも，分割されて成立した郡衝でも正倉の成

立は8世紀初頭である。一概に，現時点で判明している常陸国内の正倉だけを根拠には言町内郡衛正倉成立に

ついても論じることはできない。各郡の政治e経済によって様々な様相があると思われる。河内郡衛について
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は，中原遺跡の東700mにある酋坪遺跡から芦　4間×3間の総柱の掘立柱建物跡が3棟確認され　炭化米が出

土しており，正倉に比定されていた。最近の当財団の試掘調査によ軋　区画清。総柱の掘立柱建物跡3棟e基

壇建物が確認され，正倉である可能性が高くなっている。調査段階である上夕　末報告のためタ　成立時期につい

ても不明である。あくまでも言町内郡衛成立の時期が不明ということが前提になるがタ　以上のことからタ　中原

の第I期の集落は，郡衛正倉の成立までの期間にタ正倉の一部を担っていたという仮説を立ててみた。つまり，

分割されて成立した河内郡軋　大規模な正倉の成立までの期間は，中原のような集落に小規模な倉庫群を置い

ていたのではないだろうかということである。中原遺跡は言町内郡衝正倉の成立前夜的な景観を皇していると

いうことである。中原第I期の時期は出土土器から8世紀前葉としており，筑波郡衛正倉の成立時期とほぼ同

じである。

第Ⅱ期になると，掘立柱建物A群は言期にみられた区画堀や明確な空白域による区画は失われるものの，あ

る程度の企画性をもちながら㍉鉦規模な倉庫群が立ち並ぶ。この時期には，郡衝正倉も本格的に機能し始めた可

能性があり，区画鴇の必要性も無くなったものと思われる。また誹延暦交替式』の天平勝宝元年（749年）八

月四日勅に「諸国正倉。就村里，借用他倉」とあるように言塔内郡衛の正倉が成立した後もタ中原第Ⅲ期の掘立

柱建物Å群は補完的に機能していた　のと思われる。このように，第I eⅡ期の掘立柱建物Å群はタ　山中敏史

氏の分類のⅡ類言産地の政治経済状況の地形条件に応じ，適宜，設置の移転e廃止された補完的な性格の強

い官街施設，必要に応じて郡衝の諸機能の一部を補う役割を担うべく設置された施設」に属するものであろう。

第‡期の中原の集落には，郡衛の下級宮人に連なる有力者と，その支配下にある血縁，地縁で結ばれた農民

層が居住していたと考えられ，南東部の掘立柱建物C群はこの集落の倉庫と思われる。第Ⅲ期になると，集落

全体に居住域は広がる。主たる産業は農業であるがタ　北東部の区域では特に鉄関連夕　偽の区域でも繊維関連の

手工業が開始される。北東部にはB群，南東部にはC群夕　南部にはり群e E群の掘立柱建物群が配置される。

特にC群は，有力者層の居宅と思われる第17ヱ0317。346号の大形住居を中心に総社建物，3間×5間，3

間×4間の大形側柱建物で構成され，‡期よりも規模を増す。中原の集落にもⅡ期には仏教が浸透し始めたこ

とから，集落の300mはど東にある九重廃寺もこのころには存在したものと思われる。

第Ⅲ期以降は，第Ⅱ期までの官的様相は全くみられなくなり，有力者層が経済基盤を整える時期である。ど

の区域でも大形住居と掘立柱建物の倉庫がセットとなる。第Ⅲ期の北東部の一群は鉄関連・繊維関連の手工業

が盛んになり，住居群の中央には掘立柱建物B群の倉庫群を持っている。第Ⅳ期にはその繁栄を裏付けるかの

ように，南面庇の居住目的と思われる掘立柱建物と倉庫を配する。この後も，この北東部の区域は手工業を背

景に経済的に優位な状況にあり，集落が終焉を迎えるまで，繁栄し続ける。北東部ほどの経済的繁栄はみられ

ないもののタ　これに次いで手工業が盛んなのが南西部区域である。言い換えれば，中原の集落の動産的経営基

盤を成していた区域といえよう。これらに対して，第‡期からみられた南東部の掘立柱建物C群の区域，第Ⅲ

期に性格を変える北西部の掘立柱建物A群の区域，第Ⅳ期にC群から移動した南部の掘立柱建物D群の区域は，

わずかに手工業は行っていたものの，経済基盤は農業であった。これらの区域内は，穀類・穎稲を保管してい

たと思われる比較的大形の倉e屋と思われる掘立柱建物が配置されていることタ　第V eⅥ期にはこの区域の住

居跡から鉄鎌等が出土することからも裏付けられる。農業生産の地はおそらく，集落の東にある谷津や南部か

ら南西部の花室川流域であった。このように，第Ⅲ期以降に集落内に複数の掘立柱建物群がみられるようにな

ったということは，集落内に有力な戸がその数だけ成長し始めた表れである。また，第Ⅲ期から第Ⅵ期までの

屋が建ち並ぶ背景には，有力者・富豪層による土地開発，私出挙の実施が関連しているのであろう。

中原の集落の転換期は第Ⅵ期であり，流通経済の発展と，これまでの中原集落の経済基盤をもとに，嗜好品
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である線粕陶器。灰粕陶器・舶載青磁。白磁等を保有するようになる。また，集落の南部に大規模な仏堂が建

てられる。仏教の信仰は第二期以降認められ，九重廃寺のもと，中原の集落は郡寺を結節点として精神的・経

済的に密接に結びついていた。この時期の村落内寺院の出現は有力富豪層の成長と，中原集落の自立的活軌

集団の強い結びつきを示している。さらに，「万捧」「又上」の墨書土器を所有する血縁e地縁集団からも強い

結びつきが読みとれる。集落内に仏堂をもった第Ⅵ期には，九重廃寺は衰退したものと思われる。そして，10

世紀初めの東国の乱れは，中原集落の消滅につながっていく。

以上のように，8世紀前葉に河内郡街正倉が成立するまでの間，中原の集落は正倉の一部の機能を担って出

現したと仮説をたてた。正倉の成立以後は，郡衛の下級宮入である有力者のもと，郡衛e郡寺と密接な関係を

持ちながら，自立していったと結論づけた。近年，郡街周辺や郡街の末端組織について多く論じられているが，

中原遺跡の性格はどの類に属するものなのか，結論をだした今でも，末だ釈然としない部分が多い。それは，

郡衛e郡街関連遺跡それぞれが多様かつ複雑であり，どれ一つとして同じものがないということからくるもの

であろう。それには，国レベルの政策だけにとらわれず，各郡が置かれた社会・政治e経済状況を考慮しなけ

らばならないということであるが，浅学ゆえにそこまで踏み込んで考えることができなかった。中原集落の成

立期の評価については，今後の河内郡衛の調査報告を待たなければならない。郡街及び周辺集落の様補がどの

ようなものであったのか，本書がその一助となれば幸いである。

末筆になりましたが，3年間にわたる調査期間，並びに整理期間中，多数の方々に来跡0来館いただき，貴

重なご意見をいただきました。感謝申し上げます。
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